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　　　１




　傾いた机の上に放り出された封書は、十数通に及んでいた。

　大きな酒場や、共同厩きゆう舎しや、職人たちの組合、旅の宿など、この城都にある様々な店から送られてきたそれらは、しかし開いてみれば、全て同じ内容の手紙である。

　今も新しい一通を開けた青年は、ランプの乏しい光の下で『クレト様の、より一層のご活躍をお祈りいたします』という一文を読んで肩を震わせた。机についた右手がぶるぶると震える。

「ま、また不採用……」

　容よう赦しやなく心を折ってくる不採用通知は、まもなく百通に達しそうだ。

　クレトはすがる思いで開いた九十九通目を、手元で小さく折りたたむ。空の封筒に手を伸ばしかけた時──指先を、紅あかいヒールがかすめていった。

「うおっ」

　思わずのけぞったクレトの眼前、たん、と軽い音をさせて、封筒を小さな靴くつが踏ふみつける。

　持ち主の矜きよう持じを表す高いヒール。その先には、黒タイツに覆われた細い足が続いていた。ふわりと広がったスカートの裾すそが、空気を失ってもとの膝ひざ上うえに戻る。華きや奢しやな身体からだを包むワンピースはやはり黒で、わずかに見える少女の肌の白さをよく際立たせていた。

　年齢は一見して、十二、三歳。長い髪の色は昏くらい赤で、瞳ひとみもまた同じ色だ。睫まつ毛げの下の双そう眸ぼうは深しん淵えんに似て、その造作は誰もが振り返るほどに可か憐れんで美しい。

　けれど愛らしい少女の顔立ちに浮かんでいるものは──妖よう艶えんとしか言えない微笑だった。

　机の上に降り立った彼女は、身を屈かがめてクレトの顔を覗のぞきこむ。

「あれ？　やっぱり不採用だった？　わー、大変ー」

「急に降ってくんな、セーネ！　あと、その棒読みも──」

　心のこもらない感想に、青年は苦情を言おうとする。しかし彼がそれ以上を口にする前に、少女は薄い微笑のまま軽く指を鳴らした。途端、青年の左腕に巻かれていた包帯が、しゅるしゅると音を立てて彼の口に巻きつく。

「んー！　んー！」

「私に文句を言うのは筋違いでしょう。ずーっと引きこもりやってた人間を、いきなり雇ってくれるところなんて、そう簡単に見つかるわけないわ」

「だから俺も、前歴・経験ともに不問ってやつを選んで送ったんだよ！」

　包帯を引きはがしてクレトは叫さけぶ。

　──本当にそれ以外、えり好みしたところは一つもないのだ。

　不採用通知を送ってきた店が様々なのも当然だ。これらの求人は、少女が地上の掲示板からはがしてきたもののうち「誰でもいいからすぐ来て」と人を募つのっていたものばかりなのだから。

　にもかかわらず、今のところ結果は全敗だ。一体なにがまずいのか、と思うが、そんなことを口に出して悩んだら、「全部でしょう」とつっこまれることはわかっている。青年は自分の姿を見下ろした。

　すりきれた黒シャツと同色のボトムスは、あちこち裂けて穴が開いており、その下からは全身に巻かれた包帯の一部が見えている。少し高めの身長によく鍛きたえられた体は、しかし締まりすぎているためか、純人間以外の種族を相手にするには心もとなく思われるだろう。二は十た歳ち前後に見える顔立ちは平凡なもので、特に目立つということはないはずだ。

　彼はくしゃくしゃの黒髪を手でかきまわすと、改めて頭を抱かかえた。

「世間の荒波とはこういうものか……」

「だから言ったでしょう。わかったなら、このままここでずっと私と暮らせばいいわ」

「それは断る」

　毒花の微笑を見せる少女に、クレトは即答する。ついでに踏ふまれたままの封筒を引き抜こうとすると、彼女の体はぱっと霧む散さんした。代わりに頭上からくすくすと笑い声が降ってくる。

「外に行ったって、何もいいことなんてないわ。あなたもそれはよく知っているでしょう？」

「人の就労意欲を削そぐな！」

「就職もできそうにないしね」

　軽い指摘は事実の分だけ攻撃力が高い。クレトは、頭上に浮いている少女に文句を言いたくなったが、また物理的に口封じをされても困る。同居人である彼女は、基本的に気まぐれで残ざん酷こくなのだ。年齢も、見かけこそ年若い少女だが、実際のところは彼と同年代かそれ以上だろう。

　その力を知る者からは「人形遣い」とも呼ばれる魔女は、空中で細い両りよう膝ひざを抱えた。

「退屈なら、何か作ってあげるわ。解剖用人形とか」

「そういう不気味なものは要らないし、お前になにか作らせると代償が怖い」

「今更？」

　少女の紅あかい唇くちびるが忌いまわしく笑えむ。細められた赤せき眼がんは、「お前がそれを言うのか」と嘲あざ笑わらうようでもあった。闇やみに佇たたずむ捕食者であり、人間を外れた魔女。たやすく運命を弄ろうする人形遣いは、けれどクレトが動じていないとわかると、あっさり視線を外す。

「外が気になるなら、またあちこちから月報を持ってきてあげるわ。とりたてて目新しいことは書かれていないと思うけれど」

「いや、月報もありがたいけどな。もっかい求人取ってきてくれ」

「──は？」

　紅あかい革かわ靴ぐつが、彼の鼻先を通り過ぎる。それを予期して一歩後ろに避よけていたクレトは、少女の呆あきれた視線に苦笑した。雑然とした薄暗い部屋を見渡す。

　冷たい石の地下室は、すっかり自分の寝ね床どことして馴な染じんでいる。馴染んではいるが、既に「ここを出る」と彼は決めたのだ。降って湧わいた機会は、彼自身が望んで得たものではないが、永遠に無理だと思っていた社会復帰を望まれたことは、やはり嬉うれしかった。

　足を組みかえた魔女は、小さく頰ほほを膨ふくらませる。セーネは口を開きかけて、だがなにかに気づいたのか眉まゆを上げると、指を軽く弾はじいた。

　ひゅっと空気を切って飛来したものが、机の天板に突き刺さる。

「先にそれを見るといいわ。求人はその後で取ってきてあげる」

「なんだこれ」

「百通目じゃないかしら。今届いたの」

「げ……」

　その言葉の意味するところは、記念すべき三桁けた目の不採用通知ということだろう。

　クレトはがっくりと頭を落として、机に刺さった封書を引き抜く。そのまま薄灰色の封筒を手元で裏返した。書かれている差出人を読み上げる。

「──ディアテルリア学園」




　七十年前の大戦において、二つの国を下し五つの種族を併へい吞どんして戦勝国となったこの国、ディアテには、ある異名で知られる教育機関がある。

　通称──監獄学校。ディアテでもっとも名の知れた国立の学校だ。

　多くの火種を内に抱かかえる国が、その火種の一部を隔離するために創つくった学校──監獄学校には、種族を問わず「問題を起こすかもしれない強者」が集められている。

　名目上は十二歳から十八歳までが通うことになっているはずの学校において、しかし卒業できる人数は毎年全校生徒の一割にも満たない。彼らは「外に出しても問題なし」と判断されるまで、留年し矯きよう正せいされ続ける。

　いわばこの監獄学校とは、ディアテの城都郊外に置かれた火薬庫であり、普通の人間なら関かかわりあいになりたくないと避さけて通る危険物だ。そのことを知っている青年は、もう一度封筒を裏返すと、確かにこの封書が自分宛になっていることを確認した。

「なんで監獄学校から手紙が？」

「さあ？　あなたが存在していることへの苦情じゃないかしら」

「どこまで俺の心を折りにきてるんだ、それ」

　言いながら、クレトは封筒の端を切って手紙を開ける。取り出し、広げた手紙を、頭上から少女が覗のぞきこんだ。そうして数秒の沈ちん黙もくの後に彼女は、小さな溜ため息いきをつくと口を尖とがらせる。

「残念。もう求人は取ってこなくてもいいみたいね」

「……なんだこれ」

　手紙に書かれていたのは簡潔な一文だ。

　──汝なんじ、クレト・ダラスをディアテルリア学園寮の門番として迎え入れる。

　それが彼の、社会復帰の第一歩だった。
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　久しぶりに見る空は、どんよりと曇くもっていた。

　肌寒い朝の空気に加えうっすらと霧きりが立ちこめる中、一面の曇どん天てんを仰あおいだクレトは、晴れ晴れとした声を上げる。

「いやー！　空が綺き麗れいだ！」

「……あんたの目は節穴なのか？」

　壁沿いに先を行く初老の男が、足を止め呆あきれたように振り返る。これから初めての職場にクレトを案内してくれるというこの男は、三年前から監獄学校の事務局に勤めているらしい。陰いん鬱うつな空気をものともせず弾はずんでいる青年を、頭のおかしい者を見る目で見上げてきた。

　それに気づいたクレトは、あわてて言いつくろう。

「あの、ほら、俺ずっと外出てなかったんで……」

「ずっと？　じゃあそれまでなにやってたんだ」

「ひ、引きこもってて……」

　できるだけ無難な言い方を選んで、クレトは愛想笑いを浮かべる。もっとも久々に表情をとりつくろってみたので、いささか口元が引きつってしまったのは仕方のないことだろう。

　初老の男はそんな彼をじっと見上げていたが、不意に顔を伏ふせると制服から皺しわだらけのハンカチを取り出した。それで目元を押さえる。

「そうか……がんばったな……よく勇気出して外に出てきたな……」

「いや、あの」

「しかし、よりによってここに来ちまうとはなぁ……」

　深い溜ため息いきは、憐あわれみも色濃く固い土の上に落ちていった。残念がる、というよりも終わってしまったことを語るに似た響きは、周囲の空気にほどよく合っている。たちこめる霧には男の抱いだく諦てい観かんが溶けこんでいるようで、クレトは強ばっていた笑え顔がおを消すと尋たずねた。

「あの、俺の仕事ってどんな感じなんですか？」

　地下に届けられた監獄学校からの手紙には「寮の門番として迎え入れる」としか書かれていなかった。どうして応募してないところから採用通知が来るのかは謎なぞだが、クレトとしては他に選ぶ余地もない。もともと監獄学校には興味があった、ということもあって、手紙を持って事務局を訪ねてみたのだが、今のところ職務内容についてはまったく触れられていなかった。

　彼の質問に、男は愕がく然ぜんとした顔になる。

「あんた、それ知らないで来たのか？」

「まったく」

「知らないで門番に？」

「門番って書かれてたんすよ。別に希望したわけじゃないんですけど」

　クレトは左に続いている鋼鉄の壁を見上げる。学校の内外を分かつこの高い壁には、見たところ強固な攻撃吸収処置が施ほどこされているようだ。壁一枚に一つずつ高度な魔法紋もんが彫りこまれており、物理をはじめ、あらゆる属性の攻撃を想定している様子がうかがえる。その堅けん牢ろうさは、監獄学校の通称に恥はじない徹底ぶりを思わせた。

　こんな壁があるなら門番などいらないのではないか、という気もするが、防御機構は強ければ強いほど動かすことができないのが魔法の常だ。開閉の必要がある門などには、ここまでの防御はかけられないのだろう。

　クレトは包帯の巻かれた手を、そっと壁に伸ばしてみる。指先が鋼鉄に触れる寸前、ばちっと異音がして焼けつくような痛みが走った。包帯越しでなければ皮ひ膚ふが焦こげていたかもしれない。軽く手を振る彼の耳に、男の嘆たん息そくが聞こえる。

「門番はなぁ……門番は……」

「門番は？」

「あんたの前任者だったやつは、今も首から下が見つかってないよ」

「…………へ？」

「あんたもせっかく外に出てきたっていうのになぁ」

「いや、あの」

　一体どういうことなのか、問いかけたクレトに、男は前方を指さして「ほら、あれだ」と言った。ぼんやりと霧きりがかる景色の向こうに、いつの間にか黒い壁が見えている。

「あれ、二重になってるんですか」

　確かに今まで視界が悪いとはいえ、校舎の影もなく一人の生徒ともすれ違わないのはおかしいと思っていた。だがどうやらここは、学校の敷地内であっても「監獄」の中ではないらしい。

　先を行く男は近づいてくる壁を見ながら、自じ嘲ちよう気味に笑った。

「あいつらが壁一枚で大人しくなるなら、今頃ここは監獄学校なんて言われちゃいないさ」

　軽い地響きが二人の足あし下もとを揺ゆらす。

　思わず地面を見下ろしたクレトは、次の瞬しゆん間かん、鈍にぶい爆発音を聞いた。顔を上げると黒い壁の更に向こうに、ちらちらとまたたく白光が見える。小さな光はしばらく空中を漂っているようだったが、ふっと消え去ると、また轟ごう音おんが鳴り響いた。啞あ然ぜんとする青年に男はつけたす。

「壁は三重だ。で、あんたが担当するのは一番内側の門……そこの門番ってのはいわば、監獄学校の看守だな。あそこで門番やってて一ヶ月もったやつは、今んところ一人もいない」

　不吉な事実を伝えて、男はまたハンカチで目元を押さえる。

「可か哀わい想そうになぁ……」

　まるで墓ぼ碑ひ銘めいを読み上げているような声音に、クレトは天を仰あおいで小さく呻うめく。

　世間の荒波は、想像以上に厳しそうだった。




　案内の男は、二番目の壁までしか案内してくれなかった。

　黒い壁に穿うがたれた通用門をくぐり、言われたとおり壁伝いに右へ歩いていたクレトは、頭の中で大体の位置関係を整理する。

「一番目の壁と二番目の間はめちゃくちゃ広かったのに、こっちはこんなか」

　最後の壁であるという三番目の白壁は、既にクレトの目に見えている。二つの壁の間隔は大股で歩いて百歩かかるかどうかというところだろうか。最初の壁からは案内の男と十五分ほど歩いたことを思うと、その違いは歴然だ。

　もっともこちらも外側と同じだけの空間をあけていたなら、学校本体の敷地はかなり小さくなってしまうだろう。ディアテの城都において、かつて都の内外を分けていたのは「大正門」と呼ばれる巨大な鉄門だったが、監獄学校はその大正門跡地を中心として建てられている。

　いわばこの学校の半分は、城都の土地を削るようにして存在しているのであり、そう広くもできなかった、というのが現実に違いない。

　ただ「広くできなかった」というのは「危険物を隔離するためにはもっと距離を取りたかった」という意味合いでのことで、実際のところ、監獄学校の敷地は充分すぎるほどだった。

「別にこんなに広くしなくてもよかっただろうに……つかねーよ」

　そうぼやいたのが聞こえたわけではないだろうが、かわりばえのない景色に小さな灰色の建物が見えてきた。二番目の壁に接して立っているその建物が、クレトの目的地たる門番の詰め所だろう。彼はさすがに緊張を覚えて、自分の服装を確かめた。

　といっても、ずっと地下にいただけあって、きちんとした服など最初から持っていない。いつもの黒の上下で、しかも包帯は外せないのでそのままだ。どう見ても不審者と言っていい。

　自分を客観視した青年は、内心うちひしがれつつ灰色の建物の前に立った。石でできた小さな詰め所には窓がなく、ところどころ石壁に焼け焦こげた痕あとが見える。

　その時点で不穏さが限界まで高まっていくのを感じながら、クレトは鉄の扉を叩たたいた。軽い音が厚い金属の上を響き──まもなくして扉がゆっくりと奥に開いていく。室内から感じる人の気配に、彼は背筋を伸ばすと、深々頭を下げた。

「は、はじめまして！　今日からお世話になります──」

「初めまして」

　余分なところの一切ない声音。

　予想だにしなかった少女の声にクレトは驚きを覚えた。顔を上げようとしたところで額ひたいに冷たいものが触れ、反射的に硬直する。目だけを動かすと、すぐ前に革のブーツが見えた。すらりと伸びる白い肢あしは、膝ひざの少し上で紺色の短いプリーツスカートの中に消えている。

　そこまでを確認したクレトは、自分の額に突きつけられているものが鋭するどい突剣であることに気づいた。微動だにしない剣の先で、顔の見えない少女が怪け訝げんそうな声を上げる。

「あなた、武器はどうしたんです？」

「……最初から持ってない、んですけど」

「え？」

　虚を突かれたのか、額ひたいに触れている剣先が揺ゆらぐ。その隙すきを見逃さず、クレトは頭を引きながら体を起こした。改めて少女を正面から見やる。

「お、あれ？　生徒なのか？」

　上着はスカートと同色のブレザーで、襟えりには赤い縁ふち取どりが施ほどこされている。白いシャツには赤いネクタイが締められており、胸にはディアテの紋もん章しようである金の蔓つる草くさと盾たてが刺し繡しゆうされていた。紋章の下にはこの学校の通称を弁わきまえているのか、四角い檻おりが銀の糸であしらわれている。

　どう見ても学生の制服にしか思えない服装の少女は、淡あわい水色の髪を左手で後ろに流す。肩より少し長いくらいの髪は癖もなく、白い小さな顔に段をつけてかかっていた。花弁に似た髪飾りが、透き通る肌に薄い影を落としている。

　すっと通った鼻び梁りように赤い唇くちびる。意志の強さをうかがわせる眉まゆと蒼い瞳ひとみは、生き真ま面じ目めな表情のせいか見る者を怯ひるませる力を持っており──だがそれらを差し引いても、彼女は息を飲むほどに美しかった。

　硬質な水晶に似た美び貌ぼうの少女は、突剣を引くと頷うなずく。

「ええ。私はディアテルリア学園の五回生です。今回あなたの案内を務めることになりました」

「やっぱそうか。よろしく」

　クレトは整った少女の容姿に感心しながらも、その顔立ちをどこかで見た気がして首をひねった。空を映す碧へき眼がんに、懐かしい記憶を刺激されるような、郷きよう愁しゆうに似た気分が湧わき起こる。

　──もしかしたらセーネの作った人形に、似た顔のものがいたのかもしれない。

　青年はそんなことを考えながら、彼女の持つ短めの突剣を見やる。握手する手を差し出していいものか迷いかけて、おかしなことに気づいた。

「……なんで生徒がここにいるんだ？」

　二枚の壁を越えてきたとはいえ、壁はまだもう一枚残っている。これはまさか脱走なのか、とあわてかけたところで、少女は軽い溜ため息いきをついた。剣を持っている右手の甲こうをクレトに示す。

　その中指には、鳥の印章指輪が嵌はまっており、細い指に似合わぬ鈍にぶい輝きを放っていた。

「これは卒業が確定している生徒のうち、極めて優秀とみなされた三人に与えられる指輪です」

「お、おう？」

「この指輪を持つ者は、一の壁を越えることが許されています。他の二人はめったに外には出たがりませんが」

「ああ、それで案内に来てくれたってことか」

「ええ」

　少女はようやく突剣を引くと、眉を寄せてじっとクレトを見た。改めて深く息をつく。

「それにしても、なり手がいないとは聞いていましたが、まさか武器一つ持たない人間が来るとは……。辞退するなら今のうちですよ」

「辞退するもなにも、もともと応募してないし、まだ仕事内容聞いてないし……。他に門番の人っていないのか？　話聞きたいんだけど」

「いません。あなた一人です」

「え……交代とかは」

「ありません。あなた一人です」

　そう言いきった彼女は、首を斜めにすると彼を見上げた。理知的に整った貌かおが、幾分毒のある、悪戯いたずらめいたものに変わる。薄うす紅べに色の唇くちびるが皮肉げに微笑して告げた。

「ようこそ、監獄学校に。ここがあなたの墓場です。……多分ね」







　冗談だとしたらどう反応すればいいのか。

　初対面の人間と久しぶりに話すクレトは、物ぶつ騒そうな物言いに愛想笑いを返すべきか悩んだ。

　だが、平然とした少女の様子は、砕くだけた反応を期待しているようには見えない。彼は上げかけた口くち端はを戻すと、包帯を巻いた指で額ひたいを押さえた。おそるおそる確認する。

「……えーと、そんなにやばいのか？」

「ここまで言われて、あなたには危機感ってものはないんですか？」

[image: ]

　間の抜けた彼の反応に、少女は呆あきれた眼まな差ざしを向けてきた。セーネのものとはまた別の率直さが心に突き刺さって実に痛い。クレトは遠えん慮りよのない態度に怯ひるみつつ、一応抗弁を試みる。

「危機感って言われても、応募してないって言ったろ……。俺、ずっと引きこもってたし、事情が全然わかんないんだよ。第一、ここって求人出してなかっただろ？」

「ええ。以前は掲示板で門番を募集していたのですが、『隣に貼られていると不吉がうつる』とか『なごやかな売り文句が逆に不気味』とか、周囲にさんざん不評を買って取り下げたんです。その分、どこの店からも匙さじを投げられるような、いてもいなくても構わない人間がいたら紹介してくれる、ということになったそうですが」

「え、それで俺？」

「でも、監獄学校と聞いてここまで来てしまうあなたにも問題がありますよ。百人中百人は、採用通知を受け取った段階で城都を逃げ出します」

「俺は城都から出られないんだよ……」

　そのあたりは個人的な問題なので、他の人間の知るところではないだろう。

　彼は軽く肩を落としたが、採用の理由がわかって諦あきらめもついた。地下を出る際さんざんセーネに「絶対、嫌なことしか待ってないわよ。やめとけば？」と脅おどされたのだ。それを押しきって出てきた以上、ここで帰ってはなにを言われるかわからない。

　クレトは膝ひざに両手をつくと、肺の中の息を吐き出した。顔を上げて頷うなずく。

「よし、じゃあ案内頼む」

「……辞退しないんですか？」

「まだ全然説明聞いてないからな。せっかくだし」

　少なくともここまで来たのだから、話に聞く監獄学校の中を見てみたい。

　クレトは小さな詰め所の中を眺ながめ渡す。灰色の室内は薄汚れており、廃墟に近いほど荒れかけてはいたが、ベッドや手洗いがあるところを見ると、一応寝泊りができる場所なのだろう。

　そんな部屋に似合わない美び貌ぼうの少女は、クレトの言葉を聞いて眉まゆを寄せた。ほんの一いつ瞬しゆん、考えこむような鋭するどさがよぎり──けれど、彼女はもとの真ま面じ目めな表情になると頷く。

「わかりました。では一応案内しましょう。と言っても、門はすぐそこですが」

　彼女は言うなり、クレトの脇わきをするりと抜けて外へ出た。あわてて踵きびすを返す青年に、歩き出しながら名乗る。

「私の名前はジリア・シィースです。あなたが正式に門番になるのなら、おそらく私が寮との連絡係を務めることになると思います」

「あ、クレト・ダラスだ。よろしく」

　握手をするなら今だったのかもしれないが、ジリアは振り返りもせずすたすたと行ってしまった。その後を追うクレトは、彼女が向かう先、もっとも内側の白い壁を見やる。注意してみれば壁は、遠くの一部分だけ微び妙みように色や材質を変えているようだ。黒い鉄で縁ふち取どられた区画が見え、その場所だけは尖とがった鉄てつ格ごう子しが壁の上に突き出ていた。

「あそこが門か」

「ええ。今は門番がいないので閉めていますが。そろそろ開けなければ爆発しそうです」

「なにが」

　彼の問いを黙もく殺さつすると、ジリアは内側の壁に沿って歩き出した。

「まず当学園についてですが……さすがに知ってますよね」

「あー、ディアテが五種族に命じて、種族内の強者を放りこませてる場所って話だよな」

「端的に言いすぎですが、そうです。今は平和が保たれているとはいえ、七十年前の大戦の禍か根こんがないわけではありませんから。各種族から力を取り上げることで叛はん乱らんの芽を摘つんでいる、加えて矯きよう正せいに成功したらディアテにとって有能な人材が手に入る、というのが表向きです」

「それが表向きなら本当はどうなんだよ」

「うちの生徒を外で自由にさせると、この一帯は焦しよう土どになります」

　平然と答えた少女は、白い左手をぱっと開いて見せる。蒸発を連想させる仕草に、クレトはうすら寒さを覚えた。

「そんなんでよく校舎がもつな」

「建物自体は校舎も寮も、私たちの力を吸い取って弱める封印紋もんが施ほどこされています。室内でなら外の人間とそう変わりはありませんよ。──もっとも外周部には何もないので、よく大穴があいていますが」

「さっきも爆発が見えたな」

「外の地面にも封印紋もんを埋めこんじゃえばいいと思うんですけどね。そこまですると生徒の鬱うつ憤ぷんが溜たまりすぎて、かえって危険ということなんでしょう」

「あー」

　その辺りの事情はクレトにもよくわかる。閉じこめられてはストレスも溜まるし、たまには力を振るいたいだろう。それに学校側がおそらく、表立ってではないが、外で力を振るうことを推奨しているはずだ。

　彼は額ひたいに手をかざして高い白壁を仰あおいだ。学校の建物自体は壁に遮られてまだ少しも見えない。ただ霧きりに覆われた薄暗い空が広がっているだけだ。

　問題の門まではあと少し。目算だが、さっきの詰め所の二倍は幅がある。寮の門ということからして、通用門のような小さなものを想像していたクレトは、驚きの声を上げた。

「こっちの門があんななら、学校の正門ってのはもっと大きいのか？」

「大きさは変わりません。もっともあちらの門は、ほぼ開かずの門ですが」

「開かずって」

「年に一度、入学式がある日にしか開けられませんから。実質、一の壁にあって開閉ができる門はここ一つだけです。位置的に寮の正面にあるので寮門と呼ばれていますが、校内への物の運びこみや人の出入りは、全てこの門を通じて行われます。一の壁より上の空中は、ドーム状の魔法障壁で覆われていますし、他に出入りできるところはありません」

　少女の白い指が真上を示す。その先にはなんの変哲もない曇どん天てんが広がっているが、障壁系の魔法はほとんどが不可視だ。つまりは魔法で壁の上を乗り越えるということも不可能なのだろう。クレトは感心して頷うなずく。

「唯ゆい一いつの出入り口か。それ、今閉じてて困らないのか？」

「困りますね。食料などは敷地内で自給できますが、外から取り寄せなければならないものもありますから。私が開けられるのは小さな通用口だけですし」

　言いながら二人はついに、大きな門の前へとさしかかった。

　壁と同じ白石の門扉は黒鉄で外周が補強されている。表面中央には左右ともに大きな防護紋もんが刻まれており、紋の外側には向こう側をうかがうためのものか、人の頭ほどの高さに蝶ちよう番つがいつきの小窓が設置されていた。二枚の門もん扉ぴの合わせ目には太い鉄の閂かんぬきが通されている。その上からは鎖くさりが何重にもぐるぐると巻きつけられて、錠じよう前まえが両端を止めているのが見えた。

　細かい傷だらけの鉄てつ鎖さにクレトが気を取られていると、前を行く少女が門の右隣を指さす。

「あそこが名目上の門番の定位置です。手前が私や教師の出入りできる通用扉ですね」

「名目上の、ってなんだ」

　言われて見てみると、門扉の隣には小さな門番小屋が立っている。だがその屋根は斜めに吹き飛ばされており、灰色の石壁は、先の詰め所とは比べ物にならないくらいまだらに焼け焦こげていた。さぞかし風通しがいいであろう小屋の残ざん骸がいを、クレトは生温かい諦てい観かんをもって眺ながめる。

「あれ、雨の日に困りそうだな」

「感想はそれだけですか。とりあえず仕事内容を伝えますね」

　ジリアは扉の前に立つと、閂の鎖に手を触れさせた。鎖の両端を繫つなぐ古い錠前が揺ゆれる。

「開門時間は基本、朝六時から夜六時までです。門番の仕事は定刻時の開閉と、搬入物の確認、許可のない者の通行を阻止することと、あとは死なないことですね」

「最後のはわざわざ言わなくてもいいと思うんだが」

「死んでもいい、なんて雇用姿勢を公言したら、また他からの印象が悪くなるじゃないですか」

「言ってる。今言ってる」

「で、どうします？」

　ジリアは青い目で笑いもせずクレトを見上げた。

　一片の引け目もなく、まるで挑いどむかのように堂々とした態度は、確かにこの年齢の少女にしては異色なものだ。クレトは鋭するどい視線が自分を射抜く様に思わず見入る。




　暗い地下室で過ごした年月は、長い。

　人間の、そのような生きた表情を、ずいぶん久しぶりに見た気がした。




　脳のう裏りに浮かび上がる懐かしい記憶は、だがすぐに泡沫うたかたのように弾はじけて溶け去る。クレトは我に返ると、こめかみをかいた。

「あー、じゃあ、とりあえずやらせてくれ」

「何をです？」

「いやだから門番を。今日からでも一応大丈夫だ」

「何がですか」

「……実は俺を雇う気ないのか？」

　不採用通知の山を思い出してクレトはげっそりしたが、少女は先程と同じく、美しい顔をしかめて彼を見ているだけだ。熱を測ろうとしてか、額ひたいに触れてこようとする手を青年はとどめる。

「正気正気。ってか、今のところ他に雇ってくれるところないんだ。同居人の反対押しきって出てきちまったし」

「図太いというか、命知らずですね」

「後がなくてな……」

　クレトは乾いた笑いを見せる。そこにやるせない疲労がにじむのを彼女も見て取ったのだろう。ジリアは少しだけ考えこむそぶりを見せたが、小さく頷うなずいた。

「わかりました。ではあなたを試用期間で雇い入れるよう手続きしておきます」

「ああ、頼む」

「辞めたくなったら早めに言ってください。ここの職歴を添えた上で、人手が欲しそうな別の仕事に紹介してみますから」

「お、おう」

　それはそれでまたすごいところに送られるのでは、とも思ったが、わざわざつっこんで聞きたい話ではない。ジリアはさっさと踵きびすを返すと、崩れかけた門番小屋へ向かった。窓から手を入れて、一枚の書類とすり切れたノートを取り出す。

「これに署名を」

　渡された書類には、彼女が教えてくれたことよりも少ない職務内容についてと、比較的高額な給与のこと、また試用期間は一か月で、安全の保障はない旨むねがそっけない文章で記されていた。最後に全条件を承知する者のみ、ということで署名の項目がある。クレトはざっとそれらに目を通すと、自分の名前を記した。

「よし。これでいいか？」

「ええ。では今日からお願いします。こちらはあなたがつける職務日誌です」

　差し出されたノートは、すでにあちこちがぼろぼろでくたびれている。表紙には大きく「寮門日誌」と殴なぐり書きされており、その下には血けつ痕こんらしき黒い染みが見て取れた。

　あからさまに不穏な空気が漂う日誌は、中を見ると数行ごとに区切られており、日付と開閉門の時間、搬入物の箱数と品名、そして門番からの一言報告が書きこまれている。最後にあるチェック欄らんには異なる筆跡で確認の署名が朝夕一つずつ記されていた。

「これ、誰かに毎日署名もらうのか？」

「そうですね。ちょうどあなたの生存証明にもなりますから、開門時と閉門時に、それぞれ教師か指輪生のサインをもらってください。無理なら他の生徒でもいいです」

「一言報告から不穏が漂ってるんだが……」

　最初のページは丁寧な筆跡で書かれている「門番からの一言」も、先に進むにつれて「夜、不気味な咆ほう哮こうが聞こえる」「徘はい徊かいする巨大ワニを見た」と怪しい記述が混ざってくる。しまいには「何者かに狙撃された」「命の危険を感じる」というコメントが続き、三ページ目にいたっては「今日も生きのびた」としか書かれていなかった。一月に達する前に途切れている日誌を読み終わって、クレトはノートを閉じる。

「これ見て普通にサインしてる人間の神経は、どうなってるんだ？」

「サインしなかったら給料が発生しませんよ。あなたが無給でやりたいというなら考えますが」

「考えるな。就職した意味ないだろ」

　苦言で返すクレトを無視して、ジリアは制服のポケットから何かを取り出す。首にかけられるよう細い鎖くさりに通された二つの鍵かぎを、彼女はクレトに差し出した。

「一つは鎖の錠じよう前まえ用、一つは扉用です。通用扉も同じもので開きます」

「おー、了解」

　今日から、と言われたクレトは日誌を詰め所に戻すと、さっそく門へと向かった。彼が錠前を開け、鎖をほどいていく様を、ジリアは一歩離れた場所から面白くもなさそうに眺ながめている。

「鎖は軽く巻いて、小屋の横にでも避よけておいてください」

「わかった」

「そういえば、この学校には色々おかしな怪談が溢あふれていまして」

「へえ」

「その鎖も通称『巨人殺しの鎖』と呼ばれ、ずばり触さわったら死ぬ！　と……」

「捨てろ！　そんな鎖は！」

　叫さけびながら、クレトは太い鎖を地面に投げ捨てる。いわくつきのせいか傷だらけのそれは、閂かんぬきを固定するだけのものにしては不自然に長い。少女は心外と言った顔で首を傾けた。

「異名があるからといっていちいち捨てていたら、校内から物が半減してしまいます。むしろここに勤める以上、怪談に親しみ、自ら触れ合うくらいの心構えでいてください。後で私が製本した傑作怪談百選を持ってきますから」

「要らない。読まないから要らない」

　断固とした拒否の姿勢を見せつつ、クレトはなんとか言われた通り、鎖を門番小屋の脇わきに片づけた。続いて鉄の閂かんぬきも外した彼は、その影に隠れていた鍵かぎ穴あなを見つける。

「これを開ければいいのか」

「……ええ」

　少しの間をおいて、ジリアの返事が聞こえる。

　クレトは身を屈かがめて扉の鍵穴に鍵をさしこんだ。かちり、と小さな音が鳴る。

　門もん扉ぴには持ち手などついていないが、鍵穴の左右には手をさしこめるくぼみがあった。左の扉のくぼみに手をかけたクレトは、大きな石扉をそっと手前に引いてみる。地面の上のレールが軋きしみ、生まれた隙すき間まから中の景色が見えるようになった。

「うお……」

　──まず目を引いたものは、砦とりでと見まがうような巨大な建造物だ。

　そびえたつ物々しい石造りの建物は、まさに「監獄」としか言いようのない威圧感を放っている。門の正面にあることからして、おそらくこれが学校寮なのだろう。構造は一見したところ左右対称になっており、中央部分は巨大なアーチを屋根とする玄関になっていた。そこから地面までは石段が続いており、段のところどころに小さな封印紋もんが刻まれているのが見える。

　左右の壁には無数の窓が規則正しく並び、全てに黒い鉄てつ格ごう子しが嵌はめこまれていた。玄関にも両開きの格子門が備えつけられているが、今は完全に開かれている。おそらく生徒たちが出入りできるようにだろう。休み時間であるのか、あたりは五十人近い生徒たちで賑にぎわっていた。

「こりゃすごいな……」

　感かん嘆たんが、クレトの口からすべり落ちる。

　重々しい建物の前は、まるで祭りのような活気で満ち溢あふれていた。

　色とりどりの透き通るガラス球が、シャボンのように無数に宙へと漂っている。それらは玄関先の石段に座る女子生徒が短剣を振って生み出しているもので、灰色の空の下、きらきらと薄い光を集めて輝いていた。

　石段脇わきでは男子生徒が数名、大きな寸ずん胴どう鍋なべを囲んでなにかを煮ている。他にも辺りには、机を置いて立体模型を並べている者や、境界を区切って殴なぐりあいをしている者、建物の外壁を素手で登っている者や、異様に大きな袋を引きずっている者もいて、取り留めのない賑やかさは、まさに「学校」そのものを思わせた。

「獣じゆう理り学のノート売るよー」

「誰か触媒の替えいらない？」

「週末の壁殴り大会、参加者募集します！」

　飛び交かう声には、意味がわかるものも、さっぱりわからないものも混ざっている。

　もっとも、クレトが驚いたのは、それらの呼び声や生徒たちの雑多な様子にではない。全ての種族が、当然のように共にいることに対してだ。

「……これが、監獄学校か」

　同じ鍋なべを囲む生徒の中には、純人間らしき生徒もいれば、頭に大きな三角の耳を持つ獣じゆう人じん族もいる。均整の取れた肉体ながら抜きんでて長身の男子生徒は、おそらく巨人族だろう。壁に寄りかかって居眠りをしている彼の足あし下もとでは、青い硬こう肌きを持つ竜りゆう人じん族の少女が地面に座って本を読んでいた。周囲には他にも思い思いにくつろいでいる生徒たちがおり、そのうちの何人かは、気配を抑えてはいたが一目見ただけで尋じん常じようではない強者とわかる。

　──ただ、これら光景の全てが、かつての大戦以前にはありえなかったものだ。

　七十年前、終戦時の協定によってディアテが五種族を併へい吞どんしたとはいえ、竜人族や羽う人じん族などは、一生を原集落で過ごし、外に出てこない者も多い。実際これだけ多種族が当然のように入り混じっている眺ながめは、クレトにとって初めて見るものだ。外に出たという現実を強く味わう彼は、門を開こうとしていたことも忘れて、その場に立ちつくした。

　深い感慨に浸ひたる青年の背へ、ジリアの呆あきれたような声がかけられる。

「いつまでそうしてるんです？　不審者を雇った覚えはないんですが」

「あ、悪い」

　確かにこのままでは、仕事をしているとは言いがたい。

　クレトは改めて門扉を引こうとして──だが力をこめる前に、一人の少女が向こうから隙すき間まを覗のぞきこんできた。クレトと目があった少女は、びっくりした顔で静止する。

　大きな紫色の瞳ひとみ。制服姿ということは生徒なのだろう。愛らしい顔立ちが小柄な身体からだとあいまって、まるで人形のようだ。淡あわ紫むらさきの長い髪がゆるやかに波打って、ふわりと綿毛のように広がっている。少女は不思議そうに彼を見上げた。
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「あの、どなたですか？」

　当然の疑問に、クレトは我に返ると頭をかく。

「あ、俺、今日から門番になったんだ」

「え。門番さん？　ど、どこの門番さんですか」

「この門の。ここの門番」

「こ、この門の……！　って、この門が、ついに開かれるんですか！　封じられし外界への扉が！　ついに！　……本当ですか？」

「今俺も本当か確認したくなった」

　生徒にここまで言われる門を、試用期間中の門番が開けてもいいものなのか。

　クレトは振り返ってジリアを見たが、細い突剣を抜いて立っている彼女は「仕事してください」とだけ返してくる。クレトは意を決して、門の向こうの少女に向き直った。

「開けていいみたいだから、ちょっと下がっててくれ」

「クレト、生徒を下の線から外に出さないでくださいね」

　つけたされた注意に、クレトは足あし下もとを見た。閉じられていた門の下には、確かに鉄のラインが横一列に埋めこまれている。どうやらここが普通の生徒の境界線らしい。

　青年は力をこめて更に門を引いた。半分くらいを開けたところで、ふと門の中が静まり返っていることに気づく。

　──顔を上げると、見える限り全ての生徒が、門を開ける彼に注目していた。

　怪け訝げんそうな、じっとなにかを待っているような視線。集中する圧力に、クレトは思わず後ずさりたくなる。左手で門を開けながら、かろうじて全員に向けて会え釈しやくした。

「ど、ども、今日から門番にな──」

「えい」

　言い終わる前に、石段に座っていた女子生徒が、短剣をクレトの方へ振り下ろす。

　それと同時に、ふわふわと漂っていたガラス球たちが、ぴたりと動きを止めた。

　──直後、全てが放たれた矢よりも速く、クレトへと押し寄せる。

「うおおっ？」

　反射的に右へ跳とんだ青年の脇わきをすり抜け、ガラス球が次々開きかけの門もん扉ぴにぶつかっていく。白光を撒まき散らしての小爆発が連れん鎖さし、だがそれらは扉の魔法紋もんによって吸収されていった。

　一方、取りこまれきれない熱風はクレトの方にまで押し寄せ、彼は全身に伝わる痺しびれに追われて距離を取った。扉にぶつからず追ってくるガラス球を、小石を蹴けり上げて爆発させる。間にあわない幾つかは手で払いつつ、彼はジリアのすぐ前まで退避した。

「な、なんだ？　俺なんかしたか？」

「……今のをさばけるんですね」

　青い目を感かん嘆たんに見開いて、少女は感想を洩もらす。

　だが、それに反応している余裕はなかった。白い爆発が収まると同時に、開きかけの門前に生徒たちが殺到してくる。中の一人が短剣を振りかぶるのを見て、クレトは素早くジリアの腰を引き寄せた。地を蹴けって回避する彼のすぐ横を、鋭するどい音をさせてなにかが通り過ぎていく。

　首だけで振り返ったクレトは、地面に大穴があく瞬しゆん間かんを見てぎょっとした。

「ちょっ、なんなんだよ！」

「まだ来ますよ」

　冷静な指摘に、クレトは彼女を抱かかえたまま門前を駆かけ出す。

　炎、氷、雷撃。続けざまに着弾する攻撃が、閃せん光こうを撒まき散らし、土を抉えぐって白煙を上げた。彼の足を掠かすめて小さな火花が弾はじける。

「危ねっ！」

　ぱちぱちと爆はぜる白い火は、花弁に似た外見からは想像もつかないほどの威力を持っている。下へ手たに触れれば骨まで焼き切られかねない。それだけにとどまらず、空気の槍やりが背中を掠め、黒いシャツには切れこみが走った。

　クレトはしかし、そのまま門前を横に走り抜けようとし──ぞっと、嫌な予感を覚える。

「……っ」

　ジリアを抱えたまま、彼は本能に従って左に跳とぶ。それと同時に飛来した黒い炎が、彼が通るはずだった場所に着弾した。背を苛か烈れつな熱風が突き飛ばす。

　──耐えれば一いつ瞬しゆんで全身が焼ける。

　そう判断したクレトは、勢いのまま更に前へと跳んだ。赤黒い光が辺りを照らし、けれど足は止めない。背後に上がった火柱は空高くごうごうと耳みみ障ざわりな音を立て、更に他の魔法を巻きこんで勢いを増す。地面が溶けてたわみ、周囲の空気がたちまち引きずられて渦うず巻まいた。

　轟ごう熱ねつの余波から逃れて、なんとかクレトは開きかけの門もん扉ぴの影に走りこむ。

「……えーと。どうしてこうなった」

「いい加減下ろしてほしいんですが」

「あ、忘れてた」

　言われてみればジリアを小こ脇わきに抱えたままだった。クレトよりも大分背の低い少女は、地面に下ろされると軽くよろめく。だが特に驚いた様子もない彼女は、青年の視線に気づくと、首を傾かしげてみせた。

「どうしました？　まさか監獄学校が、ただの学校だと思っていたわけではないでしょう」

「……もしかして、門番って嫌われてるのか？」

「そんなことはないと思いますが」

　ジリアは壁の向こうを後ろ手に指さす。生徒たちのざわざわとした声が聞こえてきた。

「──あれ、今のやつどこ行った？」

「門番って言ったよね！　これからまた門開けてくれるのかな」

「今ので死んだんじゃね？」

「死んではいない。逃げたかもしれないが」

「えー、久しぶりに外のお菓子が食べたかったのに……」

　無責任な感想と共に、誰が投げたのか丸めたプリントが壁を越えてクレトの頭にぶつかる。

　──ただ今の話を聞く限り、別に彼らは門番を嫌ってはいない。

　つまり特に意味なくクレトを攻撃してきただけなのだ。最初に案内してくれた男がどうして自分に憐れん憫びんの目を向けてきたのか、身に染みて理解した彼は頭を抱かかえたくなった。

「それで前の門番は頭だけになったのか……」

「誰に聞いたんです。あれは原因不明の事故ですよ。あなたも気をつけてください」

「…………」

　非常に噓うそくさいが、今は事故の真偽について追及していられる場合ではない。クレトは騒そう然ぜんとしている中の気配をうかがった。どうやら生徒たちは、不思議なことに門が開いても境界線を越える気はないらしい。ジリアが彼の疑問を察したのかつけたす。

「一歩でも外に出たら、彼らにも厳しい処罰が待っていますから。遊びで外に出るような真ま似ねはしないでしょう」

「外に攻撃するのはいいのか」

「足が出ていないなら」

「校則を見直してくれ」

　もっとも、それまで禁じるとなると攻撃の定義が面倒なことになるだけだろう。クレトはさっさと意識を切り替えると、屈くつ伸しんして足を慣らした。

「よし、とりあえずもう一枚も頑張って開けるか」

「あなたの挫くじけなさには少し驚きです。墓ぼ碑ひ銘めいはなんにしますか？」

「死ぬこと前提で話をするな」

　そんなことになったなら、セーネになんと言われるかわからない。クレトは手で少女に下がるよう指示すると、自分たちが隠れている門もん扉ぴを思いきり手前に引いた。レールの上を勢いづいて動き出す扉に、生徒たちからわっと歓声が上がる。その隙すきに彼は門前へと飛び出した。

「今そっちも開けるから、攻撃してくんな！」

「えー！」

　不満そうな声と共に、門前には願いもむなしく再び魔法が降り注ぎ始める。

　だがその密度は先程より減ってはいた。クレトは自分を追尾してくる二つの光球を肩越しに振り返る。速度の違うそれらを見て、彼は思いきり進路を右へと曲げた。蛇だ行こうする青年を追おうとした光球は、直後、空中で互いに衝突する。青白い閃せん光こうが走り、華はなやかな爆発が他の攻撃をも続けて飲みこんだ。連れん鎖さして宙高く上がる火花の煌きらめきに生徒たちが沸わき立つ。

　──このままならなんとか切り抜けられるかもしれない。

　そう思ったところで、しかしクレトは視界の隅にいる少女に気づいた。

　先程覗のぞきこんできた紫色の髪の彼女は、他の生徒たちを止めようと、背伸びして両手を振っている。けれど軽い体はあえなく押しやられ──彼女はそのまま門外へと倒れそうになった。

「……ちょ、っ」

　──生徒は一歩でも外に出たら、厳しい処罰を受ける。

　ジリアの言葉を思い出したクレトは、力を込めて次の一歩を踏ふみこんだ。勢いをつけ反転すると、少女に向かい駆かけ出す。顔めがけて飛んでくる炎に、足を緩めることなくつっこんだ。

　視線の先にジリアの驚く顔を見ながら、クレトはわずかに首を曲げ、すれすれで炎に空を切らせる。同じく左の脇わき腹ばらを掠かすめた火矢がシャツに大きな焦こげ穴を作り──けれどそれにも構わず彼は最短を駆け抜けた。

　そしてクレトは、すんでのところで尻しりもちをつこうとする少女に手を伸ばす。

　彼女の薄い背を、すくい上げるようにして、とん、と突いた。

「あ……」

　少女の驚いた声が聞こえる。それきり、彼女の体は落ちてこない。近くにいた生徒が引き上げてくれたようだ。クレトは勢いあまった結果、顔から土につっこみつつ安あん堵どの息をつく。

「よし……よし、まぁ……いいか」

　──そして新任門番の身体からだは、集中する魔法の攻撃に撥はね飛ばされ宙を舞った。







「チャレンジ精神は買いますけどね。最短死亡記録に挑戦とかやめてください。死んで得られるものなんて保険金くらいです」

　呆あきれを通り越して氷片さえうかがえる言葉を、満身創そう痍いのクレトは開けた門もん扉ぴに寄りかかって聞いていた。穴だらけの門前には既に生徒の姿はない。彼が吹き飛ばされ地面に叩たたきつけられると同時に、予よ鈴れいのベルが鳴ったのだ。

　それでも生徒たちは立ち去ろうとせずに騒さわいでいたが、教師の一人が寮の玄関に現れると、しぶしぶといった様子で授業に戻っていった。おかげで辺りは静かになったが、その爪つめ痕あとはひどいものだ。魔法の余波でぼこぼこになってしまった地面をクレトは見回す。

「死のうと思ったわけじゃないし、死んでも俺は保険金もらえないだろ……」

「あそこで反転された時は、正直『これでまた新しい怪談ができるかも』とどきどきしました」

「期待するな。俺生きてるし。……生きてるよな？」

「私に聞かれても。むしろどうしてあれで生きているのか聞きたいですよ」

「単に頑丈なんだよ。魔法攻撃は苦手だけどな……」

　魔法の使えないクレトは、攻撃されたら避よけるしか選択肢がない。竜りゆう人じん族のように魔法耐性の高い硬こう肌きを持っているわけでもないので、魔法使いとは非常に相性が悪いのだ。

　彼は門もん扉ぴに寄りかかったまま、ぼろぼろになった体を見下ろす。服はもともとぼろぼろだが、今は土つち埃ぼこりにまみれた上、あちこち焼け焦こげてひどい有様だ。ただ痛めつけられた体の方は、内側から少しずつ回復していくのがわかった。あと少し休めばもとの状態に戻るだろう。

　門番小屋の前には、ノートを下敷きにして書類を書いている少女がいる。水色の髪は薄うす曇ぐもりの下で、空の色よりも澄んで見えた。綺き麗れいに伸びた背が灰色の景色の中で浮き立っている。すっと通った鼻筋と蒼そう瞳どう、彫刻を思わせる整った横顔は、やはりどこかクレトに既視感を抱いだかせ──初めて会ったはずの少女に、彼はずきずきと痛む首を捻ひねった。

　ジリアは視線に気づいたのか、手を止めて彼を見る。

「どうしました？　遺言の保管場所に困っているなら受けつけますが」

「なんでそう、俺が死ぬ可能性を追及するのか」

「死んでから後悔しても遅いですから。今この時にできることはすべきです」

「いい言葉で言うな。使われてる意味がひどい」

　少なくとも、遺言に記さねばならないことなどなにもない。クレトは血の匂においの混じる息を吐はいてあくびをした。書類に視線を戻したジリアが、なんということのないように補足する。

「でも、今日魔法を撃うってきた生徒は、ほとんど一般生徒ですからね。生きのびたからといって油断しないように」

「一般生徒ってなんだ」

「普通の生徒のことです。校内にはほんの数人ですが『腕輪生』と呼ばれる一級危険物がいます。彼らは嵌はめられた黒い腕輪で常にある程度力を制限されてますが、その状態でも普通の生徒を軽く凌りよう駕がします。万が一出くわしたら遺言を唱えてください」

「遺言を唱えるってなんだ。それなんの効果があるんだ」

「特に何も起こりません」

　忠告にもなっていない忠告だが、ようするにこの学校にはまだまだ未知の危険人物がいるということだろう。話を聞くだに、大戦当時なら「種族英雄」と呼ばれていたレベルかもしれない。クレトはうすら寒さを覚えて堅けん牢ろうな建物を見上げた。

　一方、ジリアは作業が一段落したらしく、全てを小こ脇わきに抱かかえると彼の前にやってくる。持っていた中からくたびれた日誌を差し出した。

「今日の開門分はサインしておきました。夜六時にはきちんと閉門するように」

「おう」

「攻撃のあたらない死角にいるのはいいですが、くれぐれも門周りを離れないでください。これから各所に開門の通達をしますので、明日からは荷物の搬入が始まると思います。その時に誰もいないと、業者が困りますので」

「了解」

「あと、地面こんなだと荷車が通れないので、明日までに埋めておいてください」

「やっぱり埋めるの俺かよ、ちくしょう！」

　生徒の出られない外に穴があいていることからして、予想はできていたがなんとなく不条理を感じる。ジリアは、だが当然といったように頷うなずいただけだ。

「他に誰もいないでしょう。搬入業者も門の手前で荷車置いて帰りますから。あなたがはりきって中に入れてください」

「門番になんでも押しつけてないか？」

「なり手がいっぱいいるなら分散もできますが……。誰もやりたがらない職ですからね」

　──不意に、青い瞳ひとみがじっとクレトを見つめてくる。

　品定めをするような率直な視線にクレトはうろたえたが、ジリアはなにも言わない。美しい顔は無表情で、彼女がなにを考えているのか全然わからなかった。

　門番の青年は、後ずさりたい衝動と戦いつつジリアを見下ろす。

「な、なんだよ……」

「わかっているでしょうが──監獄学校は、強者の檻おりです」

　温度のない断言。なによりも雄弁なそれは、この学校を囲う壁と同じだ。

　外と中を分かつもの、揺ゆるぎない現実はまた、弱者を当然のように拒絶する。

　ジリアは氷色の瞳に、静かな気き焰えんを湛たたえて彼を見た。

「ですから、囚人に殺されてしまう程度なら、看守としては務まりません。……あなたもよく肝きもに銘めいじてくおくように」

　それだけ言って、ジリアはふいと視線を逸そらした。クレトの返事も待たず、寮の方へと帰っていく。どうやらあの玄関の奥は、建物の向こう側へ突き抜けているらしい。隙すきのない後姿を見送って、クレトは大きく息を吐はいた。

「まったく……おっしゃるとおりだ」

　彼自身、なにもわからないなりに頑張るつもりではきたが、今のところまだまともな仕事ができていない。焼け焦こげた袖口に気づいて、クレトは軽く肩を落とした。

「しかし、すごいとこだな。やってけんのか、俺」

　ディアテが五種族を支配するための要所の一つ、という成り立ちから、陰いん鬱うつで殺さつ伐ばつしたところを想像していたのだが、よくも悪くも想像を裏切られた。最初に見た活気ある生徒たちの様子を思い出し、クレトは複雑な気分でぼさぼさの頭をかきまわす。

　受け取ったノートを開いてみると、新しいページには綺き麗れいな字で今日の日付が書きこまれていた。同じ列の「開門時確認」の欄らんには既に「ジリア・シィース」と記されている。残る空欄は開閉門の時刻と今日の一言、そしてまた夜に書いてもらうであろう閉門時の署名欄だ。

「俺も忘れないうちに書いとくか」

　寮の外壁には、大きな時計が備えつけらえている。それを見て時刻を確認したクレトは、朽くちかけた詰め所に戻ると開門時間を書きこんだ。ついでにスコップが隅に立てかけられていたので、穴埋め作業用に持ち出す。とりあえず手近な穴から手をつけようとするクレトに、けれどどこからか小さな声がかかった。

「……門番さん、門番さん」

「うん？」

　隠れて呼ぶような少女の声は、どうやら門の内側から聞こえてくるらしい。クレトが用心してすぐには動かずにいると、壁の影から小さな頭が覗のぞいてきた。淡あわい紫色の髪が揺ゆれる。

「門番さん……大丈夫ですか？」

「あ、さっきの」

　転びそうになったところをクレトが助けた少女は、彼と目があうと、おずおずと境界線の手前に出てきた。小さな十指を体の前で組むと、弾はじかれたように頭を下げる。

「ご、ごめんなさい！　さっきはわたしのせいで……」

「あ、単に俺の手際が悪いだけなんだ。巻きこんで悪かった」

「でも、そんなに服がすりきれちゃって……包帯だらけで痛々しいし」

「いや、包帯は元から──」

　言いかけたクレトは、少女が愕がく然ぜんとした顔で固まりかけたのを見て、言葉の先を飲みこんだ。流れかけた気まずい沈ちん黙もくを打ち破るように、彼女は不器用な笑え顔がおを見せる。

「わ、わたし、ニアっていいます。あの、門番さんが来てくれて嬉うれしいです！」

「おおう……」

　初めて受ける素直な歓迎に、クレトは深い感動を覚えた。熱くなる両りよう眼めを手で押さえる。

「地下から出てよかった……！」

「え？　あの、門番さん？」

「人と人が触れあうことのできる温かさ……俺はこの社会の一員として、これからもりもり平和に貢献していきたい！」

「あ、あの、帰ってきてください……」

　うち震えるクレトに、遠えん慮りよがちな声がかけられる。その声で正気に戻ったクレトは、改めて他に誰もいない周囲を見回した。

「そういえば、授業はどうしたんだ？」

「ぬ、抜け出してきました。門番さんの弔とむらいが気になって……」

「ちょっと待て、俺死んでないよな！」

「ま、間違えました。門番さんの容体が気になって……」

　気のせいか間違え方に悪意を感じるが、彼女が授業を抜け出してまで様子を見に来てくれたのは事実だ。クレトは表情に困って頭をかく。

「心配かけて悪かったな。抜け出すの大変だったろ」

「き、気にしないでください。鼻に思いきりペンをつっこんで、どばどば鼻血を出しましたから！　先生も嫌いやそうに『いいから保健室行ってこい』って言ってくれました！」

「他に手段はなかったのか」

「お、お腹なかが痛い、って叫さけびながら血を吐はくのと、どっちにしようか迷いました」

「その二択なら鼻血で正解だ」

　真顔でクレトが肯こう定ていすると、少女はぱっと笑え顔がおになる。いじらしい表情が可か憐れんな容姿によく似合っているが、頭の中身は割と不安だ。

　しかしニアと名乗った少女は、クレトの方に心配そうな目を向けてくる。

「そ、それで門番さん、どうですか、門番の方は……？」

「ぼちぼちやってる。とりあえずこの穴埋めちまうよ。荷車通れないと明日困るらしいから」

「で、でもその穴、これから毎日あくと思います」

「そんな言葉は聞きたくなかった！」

　うすうす予感はしていたが、現実は無情だ。ならばせめて、今のうちに埋め数を稼いでおこうと、クレトはスコップを手に取った。幸いさんざん痛めつけられた体も大分、元通りになってきている。これに関してはセーネの魔法に感謝するしかない。

　クレトはスコップを振りかぶりかけて、ふと小柄な少女に視線をやった。獣耳も、竜りゆう人じん族の硬こう肌きもない姿を眺ながめる。

「ちなみにニアって、種族はなんなんだ？」

「わ、私は古こ人じん族です」

「あ、やっぱり。純人間の魔法使いか」

　ディアテが西半分を支配するこの大陸には、五つの人族が存在している。

　竜人族、巨人族、獣じゆう人じん族、羽う人じん族、そして通常「純人間」と呼ばれる古人族がその五つだ。

　これら種族は遡さかのれば起源を共有しており──それは「別大陸から渡ってきた人間たち」だ。

　千年以上昔のこと、《黒き塵じん風ぷう》が吹き荒れた影響で体に変質をきたし、絶えかけていたいくつかの種は、この新しい人間種族と交わることによって滅亡を免れた。もちろん今の世に至るまでに消えてしまった種族も複数あるが、現在ディアテにおいて「五種族」として挙げられる彼らは、それぞれの問題を抱かかえながらも、おおむね種としては安定した状態を保っている。

　中でも純人間は、ディアテを作った種族とあって、高度な魔法技術と文化を持つ種族だ。

　古人族という呼び名は現在ほとんど使われないが、その名の由来になったかつての古い人間種族たちは、生まれながらに高い魔力を持ち、日常的に魔法を使っていたという。そして彼らの血を継ぐ純人間の中には、先祖と同様に魔力を持った者たちが高い割合で生まれてくるのだ。

　現にディアテにおいて、国が擁ようする魔法使いたちの力と技術は、学校の壁などにも散見できるように、大戦後の新体制を根本から支えている。

　クレトは頭の不安な少女の印象を内心修正した。

「魔法使いで学校入りか。実は相当強いとか？」

「わ、わたし、全然そんなことないです。魔力ばっかりで、魔法下べ手たで……」

　申し訳なさそうに縮ちぢこまるニアは、外見からして十五、六歳なのだろうが、妙みように幼く見える。彼女はひとしきり恥はずかしがると、おずおずと切り出した。

「あ、あの、もうちょっとでお昼ですけど、よかったらお弁当とか買ってきましょうか？」

「お。ありがたいけど、俺、別に食わなくても平気なんだよ。この穴埋めちまいたいし」

　軽くスコップを上げて、クレトは返し──




　穴だらけの地面に、倒れ伏す自分の死体を見た。




「……っ！」

　スコップを捨てて地面を蹴ける。驚く顔のニアを巻きこんで、クレトはそのまま横に跳とんだ。門の間を、音も形もないなにかが通り過ぎていく。

「も、門番さん？」

「静かに」

　身を屈かがめ、気配を探さぐる。

　怪我はまだない。自分は死んでいない。

　突然向けられた、殺す為の悪意──それに続くであろう攻撃を警戒して、クレトは息を殺し周囲の気配を探さぐった。久しぶりに味わう殺意に、冷や汗が遅れて背を濡ぬらす。
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「どっからだ……？」

　見渡す限り人の姿はなく、なんら変わった様子もない。死を予見させるほどの殺意は一いつ瞬しゆんでかき消え、今は静せい寂じやくだけが広がっていた。

　それでもクレトは油断せず寮を見上げ──そこで、腕の中からかすれた声が上がった。

「あの、門番さん、放してほしいんですが……」

「おおう！　忘れてた！」

　あわてて両手を上げると、ニアは真っ赤になった顔を押さえて、よたよたと彼の腕から逃れ出た。頭から湯気が立ちそうな少女の様子は無防備もいいところだが、先程の殺意の主がなにかをしてくる様子はない。クレトは半分安心しつつ、だが半分は身震いしたくなった。誰があのような悪意を放ってきたのか。生徒なのだとしたら、まさに監獄学校は想像以上の場所だ。

　緊張を解けない青年は、表面だけでも取り繕つくろおうと、まだ顔の赤い少女に言い訳する。

「悪い。視線を感じたから、また攻撃されるかと思ったんだよ。単なる気のせいだったけど」

「そ、それは大変です！　もう妄もう想そうが始まるなんて、すぐに心の相談室に行かないと！」

「待って気のせいじゃなかった視線を感じた」

　初日からいきなりカウンセリングにかけられでもしたら、セーネが笑いすぎて筋肉痛になってしまう。クレトはもう一度、寮を見上げて──今度は別のものを見つけた。

　寮の玄関から現れた三人の少年たち。彼らは開いている門を見てにやにや笑いあうと、石段を下りてくる。離れた場所からもわかる不穏な空気に、クレトはニアを壁近くにまで下がらせた。そうして門があった境界線上に立ちなおし、彼はやってくる少年たちを待つ。

　三人は全員が獣じゆう人じん族で、頭髪と同じ色の耳が頭の上に見えている。制服の袖から覗のぞく手に獣毛が生えているのは、ほとんどの獣人族に共通する特徴だが、彼らはみな顔までびっしりと短い毛が生えていた。獣人族のそのような個体差が強さに直結するわけではないが、獣毛の範囲が広いほど身体能力が高い傾向は確かにある。

　先祖の血が濃いことを示すように嗜し虐ぎやく的な視線を向けてくる少年は、壁際で震える少女には目もくれず、クレトの前で足を止めた。

「よう、門番。楽しそうだな」

「初日だからな。ぼちぼちやってる」

「いつまでもつのか、もう賭かけになってるぜ。ほとんどのやつらが今日に賭けてるけどな」

　中央に立って煽あおってくる獣人の少年に、他の二人は追従の笑いをむける。

　クレトはその様子に溜ため息いきを嚙かみ殺しつつ、少年たちをざっと観察した。

　──おそらく彼らは、先ほどの殺意の主ではない。

　肌身に感じる気配がまるで違う。そのことにまずクレトは安心した。あれほどの相手が来たならどうなるかわからない。加えてクレトは、相手が獣じゆう人じん族であることにもまた安あん堵どした。

　──獣人族は、かつての大戦においてひどく恐れられた種族だ。

　彼らは個々人の能力から言えば、竜りゆう人じん族や巨人族には数段劣る。同じ近接戦闘を主とするこの二種族に比べて、獣人族の肉体の強さは突出したものではないのだ。鋭するどい牙きばと爪、優れた敏びん捷しよう性せいや完全獣化変体などを加えても、おそらく単体では勝負にならないだろう。

　ただ獣人族は、集団戦闘での強さにおいて他に類を見ない。

　彼らの先祖がそうやって狩をしていたように、彼らは身に宿る本能で獲物を取り囲み、追いつめて嬲なぶる。血を見ると止まらない残ざん虐ぎやく性は、いくつもの戦闘において凄せい惨さんな結末を生み出し、更なる禍か根こんを呼びこんできた。だからこそ一人で複数人の獣人族と戦いたがる者はそういない。

　しかしクレトは、そのことを承知の上で、彼らが獣人族であること、すなわち魔法を使えない種族であることを歓迎した。──これならば、逃げ回らずに戦えるはずだ。

　雇われたその日から辞めることを期待された新任門番は、一通りを確認すると顔を傾ける。

「俺が辞めたらお前たちも困るだろ。物資来ないとかで」

「別に？　外からお情けで送られてくるものをありがたがるのは、ホームシックのガキどもくらいだろ。おれたちには関係ない」

「関係ないならほっとけよ……」

　クレトは追い払おうと手を振ったが、少年たちは動く気がまったくないようだ。むしろ彼を囲むように距離をつめてくる。横から伸びてきた手が、クレトのシャツの襟えりをつかんだ。

「ほっときたくとも目についちまうんだよな。このセンスのねえ服とか──」

「ふ、服で人を差別するなんて、ひどいです！」

　割って入ってきたニアの声は、震えてはいたが全員に聞き取れるほどには大きかった。

　その場の視線が集中すると、少女は今にも倒れそうな青白い顔で言い募つのる。

「も、門番さんはずっと引きこもってて、今日ようやく就職できたんですよ！　まともな服がないのなんてあたりまえじゃないですか！」

「…………」

「ほ、包帯も、きっと門番さんは格かつ好こういいからって思って巻いてるんです！　それを、現実つきつけようとするなんて、ひどいです！」

「お前がひどい！」

　かばってくれるのはありがたいが、ちょっとどころではなく心が痛い。

　軽く泣きたい気分を味わっていたクレトは、けれど襟えりをぐいと引っ張られて顔を上げた。獣人族の少年の顔が、毛先が触れるほどに近づく。むき出しになった歯の隙すき間まから恫どう喝かつが洩もれた。

「服の話をしてるわけじゃねえんだよ。どっちみち、お前は今日ここで辞めるんだからな。生徒を逃がした場合、門番がどうなるかは想像つくだろ？」

「そりゃ……クビか？」

「クビだと思います」

　ニアと頷うなずきあったクレトは、だが次の瞬しゆん間かん、大きく後方に弾はじき飛ばされた。門の境界を越え、地面へと叩たたきつけられる。すぐには声も出せず倒れたままの彼に、少女は細い悲鳴を上げた。

「も、門番さん！」

　境界線を忘れて駆かけ出す彼女の進路を、少年たちがすばやく遮さえぎる。ニアは彼らにぶつかりそうになって、ぎょっと後ずさった。

「ど、どいてください！」

「うっせーな。監獄学校に雇われてて、この程度で音ねを上げる方が悪いんだよ」

「で、でも」

「──まったく、そのとおりだよ」

　門の外からの声に、少年たちは驚いた顔で振り返る。

　土つち埃ぼこりに咳きこみながら立ち上がったクレトは、指の包帯についた土を手で払った。破けてしまった襟えり元もとを確かめる。

「こんなところ、セーネに見られたらやっぱり笑われるか……。どうせ見てるんだろうが」

　この場にはいない同居人だが、彼のやっていることくらいお見通しだろう。肩を落としたクレトを見て、獣じゆう人じん族の少年は大きく舌打ちする。

「気持ち悪りぃ。頭でも打ったか？」

「打ったけど平気だよ。ってか気が済んだろ？　これくらいにしとけ。まだ穴も増えてないし」

　クレトは少年の足先に注意を払う。

　もし、あの爪つま先さきが少しでも線を越えたなら、少年は「脱走を試みた」とみなされるだろう。

　だがそうなる前に止められれば、ただの喧けん嘩かで済む。

　クレトは相手を刺激せぬようゆっくりと前進した。獣人族の少年は、近づいてくる彼に敵意と侮ぶ蔑べつの混じった目を向ける。境界線上にまで戻ってきた門番は、少年に向けて手を振った。

「ほら、下がれ」

　そう彼が言ったのと、少年がみぞおちに拳こぶしを突きこんできたのとは、ほぼ同時だった。

　ついさっきクレトを弾き飛ばしたものと同じ攻撃。ためらいのない一撃を信じきっていた少年に対し──だがクレトはそれよりも速く動いた。側面に踏ふみこむと同時に足を払う。

　──普通の人間にはなにが起こったか見えなかっただろう。

　当の少年もそうだったらしい。突とつ如じよ視界に広がった空に、彼はぽかんと口を開いた。

「なんだ……？」

　背を地面に叩きつけられたまま、少年は辺りを見回す。呆ぼう然ぜんとした様子に、クレトは若じやつ干かんの気まずさを覚えてつけたした。

「次はいきなり殴なぐってきたりするなよ」

「……お前、何者だ？」

「だから門番」

　そして、それ以外の何者でもない。クレトは倒れた少年に手を差しのべかけて、けれどその手を咄とつ嗟さに引いた。のけぞった鼻先を鋭するどい爪が通り過ぎていく。

　体勢を戻したクレトは、殺気をみなぎらせる取りまき二人を見て、げっそりした気分になった。思わず境界線の外に逃げたくなるが、今この状況でそれをしたら、彼らは線を乗り越えて追ってくるだろう。

　しかたなく青年は、境界線上に立ったまま彼らに相対することにした。

　首筋を狙ねらって伸ばされた爪に、体を軽く横にして空を切らせる。同時に半歩相手の懐ふところへと踏ふみこんでいたクレトは、毛に覆われた側頭部を軽く打った。頭への衝撃に少年が膝ひざをつくと、彼はその体を片手で押しのけ学校の敷地内へと入る。

「てめえ！」

　すかさず左から突きこまれた拳こぶしを、クレトは無造作に外へと流した。ついでのように手首をつかんでひねる。バランスを崩した少年の体は、立ち上がろうとしていた最初の少年とぶつかって、絡まるように倒れこんだ。

　ほんの数秒の攻防をあっさり制した青年は、三人を振り返るとほっと息をつく。

「あんまり門番いじめるなよ。就職活動厳しいんだからな」

「も、門番さん、すごいです！」

「たまたまだけどな！　通信で習っといてよかった！」

　もう少し手て強ごわい生徒が混ざっていたなら、さすがにここまであっさりとはさばけない。地下にいる間、暇だったので戦い方を習っていたが、実戦で使うのは初めてなのだ。

　胸を張って駄だ目めな宣言をするクレトに、積み重なる少年たちは恨うらめし気な目を向けた。

「調子に乗るなよ、門番風ふ情ぜいが」

「調子には乗ってないけどな、って……避よけろ！」

　クレトは近くにいた男子生徒の襟えり首くびをつかんだ。渾こん身しんの力を込めてニアのいる壁際へとぶん投げる。他の二人はその行動にぽかんとし──直後、クレトと共に空高く吹き飛ばされた。

　寮の玄関から新たな生徒たちの歓声が上がる。

「やった！　あたった！」

「門番、復活してるとかやるじゃん！」

「今のでもう復活できないかもしれないけどなー」

「──も、も、も、門番さん！」

　ニアの悲鳴を聞きながら、クレトはなんとか宙で半回転した。一いつ緒しよに門外へと弾はじき飛ばされた生徒の一人を、空中で蹴けりつけて中に戻す。その代償として、彼はべしゃりと埋めたばかりの穴に顔から墜落した。柔らかい土に半ばめりこんで呻うめく。

「ま、またこうなるのかよ……」

　許されるなら、このまま土に浸つかって少し休きゆう憩けいしたい。休憩したいが、さっきと違って昼休みは始まったばかりだ。門の正面で寝ていたら、楽しい土ど葬そうが待っているだけだろう。

　ほんの二、三秒、現実逃避をするクレトに、無責任な声が複数投げかけられる。

「おーいおーい、生きてるー？」

「気絶したんじゃね？　頭からいったし。首の骨折れたか」

「こんがり炙あぶってみればわかるよ」

「──って、ほんとやめろ、お前ら！」

　この調子で焦こげていたら、一週間も経つ頃には服が削れて袖なし短パンになりかねない。包帯だけはセーネのものなので焼けつきはしないだろうが、短パンの下が包帯というのも想像しただけで胸が痛かった。泣いて地下に帰りたくなる。

　叫さけびながら飛び起きたクレトに、生徒たちはわっと喜んだが、その人数は先の休み時間の三分の一ほどだ。さすがに昼休みとあって昼食を食べに行っている生徒がほとんどなのだろう。代わりに寮の石段の左右には、手際よく屋台が出されようとしている。大きな寸ずん胴どう鍋なべを運んでいるのも生徒たちで、彼らは門前の騒さわぎにまったく興味がないようだった。

　クレトは境界線外に倒れてる人間がいないことを確認すると、生徒たちに向かって叫んだ。

「もうお前らの攻撃にはつきあわんからな！」

「職務放棄かよ、門番！」

「魔法の当たらないところにはいるから、外出んなよ！」

「追尾するように撃うつもん！　絶対当たるから！」

「俺を焦げさせてなにが楽しいんだ！」

　不毛なやり取りの間にも、生徒たちからはぽんぽんと魔法の光球が飛んでくる。一つ避よける度に、めきゃっと背後の地面が凹へこむのを見て、クレトは泣き出したくなった。もう門番小屋の裏でしゃがんでいようか……と思い始めた時、一人の男が寮の玄関に現れる。

「お前たちなにしてるんだ？　なんの騒さわぎだ」

　よく通る声でそう尋たずねたのは、長身の男だ。がっしりとした体つきに人懐こい甘めの顔立ち。若く見えるが制服ではなく薄い青のシャツを着ていることからして、生徒ではないのだろう。男は門前の騒ぎを怪け訝げんそうに見やった。振り返った生徒たちが顔をこわばらせる。

「げっ……セウル」

　飼育小屋を思わせる喧けん騒そうがたちまち様子を変える。境界線に集まっていた者たちはあわてて触媒の剣を下さげ、屋台に並んでいた生徒たちも玄関を見上げた。セウルと呼ばれた男の後ろにはジリアがついており、ぼろぼろのクレトに気づいて渋じゆう面めんになる。

　しかし彼女は、声だけは平静に前の男に告げた。

「先生、あの人が新しい門番です」

「え？」

　不思議そうな反応の後、男は石段を下りると、足早にクレトの方へと歩いてきた。生徒たちが急いで左右に避よける。ジリアも教師の後をついてきたが、いかんせん歩幅が倍以上違う。

　当然のように境界線を越えてクレトの前に立ったセウルは、ところどころ焼け焦こげた彼を見て、また不思議そうな顔になった。おそるおそる聞いてくる。

「えっと……本当に門番さん？　掃除夫じゃなくて？」

「門番です」

「そんな……」

　愕がく然ぜんとした顔で男はよろめく。続けて、まるで生ける死者を眺ながめるようにまじまじと全身を検分され、クレトはいたたままれなさを味わった。次に来るものは憐あわれみの視線だろうと思い──予想通りの目で、セウルはそっと切り出してくる。

「あの……早まっちゃいけません。人生ってのは山あり谷ありなんですから。今、苦しくても、いつか必ず報むくわれます。そう……信じて前に進むことが大切なんです！」

「俺、自殺しに来たわけじゃないです」

　希望に満ちた熱弁はありがたいが、ありがたくない誤解は解いておきたい。

　セウルはしかし、それを聞いてもなお心配そうな目で彼を探さぐってきた。生徒たちの視線を気にしてか、声をひそめてつけたす。

「後で相談に乗りますから。気を強く持ってください」

「…………」

　後で誤解を解きにいこう、とクレトは心に決める。追いついてきたジリアの冷視線が突き刺さっている気もするが、直視したくなかったので無視した。改めてセウルに軽く頭を下げる。

「はじめまして、クレト・ダラスです。今日からお世話になってます」

「あ、教師のセウルです。生徒たちがはしゃいじゃったみたいで、どうもすみません。でもこいつらも悪気は別にないんですよ。外からは色々言われてますけどね、実際はみんな心優しい、いいやつらなんです。そう、雨の日に子犬を拾うような感じで……」

「まず俺が子犬以下の扱いを受けてるんですが」

　生徒の善性を信じるにもほどがある。クレトが男の脇わきから門前を覗のぞくと、いつのまにか彼らは剣をしまい、素知らぬ顔で二人の話に耳を傾けていた。セウルは青年の言葉を無視して、涙のにじむ目元をハンカチで押さえる。

「実は、僕もこの学校の卒業生なんですが、教師になって初めて見えるものっていうのはやっぱりあるんですよ。今は『心の相談室』ってのを担当してるんですけどね。最初は部屋に来るのも嫌いやがって暴れまわってた生徒も、こっちが真心こめて接し続ければ、早くて一週間、長くても一か月で、花と子犬をこよなく愛し、人間賛歌を謳うたう心優しい生徒になれるんです！」

「心の相談室すげえ！」

「どうですか、門番さんもぜひ一度！」

「全力で遠えん慮りよします」

　真顔で断ると、セウルは心から残念そうな表情になった。しかし場を弁わきまえてか、それ以上の勧誘はしてこない。彼は集まっている生徒たちを振り返る。

「ほら、お前たちもそんなところに固まってないで、そろそろ飯めし食え。門番さんを歓迎する気持ちは大切だけど、あんまり遊んでると昼抜きになっちゃうぞ」

「えー」

　周囲からは不満の声が上がったが、生徒たちは意外にも素直に従った。クレトの方を振り返りながらも屋台の列や寮の中に帰っていく。その中には目が覚めたのか例の少年たちの姿も混ざっており、クレトは彼らの様子をざっと眺ながめて、教師の男に視線を戻した。

　──シャツ姿のセウルは丸腰だ。目に見えてわかる種族特性もない。

　だが、この学校の生徒たちがあっさり引き下がったところからしても、教師である彼がその立場に恥はじない力を持っていることは明らかだ。セウルは左手で頭をかきながら、クレトにむかって右手を差し出してきた。

「ともかく門番さん、色々事情もあるかと思いますが、生きることは諦あきらめないでください」

「諦めてないので、普通によろしくお願いします」

　クレトは差し出された手を握る。セウルはほっとしたような笑え顔がおをみせると、ジリアに「目を離さないような」と釘くぎを刺して去っていった。指輪生の少女は無言で一礼する。

　騒さわがしくはあるが、教師の注意のせいか境界線上に集まる生徒はいない。皆、屋台で買った弁当などを辺りで広げて休きゆう憩けいを始めている。

　雑多な様子を見ながら、クレトは隣に来たジリアに小声で問うた。

「先生呼んでくれたのってお前か？」

「違います。私は昼に臓物煮を買いに来ただけです」

「臓物煮……」

「先生とはそこで一いつ緒しよになりました。校内の見回りを日課にしてますから、その一環でしょう」

「へー、熱心なんだな」

　門を開けたばかりの時に、集まっていた生徒を解散させたのも別の教師だが、その教師は寮の入口から軽く声をかけただけだ。それに比べるとまだ若いせいか、セウルはまめに気を配っているように思える。

　ジリアはしかし、複雑な表情で細い肩をすくめた。

「先生は多分、心の相談室に連行する生徒を探しているんじゃないですか。でも最近は、みんなそれを恐れて言うことききますから。あなたくらいしかターゲットがいません」

「頼むから俺を巻きこむな」

「行っても減らないからいいでしょう。あれでかなり人気がある先生なんですよ」

「あー、あの人、めちゃくちゃ強いっぽいしな。巨人族じゃないか？」

　握手した右手にクレトは視線を落とす。そうして顔を上げると、少女は空色の目を大きく見開いて、驚きの表情で彼を見ていた。

「よくわかりましたね……。あなたって何も考えてないように見えるんですが」

「俺だって色々考えてるし、考えてなくても手を握ればわかるからな！」

「え？　触さわってわかるものなんですか？」

「わかるよ。力抑えてるってのが」

　巨人族の性質には、総じて長身というものがあるが、それだけで人間と区別することはできない。純人間の中にも長身はいるからだ。だから種族特性としてよく言われるのは、その異様な筋力と体力、そして痛みへの鈍どん感かんさである。

「あれだけ違和感なく力抑制できるってことは、逆に言えば力を振るうことにも長たけてるってことだからな。自分から握手の手出せるってのも、コントロールに自信あるからだろ。普通の巨人族じゃ、ああはいかない」

「たしかに先生は、若手の教師の中では飛びぬけてるって聞いたことがあります。学生時代も文句なしの指輪生だったとか」

「指輪生だったのか。そりゃまた、似合うような似合わないような……」

　セウルの暑苦しい性格は、指輪生に向いていると言えばそうなのだろうが、現役のジリアとは正反対だ。美しい細工物に氷をまぶしたかのような少女は、冷めた目で辺りの地面を見回す。

「穴、埋まっていないようですね」

「色々あったんだ……」

「いちいち生徒を相手にしなくていです。自分の力に見合ったことから始めてください。もう門は開いてるんですから。なまじ構うと喜ばれます」

　ジリアは焼け焦こげた黒いシャツを一いち瞥べつすると、美しい眉まゆを寄せた。苛いら立だたしげな感情が表面に揺ゆらぎ、けれどそれは一いつ瞬しゆんで波は紋もんのように溶け去る。彼女は賑にぎわう寮の前を振り返った。

「職務上、必要なものがあるのなら購入していいです。経費で落ちるかどうかは後で決めます」

「お前が決めるのか」

「私に最終決定権があるわけではありませんが、必要そうなものには適てき宜ぎ、補足コメントを入れておきます。『短パンの包帯男は門番として不適切』とか」

「短パンになる前にはさすがになんとかするわ！」

「だといいんですが。──ああ、閉門時にはまた見に来ますが、その時までに埋まらなかった穴は明日に持越ししてください。残業代とか出しませんから」

　そっけなく言い放って彼女は踵きびすを返す。昼食を買い出しに行くのか、たちまち薄い背は生徒たちにまぎれて見えなくなった。その姿を目で追っていたクレトは、もう一人の少女が境界線上で手招きしているのに気づく。ニアはいつの間にか両手に二枚の深皿を持っていた。

「門番さん！　臓物煮取ってきました！」

「臓物煮……」

「おいしいんでぜひ！　よかったら小屋の陰ででも、一人でしゃがんで食べてみてください！」

「…………」

　妙みように赤い料理を受け取るために、クレトは内心おののきながらも歩き出す。

　ふと視線を上げると、ちょうど寮の中にジリアが帰っていくのが見えた。だが昼食を買いに来たはずの彼女の手にはなにもない。凛りんと伸びた背を見送って──クレトはぽつりと洩もらす。

「ま……ちょっとずつ信用してもらえるようにがんばるか」

　社会復帰の途上で、門番の青年はそうして気を引き締める。

　とりあえずは、閉門までになんともしても全部の穴を埋めておこうと、思った。







「埋まらなかった……」

「はい、閉門お疲れ様です」

　閂かんぬきがかけられ、鎖くさりが巻かれた扉の周囲は、昼よりも無残に抉えぐられた地面が広がっていた。

　──かつて魔法の一撃が、同じこの場所に巨大な穴を穿うがつのを見たことがある。

　見たことはあるが、その時はここまで穴は多くなかった。二十を越える穴の只ただ中なかに、スコップを手に立ちつくすクレトは、現実の苦味を嚙かみしめて目前の少女を見やる。

　夕ゆう闇やみが立ちこめる時間、白いランタンを携たずさえたジリアは、閉門の確認サインを記して日誌を閉じた。それを返そうとして、物言いたげな彼に気づくと呆あきれ顔になる。

「なんですか。ここは生きていることを喜ぶべきじゃないですか？」

「どれだけハードル下げてくるんだ、監獄学校」

「あなたくらい魔法を食らったなら、一回や二回死んでいてもおかしくないんですけどね」

　クレトの黒いシャツは、あれからも攻撃を浴びたせいで左脇わきに大きな焦こげ穴があいてしまっている。幸いシャツに関してはニアが「お、同じものを購買棟で注文しときます！」と引き受けてくれたが、問題の本質はそこにはない。

　クレトは、荷車が通れるようなんとか埋め立てて作った小道を振り返る。

「なあ、前の門番は──」

「あれは不幸な事故です」

「死因については聞いてない。ってか死因も気になるけど、前はこの穴どうしてたんだ？」

「前任者は純人間だったので、魔法が使えました」

「……なるほど」

　ならばおそらく魔法障壁かなにかを張って防いでいたのだろう。自分には使えない手段に、クレトはがっくり頭こうべを垂れた。

　そうしている間にも刻一刻と暗さを増していく辺りに、ジリアは手にしたランタンを上げる。

「それよりきちんと帰って寝てください。明日も早いですし、夜に出歩くのはお勧めしません」

「残業代でないからか」

「ワニが出るからです」

「なんだその話は」

　過去の門番日誌にも書かれていたが、わざわざ口頭注意されると、本当に巨大ワニが出るのかと身構えてしまう。そんなクレトに、ジリアはどこからともなく取り出した小さな本を渡してきた。反射的に受け取ると、表紙には「監獄学校・傑作怪談百選」と書かれている。

「これは……」

「私が作りました。夜のお伴にどうぞ。校内怪談マップもついてます」

　クレトが試しにぱらぱらとめくってみると、中には「大戦で死んだ狂王子の呪じゆ詛そが聞こえる」や、「滅んだはずの原種の巨大竜りゆうが、鎖くさりで繫つながれているのを見た」など、怪しい話が連なっている。クレトはその中に「夜中徘はい徊かいする巨大ワニ」という項目を見つけると、中身を読まずに閉じた。じっと反応を待っている少女に頷うなずき返す。

「よし、俺は小屋片づけてから帰る。色々ありがとな」

「ワニは」

「それはもういい」

　怪談を断ち切ると、ジリアはむっと拗すねた顔になった。下からねめつけてくる薄青い瞳ひとみとふくらんだ頰ほほがあいまって、むしろ普段より可か愛わいらしい。年相応の少女に見える。
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　けれど目を丸くするクレトに気づいた彼女は、すぐにすました優等生顔に戻ってしまった。

「では失礼します。あなたも早く寝てください。……くれぐれも、夜は出歩かないように」

　くどいくらいに念押しして、少女は通用口の向こうに消えた。まるで怪談の語り部のような思わせぶりな台詞せりふに、クレトはぼやく。

「色々あるってなんだよ……。第一まだ六時だろ」

　辺りが暗いといっても、まだ怪談を恐れるような時間ではない。加えて言うなら、昼の生徒の方がよっぽどひどかった。クレトは土にさしたスコップを一いち瞥べつし、深く息をつく。

「んじゃ、はりきってやってくか」

　むきになっているわけではない。──わけではないが、朝になって全ての穴が埋まっているのを見れば、指輪生の少女も驚くだろう。それにまだ初日だ。最初からできないことが山積みでは、日を追うにつれ課題が増えていってしまう。

　クレトは薄い雲が流れる夜空を仰あおぐ。

　寮の建物自体は高い壁に遮られ見えないが、生徒の誰かがなにかをしているのか、色とりどりの小さな光が時折鮮やかに雲を照らした。軽かろやかに入れ替わる淡あわい赤や青のまたたきは、じっとしていない生徒たちの性質を象徴しているようで門番の青年の苦笑を誘う。包帯を巻いていない顔に当たる風が、確かに外に出たのだという実感を、改めて彼に与えた。

「──よし」

　クレトは地下の部屋よりも解放感がある暗くら闇やみの中で、土木作業を始める。土を掘り出しては埋める音だけが響き、鮮やかな光が途絶え、月が真上にまで昇った頃──その声は聞こえた。




「すみません」




　夜風に乗って届いた声は、かすれていて少年のものか少女のものか判別がつかなかった。

　ただ、門の内側から聞こえてきたということはわかる。クレトは穴を埋める手を止めて、白い門を見上げた。空耳かと思いつつ聞き返す。

「誰かいるのか？」

「すみません」

　今度の声はクレトの問いかけに対するものだ。若い、たぶん生徒の声に、彼は改めて尋たずねた。

「お、どうしたんだ？　なんかあったか」

「すみません」

「…………」

　地味に怖い。

　クレトは無言でもらった本を取り出すと、目次をざっと眺ながめてみた。だが「閉まった門の前で謝り続ける生徒の霊」という項目は見当たらない。安心半分、不気味さ半分で本をしまった直後、また同じ声が聞こえる。

「すみません、落し物しちゃって……」

「あ、手伝ってやるよ」

　昼間はさんざんな騒さわぎだったのだ。誰かがなにかを落としていても、この暗さでは見つけにくいだろう。クレトは通用扉に回ると、首から提さげた鍵かぎでそこを開けた。石の戸を手前に引いて、中を覗のぞきこむ。

　──大きな門もん扉ぴの前には、制服姿の男子生徒が一人立っていた。

　小柄で細身な少年は、クレトに気づいて会え釈しやくする。地面の上に置かれた小さなランタンが揺ゆらいで、だがその灯あかりは生徒の顔までは届いていなかった。クレトは光の照らす地面を見ながら、少年のもとへと歩み寄る。

「なに落としたんだ？」

「触媒の剣に嵌はめこんでたはずの石が……」

「あー、了解」

　魔法使いたちは主に剣を触媒として魔法を振るうのだが、その剣にも色々違いがあるらしい。特に羽う人じん族は貴石を柄つかに嵌めこんで調整することが多く、この少年もそうしていたのだろう。クレトは地面に光るものがないか、身を屈かがめて覗きこむ。少年の声が、すぐ傍そばでまた聞こえた。

「すみません」

　──ぐっ、と。

　脇わき腹ばらになにかが押しつけられる。

　それがなにか、などと思う間もなく、触れたものはそのままクレトの肉の中へと捻ねじこまれた。ほんの一いつ瞬しゆん、意味がわからず自分の体を見下ろした青年は、幅広の短剣が根元まで脇腹に突き刺さっていることに気づく。

　呆ぼう然ぜんとした空くう隙げきに激痛が追いついてくるまでの一秒。

　クレトは反射的に、右手で少年の身体を払っていた。

　しかし相手はそこまで予想していたようで、自みずから後ろに跳とんで勢いを殺す。同時に振り切られた短剣が寮からの光を反射して白く煌きらめいた。

　ランタンの灯りの外に出たことで、少年の顔は完全に見えなくなる。ただ、笑っていることだけは気配でわかった。クレトは刺された脇腹を手で押さえる。

「おいおい、まじかよ……なんだこれ」

「現実を見ろよ、門番」

　嘲あざけりは、ささやくような声でありながら、暗い夜によく通った。血に濡ぬれた短剣が振られ、ランタンの灯りが消える。そして、それが合図であったように複数の気配が闇やみの中に現れた。

　ひしひしと身に迫せまってくるもの、昼間一いつ瞬しゆんだけ感じたものと同じ悪意が、冷えた夜気に薄く溶け広がっていく。寮の建物を背にした少年が押し殺した声で告げた。

「監獄学校にようこそ、新人門番。──ここが、お前の墓場だよ」

　荒い、獣の息遣いがクレトを取り囲むように聞こえてくる。

　血に引き寄せられて集まってくるそれらは、彼もよく知る気配のものだ。

　──獣じゆう人じん族の完全獣化。

　人族であることを捨て、先祖と同じ獣の姿へと戻るその変体は、思考までもを貪どん欲よくな動物そのものに変えてしまう。そのせいで大戦後の今では、暗あん黙もくの禁きん忌きとされている行為なのだ。

　クレトはひたひたと近づいてくる獣たちに、血けつ臭しゆうの濃い息を吐はいた。

「こういうことするかよ……しかもワニじゃないし……」

　昼間門前にやってきた生徒たちは、たちは悪かったがクレトを殺す気はなかった。ただ死んでもいいと思っていただけだ。

　だが、今ここにいる生徒たちは違う。理由はわからないが、はなから彼を殺すつもりだ。

　クレトは門を背に、臓ぞう腑ふが溢あふれ出しそうな傷口を意識だけで検分した。短剣の刃が捻ひねりながら振り切られたたせいで、そこは致命傷に近い状態になってしまっている。ぐっしょりと濡ぬれた包帯は、もはや肉と判別がつかなくなっていた。

　──長い時間はかけられない。

　そう判断したクレトは、傷口から手を離し、構えを取る。闇やみの中にいる相手の数を探さぐった。

「五……六か。厳しい」

「楽に死にたいならそれでもいいぜ。前の門番はそうしてやった。生きながら食われるのは嫌いやだって泣いて頼んできたからな。もっとも盛大に破裂させてやった代わりに、肝心の門の鍵かぎも欠けちまったんだけどよ」

「……それは俺もちょっと」

　言った瞬しゆん間かん、暗くら闇やみからなにかが飛びかかってきた。

　四足の大きな黒い獣。鋭するどい牙きばを剝むいて跳ちよう躍やくしてきたそれを、クレトは咄とつ嗟さに右へ避よける。だが同時に、別の方向からも傷口めがけてもう一匹が迫せまった。最初の一匹より細身に思える相手を、青年は食らいつかれる寸前で蹴けり上げる。

「ぐ……っ」

　反動が、臓腑に響いて激痛を生む。眩暈めまいと嘔おう吐と感が胃の中から脳天までを暴れ狂った。

　けれどそれでも、体だけは反射的に動き続ける。三匹目──否いな、三人目の爪を、クレトは右腕で外に流した。反対側から喉のど笛ぶえを狙ねらって襲ってきた一人を、身を屈かがめながら肘ひじで打ち抜く。

　──まるで、夜の海でもがきながら泳いでいるかのようだ。

　次々襲いかかってくる獣人族たちは、一度攻撃してはまた闇の中へ戻っていく。その大きさも、姿もはっきりとはつかませない。嬲なぶるような狩りは、彼らの余裕の現れなのだろう。少し動く度にクレトの身体からだには細かい傷が増え、脇わき腹ばらからは血が零こぼれ落ちていった。

　しかしそれ以上に彼は、無視できぬ危機感を現状に覚えてもいる。

　──まだ、動いていないやつがいる。

　続けざまに襲いかかってくる獣は、巧こう妙みようにその数を悟らせないようにしているが、今のところ四人だ。クレトを刺した少年と──闇の中に潜んでいるであろう最後の一人は動いていない。

　そしてクレトは姿の見えぬその一人から、ひしひしと底知れぬ害意を感じていた。




　夜の闇やみよりもどす黒い「なにか」。

　肌身に突き刺さる強烈なそれは、禍まが々まがしいまでの悪意だ。




　昼に向けられた殺意は、おそらくこの人物からのものだろう。血の臭においに惹ひかれて狂う獣じゆう人じん族とは違う。標的をつぶさに観察し、その死を待っているような愉ゆ悦えつに満ちた気配だ。

　姿が見えずとも、距離が離れていてもわかる凶悪な存在に、クレトは危機感を募つのらせる。

「こりゃまずいか……」

　門扉に背がぶつかる。追いつめられた青年は、己の状況の悪さにぼやきたくなった。

　いつの間にか左腕の半ばが抉えぐりとられ、右みぎ腿ももには深い爪傷がつけられている。それだけでなく最初の不意打ちが時を追うごとに体力を削り、四し肢しの動きを鈍にぶらせていった。

　肩で息をつく青年に、短剣を携えた少年は薄く笑う。

「そろそろ降参か」

「降参したら死ぬだろ……ってか俺、なんで殺されかけてんだ」

「別に簡単だろ？　──門番だからだよ」

　端的な答を吐はいて、少年は剣先をクレトにむける。

　それをきっかけに、辺りの空気も変わった。獲物を弱らせる時間から、捕食の時間への移行をクレトは予感する。




　──沈ちん黙もく。

　少年の剣から、黒い刃が放たれる。

　光を吸いこむそれは、宙で二つに分かれると、左右からクレトに襲いかかった。

　門番の青年は、だが自ら大きく前に踏ふみこんで、その刃をかわす。けれど獣たちはそこまでも予想していたのか、左右から同時にクレトの脹ふくら脛はぎに食らいついた。

　腱けんを食いちぎられる音が聞こえる。

「……っ、ぐ」

　走り抜ける激痛を味わいながら、青年は足に力を入れ、腰を落とした。二匹の頭へ体重をかけて掌てのひらを突き落とす。血に酔った脳を揺ゆらされ、彼らは顎あごを離してよろめいた。その場に倒れこむ一匹の上へ、傷口から溢あふれたクレトの血が、ぼたぼたと落ちる。

　──今の攻撃で、糸が何本か切られたかもしれない。

　そんなことを思いながら、クレトはだが無言で前進した、音もなく喉のど笛ぶえを狙ねらって飛びかかってきた一匹を、前を見たまま蹴けり払う。短い悲鳴を上げて跳はね飛ばされた一匹に構うことなく、彼は腕を交差すると、正面から躍りかかる牙きばを受け止めた。引き倒されそうな勢いを意思の力だけで踏ふみとどまる。

　青年はそのまま、食らいつかれた右腕を犠牲に、黒い獣を地面に叩たたきつけようとした。

　けれどそれをするより先に、獣の身体はびくりと跳ねる。

「……は？」

　啞あ然ぜんとした呟つぶやき。クレトの視線は、獣の腹にぽっかりとあいた穴に注がれた。

　血肉を撒まき散らし、腸を吹き飛ばしてできた赤子の頭ほどの穴。それは、正面の少年が撃うちだした魔法によって穿うがたれたものだ。獣の命であったもの──穴の縁からぼたぼたと滴したたる血と肉片が、門番の青年の足をとめどなく汚していく。

　クレトは遅れて、自分の胸の下を見下ろした。

　穴は、そこにも開いていた。

「──っ」

　血が、喉を駆かけのぼる。

　けれどそれは、胸から零こぼれる量に比べれば、ほんの飛ひ沫まつに過ぎない。

　今まで耐えてきた傷の全てが、一つになってクレトにのしかかる。ちぎり取られた包帯の端がみるみる真しん紅くに染まっていった。明るい寮の部屋の一つ一つが、やけに遠いものに思える。

　クレトは動かない獣の身体からだを見つめた。

「なんで、お前ら」

　急速に体が冷えていく。

　視界が傾く。肉体がばらばらになる錯覚。意識が地下へと引きずられ始める。

　復讐しろ、と、懐かしい声が囁く。

　それでもまだ膝ひざをつかないクレトを、少年の嘲ちよう笑しようが叩たたいた。

「まさかここの生徒が、昼のやつらみたいなぬるい人間ばかりだなんて思ってるわけじゃないだろ？　……っつっても、ほとんどの人間は知らないだろうからな。最後に教えといてやるよ」

　穏やかとも思える声音で、少年は続ける。

「なあ、門番、この学校をいい成績で卒業できると、ディアテの要職につきやすくなるってのはさすがに知ってるだろ？　でも本当は、もう一つ面白いルートがある。──城から送りこまれた門番を殺して、自分の力で外に出るってやつだ。それができた人間には、親切な誰かが別の道を用意してくれる」

　声が遠い。手の中から獣の身体がどさりと落ちる。本当は生徒であったのだろう死体を、クレトはただ見下ろした。

「監獄学校の門番ってのはな、境界線上に突っ立ってる看守だ。囚人の僕たちにとっちゃ、たった一つの出口に詰まってる栓せんなんだよ。でも、外じゃその栓を壊せるやつだって必要とされてる。力だけあっても、動けないやつなんて意味がないからな」

「……そんな、やつは」

　言葉が続かない。

　体が重い。壊れそうだ。闇やみに佇たたずむ誰かが、じっと自分を見つめている。

　その気配を感じながら、クレトはだが一歩を踏ふみ出した。

　視界が歪ゆがむのも、血が失われていくのにも構わない。

　ただいつかのように、前へと進もうとする。復讐しろと死人の声が訴えてくる。

　過去から今へ、頭をもたげようとする妄もう執しゆう。

　血ち濡ぬれた拳こぶしが握りこまれようとしたその時──けれど、誰かの手が彼の足に触れた。

　くすくすと、鈴を振るような笑い声が続く。

「──面白い話だわ」

　赤い光が灯ともる。

　その光が照らし出したものは、白い魔女の貌かおだ。空気を孕はらんで広がる艶あでやかな赤の髪。丈の短い黒のワンピースは、裾すそに彼女の髪色と同じ色の花が刺し繡しゆうされていた。

　美しく忌いまわしい、少女の形をした魔女。

　前触れなく、まるで初めからそこにいたようにクレトの隣へ立つセーネに、少年はぎょっとして後ずさった。そうしながらも、彼は短剣の切っ先を少女の顔へとむける。

　セーネは少年の戸惑う様を愉たのしそうに眺ながめた。赤しやつ光こうを纏まとわりつかせた手を前へ差し伸べる。

「せっかくだから、もう少し聞きたいわ」

　熱のない炎。それは十数歩分の距離を無視して、少年の短剣を染め上げた。鮮やかな赤しやく熱ねつ色に輝く銀の刃。その色は彼女の支配下にあることの証拠だ。

「な……っ」

　一いつ瞬しゆんで触媒の主導権を奪うばわれたことを恐れてか、または顔を照らし出されることを嫌ってか、少年はあわてて剣を投げ捨てる。判断を仰あおぐ目を闇やみの中にむけた。

　──決断か指示か、その両方は迅じん速そくだった。

　少年はたちまち身を翻ひるがえし、夜の中に消える。

　最後まで姿を見せなかった何者かも、ふっと気配がかき消えた。

　そこまでを感じ取ったクレトは、暗くなる視界に目を閉じる。ゆっくりと体が傾かしいでいく。すぐ傍そばで、聞き慣れた少女の声がぼやいた。

「どうして、たった一日でここまでぼろぼろになれるのかしら」

　それについての答は「自分も知りたい」というだけのものだった。
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　──見上げた空は赤かった。

　絶え間なく続く戦闘。そのほんの空くう隙げきに遥はるか頭上を仰あおいだクレトは、名を呼ばれた気がして視線を下ろす。ちょうどすぐ隣に立っていた少女と目があった。

　透き通る金糸の髪に薄青い双そう眸ぼうの彼女は、細い首をわずかに傾かしげる。

「クレト、どうしました？」

「──いや」

　一いつ瞬しゆんの間は、彼女の名前を思い出せなかったがためのものだ。

　よく知る、僚りよう友ゆうでもある少女。華きや奢しやな身体からだに細い剣を携たずさえた彼女は、曖あい昧まいなクレトの返事に心配そうな顔になった。背に広がる二枚の薄うす羽はねが澄んだ音を鳴らしてさざめく。

　羽う人じん族の名の由来とも言える透き通る羽は、血と泥ばかりが目立つ戦場において、差しこむ白光そのもののようにひどく浮き立っていた。首元から膝ひざまでを黒い革かわ鎧よろいで覆い、滑なめらかな背だけを露ろ出しゆつさせている彼女は、クレトの手の傷に気づくと腰の短剣を抜く。

「治します」

「悪い……テレシア」

　彼女の名は、先ほど思いだせなかったことが冗談のように、今度はするりと出てきた。

　クレトは自身の声を聞いて「彼女はテレシアというのだ」と思い出す。親友や他の僚友たちと同様、今までずっと共に戦っていたというのに、どうして忘れてしまっていたのか。クレトが悩む間にも、淡あわく光る切っ先が剝むき出しの掌てのひらに触れ、いくつもの傷を消していった。

　新しく盛り上がった肉を確認して、彼は苦笑する。

「お前には面倒ばかりかけてるな」

「面倒だなんて」

　テレシアはそう言って、繊細な美び貌ぼうを自じ嘲ちようで歪ゆがませた。金糸色の睫まつ毛げの下、碧へき眼がんが荒れ果てた景色を見つめる。

　彼らが立つその場所は、どこもかしこも無残なありさまとなっていた。

　石造りの建物の多くは、戦闘の余波を受けて崩れかけている。それら瓦が礫れきが散らばる地面は、焼け焦こげて黒くなっており、辺りには煙や血けつ臭しゆうが混ざりあって立ちこめていた。

　凄せい惨さんな戦場の有様に、だが少女は感傷を振りきるようにかぶりを振ると、顔を上げる。

「クレト、またすぐ敵が来ますよ」

「だろうな」

「獣じゆう人じん族の部隊がすぐそこまで接近しているそうです」

「ああ」

「獣じゆう人じん族とは別に──噂うわさの魔女が、こちらに向かっているとか」

「…………そうか」

　すぐに返事ができなかったのは、その報しらせの持つ意味をクレトが理解したからだ。

　今までどの陣営にも属していなかった「最悪」と呼ばれる魔女。彼女の参戦に、さすがの彼も緊張を覚えないわけにはいかない。クレトは乱雑に頭をかこうとして、少女の薄うす羽はねが震えていることに気づいた。

　問題の魔女とテレシアは、種族が違うとはいえ同じ魔法使い同士だ。いざ衝突が始まったなら、自分が食い止めねばと思っているのだろう。──ただ、話に聞く限り当の魔女は、明らかに格の違う相手だ。そのことを当然知っているのであろう少女を見下ろし、クレトは身を屈かがめた。小さな子供にするように、彼女の頭を軽く撫なでる

「なら、魔女は俺が引き受ける。その間、指揮はお前に任せる」

「クレト？　で、でも、それじゃあなたが──」

「大丈夫だ」

　無理なことではない。彼の親友である男も今は別の場所で戦っている。

　やらねばならぬことがあって、託された戦場があるのだ。ここはまだ途上に過ぎない。どれ程終わりに近く思えても、終わりではない。だから、負けることはしない。相手がたとえなんであっても。




　遠くから、獣じゆう人じんたちの咆ほう哮こうが聞こえてくる。

　戦闘の嚆こう矢しとも言えるそれに、テレシアが表情を変えた。青い瞳ひとみから不安が消え、しなやかで澄んだ戦意が広がる。それを見て、クレトは血塗れた拳こぶしを固く握りなおした。

「行くか」

　諦あきらめるつもりも逃げるつもりもない。

　無骨に、そして愚ぐ直ちよくに。ひたすらに前を向き、戦い続ける。先へと歩む一歩を踏み出す。

　青年は誰にともなく苦笑して、顔を上げる。

　見上げた視線の先、空は変わらず燃えていた




　　　　　　　　　　　　　　　※




「──あれ」

　取り戻した視界に真っ先に入ってきたものは、空よりも赤い灯あかりだ。

　指先に灯ともるほどの小さな光。それは魔女の人差し指に浮かんでいるもので、セーネは彼が気づいたとわかると、じっと寝台を覗のぞきこんできた。あおむけに寝ている彼の目を、顔を近づけ至近から観察する。

「意識が戻った、のかしら？」

「………………セーネ、か？」

「思い出すのが遅いわ」

　伸びてきた白い指が、クレトの鼻をぎゅっとつまんだ。遠えん慮りよないその仕草に、現実が急速に追いついてくる。クレトはさっきまでのことを思い出すと、薄暗い室内で跳はね起きた。

「お、おお？」

　彼らがいるのは、荒れ果てた戦場でなければ長年を暮らした地下の部屋でもない。どこかで見たような気もする石造りの小さな部屋だ。クレトが横たえられていたのは粗末な寝台で、シャツを着ていない彼は、上半身に巻かれた包帯が元通り真白く戻っていることに気づいた。先ほどまで穴のあいていた箇所を、思わず触さわって確かめてみる。

「……なんともないな。幻覚だったのか？」

「ちゃんと穴はあいていたわ。直しておいただけ」

「うへ、悪い」

　幻覚だったらいいと思ったのだが、現実だったらしい。理り不ふ尽じんな記憶をたどった結果、死んだ獣のことを思い出し無言になる青年に、セーネはぼろぼろの黒シャツを放る。

「初日からいいようにされたみたいね。いい薬だわ」

「いいように、っていうか……まぁ、そだな」

　なにを言っても、腹に穴をあけていたのだから説得力はない。クレトは寝台の上にあぐらをかいて──ようやく今いる場所がどこであるのか思い当たった。砂すな埃ぼこりがたまった床を見下ろす。

「ここ、門番の詰め所か」

「物置かと思ったわ」

「お前は怪け我が人を物置に運びこむのか」

　一の壁の外、寮門からいくぶん離れた場所に建つ小さな建物は、今日の昼、ジリアと出くわした場所だ。なにもなければクレトも今晩、ここに戻ってくるはずだったろう。

　戻ってはきたが、意識のないうちに回収されてきたクレトは、一つしかないドアを振り返る。

「な、あいつらどうなった？　ちょっと見てきていいか？」

「生きているのは逃げたわ。死んだのはそのままだったわ。見に行ってどうするの？」

「どうするって、ほっとけないだろ。生徒が死んだってのに……」

「勝手に死んだように見えたけれど？」

　どうでもいいことのように言って、セーネはふわりと宙に浮き上がる。

　だが、それ以上なにも言わないのは「好きにしろ」という意味だろう。クレトはシャツを羽織って立ち上がると、足早に詰め所を出た。遠くに見える門へと駆かけ出す。

　門前にたどりついた彼は、いくつもの穴を越えると迷わず通用口を開けた。用心しつつ中へと踏ふみこむ。

　──あれから、時間がどれだけ経たったのか。

　辺りはすっかり真っ暗になっていた。寮の窓も灯あかりがついているところはあるが、それも全体の四分の一ほどだ。ましてや部屋の光が届かない門の内側は、真の闇やみに包まれていた。

　クレトは自分が立っていたはずの場所まで戻ると、周囲の地面を見回す。

「……死体がない」

「回収したんじゃないかしら」

「そこは、死んだ生徒はいなかった、って言って欲しかった」

「あなたにそんな気休めを言う意味が感じられないわ」

　クレトの隣に浮いている少女はさらりと返したが、まったくそのとおりだ、と青年は思った。

　既に彼は、救いのない凄惨を知っている。それを糊こ塗とする欺ぎ瞞まんをも知っている以上、セーネが「不要」と断じるのは当然のことだ。

　──かつて「大正門」と呼ばれた、巨大な門があった場所。

　そこに今は一つの学校が建っている。ディアテの火薬庫とも言われるこの場所は、けれどやはり新しい時代の産物で、戦後の象徴だ。クレト自身そう感じた。

　彼は、血の痕あともよく見えない暗い地面に視線を落とす。

「……すげえ平和だ、って思ったんだよ。最初にこの学校の中を見た時にさ」

　──以前五種族は、何百年もの間、種族間の不理解をこじらせていた。

　そうしてお互いのことをよく知ろうとしないまま、複数の国に分かれて争い、結果、大戦が始まったのだ。

　そのような過去を踏ふまえて創つくられた監獄学校はだから、設立の理由はどうあれ、昔と同じ過ちを繰り返すまいとしているのだろう。そう、クレトは感じた。全ての種族の生徒たちが当然のように共にいる光景を見て。

「なんか懐かしかったんだ。外にいた頃を思い出した」

　ずっと昔のことだ。種族の違う親友や、仲間たちと共にいた時代のこと。あの当時も大変なことばかりで、だがいい思い出もたくさんあった。

　どこかその時代をほうふつとさせる一日を振り返り、クレトは嘆たん息そくする。

「やっぱ、こういう日常っていいものだなって思った。そりゃ楽しそうにしてるやつらにも色々あるだろうし、監獄学校ってやり方が正しいとは言えないけどさ。でも俺からすると──」

　そこから先を言いよどむ彼に、赤い髪の人形遣いは目を閉じて微ほほ笑えむ。

「平和に見える？」

「……ああ」

　セーネの声音に棘とげはなく、むしろ労いたわるような穏やかさがあったが、クレトは頷うなずくことに罪悪感を覚えてならなかった。

　危険人物や強者たちを隔離して安定をはかるという手段を、ディアテが選択したこと──それしか選べなかったということに、飲みこみきれない度しがたさを感じてならない。そして手段のぜひを横においても、今の平穏を「得がたいものだ」と自分が思っていることにも。




　──思い出すのは、あの日の赤い空だ。

　一つの時代の終わり。親友を、そして自分を失った日のこと。

　あの時隣で戦っていた少女も、どうなったのか彼は知らない。

　仲間も友人も、取り戻したいと願っても叶かなわない。ただ手が届くものは現在の平穏で──今度は失われてはならないと、思う。欺ぎ瞞まんかもしれないが、そう願っている。




　門番の青年は溜ため息いきを嚙かみ殺すと、通用口から外へと出る。地面の少し上を歩く魔女が、懐かしそうに閂かんぬきに巻かれた鎖くさりを振り返った。

「でも面白いわ。看守を殺して囚人が外に出ようだなんて」

「いやいやいやいや面白くないだろ。大問題だろ」

「しいて問題があるとしたら、看守がそれを知らないことかしら」

「お前が言うと色んな意味で怖い」

　少なくとも、知らないまま殺されてしまう側としてはたまったものではない。看守である自覚がないならなおさらだ。だからこそ、そんなことはあってはならない。

　クレトは包帯の巻かれた指で目元を押さえる。気分の悪さが体内に淀よどみを生み、自然に足取りが重くなった。彼は、魔女になにかを言われるより先に、結論を口にする。

「まあ、まだ一日目だ。クビを切られるまではやってみる。……やらせてくれ」

「あなたがいいなら、それでもいいけれど。──契約は変わらないわ」

「わかってる。駄だ目めだった時はお前のところに戻るさ」

「ならいいけれど。体の管理はきちんとした方がいいわ」

　そう言ってセーネは小さな布包みを放ってくる。開けると中身は粒状の消化剤だ。よく世話になる薬の差し入れに、クレトは礼を言って二粒を口に含んだ。胃の重さがすっと引いていく。

「やっぱこれないとしんどいな」

「胃腸弱いって主張しときなさい。あとは、これも返しておくわ」

「お」

　目の上に差し出された本は、ジリアにもらった「監獄学校・傑作怪談百選」だ。上着にしまったままだったらしく、手作りの怪談本は彼の血に汚れて堂々とした風格を漂わせつつある。

　クレトは脱力しながらも小さな本を受け取った。

「生徒にもらったんだ……。この学校に伝わる怪談集だと」

「そうみたいね。結構面白かったわ」

　少女は軽く指を弾はじく。クレトの手の中で、血ち濡ぬれた本がひとりでに開かれた。薄白いページが高速で捲めくられ──ある個所でぴたりと止まる。

　少女の声がそこを読み上げた。

「──『夜になるとどこからともなく聞こえてくるこの怨えん嗟さの声は、内容からして、大戦で死んだディアテの王太子のものと言われている。当時彼の乱心によって引き起こされた事件は、十数年に渡る大戦を終わらせるきっかけともなったことで有名だ。各種族の要人に多くの犠牲者を出し、城都を激しい市街戦に巻きこんだこの一件は、今なお《狂王子》の異名と共に、忌いまわしいものとして語り継がれている』──」

　決められた過去を語る言葉。

　クレトは表情を消し、目を閉じた。言いたいことがある気もしたが、長いつきあいの少女はその全てを知っているだろう。血と力を、憤ふん懣まんと悔かい恨こんを、ぶつけあい塗りこめて、お互いここまで来たのだ。青年はままならない感情を飲みこみかけて──一つだけ、洩もらす。

「今でも時々聞こえる」

「何が？」

「あの声が。頭の中に直接、『復ふく讐しゆうしろ』ってな」

　笑おうとしたが、口元がうまく動かなかった。

　代わりにセーネが優しく微ほほ笑えむ。

「誰に復讐するの？　私に？」
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「違う。もう誰もいない」




　誰もいない。

　それでも声だけが呪じゆ詛そを呟つぶやく。生きている限り彼を苛さいなむ。

　引きずってきたものは、そして置いてきたものは、暗い深しん淵えんだ。




　少女の姿をした魔女が謳うたう。

「大丈夫。──あなたは、そういうものよ」

　慰なぐめているとも、揶や揄ゆしているともつかない言葉。

　人形遣いのささやきに、クレトは今度こそ苦笑した。

　遠い怨えん嗟さの声が、風に乗って聞こえてくる気がした。










　　　３




　二日目の朝は薄うす曇ぐもりだった。

　腹に穴をあけていたり、真夜中に徘はい徊かいしていたせいで、ほとんど休んでいないクレトは、疲労にふらつきながら開門作業を始めた。埋まっていない穴を避さけ、鎖くさりを外して閂かんぬきを抜いたところで、先に通用口から中を確認することにする。

「開けた瞬しゆん間かん、狙ねらい撃うたれるのとかごめんだからな……」

　門もん扉ぴについている小窓も、おそらく中を確認するためについているのだろうが、あんな小さな窓からでは様子がよくわからない。クレトは通用口の鍵かぎを開けると、そっとドアを引いて隙すき間まをあけた。片目で門の内側を覗のぞき──

「あからさまに不審者です。おはようございます」

「うおっ！」

　頭のすぐ横からの声に、驚いて飛び退のくと同時に、ドアが向こうから押し開かれる。

　そこに立っていたジリアは、きっちりとしたブレザーとスカートの制服姿だ。まっすぐで意思の強い目がクレトを見上げ──彼はその眼まな差ざしに、また既視感を覚えながら挨あい拶さつする。

「お、おはよう」

「昨日のあれで逃げ出さなかったとは驚きです。やっぱり自殺願望があるんですか？」

「……いや」

　昨日のあれ、と言われて、クレトの頭にはまっさきに夜の出来事が浮かんだのだが、ジリアは顔をこわばらせた彼を見て、不思議そうに眉まゆを寄せただけだった。昨夜の少年は「ほとんどのやつは知らない」と言ったが、この優等生もその一人なのかもしれない。

　ジリアはクレトの横をすり抜け外に出ると、閂かんぬきが外されていることを確認する。

「感心ですね。では開門してください」

「中の様子は？」

「こんな早朝に起きて外に出ている生徒はいません」

「お前は生徒じゃないのか……」

「卒業に必要な単位は全て取得済みですから。今は怪談を集めるのとあなたの監督が役目です」

「そこはぜひ怪談以外の趣味を見つけてくれ」

　門の外側は深い穴がいくつもあいているが、ジリアはそれを咎とがめる様子もない。体重のない者のような身軽さで門もん扉ぴの前に立つと、彼女は開かい錠じようを促うながした。クレトは念のため小窓を覗のぞいて無人の向こう側を確認すると、左の門扉から開け始める。

　昨日とはうってかわってすんなりと開けられる門に、クレトはぽつりと呟つぶやいた。

「なあ、これ、生徒がいない時間に開ければ楽なんだな」

「すごい！　そこに気づくとは、さすが新人門番ですね！」

「いや本当棒読みやめろ。なんでわざわざ昨日やばい時間に開けさせたんだよ」

「あれくらいで音ねを上げるなら、この学校にいない方がいいですから。不採用通知コレクターとして高みを目指している方が幸せです」

「お前も一回あれ受け取ってみろ！　めちゃくちゃ心折ってくるから！」

　言ってはみたものの、優秀とみなされた指輪生の彼女は、一生不採用通知など受け取る機会はないのかもしれない。「この学校をいい成績で卒業すると、ディアテの要職につきやすくなる」と言ったのは昨晩の少年だったが、セーネからも同じことを聞いた記憶があるのだ。

　──だが、もう一つのルートについては初耳だ。

　今は他に誰もいない。門番小屋に向かう少女の背に、クレトは無造作に尋たずねる。

「な、この学校って門番殺して外に出ると、裏ルートで役職もらえるって本当か？」

「妄もう想そうを炸さく裂れつさせるなら、業務時間外に壁にむかって一人でやってください」

「いや本当に……。前の門番の事故って、どんなんだったんだよ」

　昨晩の話を信じるなら、前の門番は彼ら生徒たちに殺されたはずだ。

　小屋の前で足を止めたジリアは、振り返ると端正な顔をしかめる。

「そんなことを知りたがるなんて、誰かに何か言われましたか？」

「前任者が首だけになってたら普通知りたくなると思う」

　──勘のよい少女だ。

　クレトは内心首をすくめたが、なにがなくても知りたいと思っていたことは本当だ。ジリアも渋じゆう面めんながら納得したのだろう。クレトを手招くと、開いたばかりの門の境界線を指す。

「三か月前のことです。あなたの前任者は、首だけになって早朝、閉じた門の外側に落ちていたのを発見されました」

「外に？　中じゃなくてか？」

「外ですね。当時は私や教師が学内行事で忙しかったので、外の事務局が逃げたのだろうと様子を見に来て発覚しました。生徒たちの間では『ワニにやられた』ともっぱらの噂うわさです」

「生徒たちの間っていうか、そう思ってるのお前だけじゃないのか？」

　怪談はともかく、それが本当なら前の門番殺しには、外に出られる人間が関かかわっているということだ。外部の者か、職員か、それとも指輪生か──少年の話との食い違いにクレトは考えこむ。ジリアはそんな彼を、感情のわからぬ目でじっと眺ながめた。

　門番の青年はもう一つ、聞かなければならないことを口にする。

「んじゃさ、それはおいといて──昨日、校内で誰か生徒が死んだって話あるか？」

「は？」

「行方ゆくえ不明になったとかさ。騒さわぎになってないか？」

「……なんですか、それ」

　一いつ瞬しゆんぽかんとした少女の目が、すぐ訝いぶかしげに細められた。

「そんな話、私は聞いていませんけど……、何かあったんですか？」

「別になにも」

　全部話して相談してみようかとも思ったが、クレトのことをまったく信用していない彼女だ。下へ手たなことを言っても妄もう言げんと切り捨てられるだけだろう。それに、相手は仲間の生徒を殺すことにもためらいがないのだ。うかつなことをすれば、彼女も危険に巻きこむかもしれない。

　ジリアは形のよい眉まゆを寄せると、胡う散さん臭くさいものを見るようにクレトをにらんだ。

「どうしてそんな妄言を言い出したのかは知りませんが、生徒たちへの処罰は基本、隔離処分です。たとえば脱走を試みた者などは半年以上もの間どこかに隔離されますから、生徒がいなくなったとしても、処罰を食らったと思われるのが普通でしょう。ただでさえ人数が多いですからね。私も全生徒の動向を把握できているわけではありません」

「そうなのか。道理で」

　だとすれば、死体さえなんとかしてしまえば、すぐには騒さわぎにならないのかもしれない。真剣に頷うなずくクレトに、ジリアは氷の視線を向ける。

「納得するのは結構ですが、校内には校内の、生徒には生徒間のルールが一応あります。それを破れば処罰を受けますし、他の生徒たちに叩たたきのめされる可能性もあります。悪質だと認められれば死ぬまで隔離処分もありますから、よっぽどの愚か者でなければ、門番や生徒を殺すなんてことはしないでしょう」

「昨日俺がさんざん魔法食らったのは」

「残念なのは、この学校には愚か者が多数いるということです」

「駄だ目めすぎる！」

　なんだかさんざん話して振り出しに戻ってきてしまった気がする。叫さけぶクレトに、少女は当然のような顔で日誌を差し出してきた。二日目のサインを見て、彼はささやかな感動を覚える。

「おおお……なんかこれいいな。仕事してるって感じする！」

「私はそれより一日目の『ワニはいなかった』という一言が気になるんですが」

「いなかった」

「初日で結論を出すのは早計ですよ」

　少女はそこでふっと視線を上げる。クレトの向こう、詰め所の方を見つめる彼女にならって、青年は振り返った。のろのろとやってくるものを見て絶句する。

「……え、あれってもしかして」

「さっそく搬入物が来たみたいですね。では私は別の雑務があるので、よろしくお願いします」

　四頭の魔法熊によって引かれる四台の荷車。その上に積み上げられた五十以上の木箱を眺ながめて──クレトは「仕事をしている」という実感をいやおうなしに味わったのだった。







　三か月もの間、門が閉まっていたという影響は小さくなかったらしい。

　通用口から入らない大きな箱ばかりが五十七個。その全てを苦労しつつも荷車から下ろし、門外の穴の前に積み上げたクレトは、のしかかる疲労にしゃがみこんだ。

「……こ、これはしんどい」

　せっかく包帯も血抜きしてもらったのに、今では汗でびっしょりだ。本当は暑いからシャツも脱ぎたいのだが、上半身を包帯一丁にしてしまうとさすがに不審者ぶりがひどい。試しに脱いでみたが、寮の窓から複数人に指さされて笑われた。

「そもそも、穴埋めてないと荷車使えないってのがやばいか」

　クレトの計算では、ぎりぎり荷車が通れるほどの幅は埋めたつもりだったのだが、魔法仕掛けによって制御されている熊たちは、そのぎりぎりを「通れない」と判断して停まってしまった。仕方なくクレトが自力で箱を下ろしたのだが、熊たちが荷車を引いて帰っていってしまった以上、ここから先も彼が一つ一つ箱を搬入しなければならない。加えてジリアからは「中をチェックして品名と個数のリストを作ってください」と言われている。

「いつ終わるんだよ、これ……」

　肩で息をしていたクレトは、近づいてくる話し声に気づくとあわてて立ち上がる。これから授業に行くのか制服姿の女子生徒が二人、門前に通りかかると彼に気づいて笑え顔がおになった。

　──そのまま彼女たちは当然のように短剣を抜き、彼めがけて魔法の光球を放ってくる。

「やっぱりかよ！」

　叫さけんで走り出すクレトを追ってくるものは、二つの光球と少女たちの楽しそうな笑い声だ。

「門番おはよー」

「がんばって！」

「そう思うなら魔法は撃うつな！」

　挨あい拶さつ代りに魔法を撃たれるのは、朝から彼女たちで三組目だ。なんとか光球を相そう殺さいさせたクレトは、無人になった門前を見つつ、またとぼとぼと箱のそばまで戻ってくる。

「よし……中チェック始めるか」

　監獄学校には「持ちこみ禁止品」がいくつか定められている。その大半は、外でも禁制である薬や武器の類たぐいで、門番は搬入物に問題のものが混ざっていないか確認しなければならない。クレトは小屋にあった工具で蓋ふたをこじあけると、最初の箱から調べ始めた。いきなり開けた一箱目に、数えるのも嫌いやになるほど大量の干しタコが入っているのを見て、蓋を閉めたくなる。

「こりゃ、きりがないな」

　そうは言っても手をつけないわけにはいかない。彼は気合を入れて仕事に取りかかった。

　内容物のリストを作っては、生徒がいない時を見計らって箱を寮の玄関に入れる、という作業。なかなかに終わりが見えないこの仕事は、しかし穴埋めよりはるかに起伏に富んでいる。

　様々な色の布や加工用の鉱石、下へ手たに揺ゆらすと爆発してしまう木の実や、薬効のある花の蜜みつ、他にも生徒たちが日常使う雑貨や本など、クレトは一箱一箱目を通していった。

　自給できるものは別として、搬入物には食料品もかなり入っているようだ。先祖の半分を同じくする五種族は、味覚についてもある程度は共有しているが、やはり種族ごとの嗜し好こうも存在する。クレトは、新たな箱を開けるなり溢あふれ出した麻袋を片手で受け止めた。小さな袋の中に懐かしいものを見みい出だし、作業の手を止める。

「お、ノイの枝だ」

　干し藁わらを数本束ねて糸でしばったかのようなそれは、羽う人じん族の原集落に生えているという木の枝を乾燥させたものだ。独特の風味のせいで他の種族は嫌いやがるが、ほのかな甘みがあるため羽人族はよくこれをお茶に浸ひたして飲む。お茶を淹いれている時間がないからと、戦場で直接枝を嚙かんでいたテレシアを思い出し、クレトは微苦笑した。

「あの頃はこれを手に入れるのも大変だったからな……」

　原集落を飛び出し、ディアテに身を寄せていた少女への風当たりは、なんだかんだで内外ともに強かった。当時は様々な種族の者が共にいるということ自体、異端視されていたのだ。昨日の夢のせいか、一つ思い出せば次々蘇よみがえる思い出に、青年はしみじみとした気分を抱いだく。

　だが、しみじみしていても仕事は終わらない。クレトは入らない麻袋をとりあえずポケットにしまった。確認した箱に蓋ふたをしなおすと、両手で抱かかえ上げて玄関に運ぶ。

　玄関前の石段を上がると、彼は鉄てつ格ごう子しの扉の内側、既に運んであった箱の手前に新たな一つを置いた。屈かがめた身を起こそうとしたところで──けれど一つの気配に気づく。

　顔を上げると、少し日に焼けた少女の脚が見えた。

　白いニーソックスに制服のスカート。その上にはブレザーなしの白シャツが続いている。青いネクタイをゆるゆるに締めた少女は、大きな茶色い目を丸く見開いてクレトを見下ろしていた。はつらつとして愛あい嬌きようのある顔立ちは人目を引くもので、瞳ひとみと同じ色の髪は綺き麗れいに編んでまとめ上げられている。そして頭の上には、茶色い三角の耳がちょこんと二つ並んでいた。

「あ、獣じゆう人じん族……」

「門番だ！」

　屈託のない第一声。

　初めて見る少女は、言うと同時に置いた箱の上に飛び乗ってくる。流れる動きで獣毛に覆われた右手が振るわれ──鋭するどい爪が、咄とつ嗟さに横を向いたクレトの鼻先をかすめていった。

「ちょ……！」

　続けざまに打ちこまれる肘ひじを、青年は手で上に押し上げる。その反動を利用してクレトは背後の石段下まで跳とび下がった。距離を取った彼は、箱の上に立つ少女を啞あ然ぜんとして見上げる。

「なんなんだ、昨日のやつか？」

「昨日？　昨日はミャー、セウル先生の補習につかまってたよ？」

「ミャー？」

「あたしの名前」

　少女は子供のように両手を上げて見せる。ボタンを留めてない袖口が落ち、手首から先の獣毛のない腕が見えた。ミャーと名乗った彼女はぶらぶらと手を振ると──両足で思いきり箱を蹴ける。その音が聞こえた時には既に、クレトの顔には茶色い拳こぶしが突きこまれていた。

「げ……っ！」

　予想を上回る速度に、すれすれで上体を逸そらす。

　それをしながらクレトは、半なかば反射的に少女の腕を取って後ろに投げていた。

「ぎゃー！」

「あ、やべ」

　空中に尾を引く悲鳴を聞いてあわてて振り返ったものの、ミャーは膝ひざを抱かかえてくるくる回ると、なんなく地面の上に着地する。この学校の生徒だけあって危なげのない身体能力だ。加えて動き方や獣毛の色からして、どうやら昨晩の襲撃者でもないらしい。

　反応に困っているクレトに、彼女は無む邪じや気きに手を叩たたいてくる。

「門番すごいじゃん！　新しい門番ばんざい！」

「お、おう」

「干しタコ入ってきた？　ミャー、あれ好き！」

「タコはあったけど……、生徒だよな？　授業どうしたんだよ」

　時計を見るが、今はまだ授業時間のはずだ。生徒が来ないうちにできるだけ箱を搬入したいと思っていたクレトは、思わぬ伏ふく兵へいに出くわし困惑する。

　少女は頷うなずく代わりに、両耳をぺたりと前に倒した。

「授業は出てたよ」

「待て待て。出てないからここにいるんだろ」

「寝てる間に、みんなどっか行っちゃったみたい」

「移動教室に起こしてもらえなかったのか……」

　──それは、なんというか、切ない。

　切ない上に業務妨害されそうなので、クラスメートはちゃんと彼女を起こして欲しかった。

　だが当の本人はまったく気にしていないようで、一目散にクレトの前へと戻ってくる。思わず彼は身構えたが、二度避よけられたせいか、ミャーはもう攻撃してくる気がないようだった。

　彼女は身長差を埋めるように、ぴょんぴょんと弾はずみながら聞いてくる。

「門番、昨日来たんでしょ？　ニアから聞いた」

「あ、ニアの友達なのか」

「うん。同じ学年で、寮の部屋もおんなじの友だち」

「おー」

　昨日出会った魔法使いの少女もなかなか捉とらえどころがなかったが、類は友を呼ぶのかもしれない。暇でしょうがないと言わんばかりに跳はねているミャーは、門から離れた外に、まだ箱の山があることに気づくと目を輝かせた。

「門番門番！　箱がいっぱいある！」

「あるな。おかげで終わらなそうだけどな」

「あれ全部タコ？」

「絶対違う。ってか、授業戻れ。がんばって教室しらみ潰つぶしに探せ」

「出ても補習になるなら、出なくてもいいんじゃないかなって、ミャーは思う」

「寝てるからだよ！　起きて聞け！」

「聞いててもわかんないもん！　覚えること多すぎなんだよ！」

　膨ふくれ面つらでの癇かん癪しやくは、気持ちはわからないでもないが、自分の首を絞しめるだけだ。クレトはそう忠告しようとして──なんの気なしにふと寮の玄関を見やった。

　そこには彼自身が積みつつあった箱の山があり、けれどミャーが蹴けりつけたせいで今にも倒壊しそうにぐらぐらと揺ゆれている。

　クレトと同じように視線を転じたミャーが、首を傾かしげた。

「門番、あの中に割れ物ってあったりする？」

「割れ物はなかった、けど」

「けど」

「揺ゆらすと爆発する木の実があった」

　言った直後、箱の山は崩れ落ちた。

　寮の玄関はそして、晴れた空に轟ごう音おんを上げて爆破された。







「二日目に逃げ出した門番なら今までたくさんいましたけど、二日目に始末書を書くはめになった門番は、さすがにあなたが初めてです」

　朝の開門から約四時間後、爆発音を聞いて戻ってきたジリアは細い腕を組み、風雪のごとき目でクレトを見下ろしていた。

　休み時間ではないので他に生徒の姿はないが、ミャーはきっちり捕まっている。二人並んで石段下に正座させられている彼らは、それぞれの表情で雹ひように等しい指輪生の説教を浴びていた。

　ジリアは黒焦こげになった玄関を振り返る。

「校内の建物は、確かに私たち生徒の力を吸い取って無効化しますが……それ以外の干渉は普通に効きます。じゃないと改築とかもできませんからね。いくらあなたたちでも、結果を見ればわかると思いますが」

「はい……」

　石段の上に位置していた鉄てつ格ごう子しの扉は、片方が地面にまで吹き飛び、片方がひしゃげて壁にぶらさがっている。石のアーチ部分は真っ黒に煤すすけているだけだが、玄関の内側にあった郵便受けや掃除用具、そして他の搬入物である木箱は全滅だ。左右の壁は崩れて中の倉庫と繫つながり、石段も半分以上が砕くだけちって戦場跡あとのごとき有様になっていた。

　ジリアは被害リストを手元に書き出しながら嘆たん息そくする。

「各寮へのドアも半壊ですか。とりあえず、壊れたものはクレトが弁償するとして──」

「やっぱり俺か！」

「他に誰がいるんですか。半年くらいはぎりぎりの給料になるよう天引きかけますから、死ぬ気で生き延びてください」

「ぎりぎりって……死ぬのか生きるのかどっちだ」

「もしくは、学校を受取人にして、生命保険に入るという手段もあります」

「それ、死ねって言ってるだろ。間違いなく」

「言ってません。単なる心の声じゃないですか？」

　性格のよい指輪生は、あっさり言いきるともう一人に視線を向ける。

「で、四回生ミャー・ゼニスは明日までに反省文を十五枚書くように」

「えー、また？　そんなになに書けばいいの？」

「反省の気持ちをそれっぽく書いて出せばいいです。この前のように、途中から夢日記にするのは禁止で。事態が悪化しますし、先生がうなされます」

　心なしジリアが投げやりなのは、この獣じゆう人じん族の少女が反省文の常習犯だからだろうか。不満の声を上げるミャーを無視して、彼女はペンの背でこめかみを押さえる。

「一番問題なのは、鉄てつ格ごう子しが壊れてしまったことですね。これでは夜困ります」

「困るってなんでだ？」

　言われてみれば、クレトはまだこの鉄格子が閉まっているところを見たことがない。便べん宜ぎ上あるだけの飾りかと思っていたのだが、違うようだ。問われたジリアはペン先で玄関を指した。

「あの扉は、夜八時には施せ錠じようされて、生徒は外に出られなくなります。そのまま朝まで開かないようになっていますから……扉が壊れたなら、生徒は外に出放題ですね」

「え？　そうなのか？」

　──昨晩、生徒たちと出くわしたのは、何時のことだったろうか。

　八時は過ぎていた気もするが自信がない。もし過ぎていたなら、彼らはどうやって庭に出てきていたのか。前任者の首が外にあったことといい、なんとなくしっくりこないものを覚えて、クレトは考えこんだ。

　ジリアはそんな彼に軽く目を細めたが、すぐに話を戻す。

「ともかく、扉が直るまでは夜の間、見張りが必要ですね。ワニに食べられても構わない、という人材がいれば適役なんですが」

「俺を見ながら言うな！　食べられても構わないってなんだ！」

「あなた、ちゃんと見もしないでワニはいないって暴言吐はいてたじゃないですか！　なら断る理由もないでしょう！」

　憤然として言い返す少女の前で、ミャーが「足がしびれたー」と音ねを上げる。玄関爆破の主犯は、どうやら話に参加する気もないらしい。爆破された干しタコの残り香を嗅かいで、彼女は残念そうな顔で地面に転がってしまった。

　伏せられた獣耳をクレトが引っぱってやろうかと思ったところで、だがミャーは跳はね起きる。

「あ、ニアだ！」

「へ？」

　魔法使いの少女など、まったくどこにも姿が見えない。

　だが、獣人族の鋭するどい嗅きゆう覚かくには、その接近がわかったらしい。ぴょんぴょんと跳ねる彼女の言うとおり、まもなく黒焦こげの玄関から紫髪の少女が顔を出した。授業中だというのに現れたニアは、しかしミャーよりも先に指輪生の姿を見つけて、うっと青ざめる。

　だが結局は、友人を心配する気持ちが勝ったらしい。ニアは不安そうに左右を見回すと、崩れかけた石段をそろそろと下りてきた。ジリアとミャーの間に遠えん慮りよがちに入る。

「あ、あの……」

「また授業を抜け出したんですか？　四回生ニア・ディラ」

「え、あの、ええと、違うんです。今日はその、鼻血が……鼻血の調子が悪くて……」

「そう言って授業抜けてきたなら、俺は全力で教師に同情する」

　ある意味わざと鼻血を出すよりもたちが悪い。この学校の生徒はみんなこうなのか、まともな生徒もいるのか、クレトは「せめて後者であって欲しい」と心から願った。

　──その時、ちょうど中休みを知らせるチャイムが鳴る。

　乾いた鐘かねの音に、ジリアはわずらわしげに肩にかかる髪を払った。花弁に似た唇くちびるが、意思の強さを反映してきつく曲げられる。

「そろそろ生徒たちが来ますね。爆発には慣れてると言っても、玄関がこれでは喜ばれてしまいます。クレト、立ち入り禁止のロープを張ってください」

「了解。吹き飛んでるところ囲めばいいのか？」

「一応、通り抜けはできるように通路を確保しておいてください。ロープはあなたが破壊した壁の向こうにありますから」

「俺が率先して破壊したわけじゃない……」

　言いながらもクレトは、玄関に開いた壁の穴から倉庫に入ると、やたらと重いロープを引きずり出した。本来はなにに使うものなのか、鋼糸が編みこまれているらしいそれを、ミャーとニアの手を借りて張り始める。

　くるくると回りながら動き始めたミャーが、すぐに茶色の毛に覆われた両手を上げた。

「門番、からまった！」

「お前、いいからあっち行ってろ！」

「わ、わたしがほどきますから……ああっ、重くて持ち上がらない！」

「クレト、早くしないと生徒が来ますよ」
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　三者三様な少女たちは、ミャーはまったく手伝いになっておらず、ニアはひたすらもたついている。ジリアはそもそも被害リスト作成中で、これは一人でやった方が早かったかもしれない。クレトは共にからまり始めるミャーとニアを、生温かい眼まな差ざしで見守った。

　それでも硬いロープを引いて、なんとか半分崩れた石段までを囲い終わったクレトは、半封ふう鎖さされた玄関を見て息をつく。

「よし、これで──」




　唐とう突とつに、首筋へと冷たいなにかが突き刺さる。




「……っ！」

　骨の髄ずいまで貫くそれを、「痛み」と錯覚したのはほんの一いつ瞬しゆんのことだ。すばやく振り返った時には既に、クレトは己の感じたものが誰かの視線であると気づいていた。

　悪意ではなく、殺意でもない。

　ただそれよりも強い気が、ひしひしとクレトにのしかかってくる。門番の青年は無形の圧力をたどって、要よう塞さいのような寮の外壁を振り返った。窓の一つに人影を見つける。

　──そこにいたのは、竜りゆう人じん族の青年だ。

　赤黒い肌に短い褐かつ色しよくの髪。年齢は十八歳くらいだろうか。生徒の中では年長の部類に見え、少年という域は既に脱している。きっちり着こんでいる白いシャツは制服だろう。だがネクタイはしていない。がっしりと鍛きたえられた体格は、離れた距離から見てもなお揺ゆるぎない強者の風格を漂わせていた。

　この二日間に出会ったどの生徒とも違う。見る者を退しりぞけ、萎い縮しゆくさせるその気に、クレトは思わず感かん嘆たんの息をこぼす。

「なんだありゃ。すごいのがいるな……」

　思わず身構えてしまうくらいの視線は、実際向きあったら、ほとんどの者が戦わず逃げ出すことを選ぶだろう。クレトの様子に気づいて、近くにいたジリアが視線の先を追った。

「あれは……ディサロス・シアンですね」

「竜人族か」

　硬い皮ひ膚ふを持つ竜人族は、その特異な色のために一目で見分けがつく。

　だがもともと数の少ない種族である彼らは、この学校でも珍しい存在だ。ディアテが入学させるよう指示している生徒の要件は、「種族内で十二歳になった子供たちのうち、強者である一割」である。必然的に母数の多い純人間や獣じゆう人じん族と比べて、竜りゆう人じん族の生徒はどの学年でも五人足らずしかいない。

　クレトは三階の窓辺に立つ男子生徒を見て呟つぶやく。

「こんな時間に寮にいるってことは、あいつも引きこもりか」

「違います。今、そう言って彼に親近感を覚えようとしましたね？」

「いや別に……」

「ディサロス・シアンは必要単位のほとんどを既に取得済みです。彼が出なければならない授業はもう一つも残っていないだけですよ」

　そう言う優等生然とした少女の指には、鳥を模した指輪が嵌はまっている。三人しか所持者がいないという指輪の持つ意味を思い出し、クレトは頷うなずいた。

「なるほど、ってことはあいつも指輪生なのか」

「違います。彼は単に、卒業を認められる可能性が低い生徒なんです。──強すぎますから」

「……ああ」

　監獄学校は、その異名のとおり強者を閉じこめる牢ろう獄ごくだ。

　どれほど優秀な成績を収めても、ディアテの害にならないと判断されねば外には出られない。ましてや飛び抜けて強い生徒に対しては、判断基準も厳しくなるのだろう。昨さつ今こんは少子化の影響もあり、入っていく生徒と出ていく生徒の人数がつりあいつつあるそうだが、そう考えるとディサロス・シアンの名はいつまでも卒業生の中には加わらないのかもしれない。

　ジリアは、でき上がった被害リストを小こ脇わきに抱かかえながらつけたす。

「彼は、成績は申し分ないのですが、少し性格に難があるらしく……普通の生徒なら問題にされない程度なんですが」

「粗暴だとか？」

「いえ。どちらかというと生き真ま面じ目めな堅物です。ただ竜人族はもともとプライドが高くて、ディアテに批判的ですから」

「……難しいところだろうな」

　もともと大戦当時、もっともディアテに反発していたのが竜人族なのだ。他の四種族が、思想や野心によって動いた結果、三つの国に分かれて争ったのに対し、竜人族はあくまでも種族単体として他の三国と衝突していた。「竜の血を引く我らが他の種族の下になど立てぬ」と、公言して憚はばからぬ彼らの中で、例外であったのは長おさの娘であった姫だけで──ただ彼女も大戦の終わりと共に死んだ。

　遥はるか遠い記憶をたどるクレトに、ジリアが気づいて首を傾かしげる。

「どうかしました？　現実逃避してるようですが」

「ちょっと色々思い出してただけで逃避はしてない。逃避したい気もするが」

　クレトが複雑な気分でディサロス・シアンのいた窓を見上げると、もうそこに人影は見えなかった。指輪生の少女が無情な推測を述べる。

「玄関を爆破した門番ということで目をつけられたんじゃないですか？」

「だから俺が進んで爆破したわけじゃないと……」

「大体同じことです。なお、これ以上給料天引きされた場合、あなたが学校に給料を納めなければならなくなるので気をつけてください」

「なんだその状況」

「あとディサロス・シアンは、成績のよさに加えてほとんど部屋から出ないということで、本来ならば《腕輪生》と認定されるところをを免除されています。腕輪による能力半減を受けていない分、校内最強クラスの生徒と思っていいです。くれぐれも因いん縁ねんつけに行ったりしないように。怪談が増えて私が喜びます」

「忠告してるのか期待してるのかどっちだ」

　騒さわいでいるうちに、生徒たちが奥からぱらぱらと姿を見せ始めた。彼らは黒焦こげの玄関と壁に開いた大穴を見て、それぞれの歓声を上げる。

「すげー、なんだこれ」

「って、ドア壊れてる。女子寮に行き放題じゃね？」

　半壊した玄関を通り抜けて、一番に現れたのは獣じゆう人じん族の少年たちだ。彼らは石段下にいるクレトに気づくと、途端に目を輝かせる。

「おおお！　門番が中にいるぜ門番が！」

「マジだすげえ！　オレこんな近くで門番見るのはじめて！」

「俺は珍獣かなにかか」

　真顔で返すクレトに構わず、少年二人は嬉き々きとして飛びかかってくる。ミャーよりも速度は遅いが強力な拳こぶしを、クレトは後ろに大きく飛び退のいてかわした。代わりに、めきっと異音を上げて地面が凹へこむ。

「げ……お前ら、中も穴だらけになるだろ！」

「門番が怒った！　ひゃはー！」

「人の話を聞けよ！」

　制止の叫さけび声は、だがクレトの意思とは反対に、もりもり新しい生徒たちを呼びこんでいく。玄関から現れる彼らは、一部を除いて面白いように、逃げ回るクレトに釣つられていった。

　爆音が上がり、巻き添えになった数人が吹き飛ばされると、ジリアがようやく顔を上げる。彼女はミャーたちのロープをほどこうとしていた手を止めて、苦言を呈ていした。

「あなたたち、いい加減にしてください！　まだ彼には荷物を搬入してもらわないといけないんですから。再起不能にでもなれば自分たちが困りますよ！」

「えー！　だってよー」

「やめる気がない生徒は、セウル先生に言って心の相談室に収容してもらいます」

「…………」

　心の相談室、と聞いた生徒たちは、お互いの顔を見あわせると、渋しぶ々しぶといった様子で引き下がった。ぽんぽんと小さな魔法をクレトに投げつけつつも、最初から参加していなかった生徒に混ざって外庭に散っていく。

　逃げ回った結果、本来の居場所である境界線上にまで来ていたクレトは、ほっと息をついた。

「よ、よし。助かった……さてと」

　──まったくもって安心できる状況ではないが、とりあえず珍獣狩りからは逃れられた。

　あとはこちらから、たちの悪い狩人を探すだけだ。

「昨日のやつらは……獣じゆう人じん族が数人と、あとは羽う人じん族か？」

　クレトの腹に風穴をあけた襲撃者たちだ。おそらく何人かは、彼がどうなったか様子を見に来るだろう。クレトは意識を切り替えると、外庭に増えていく生徒たちに注意を払った。

　魔法で生み出されたらしい透き通る魚が、群れを成して空を泳ぎ始める。日の光を浴びて数秒ごとに色を変えるそれは、寮の外壁に沿って空へと昇ると、屋上の向こう側へ消えていった。自室に戻った生徒が、鉄てつ格ごう子しの嵌はめられた窓越しに魚の群れを眺ながめている。

　他にも寮の窓のいくつかには人影が見えたが、その中にディサロス・シアンの姿はないままだ。境界線より一歩外に下がったクレトは、玄関から現れる生徒一人一人を眺める。

　彼らはクレトに気づくと、それぞれの表情になったが、先にいる生徒たちが門番に執しゆう着ちやくしていないせいか、ちらちらと門外に視線を送りながらもすぐに他の生徒たちに合流していった。

　その様子をクレトは注意深く観察する。

「んー、黒い獣毛のやつはいないか」

　完全獣化を解いたとしても、頭の上の耳の色は変わらないはずだ。だが、意識して同じ毛色を探しても、今のところそれらしき生徒は見当たらない。多くの生徒の前とあって、向こうも用心しているのかもしれない。

「あ！　こら！　待ちなさい！」

　庭にたむろす生徒の間を縫って、ジリアが逃げ出したミャーを追いかけていく。一方、友人と共にロープから解放されたニアは、よたよたとクレトの前にやってきた。

「も、門番さん、おつかれさまです……」

「おう。お前も疲れてるみたいだけどな。ありがとな」

「わ、わたしなにもしてないです。ミャーと絡まってただけで……。それより門番さん、さっきからあちこち見てますけど、誰か探してるんですか？」

「あー」

　ふわふわと危なっかしいニアだが、意外によく人を見ているらしい。まさか「連続門番殺人犯（予定）」を探している、などとも言えないクレトは、別の理由を口にした。

「いや、種族ごちゃまぜで面白いなって思ってさ。羽人族もいるんだろ？」

「も、もちろんいますよ。羽しまっちゃうと、顔と雰ふん囲い気きだけでしかわからないですけど」

　羽う人じん族の身体的な特徴は、背に生えた二枚の薄うす羽はねと、繊細な美び貌ぼうである。

　だが、薄羽は彼らの象徴でありながら、ひどく鋭えい敏びんな急所でもあるのだ。だからほとんどの羽人族は、普段自分の羽を表に出さない。昔、テレシアなどは、「魔法を使う感覚が鈍にぶるから」といって背の開いた軽けい鎧がい姿で羽を露ろ出しゆつさせていたが、あれは例外中の例外だろう。

　クレトは頷うなずいて話を一歩先に進める。

「でも羽人族って割合的に女の方がずっと多い種族だろ？　この学校だと男の羽人族とかいないんじゃないか？」

「あ、ちゃ、ちゃんといますよ。女の子より数は少ないですけど。あの人なんかもそうです」

　そう言ってニアが指したのは、今まさに玄関から出てきたばかりの少年だ。線の細い体つきに長い前髪、種族特性の整った顔立ちは、どことなく危あやうい陰いん鬱うつさを漂わせている。

　少年は、クレトに気づくとぎょっと身をすくませた。けれどすぐに硬直から逃れ出ると、顔を伏ふせ、そそくさと他の生徒に混ざる。

「お、当たりか……？」

　魔法を撃うってきた昨日の少年を、クレトは羽人族ではないのかとあたりをつけたのだが、どうやらいい線をついているようだ。向こうからすれば、昨日の今日でクレトが普通に動いているのは、魔法治療の域を超えているようにしか見えないだろう。実際、セーネ以外の誰にもそんなことは不可能だし、怪我をしたのがクレトでなくてもまず無理だ。

　少年を追おうと足を踏ふみ出しかけたクレトは、しかしジリアが一人、自分たちの方に向かってくることに気づいた。指輪生の少女はすぐ前まで来ると、苦い顔で息をつく。

「逃げられました。私では獣じゆう人じん族の身体能力には追いつけません」

「み、ミャーがごめんなさい……」

「彼女については補習の捕獲も難しいくらいですから仕方ありません。代わりにこれをあなたに。部屋に戻ったら彼女に渡しておいてください」

　反省文用らしい未記入のプリント束を、ジリアはニアに手渡す。だが彼女がわたわたとそれを受け取る間に、クレトは羽人族の少年を見失ってしまっていた。

「あちゃー、まずいか？」

「何がまずいんですか？　あなたのやることなんて、大体まずいことだらけでしょう」

「会って二日目でそこまで言われるのはどういうことなんだ、と思いつつ、大体あってる」

　第一まだ、一日目の穴も埋まっていなければ、二日目の搬入物も運びこめていない。あとどれくらい箱が残っていたか、詰め所の方を確認したクレトは──視界の隅に別の影を見みい出だした。戻っていこうとするジリアを呼ぶ。

「あれ、搬入物の追加が来たのか？」

「え？　そんな話は聞いてませんが」

　ジリアが境界線を越えて外を覗のぞきこみ、ニアがぷるぷると背伸びしてなんとか箱の向こうを見ようとする。そうして重なった三人の視線の先、二の壁の扉がある方向からは事実、数人の人影が近づいてきていた。整然と二列になって向かってくる彼らは、見たところ荷車などは引いていない。距離が縮ちぢまるにつれ様子がわかると、ジリアが青ざめて口元を押さえる。

「あの人たち、ディアテの近衛このえ兵です……」

「へ？　なんでそんなやつらが。学校で問題事でもあったのか？」

「さぁ……」

　ジリアは首をひねるが、その間にも一行は近づいてくる。クレトは、赤と黒の軍服をきっちりと着こんだ近衛兵たちの後ろに、薄うす紅べに色の裾すそが見え隠れするのに気づいて眉まゆを寄せた。

「誰かいるな。貴人か」

「ええっ？　る、流る刑けいにでもされたんでしょうか！」

「いやここ一応ディアテの城都だからな。流刑地じゃないからな」

「世間の評判からすると大差ないですが」

　渋じゆう面めんのジリアは、中休みで賑にぎわう寮の前を振り返ると、そっとクレトの腕に触れた。

「いつでも門を閉められるようにしておいてください。何かあって、監獄学校が本当の監獄にでもなったら困りますから」

「了解」

　さすがに監獄学校も、新人門番に対しては「危険な場所に来た方が悪い」と言えても、貴人にむかっては言えないだろう。戦後以来、ディアテは制度上、王家と議会で権力を二分し統治されているが、王家に由来する階級制度はまだそこかしこに残っているのだ。

　クレトはさりげなく門前を移動し、左の門もん扉ぴの端に向かう。その後についてきたジリアは、箱を避よけてやってくる無表情の近衛兵たちに、緊張の面おも持もちになった。

　クレトは少女の様子に気づくと、彼女をかばってその前に立つ。門の向こうにいる生徒たちも来訪者の存在に気づいたようで、ざわめきが広がり、賑やかな呼び声がやんだ。

　その空白が不穏を帯びるより早く、明るい少女の声が近衛兵の奥から上がる。

「あなたがクレトさん？」

　鈴を振るような声は、ほんの一言にもかかわらず、培つちかわれた気品を聞く者に感じさせた。

　近衛兵たちが左右に割れ、後ろから薄紅色のドレスを着た少女が現れる。

　ドレスと同じ髪色の少女は、ジリアと同い年か少し下くらいだろう。赤みがかった茶色の瞳ひとみ、高い鼻び梁りようとみずみずしい唇くちびる。高貴さを感じさせる顔立ちは、まとう空気とあいまって非現実的な印象を見る者に抱いだかせた。

　口元にたおやかな微笑を乗せて、彼女はクレトの前まで来ると、再度同じ言葉を口にする。

「あなたがクレトさん？　では、ないのかしら」

「あ、いや、俺がそうです」

　呆あつ気けに取られていたクレトは、思わず間の抜けた声を上げてしまったが、少女は怒るわけでもなく、くすくすと笑っただけだ。手袋を嵌はめた小さな手が、彼へと差し出される。

「はじめまして。わたくしはディアテの第一王女マリーユ・アル・ディアテです。あなたが無事職についたと聞いて、様子を見に参りました」

「あ……」

　少女の身分を聞いて、ジリアが息を飲む音がすぐ横で聞こえた。クレトは事態を把握すると同時に、その場に膝ひざを折る。ぎこちない手つきで王女の手を取ると、小さな甲こうに額ひたいをつけた。

　ディアテ王族に仕える臣しん下かとしての所作に、マリーユは軽く微ほほ笑えんで頷うなずく。一連のやりとりは門のむこうからも見えたらしく、しんと静寂が広がった。

　クレトが手を離すと、王女は彼に立つように促うながす。

「急に来て驚かせてしまったかしら。でも、あなたの復帰支援を言い出したのはわたくしですから、一度様子を見に来たかったのです」

「それは……恐縮です」

「復帰支援？」

　疑問の声は、生徒たちの中から上がったものだ。マリーユは不ぶ躾しつけな横よこ槍やりに気を悪くしたふうもなく微笑すると、門前に向かい歩き出す。近衛このえ兵たちがすばやくそれに続き、中の二人が王女を守るよう、魔法防護の結界を張るのが見えた。

　王女は彼らの正面に立つと、掌てのひらでクレトを指す。

「ええ。彼は国による社会復帰支援の第一号なのです。近年城都では種族間の軋あつ轢れきなどによって引きこもりが増えつつあります。彼もそんな一人ですが、職歴がなくともやる気さえあれば社会はいつでも迎え入れてくれる……というよい見本になって頂こうと思いまして。わたくしから、こちらの門番職を斡あつ旋せんさせて頂きました」

「それ、復帰支援じゃなくて単なる不適合者処分なんじゃ……」

　生徒の一人が遠えん慮りよないつっこみを入れるが、マリーユはにこにこと笑っているだけだ。近衛兵がついているとはいえ、悪名高い監獄学校の門前で悠ゆう然ぜんとしているところからしても、なかなか太い神経の持ち主なのかもしれない。

　どうして応募してもいない門番職の採用通知が送られてきたのか、理由がわかったクレトは現実逃避したくなった。昨晩の一件は、はたしてこれに関係しているのか違うのか。王女に確認すればわかるのかもしれないが、これだけの人目がある場所で、しかも相手は王族だ。下へ手たをしなくても大事になってしまう。

　マリーユは一人一人の種族を確かめるように生徒たちを見回した。

「もうすぐ今年の種族間会議が開かれます。わたくしはそこで、種族間のより一層の理解と協力こそが肝要であると主張し、ディアテの平和のために深い宥ゆう和わをお願いするつもりです。あなた方もディアテの一員としてよく学び、また学生生活においてお互いの友情を深め、将来は種族間の親和に寄与する人材となってください。──外で会える日を楽しみにしています」

　朗々と語る王女の言葉は端然として、あらかじめ決められた台詞せりふのようによどみがなかった。穏かな自信に溢あふれた彼女へ、集まってきた生徒たちはそれぞれの視線を注ぐ。素直な感動の目やいぶかしげな眼まな差ざし、どうでもいいような無関心さから、あからさまな反感など。

　それは寮の自室から門前を見下ろしている何人かも同様のようで、窓の一つからはいつの間にかディサロス・シアンが食い入るようにマリーユを凝視していた。

　遠目に見える竜りゆう人じん族の青年から視線を外したクレトは、ふと一人の少女の上で目をとめる。

　人ひと垣がきの中に埋もれかけたニアの視線は、王女ではなくどこか別の方向をさまよっていた。

　そのことにクレトが違和感を覚えかけた時、マリーユが振り返って彼を見上げる。茶色の双そう眸ぼうが力を帯びて細められた。

「期待しています」

　言外に込められた重みに、クレトは黙だまって頭を下げる。

　王女はそうして近衛このえ兵を引きつれると、来た時と同じく唐とう突とつに去っていった。







　マリーユのいなくなった後もしばらく、周囲には興奮と困惑の空気が混じりあい漂っていた。

　気を抜かれた生徒たちが感想を言い始めたのも束の間、寮の向こうから予よ鈴れいの音が聞こえてくる。彼らは仕方なく消化不良の顔をしながらも、ばらばらと建物の中へ戻っていった。ニアもその一人で「つ、次の授業は出ます！」と頭を下げて走り去っていく。

　全単位を取得済みのジリアは、彼らを見送ると呆あきれた目でクレトを振り返った。

「あなたってよくわかりませんね。実はすごいんですか？」

「全然すごくないだろ……」

　確かに社会復帰を決めたのは、王女の名入りの書簡が届いて「外に出てみないか」と促うながされたからだ。自分がまだ忘れられていなかったということ、そしてささやかであっても期待をかけられたことに、クレトは感謝を覚えて就職することに決めた。門番職が斡あつ旋せんされたのは計算外だが、それも城の采さい配はいというなら受け入れるつもりはある。もともと監獄学校に関心はあったのだ。青年は表情に困って苦笑した。

「俺、ずっと昔、ディアテの軍属だったことがあるからな。それで選ばれたんだろ」

「軍属？　ああ、だからやけに戦闘慣れしてるんですか」

「つっても長くなかったけどな。正式には一週間だったか？　その後はずっと引きこもってた」

「むしろ職業引きこもりですね」

「それ職業じゃない……」

　世間から見た自分にがっくりしつつ、クレトは残りの木箱へと向かおうとした。その背にジリアの声がかかる。

「クレト、昨日の夜は注意したとおり、出歩かなかったんですよね？」

「お？　うん」

　突然の確認に、クレトは内心動どう揺ようしたが、声だけはさらりと噓うそをついた。またワニ推しをされたらどうしようと身構えかけたが、少女は別のことを口にする。

「なら……今夜からは寮の鉄てつ格ごう子しが直るまで、玄関で生徒たちが外庭に出ないよう見張りをしていてください。朝の開門時まででいいですから」

「おう。って待て、俺はいつ寝るんだ」

「言われてみれば、そうですね……」

　まるで今気づいたような声音には、だが指示を撤てつ回かいする意思が微み塵じんも感じられない。

　振り返るとジリアは、冬氷のような目でまっすぐにクレトを見み据すえていた。冷やかな目か、呆あきれた目をしているのだろうと予想していたクレトは、誰に引け目を感じる様子もないジリアの眼まな差ざしに気を取られる。少しの罅ひびもない湖面の瞳ひとみは、けれど透き通る表面の下に、研ぎ澄まされた強さを宿しているかに見えた。

　小さな顔にかかる水色の髪が、光の加減か白金色に輝き──クレトはまた既視感を覚える。

　彼は懐かしさのままに、少女の頭にぽんと手を置いた。

　脈絡のない青年の行動に、ジリアは青い目を丸くする。だがすぐに少女はなにをされたのか理解したらしく、渋じゆう面めんになると押し殺した苦情の声を上げた。

「……なんですか。なんのつもりですか」

「おおっ？」

　己の無意識の行動に驚くクレトの腕を、ジリアは丸太をどけるように押し上げて横に放る。そのまま冷然と手を軽く払った。

「突然奇行を働かないでください。処分したくなります」

「いきなり処分か！　でも悪かった！」

「まったくです。今、大事な残業の話をしているんですから」

　彼女は少しだけ顔を斜めにした。鋭するどい視線が青年を射抜く。

「で、やれますか？　クレト」

「……一応聞いてみるが残業代は」

「十割天引きです」

「やっぱりそう来るか……」

　とはいえ、出ない、と言われるよりはずっとマシだ。クレトは答を待つ少女に頷うなずく。

「わかった。やる。そもそも俺のせいだしな」

「自覚があるようで何よりです。では、残りの仕事も健闘を祈ります」

「頼むから祈るな。なんか心の傷に響く」

　クレトの懇こん願がんに、少女は今度こそ呆れた顔になったが、そのままなにも言わずに焦こげた玄関の中へと戻っていった。しなやかな所作、羨うらやましいほど綺き麗れいに伸びたその背は、彼女の矜きよう持じをよく表している。遠えん慮りよも容よう赦しやもない優等生を見送って、クレトは一人考えこんだ。

「さて……嫌いやな予感しかしない」

　昨日の今日で夜の見張りとは、一体どうなるのか。

　だがまずは木箱の搬入と穴埋めが残っていて──自らが積み上げた箱の山を改めて見たクレトは、さめざめと泣きたい気分になったのだった。







　寮の玄関は外庭と中庭を繫つなぐ長いトンネル状の構造をしている。

　鉄てつ格ごう子しの扉はその両端についており、今回爆破したのは外庭に出る方の扉だ。トンネルの壁には、他にも左右にわかれた男子寮・女子寮への扉が配されており、これらの扉もついでに吹き飛んでしまっている。おかげで一部の生徒が妙みように喜んでいた。

　──とはいえ、クレトが任されたのは、外庭に通ずる鉄格子の代わりだ。

　本来であれば寮の玄関は夜の八時に施せ錠じようされる。だが扉が壊れている今日からは、特例として寮門と同様、六時に封ふう鎖さされることになっていた。外に出ている生徒を探して中に戻すよりは、夕食の時間に閉めておいた方がいいという配はい慮りよだ。

　昨日からの疲れもあってぐったりしているクレトは、閉門ぎりぎりに全ての穴を埋め終わると、急いで門もん扉ぴを閉じる。閂かんぬきと鎖くさりをかけ、玄関の方へ回った。

　玄関は、昼使ったのと同じ鋼線のロープで封鎖することになっている。クレトはそれを、石段の上で通路をふさぐように壁の金具に通し、何重にも渡して縛しばり上げた。厳重に張り巡らされたロープは、小柄な少女であれば間をくぐったり跨またいだりして抜けられるだろうが、男子生徒は難しいはずだ。作業が一段落すると彼は軽く手を払う。

「よっしゃ。これで朝まで見張ればいいわけか」

「厳重ですね、門番さん」

「うおっ」

　突然背後から声をかけられ、クレトは思わず飛び上がった。驚きながら振り返ると、そこには教師である若い男が立っている。散歩に行こうとしていたのか、セウルは束になったリードの先に十匹を越える子犬を連れていた。

「子犬……」

「いつでも心優しい生徒たちが拾えるように、繁はん殖しよくさせてるんです」

「なんかそれ違う」

　セウルはリードを近くの金具に結ぶと、クレトの方に歩いてくる。周囲の惨さん状じようを見て、男は深刻そうな面おも持もちになった。

「いやー、寮の玄関が爆破されたとは聞いたんですけど、まさか門番さんの所業とは……。いえ、突発的になにもかも壊したくなる気持ちはわかります。わかりますけど、自分を大事にした方がいいですよ！　偶然にも、心の相談室ではそういうご相談も承うけたまわっています」

「一応言っておきますけど、自爆テロをしたとかでは全然ないですし、相談室も間に合ってます。……あ、ついでに閉門のサインください」

　クレトはすかさず日誌を差し出し、今日の分の閉門サインをもらった。初めてのジリア以外のサインに、彼は感動して日誌を眺ながめる。

「先生、字綺き麗れいですね」

「それより相談室に来てほしいんですが……」

　教師の男はひとしきり残念がると、思い出したかのように顔を上げた。

「そういや門番さん、王女殿でん下かと面識があるんですか？」

「いや、ないです。今日が初対面。前に一回だけ手紙もらいましたが」

　それも、部屋を出ることを勧める内容で、門番職については触れられていなかった。けれど蓋ふたを開けるとこの状況で、一部の生徒には命を狙ねらわれ、その他の生徒には死んでもいいと思われている。もし本当に不適合者処分だったら一度謝った方がいいのかもしれない。

　鬱うつ屈くつとした気分になる青年に、セウルは人なつこい笑え顔がおを見せた。

「でも、光栄なことですよね。王女殿下が直じき々じきに期待して援助してくれてるんですから。引きこもっても大丈夫──そんなメッセージが伝わってきて、生徒たちの励みにもなります」

「ちなみに昨日から俺、あんまり大丈夫じゃない目にあってます」

　普通の人間だったら、多分もう死んでいる。ここから伝えられるメッセージはきっと「引きこもったら死ぬ」だ。

　とはいえ、マリーユがあれだけ堂々と「クレトを援助している」と公言した以上、裏で生徒に門番殺しを推奨しているとは思えない。それをしては彼女自身の面目が潰つぶれるだけだ。

　クレトは、心の相談室の主に昨日の一件を相談してみるか迷う。

「先生、ちょっといいですか」

「なんですか門番さん相談ですか任せてください！」

「…………」

「あ、今、やっぱやめようって思いましたね。待ってください、ちゃんと聞くから！　ちゃんとやれるから！」

「いえ……。ただ前の門番が死んだ時って、犯人捜しとかしなかったんですか？」

　ジリアは事故だと言っていたが、教師たちも本当にそう思っているのだろうか。裏ルートとやらがどこまで認知されているのか、クレトは直球で探さぐりを入れてみることにした。

　セウルはきょとんとした顔の後、眉まゆを寄せて鍛きたえられた腕を組む。

「犯人捜しっていうか、前の門番さんは外で亡くなってたからなあ。ここの鉄てつ格ごう子しも閉まってる時間だったし、どっちかっていうと校外の事故扱いなんですよ」

「校外……ですか」

　普段なら夜八時には施せ錠じようされているという寮の玄関を、クレトは振り返る。

「ここの鉄てつ格ごう子しって、誰が鍵かぎを持ってたんですか？」

「職員室にありますよ。生徒は許可が下りれば借り出せます。あとは確か……ジリアが見回りに必要だからって合鍵持ってましたね」

「ジリアが？」

　その話は初耳だ。驚くクレトに、セウルはなにに気づいた様子もなく苦笑する。

「あいつ、まめに色々やってくれてますんで。前の門番さんの時も、率先して事故報告書とか作ってくれたんですよ。本当はおれたち教師がやらないといけないんですけどね」

　少しの気まずさを見せて肩をすくめる男に、生徒を疑う様子は微み塵じんもない。どうやら「裏ルート」についても、教師たちの知るところではないようだ。門番を殺した生徒を誰が引き立ててくれるというのか。結局、生徒たち本人に聞かねばわからないのかもしれない。

　クレトは穴掘りで痛む腕をさすった。更なる相談を待っているらしき教師に、もう一つ問う。

「じゃあ、もし校内で、生徒が行方ゆくえ不明になったらどうなるんですか？」

「あー、ここめちゃくちゃ広いし、おれも知らない部屋とか仕掛けとかあるみたいだから……でも、見つかるまで捜しますよ」

「なら、誰かが私欲で生徒を殺したら？」

　黒焦こげの石畳、二人の青年の間に、沈ちん黙もくが落ちる。

　物ぶつ騒そうな質問に、セウルはさすがに驚いた顔でクレトを見つめた。

「そうなったら──きっと、その生徒は一生外には出られないでしょうね」

　闘争をよしとする性情の生徒は、檻おりの中から出されることはない。

　それが監獄学校だ、と暗に指摘する教師の言葉に、クレトは拭ぬぐえない気き鬱うつを味わった。気分の悪い話題を出したことを謝罪する。

「すみません。なんか気になって……」

「門番！　ごはん食べた！　あそぼー！」

　重い空気を踏ふみにじって、崩れた壁から茶色の耳が覗のぞく。夜とあってＴシャツにショートパンツの私服で現れたミャーは、けれどセウルの姿に気づくと一いつ瞬しゆんでまわれ右した。そのまま逃走しようとし、すぐ後ろにいたニアと絡まって転倒する。

「ぎゃー！」

「ひゃ、な、なに？」

「早く逃げないと補習が！　補習が来る！　溢あふれ出る補習に捕まっちゃうよ！」

「いや補習は受けろよ……」

　クレトは思わず素直な感想を洩もらしたが、ばたばたと暴れる少女たちには届かない。なんとか立ち上がったミャーは、ニアの手を引いて寮の中に逃げていってしまった。最後まで呆ぼう然ぜんと見送っていたセウルは、二人の叫さけび声が尾を引いて消えるとうつむく。

「ミャーは、留年したいのかな……」

「諦あきらめないで補習してやってください」

　暗い玄関は、そうしてセウルが子犬を回収して去っていくまで、気まずい沈ちん黙もくに支配された。




　夜を徹しての見張りは、さすがにしんしんと体に来る。

　救いであるのは、建物内扱いのため生徒たちの力が制限されていることだが、それでも悪ふざけを仕掛けてくる者は後を絶たなかった。外に出ようとする生徒を阻はばむこと十二組、単に絡んでくる生徒と揉もみあうこと十六組、そして女子寮に入ろうとする男子を止めること四十一人。

「そ、そろそろ勘弁してくれ……」

　弱体化されてのダメージでも、積もれば十分に手や足や内臓が痛い。玄関が爆破されているという状況自体が楽しいのか、次々やってくる生徒たちの相手をしていたクレトは、ようやく人がとぎれた深夜過ぎ、鋼線のロープによりかかって石畳の上に座りこんでいた。

「……………………つかれた」

　疲労が積もり過ぎて眩暈めまいがするが、同時にとてつもなく眠い。

　ずっと昔、地下の部屋にこもりはじめた頃は、どれほど眠らなくても平気だったのだが、クレト自身、することがないから眠ることを選んだ。今ではすっかり寝ないと疲れる。これがあと何日続くのか、いっそ扉を自分で修理できないかと、クレトは思った。

　──襲撃者が来るかもしれない、と思いつつ、意識が断続的に落ちてしまう。

　体が重い。まるで鎖くさりに拘束されているかのようだ。

　頭の奥がゆっくりと麻ま痺ひして、暗い地面に沈みそうになる。

　懐かしい夢を、見る。親友と、仲間たちと、共にいた時代のことを。

　血ち濡ぬれた時代だった。終わりの見えない日々だった。

　それでも、親友であった男は言ったのだ。「新しい時代を作りたい」と。

　森で野営をした夜のこと、テレシアと二人で、訥とつ々とつと語られる彼の夢に聞き入っていたことを覚えている。あの後、彼らは竜りゆう人じん族の姫である彼女と出会い──




　覚かく醒せいは一いつ瞬しゆんだった。

　正面から向けられる戦意に、クレトは飛び起きる。

　昔の夢を見ていたせいか、即戦闘態勢に入りかけた彼は、しかし玄関通路の奥、正面に立っている人物が誰だかわかって構えをといた。すっかり闇やみに浸ひたされた玄関通路で、左手に小さなランタンを提さげたジリアは目に見えて溜ため息いきをつく。袖のない白ドレスに厚手のショールを羽織っている少女は、布にくるんだ長い棒のようなものを右腕に抱かかえていた。

　まるで幻想絵画から抜け出してきたかのような美しい少女に、クレトはほっと息をつく。

「なんだよ、驚かせるなよ」

　そう言いながら歩み寄ろうとする彼を、しかしジリアは平坦な声でとどめた。

「クレト、違いますよ」

　ざり、と重い足音が鳴る。

「今のは、彼です」

　吹き飛ばされた男子寮への扉。

　そこから現れたディサロス・シアンは、奥にいるジリアには目もくれず通路の中央に立つと──クレトをにらんだ。




　校内最強クラスと言われる、竜りゆう人じん族の青年。

　その眼光は、監獄学校の他の生徒をも萎い縮しゆくさせるほど、重く険しいものだった。

　夜更け過ぎにもかかわらず制服姿のディサロス・シアンは、赤黒い硬こう肌きを半ば夜の影に溶けこませるようにして石畳の上に立っている。

　甘さのない精せい悍かんな顔立ち。灰色の双そう眸ぼうは無骨な剣の厚あつ刃ばそのものだ。そして揺ゆるぎない視線は間違いなくクレトにむけられており、ぼろぼろの門番は、いやがおうにも危機感を覚えずにはいられなかった。

　竜人族の青年は、埃ほこりだらけのクレトを真ま面じ目めくさった顔で見み据すえる。
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「お前が新しい門番か」

「……ま、一応。クレト・ダラスだ。よろしく」

「ディサロス・シアン、七回生だ」

　七回生ということは十八歳だろうか。竜りゆう人じん族は他の種族に比べて長命だが、成人するまでの成長スピードは変わらない。にもかかわらず既に老成した雰ふん囲い気きを彼が漂わせているのは、飛び抜けた強者であることに起因しているのだろう。

　まさか他の生徒たちのように、この生徒も外庭に出たいとでももいうのか。十数歩の距離を隔へだてていても伝わってくる圧力に、クレトは気づかれないよう体の重心を移動させた。

　竜人族の青年は、余計な会話を嫌ってか本題で切りこんでくる。

「種族間会議を前にして、王女はお前を送りこんできた。──一体、王家はなにを企たくらんでいる？」

「…………へ？」

　種族間会議とは、一年に一度、ディアテの城で開かれる会議のことだ。

　王家と、議会が共に一つのテーブルを囲んで、内外の問題を話しあう場。この会議は、戦後におけるディアテの中ちゆう枢すうそのものと言っていい。

　去年の会議では確か、魔法を使えぬ三種族への魔法建築物の貸与について話しあわれたはずだ。──そんなことを頭の隅で考えながら、クレトは首を横に振った。

「なんか誤解あるみたいだけど、俺はただの門番だぞ。殿でん下かにお会いしたのも今日が初めてだ。会議が近いのも単なる偶然だろ。俺、今年の種族間会議でなにが議題になるのかも知らないし」

　会議における毎年の議題は、出席者が事前に持ち寄った中からいくつかが選ばれ検討される。要職についている者などであれば、その内容を事前に知っていることもあるが、クレトは当然ながらなにも知らない。会議が近いことも今日のマリーユの話で思い出したくらいだ。

　けれどディサロスは、クレトの抗弁に怒りも笑いもしなかった。重々しい声で返す。

「口ではどうとでも言える。心当たりがあったとしても、正直に言うはずがあるまい」

「……まあ、普通そうだろうけどな」

「だから私はただ忠告するだけだ。王家が全てを掌しよう握あくするなど、不ふ遜そんも過ぎる話だと」

「王家が全掌握？　なんの？」

「国に決まっているだろう」

「は？　なんだそりゃ」

　──そんなことはありえない。

　ディアテが今まで多くの問題を抱かかえながらもやってこられたのは、国家権力を王家と議会で二分していたためだ。この二つは制度上対等であり、意見が割れた際には、各種族への配はい慮りよのためか、王家が議会に譲ることも多い。

　王家は、完全な隷れい従じゆうを五種族に求めるわけではないが、魔法を使った体制やこの学校によって各種族の力を抑制している。そしてもう半分、種族の代表者たちを擁ようする議会は、お互いの腹を探さぐりあいながらも、危あやうい均きん衡こうの上にそれぞれの平和を保とうとしている状況だ。

　このような現状で、王家が全権掌握するなど絵空事にしか思えない。万が一実現できたとしても、即日崩壊するのがおちだろう。

　突拍子もない話に、クレトはぽかんと気を抜かれた。一方ディサロスは険しい威を漂わせたままで、更に奥にいるジリアは彼の陰になって見えない。

　ディサロスは、見逃してしまうほど自然に一歩を踏ふみ出す。戦うことに馴な染じんだ足さばきを、クレトは意識の端で見ていた。自然に彼の手は拳こぶしを作る。

「……いや、無理だろ。なんでそんなこと思ったんだ」

「全ての人間に口止めするのは難しいということだ。情報はどこからでも入ってくる。学校の中にいるからと言って、私たちがなにも知らないと思ったら大間違いだ」

「どっちかっつーと、なにも知らないのは俺っぽいんだが……」

　一昨日おとといまで引きこもりだった人間に多くを求められても困る。覚えのないことが多すぎるのだ。とりあえずは穴を埋めたり吹き飛ばされたり、目の前のことだけに対処している。

　その結果として人間よりもぼろ布に近い状態のクレトは、微み塵じんの隙すきも見せず歩み寄ってくるディサロスを待った。できれば逃げておきたいが、自分で張った背後のロープがそれを許さない。セーネが見ていたら、笑いすぎて死ぬかもしれない状況だ。ジリアの冷たい声が聞こえる。

「ディサロス・シアン。あなたのような生徒が他人に暴力を振るえば、普通の生徒以上に問題になりますよ」

「わかっている」

　そう言いながらも、だが青年は歩みを止めない。

　そうして彼はクレトの前に立った。黒いシャツの上、胸の下を一いち瞥べつし──動く。

「──っ！」

　予想をしていなければ反応できなかったであろう。

　予想をしていても、その突きは重かった。

　体の中心を打ち抜こうとするディサロスの拳こぶし。その攻撃を、かろうじて肘ひじでいなしたクレトは、びりびりと伝わってくる痺しびれに内心舌を巻いた。

　当の本人はしかし、まるでなにも動かなかったかのように、クレトの眼前に立っているままだ。元々の角度に加えてあまりの速度に、ディサロスの後ろにいるジリアにもなにが起きたかわからなかったらしい。険しいながらも怪け訝げんそうな声が門番の青年を呼ぶ。

「クレト？　どうかしたんですか？」

「……いや、平気だ。多分平気」

　背を冷や汗で濡ぬらしながら、クレトはここが、生徒たちを弱体化させる建物内であったことに感謝した。腕輪の制限を免まぬがれているディサロスだ。外でやりあっていたなら間違いなく腹に穴があいていただろう。二晩連続の風穴を回避したクレトは、目前の相手から目を離さぬまま、近づこうとする少女をとどめた。

　竜りゆう人じん族の青年は、自分より少しだけ背の低い門番を冷ややかにねめつける。

「今のがただの門番の動きか？　白々しい噓うそも大概にするんだな」

　侮ぶ蔑べつさえ含んで言い捨てると、ディサロスは踵きびすを返した。夜へと沈んだ寮の建物に、青年の低い声が響く。

「よく肝きもに銘めいじておけ、王家の看守。私たち竜人族は──七十年前の凶行を忘れていないと」

　その言葉に、クレトはなにも言い返すことができなかった。







　ディサロス・シアンの存在一つで圧力がかかっていた玄関通路は、彼の姿が見えなくなると元通りの静せい寂じやくに包まれた。腕の中に棒状のなにかを抱かかえこんでいたジリアは、ディサロスが去っていった穴から視線を逸そらすと、ロープに寄りかかるクレトを見やる。

「大丈夫ですか？」

「なんとか……そろそろやばいけど」

　ディサロスの突きを流した左腕がじんじんと痛む。けれどそれ以上に、蓄積した疲れが全身をどうしようもないほど重くしていた。

　ジリアは軽く顔を顰しかめると、半ば瓦が礫れきと化している石畳の上を、足音をさせずに歩いてくる。

「もう限界ですか。さっき寝てましたよね」

「あー、うん……悪い」

「不用心ですよ。というか、どうして封ふう鎖さした内側にいるんですか。外から見張っていればいいでしょうに。ディサロス・シアンの気分次第では、今頃あなたミンチです」

「…………あれ」

　言われてみれば、ロープの外にいればよかったのかもしれないが、そんなことは思いつきもしなかった。クレトはぼんやりする頭を押さえた。気が緩むと再び眠気が襲いかかってくる。

　ジリアはふらつく彼の前で足を止めると可か憐れんな唇くちびるを曲げた。

「まったく……厄やつ介かいな相手ににらまれましたね。時期が悪いのもあるんでしょうが。彼、七十年前のことについて言ってたでしょう？」

「…………んー」

「大戦終結時に、竜人族は姫を狂王子に殺されてますから。件くだんの事件が会議の場で起きたこともあって、いまだに種族間会議にいい感情を持っていません」

　指輪生の少女が語る過去の話は、年月の研けん磨まを受けてひどくあっさりしたものとして響いた。

　クレトの視線は、暗い通路の奥へと引き寄せられる。遠いその先にあるものは、大戦以前から変わらぬディアテの王城だ。

　ジリアは腕の中に抱かかえた棒状のなにかを揺ゆすり上げる。

「ともかく、大事にならなかったのはいいですが……って、うわっ」

「うわっ？」

　啞あ然ぜんとした顔で、ジリアは彼の左手を指さす。

　白い指先を追って自分の腕を見下ろしたクレトは──手の甲こうに巻かれた包帯が、真っ赤に染まっていることに気づいた。じわじわと広がっていく血の染みは、シャツの中からにじんできているらしい。クレトはあわてて袖をまくって、痺しびれが残る腕を確認した。

「げ……血管破裂したのか。弱体化しててこれとか、どんだけだよ」

「どうしたらこうなるんですか。全然大丈夫じゃないじゃないですか」

「なんか久々すぎて感覚が鈍にぶって……」

　気がついてみればそこそこ痛い。痛いのだが、骨にまで影響がない分、見かけよりも痛手ではないはずだ。溜ため息いき混じりに袖を直すクレトを見て、ジリアは眉まゆを寄せる。

「そのままでいいんですか。ひどいようなら治ち癒ゆをかけますよ」

「ほっときゃ直るから平気だ。ちょっと皮が破けてるだけだし」

　血が染みてしまった包帯が自然に戻るかはわからないが、無理なら自分で洗えばいい。痛みに鈍にぶい体質もあって、これくらいではなんとも思わないのだ。動じていないクレトを、少女は真意を探さぐるかのようにじっとねめつけていたが、諦あきらめたらしく深い息をついた。

「わかりました。今夜はもう詰め所に帰っていいです。この時間では生徒も来ないでしょうし、無理をして出血多量で倒れられても困ります」

「そりゃありがたいけど、外に出られないぞ」

「くぐればいいじゃないですか」

　そう言って小柄なジリアは、クレトの張ったロープをひょいとくぐり抜ける。右手に抱かかえた棒状のなにかが引っかかって転びそうになったが、それはクレトがロープを上げてやった。

「ほら、あなたもどうぞ」

「お前、俺の大きさを誤認してないか？」

「あなた、一旦ばらばらにしてから組み立てるとかできないんですか？」

「仮にばらばらになれたとしても、お前に組み立てを任せる気はない」

　そう言いつつも、ジリアが当然のような顔で待っているので、仕方なくクレトは一旦ロープを緩めて外に出た。ついでに今何時なのか聞いてみると、ジリアからは「開門まで四時間です」と返ってくる。これはもう昨晩の襲撃者は来ないと思っていいだろう。代わりにディサロス・シアンが来てしまったので、たっぷりお釣りをもらえるはずだ。

　ジリアと並んで石段を下りた青年は、右手を上げて伸びをする。

「にしても、お前もずいぶん夜更かしだな。体平気なのか？」

「色々やることがありますし、少なくともあなたよりは平気ですね」

「勤勉だな」

「そうでなければ、この学校ではやっていけませんから」

　ついと視線を逸そらす少女は、だがその時、色濃い自じ嘲ちようを青氷の目によぎらせたように見えた。

　自身へとむける憤りに似たもの──だがクレトがそれに気づいた時には、少女はいつもの平然とした表情に戻っている。長い水色の睫まつ毛げが揺ゆれて、ジリアは彼を見上げた。

「あなたも、あんなところで眠ってしまうくらいなら、見張りを引き受けないでください。朝になって冷たくなっていたらコメントに迷います」

「それっぽい怪談に仕立てとけ。ってか、誰か来たらちゃんと起きられるから平気だ」

「私が来ても起きませんでしたよ」

「…………あれ？」

　そんなはずはない。とは思うが、確かにさっき起きたのはディサロス・シアンが来たせいだ。

　では、その前に来ていたらしいジリアには本当に気づいていなかったのか──呆ぼう然ぜんとするクレトに少女はつけたす。

「何をショック受けてるんですか。わかったら死体になる前に、妙みような過信をやめてください」

　そう言ってジリアはランタンをかざすと、地面を確かめながら通用口に向かい歩き出した。数歩行ったところで振り返ってクレトを手招く。

「早くしないと寝る時間がなくなりますよ」

「お、おう」

　一体どういう風の吹き回しか、と思いつつ、クレトは少女が自分の指輪を使い、通用口の鍵を開けるところを見ていた。二人ともが門外に出ると、彼女はショールの中から小さな手帳を取り出す。今まで周囲を憚はばかって口にしなかったのであろう内容を、指輪生の少女は読み上げた。

「ところで朝のあなたの話、調べてみました。──本日ですが、授業を無断欠席した生徒は、全校で百三十七人です」

「多っ」

「普段から自室に引きこもってる生徒も多いですから。これでも、全単位を取得済みで、授業に出る必要のない生徒は省かれてます」

「な、なるほど」

　どうやら、「死んだり行方ゆくえ不明になった生徒はいないか」というクレトの唐とう突とつな質問を、彼女は今日一日調べてくれていたらしい。根が生き真ま面じ目めなのだろう。門番の青年は少女の行動力に、申し訳ない気分になった。

　ジリアは欠席者のリストらしきものに一通り目を通すと顔を上げる。

「種族はわかりますか？」

「いや、ってか、あれは冗談で聞いただけで……」

「閉門の時と開門の時で、明らかに服のぼろさ加減が変わっていました。その割に穴は埋まっていないんですから、何かあったことは察しがつきます」

「そ、それはワニが……」

「ワニなんていないって言ったし！」

「言ってない書いただけだ！」

　不毛な応酬に、ジリアは我に返ったのか小さく咳せき払いをする。

「ともかく、心当たりがあるなら全部吐はいてください。最近はおかしな噂うわさも聞きますし……もし本当に揉もめ事で死人が出ているなら放っておけません。校内で対処できない場合、学校自体が永遠に閉へい鎖さされます」

「へ？　廃校になるのか？」

「違いました封ふう鎖さです。全ての扉が完全封印され、私たちは死ぬまで中に閉じこめられます」

「……まじか」

　予想しなかったわけではないが、実際に聞くとそれなりの衝撃はある。それ以上なにも言えないクレトに、ジリアは幾分ばつの悪い顔になった。

「永久封鎖になる、とまでは決められていないんですが。校内で収められない騒そう乱らんが起こった場合、ここを含めて全部の門が強制閉門されるんです。で、再び開くためには王家と議会の承認が必要になりますから……」

「あー、そりゃ開かないかもな」

　監獄学校は、ディアテが五種族を支配するための一手段ではあるが、その存在を国がもてあましぎみであることもまた事実だ。城都内という立地もあって、なければ困るが、あったらあったで扱いに困るのがこの学校である。そんな状態で、もし緊急閉門などという事態になれば、学校を危険視する者たちは一層締めつけを厳しくしてくるだろう。

　クレトは、今の議会がどういう面々で占められているか知らなかったが、議席の半数はそれぞれの種族の代表者にあてられているはずである。ディアテの支配に全ての種族が従順ではない以上、学校での揉め事が新たな争乱を呼びこむことになるかもしれない。種族間会議が近いならばなおさらだ。彼は閂かんぬきに巻きつけた鉄てつ鎖さを振り返った。

「なるほど……でもな」

　あの夜の事件について、安易に話して彼女を巻きこんでいいものか判断がつかない。相手はクレトを狙ねらってきており、そのために死者を出すことを厭いとっていないのだ。

　そしてそれだけでなく、クレトは別のことにも引っかかっている。──つまり、前の門番の死体が門外にあったということに。




　ジリアは答を急せかすわけでもなく、門もん扉ぴの前に立って、地面をじっと見下ろしている。

　月光に照らされる彼女は、その中身を知らなければ、儚はかなく清せい冽れつなだけの美しい少女に見えた。クレトは彼女の横顔に、ふと透明でしなやかな羽を連想する。その印象のままぽつりと問うた。

「ジリアって羽う人じん族か？」

「そうですけど。なんですか急に」

「なんとなく。それっぽく見えた」

　妖精を祖に持つ羽人族ということは、ジリアも普段、二枚の薄うす羽はねを畳んで服を着ているはずだ。制服でない今は、ショールの重みが羽を押さえているのだろう。彼女が顔を上げると、綺き麗れいに伸ばされた背に、見たはずもない半透明の羽が広がって見えた。薄い水色の髪が、月光を浴びて白金に近く見える。

　ジリアは手帳を閉じると、元通り懐ふところにしまった。

「それで？　どうでもいいことで話を逸そらそうとしないでください」

「自分の種族をどうでもいいって言ったな、お前……。さっきから気になってたけど、その長い包みはなんなんだ」

「また話題逸らしですか。これは、何かあった時にあなたを殴なぐるための成敗棒です」

「どうして標的が俺に限定されてるんだ。おかしいだろ」

　しいて言うなら脱走したがる生徒を成敗してほしい。そんなことをクレトは考えながら、ポケットに手をつっこんだ。包帯を巻いた指先がなにかに触れる。

「……あ、これ」

　思い出して引っ張り出したものは、小さな麻袋だ。そういえば、昼に箱から零こぼれ落ちたものを、拾ってポケットに入れたまま忘れてしまっていた。クレトはその中身を思い出し、ジリアに袋ごと放る。少女は袋を器用に空中で受け止めた。

「なんですか？　これ」

「昼の焼け残り。ちょっとしかないけど、羽人族ならちょうどいいだろ」

　麻袋の中身は羽人族が好むノイの枝だ。ジリアは見本品と書かれた袋を開けると、中から一本取り出した。好物を差し出された子供のように、むっと真剣な顔になると、枝を口に含む。

　──本来はお茶に入れるための枝を、そんな風に食べる人間はほとんどいない。

　クレトは呆あつ気けに取られて、細枝を嚙かみ出す少女を眺ながめた。今まで何度も感じた既視感の正体が形になる。

「そうか、お前──」

　口にしかけた言葉を、形にならない感情が遮る。

　それがどんな感情であるのか、クレト自身咄とつ嗟さにつかめない。期待とも恐れともつかない。

　黙だまりこんでしまった青年を、ジリアは不思議そうに見返した。

「クレト、どうしました？」

「いや……」

　その時──遠くから、異様な音が聞こえてくる。




　ずず、

　ずず、ずず、




　音は、そんな風に聞こえた。

　重いなにかを引きずるような音。それが「重いなにか」であるとわかったのは、かすかな地響きが音に付ふ随ずいしていたからだ。

　門の内からではない。外、それも詰め所の方から聞こえてくるその音は、ゆっくりと彼らの方に近づいてくる。二人は顔を見合わせて──同時に首を傾かしげた。

「なんだあの音」

「なんでしょう。新人門番が来たとかですかね」

「だったら嬉うれしいけど、そうなったら俺の同僚は、原種竜りゆうクラスの大きさと重さの持ち主ってことになるな」

「あれ、そんなに大きいんですか？」

「音からして多分」

　竜りゆう人じん族の祖であるという原種竜は、大戦以前に絶滅したとされる生物だ。怪談百選の中に目撃譚たんもあったが、原種竜の大きさは、過去の記述曰いわく小屋五軒分くらいはある。建物内に収まる大きさではないし、そんなものが近づいてきているなら、間違いなく逃げた方がいい。

　しかし二人は、なんとなくどちらともが動かないまま、近づいてくる音の方角を見やった。クレトは訝いぶかしげに、ジリアは好奇の目で待つ。

　まもなく闇やみの中から、ふわりと甘い香りが漂ってきた。

　大輪の花に似た、重い香り。腑ふの中に淀よどむようなその香りにクレトは顔をしかめ──だが次の瞬しゆん間かん、絶句した。

　視界の先、暗い影の中から灰青色の巨大な鼻先が現れる。

　前に長く突き出た鼻と、その下の長い顎あご。太い牙きばがずらりとならぶ口は、人馬をたやすく飲みこみ、巨岩でさえも嚙かみ砕くだくことができるだろう。なめらかな鱗うろこと鼻の向こうに位置するつぶらな二つの眼め、そして短い手足を見たジリアが、ぽつり洩もらした。

「……ワニ、ですね」

「……ワニだな」

　竜りゆうと変わらぬほどの巨大ワニは、ずず、ずず、と音を立て、少しずつ近づいてくる。

　足あし下もとに伝わってくる震動に我に返ったクレトは、急いで少女へ駆かけ寄ると、彼女の身体からだを自分の背後に回した。門もん扉ぴとの間に挟はさまれ、ぴったりとクレトの背にくっつく形になったジリアが、真っ赤な顔で彼のシャツを引っぱる。

「って、ちょっと、クレト！　何するんですか！」

「静かにしてろって。隠れてろ。お前の方が肉柔らかくて食われそうだし」

「血の臭においをぷんぷんさせてるあなたも、いい勝負だと思いますよ……！」

　容よう赦しやなくシャツを引っぱられ、クレトは後ろにのけぞりかけたが、彼女の前は動かなかった。

　そうしている間にも、巨大ワニの鼻先は門前へさしかかる。

　大きな黒い双眼が二人を捉とらえ──しかし身をすくめる彼らに、ワニはまるで興味など持たなかったかのように目を逸そらした。青灰色の巨大ワニはそのまま、甘い香りを漂わせながら、ずず、ずず、と彼らの前を通り過ぎていく。

　寮門の門扉二枚を合わせたよりも長い尾が、地響きを引きずって反対側の闇やみに消えると、二人はまた顔を見合わせた。

「なんだ今の…………古代種の生き残りか？」

「ワニいたじゃないですか」

「……あれ、ワニじゃないだろ。大きさおかしいだろ」

「ワニいたじゃないですか」

「…………」

　これは、残念ながら敗北宣言をするしかない。

　理解できぬ存在にクレトは頭を抱かかえると──その日の日誌に「ワニを見た」と書きこんだ。

　あのワニがなんであるかは、結局二人で考えてもさっぱりわからなかった。
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　──今は遠い日の記憶だ。




　ディアテの「大正門」に続く城壁の上からは、なだらかな平野を見渡すことができる。

　日没間近の夕暮れ時、そこには一つの大きな影が座って、赤く染まる草原を眺ながめていた。

　ごつごつと岩山のように盛り上がった傷だらけの体、普通の巨人族の二倍はある巨きよ軀くを持つ彼は、戦場において「千人の戦士に匹敵する」と言われる戦士だ。どこにいても目立つその巨体は、前線に現れるだけで敵を慄おののかせる迫力を持ち、眉まゆ唾つばめいた武ぶ勲くんの数々にも事欠かない。

　だが原種の血が濃い異形とあり、同族からも忌いまれ恐れられてきた彼は、周囲の感情を慮おもんぱかってか、普段は戦列に加わることなく王太子と共にいて、内外の敵から友人を守り続けていた。

　今は珍しく一人でいる巨人に、彼を見つけて上がってきた青年が声をかける。

「こんなところにいたのか」

　親しみをこめた言葉に、巨人はゆっくり振り返ると頷うなずく。

　身分に似合わぬ軽装の青年は、護衛としてついていた兵士たちを手で下がらせると、異形の戦士の隣に立った。岩肌のごとき友人の肩に手を置き、夕日が照らし出す景色を眺ながめる。

「──もう明日だ」

　ぽつりと、万感の思いを込めて青年は呟つぶやく。

　巨人はちらりと彼を見て、また前を向き直した。赤い陽ひのせいか、傷だらけの顔が笑えんだようにも見える。

「明日、全て終わる。新しい時代が始まる」

　ずっとそれを願ってきたのだ。不毛な食い違いの連れん鎖さが終わればいいと。その結果が形になる和平会議はもう明日だ。期待と緊張をにじませて青年は笑った。

　彼は周りに誰もいないことを確認すると、声を潜めて親友である巨人にささやく。

「一段落ついたらまたどこか探検に行こう。羽う人じん族の集落からちょっと離れたところの森に、古い廃城があるらしいし」

「……テレシアに怒られる」

「最初からつれていけばいいさ」

「彼女が怒るぞ」

　青年にとって特別な意味を持つ一人。その女性の名を口にせずに巨人が指摘すると、当の彼は笑って肩をすくめた。堪こたえる様子のない青年に、巨人は呆あきれた視線を返す。

　そうして大きさの異なる二つの影は、また並んで黄昏たそがれを見つめた。落日が、ディアテの城都を鮮やかに彩る──
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　就職活動を始めたばかりの頃、セーネが持ってきた本、『引きこもり続けた君たちに』に「まず一週間働くことを目標にしよう」と書いてあったのを、クレトは見た覚えがある。

　そしてその記述を信じて頑張って、まさしく一週間が限界だった。

　朝、門を開け、荷物を搬入し、休み時間には生徒たちの集中砲火を浴びながら見張りをする。夕方の閉門をあわただしく終え、息をつく間もなく朝まで寮の玄関を見張り──そんな毎日だ。週に二日ある休日がなければ、とっくに倒れていただろう。もっともその休日も、昼は穴を埋め、夜は玄関の見張りをしていた。むしろ生徒たちが夜更かしをしている分、平日より手こずっている。魔法攻撃の余波を食らいすぎて、そろそろ服がただのぼろきれになりそうだ。

　ただそんな毎日も、鉄てつ格ごう子しが直るまでの辛しん抱ぼうではある。ようやく必要な部品が届けられるという八日目の朝、時間どおりに開門を済ませたクレトは、気を抜けば眠りそうになるのをこらえながら、手元の茶色い髪に集中していた。

　陽光にあたると金色に見える艶つややかな髪は、当初の印象よりずっと長く、背の半ばほどまである。どうしようもなく寝癖がついた髪に、青年はしつこく櫛くしを入れていった。

「──というわけで五種族は、ディアテを含めて三つの国に分かれて争ったわけだ。竜りゆう人じん族なんかはそのどれにも属さないで、種族として参戦してたんだけどな。で、戦況が複雑になってもうちょっとで一触即発って時に、ある事件が起こった」

「うんうん」

　小屋から引き出してきた石ブロックに腰かけ、クレトに背を向けたミャーは声だけで頷うなずく。最初はいちいち頭を動かして彼を手こずらせていたが、何度か「髪結ゆってるんだから動くな」と叱しかった結果、ようやく落ち着いたのだ。

　ミャーは膝ひざの上で、血に汚れた怪談百選のページをめくる。

「それってこの、ディアテの市街戦で災さい厄やくの巨人が暴れまわったって事件？」

「違う。近いけど違う」

「門番がさっきもたもた巻いてた長い鎖くさり、この巨人を捕まえて殺した時に使ったんだって。だから『巨人殺しの鎖』って──」

「あの腹立つ鎖の話はわかったから、人の話を聞け！」

　すぐにころころと興味が移り変わる少女は、この調子で授業も聞き流しているのだろう。だが今回は、怪談というとっかかりがあるせいか自分から興味を示している。朝早く目をこすりながら現れて「髪結ゆって。ついでに勉強教えて」と言われた時には驚いたが、これは彼女を補習から卒業させるいい機会かもしれない。

　クレトはいったん櫛くしを置き、渡されたリボンを確かめる。

「……事件ってのはな、いわゆる『狂王子の乱心』って言われるやつだ」

　声が揺ゆるがないよう、彼は意識して息をつく。

「大きな戦闘がどんどんあちこちに増えていって、みんながやばいな、って思っても止められなかった時、ディアテの王太子と竜りゆう人じん族の姫の連名で、それぞれの種族の偉い人間に手紙が届いた。そこには『もう戦争はやめよう。いい案があるから、一いつ緒しよに平和のための話しあいをしよう』って書かれてたんだ」

「へー、すごい。どんな案なの？」

　無む邪じや気きな質問に、クレトは苦笑する。

　それがどのような案であったか、彼はよく知っている。知ってはいるが、これからする話には関係がないことだ。クレトは長い茶色の髪にそっと指を差し入れる。

「さあな。……で、手紙をもらったやつらは、そんなうまい話があるわけないって思いながらも、結局はみんなディアテの城に集まった。誰もが疲れてたんだな、今の俺みたいに。……でも、いざ話しあいが始まった時、王子が急に剣を抜いた。それだけじゃなく集まった人間たちを人質にして、全種族にディアテへ隷れい従じゆうするよう通達したんだ」

　音をさせないようクレトは溜ため息いきをつく。のん気な少女の声が、そこに重なった。

「え。種族のえらい人って強いんじゃないの？　みんなあっさり人質になっちゃったの？」

「この学校の建物にあるのと同じ、弱体化の封印紋もんが部屋に仕掛けられてた。部屋はあっという間に封ふう鎖さされて、緊急事態に対応しようと城自体も外からの出入りを拒んだんだ。でもその時には既に、通達を受けた各種族の部隊が、人質を助けようと城都に押し寄せ始めてた」

　世に知られる話を淡たん々たんと口にしながら、クレトは自分の手元だけに意識を集中しようと努める。なめらかな短い毛に覆われた三角の耳が、くすぐったそうにぴくぴくと動いて彼の邪じや魔まをした。クレトはその度に耳を指で避よけながら、苦労して少女の髪を二つに分ける。

「この事件は結局、王子がディアテ人の手で粛しゆく清せいされて終わった。ただ人質からは何人も死人が出たし、ディアテの街は市街戦でぐちゃぐちゃになった。この学校が建ってる場所なんかには、底が見えないくらいの大穴があいたからな。誰かが思いっきり魔法撃うってきたおかげで」

「ほへー」

　わかっているようないないような返事は、真剣味が足りない分、クレトをほっとさせた。彼は分けた髪の一つを高い位置で縛しばり上げる。普段ミャーの髪は、編みこんで一つにまとめ上げられているのだが、彼にそこまでの技術はない。寝癖を直すくらいが限界だ。

　反対側に回ったクレトを、ミャーは目だけで見上げた。

「その王子様の名前って、どうしてどこにも書いてないの？」

「ん。ディアテは戦争犯罪人の名前を残さないんだよ。忌いまわしいもの、ってされるからな」

「へー、なんか気の毒だね。あ、でもこの狂王子って実は生きてるんでしょ？　ここに、夜になると呪のろいの声が聞こえてくるって書いてあるよ」

「忘れてるみたいだから言っておくが、それは怪談の本であって歴史の教科書じゃない」

　まとめているのがジリアだけあって、無む駄だに真ま面じ目めなつくりになっているのが原因なのかもしれない。クレトがもう一本のリボンを取り出す間に、ミャーは本のページをめくる。

「じゃあ、次はさっきの鎖くさりの話して、門番。この災さい厄やくの巨人って、普通の巨人族と違うの？」

「同じだよ。ただ昔は、先祖の血が濃い……いわゆる原種に近いやつらが稀まれにいたんだ。そういうのは外見もちょっと変わってくるからな。そいつも大きさが普通の巨人族の二倍くらいある、いわゆる異形だったって話だ」

「へえー。あ、でも、この巨人って狂王子の親友だったんでしょ？」

「そうだな」

　即答して、クレトは微笑する。

　そんな風に笑った自分に後から気づいて、彼はむず痒がゆさを覚えた。どんな話が伝わっているか、クレトはあやふやな知識をたどる。

「色んな冒険譚たんが残ってると思う。二人で古代蛇へび倒しに行ったりとか、砂漠の遺跡調べたりとかな。ディアテの王子ってもともとちっちゃな頃から狙ねらわれる立場にあったから、しょっちゅう暗殺されかけたりしてたんだけど、その巨人が王子と行動するようになってからは、ぐっと減ったよ。原種の血の戦士って見かけからしていかついからな。敵も相手にすんの嫌いやだったんだろ。でもその代わり、二人でふらっと出かけちまうから、周りにはいつも怒られてた」

「へー、いいな。楽しそう！」

　少女の目に見えるものは、純粋な憧あこがれと好奇心だ。

　くすぐったい視線を向けられ、クレトは過去のことを話したがっている自分に気づく。

「楽しい話ばっかだよ。いい友達だった。種族も身分も違ったけど、なんだかんだで気があった。性格も全然違ったんだけどな……よく、未来の話をした」

　城壁の上で、一晩中語り明かしたことを覚えている。

　もっともクレトはどちらかといえば、相手の話を聞いていただけだ。熱心に相あい槌づちを打っていたのは、仲間であるテレシアの方で、クレト自身は二人の会話に耳を傾けている方が多かった。

　友人の口から訥とつ々とつと、けれど熱を持って語られる未来は、いつも希望に満ちて穏やかなものだった。それは彼の性格を反映してのものだったろう。優しい人間だったのだ。今の時代にそのことが伝わっていないだけで。




　懐かしい記憶は、拭ぬぐえない苦味を最後に伴う。まるで夢から覚める気だるさのようだ。

　大きなあくびをしたクレトは、涙のにじむ目元を軽くこする。仕上げとして手元のリボンをきゅっと結んだ。彼が「できたぞ」と肩を叩たたくと、ミャーは手鏡を出し、自分を覗のぞきこむ。三角の耳のすぐ両りよう脇わきで、垂れ耳ウサギのように結ばれた髪が揺ゆれた。

「なにこれ！　かわいいけど子供っぽいよ！」

「可か愛わいいのが一番だろ。ほら、そろそろ行け。遅刻になるぞ。勉強はまた見てやるから」

「門番のばかー！　明日は普通の髪型にしてよね！」

　文句を言いながらも、獣じゆう人じん族の少女は建物の中へと駆かけていく。

　いつもは彼女の髪は、同室のニアが結ゆっているそうなのだが、今週はそのニアが委員会の早番とやらで不在なのだという。だからといって、どうして「門番に髪を結ってもらおう」という発想になるのか不明だが、嫌われているよりはマシなのかもしれない。

　さんざんな初日から比べると、門番となったクレトに大体慣れた生徒たちは、二割が彼に好意的で、二割が無関心、残る一割が敵てき愾がい心を持っている──という風におおよそ分かれてきている。ちなみに残る五割は、はなから門に近づきもしない生徒たちだ。

　授業の始まりを報しらせる鐘かねの音が聞こえてくると、クレトは無人の周囲を確認し、詰め所の方を振り返った。そこには既に夜明け前に運ばれてきた木箱が置かれている。穴は埋めたつもりなのだが、地面ががたがたすぎて今日も魔法熊は帰ってしまったのだ。

「ってか、もうありゃ中には入らない、って命令されてるのかもな……」

　木箱を自分で運びこまなければならないのは手間だが、そろそろ作業にも慣れてきた。

　クレトは複数の木箱の中から、「魔法部品」と書かれた小さなものを開けると、中を確認した。黒い鉄でできた蝶ちよう番つがいと掛け金、そして取付け説明書が入っている。箱に入りきらなかったらしく、外には布でぐるぐる巻きにされた扉が二枚、地面に置かれていた。

　ちょうどよく寮から出てきたジリアが、荷物に気づいて駆かけ寄ってくる。

「おはようございます。今日の搬入物はそれで全部ですか？」

「多分。あと玄関扉が届いたぞ。説明書つきで」

「ようやく来ましたか。では、さっそく修理にかかってください」

　言いながらジリアは箱の山に歩み寄ると、積まれた木箱の箱書きを確認し始める。

　既に再来年の卒業が決まっているというジリアは、こうして日々細こま々ごまとした雑務に時間を割さいているが、それは単に「やる人間が他にいないから」という理由らしい。だからといって自分から手を出してしまうのが彼女の生き真ま面じ目めなところだが、実際監獄学校の教師たちは放任主義がほとんどらしく、授業をする以外で生徒たちの生活に関かかわろうとはしないのだ。例外は、広く恐れられる「心の相談室」を擁ようするセウルくらいで、クレトも他の教師とはろくに話したことがなかった。

　クレトは寮の玄関に最初の箱を搬入する。外に戻るとジリアは真剣な顔で、箱書きと手元の帳面を照らしあせていた。寝癖の一つもないさらさらとした水色の髪。白い額ひたいにかかる一房が細いピンで留められている。彼女は青年の視線に気づくと顔を上げた。

「なんですか？」

「いや。真面目だなと思って」

「不真面目にやることでもないでしょう。……ああ、そういえば例のワニの巡回リズムを把握したいので、今日の夜から張りこみをしようと思います」

「頼むからもうちょっと不真ま面じ目めになれ」

　件くだんのワニは、どうやら一の壁と二の壁の間をぐるぐると回っているだけのようだが、認識阻害がかかっているのか門内からでは視認もできないらしい。必然的に見張るとしたら門の外に出なければならないのだが、いくらなんでも不用心すぎる。クレトは梱こん包ぽうされた扉を抱かかえ上げながら溜ため息いきをついた。

「やっぱ似てないだろ……」

「何がですか？」

「こっちの話だ」

　かつての仲間に、ジリアが似ているような気がするのは錯覚だろう。同じ種族なのだから共通点はある。それくらいのはずだ。少なくともテレシアはもっと健けな気げでまともな性格だった。

　余計な期待を振り払って、クレトは荷物を搬入し始める。黒く焦こげた玄関の前に補修部品を広げると、さっそく扉の取りつけを始めた。これで扉が直れば、今日からは詰め所で眠れるはずだ。初日夜に襲ってきた生徒たちが、あれきりやってこないのは気になるが、揉もめ事がないならそれに越したことはない。

　隣では乾物を入れた木箱に、ジリアが腰かけて日誌をめくり始める。

「特に問題はないようでね。サインしておきます」

「サインはありがたいけど問題だらけだろ。毎日死地をさまよってるぞ」

「どちらかというと、生徒からの攻撃より過労で死にそうなのが、あなたの変なところですね。顔に落書きをしても起きないのか、試したくなります」

「いいからやめろ。さすがに起きる」

　どういう生活リズムをしているのか、優等生の少女は真夜中も寮内を見回っているらしい。クレトが見張りをしている玄関も巡回ルートに入っているようで、よく石畳で膝ひざを抱かかえて居眠りしているところを目撃されているようだ。ふっと目が覚めた時、見覚えのあるショールが体にかけられていることもあり、クレトは複雑な思いを抱いだかずにはいられなかった。

　他の生徒が接近すれば目が覚めるのに、ジリアにだけはどうして気づかないのか。──それはやはり、彼女の持つどこか懐かしい雰ふん囲い気きのせいかもしれない。日誌を置いて扉の部品説明書を読み出した少女は、ある一か所で目を留めるとクレトに紙を差し出してくる。

「ここ見てください。ここ、ほら」

「見てる余裕ない。読み上げてくれ」

「──『扉は取りつけ後、建物の魔法と馴な染じむまでは衝撃に弱いです。丸一日は生徒からの攻撃がないようご注意ください』」

「…………」

「どうやら今夜も見張りが必要みたいですね」

「今の注意書き、生徒には絶対伏ふせとけ」

　知られたらまず間違いなく面白がって扉を攻撃される。クレトは「これも仕事の一環」と念じながら、ひたすらに蝶ちよう番つがいをつけることに集中した。




　修理が中休みまでかかってしまったら絶望的だ、と思っていたのだが、幸い取りつけ自体は短時間で済んだ。中休みを前に、新たな扉が生徒に破壊されないよう、一人になったクレトはさりげなく扉付近に陣取ることにする。石段の一番上に場所を決め座りこんだ。

「よし……眠い」

　休み時間まで十数分、少しは眠れるかもしれない。──だが、顔を伏せようとした直後、よく知る声が背にかけられる。

「も、門番さん！」

「……おーう。またさぼりか」

　ニアは、友人のミャーほど成績は悪くないらしいのだが、どうやらさぼり魔であるようだ。今日はどんな理由をつけて授業を抜け出してきたのかと目を開けたクレトは、可か憐れんな容姿の彼女が両鼻にティッシュを詰めているのを見て、それ以上気にするのをやめた。

　ニアは腕の中に抱かかえこんだ紙袋をクレトに差し出してくる。

「門番さんのシャツ、できたって連絡きたんで取ってきました！」

「お！　ありがとな」

　校内にあるという購買棟に、ニアを通じて服を頼んだのは初日のことだ。彼女が「今のと同じのでいいですか」と言うので任せたが、なかなか購買棟も仕事が早いらしい。ちょうど今着ているシャツが日頃の生徒たちの暴ぼう虐ぎやくで穴だらけになりつつあったのだ。

　クレトは受け取った袋を開けて中のシャツを広げ──無言になった。

　鼻にティッシュを詰めた少女が、張り切って説明してくる。

「お、同じシャツって注文なんで、徹底的にディティールにこだわってみました！　全部の穴や切り傷を再現して……ほ、本当は初日にでき上がってたんですけど、『これじゃ全然本物の使用感に及んでない』って言って、手を加えてもらったんです！」

「こだわりが重い！」

　新品を頼んだつもりなのにぼろシャツが二枚になった。昨日食らった魔法で焼け焦こげた痕あとまで再現してあるあたり、購買棟のプロ意識がうかがわれるが、そういうこだわりは別のところで発揮してほしい。もっとも、むこうもニアの注文に困惑していたのかもしれないが。

「き、気に入りませんでした……？」

「……うん、いや、ありがとな。ちょうど洗い替えが欲しかった。二着目なのに違和感が微み塵じんもないところがいいと思う」

「よ、よかった！」

「でもわざわざニアに行ってもらうのも悪いし、次は俺が自分で注文に行くよ」

「ええっ！　そんな！」

　すかさず釘くぎを刺して、クレトはぼろシャツからぼろシャツ（新）へと着替える。砂すな埃ぼこりがついていないだけ新しい方が着心地がいい。ニアは「よく似合います！」と嬉うれしそうに手を叩たたいた。

「そういえば門番さん、ちょっと前から校内に変な噂うわさが広まってるって知ってますか？」

「噂？　怪談の類たぐいならジリアから山ほど聞かされてる。聞き流してるけど」

　本当は、怪談も出がかりから潰つぶしたいのだが、ワニの一件で怪談領域におけるクレトの立場は一時的に弱い。仕方がないので好きに話させて聞いていない。もっとも毎回「ちゃんと聞いてください」と苦情が入るのだが。

　ニアは彼の隣に座ると、黒いニーソックスを引っぱり上げる。

「怪談じゃないです。あの、門番さんが来る前からなんですけど、王家が種族領地の再検討をするって噂が出だしたみたいなんです」

「種族領地の再検討？　でもあれ、もともと何年かおきに検討されてるだろ」

　各種族の原集落を基にして、国から割り振られている種族領地は、それぞれの種族の人口を鑑かんがみて広さが決定される。少数種族の竜りゆう人じん族などはそれが気に入らないらしいが、ディアテの土地が有限であるのは事実なのだ。人数に関係なく同等の広さを全種族に振っていては、獣じゆう人じん族などは溢あふれかねない。そしてだからこそ種族領地は、定期的に検討し調整される。再検討などと言われてもはなから当然のことだ。

　しかしニアは深刻な顔で首を横に振る。

「違います。王家は種族領地自体を廃止して、全てを直ちよつ轄かつ領にしようとしてるって噂うわさなんです」

「は？　無理だろ、それ。反乱が起きるぞ」

「だから、噂です……」

　その噂のせいで、ディサロス・シアンは王家の全権掌しよう握あくなど言い出したのだろうか。

　気がついてみれば、種族間会議はもう二週間後に迫せまっている。ニアの話も現実味のない流言にしか思えないが、気分のいい話ではない。隣の少女は顔を曇くもらせて彼を見上げた。

「門番さんは、外でそういう噂とか聞いてます？　この学校の中だけなんでしょうか」

「あー、いや、わかんないな。俺、外出てないし」

「え……、お、お休みの日もですか？　家に帰ったりしないんですか？」

「と、言われても。家とかないし。休みになったら詰め所で寝てる」

　セーネと暮らしていたのも「家」ではなく「部屋」だ。休みの度に帰るような場所ではないし、空いた時間があるのなら眠りたい。

　しかし本当にそう思っていたクレトは、少女から気の毒げな目をむけられ閉口した。ニアはハンカチで目元を押さえる。

「そ、そうですよね……、門番さんずっと引きこもってて友達もいないし……。きっと家にも居場所ないですよね……む、無神経なこと聞いてすみません」

「…………」

　さっきから、こだわりが重いし善意が痛い。

　なにを言おうか迷った彼は、だが結局、正直な気持ちを口にした。

「自分で決めて出てきたからな。一度戻ったら……それで多分終わりになっちまうんだよ」

　だから途中で帰ることはしたくない。少なくとも己が納得するか──諦あきらめるまでは。

　そのためにも「門番」という位置は、皮肉だが最適であるのだろう。

　クレトは広がる青空を見上げると、人知れず苦笑した。







「その噂、私も聞きました」

　なんとか玄関扉を半日守りきっての閉門時間、やってきたジリアは日誌にサインしつつ、そう返した。日もすっかり落ちてしまった時間、辺りはそろそろランタンが必要な闇やみが満ちてきている。

　やたらと長い鎖くさりを巻き終わったクレトは、鍵かぎを確認すると彼女と並んで通用口に向かった。

「単なる流言だとは思うんだけどな。種族領地廃止とかむちゃくちゃすぎるし」

「確かにその噂自体は流言にすぎないと思いますけどね。実は今あちこちで不穏な噂が広がりつつあるんですよ」

「不穏な噂うわさ？」

「ええ。やはり王家についてのもので、馬ば鹿か馬ば鹿かしい内容です。ただ問題なのは、こういった噂が一つではない、という点なのですよ」

「げ……まじか」

　馬鹿馬鹿しい話でも、いくつか集まれば人心を惑わしかねない。

　思わずクレトが眉まゆを寄せると、少女は小さく溜ため息いきをついた。

「よく考えなくてもあり得ない話なのですがね、王家が議会を縮小しようとしているとか、生成法が処分されたはずのアンデッドをひそかに生み出しているとか、あとは大戦の戦犯を匿かくまっているとか……どこから出てきたのか、ってものばかりです。内容が内容だもので、表立って口にする生徒はいませんが。困ったものです」

　門番を殺して外に出られれば要職につけるという話も、その一つだろうか。クレトは自分が息を止めていることに気づくと、軽く頭を振る。

「噂が流れ出した原因って、なんだと思う？」

「わかりません。出所は複数に分かれているみたいですが、怪しいことこのうえないです」

　薄白い月光に照らされたジリアの顔は、事態を憂うれいているかのように陰影が濃い。

「ここは閉へい鎖さ空間ですからね。外部の世情に比較的関かかわりがないのが利点と言えば利点だったのですが、事情が変わってきたのかもしれません」

「外の影響を受けての噂ってことか？」

「ええ。もっとも、現状一番怪しいのはあなたなんですが」

　少女の指摘は冷たくはなかったが、客観的な事実だという点で頭が痛かった。

　確かに、この学校で生徒と接触していて、なおかつ外で寝泊りしているのはクレトだけだ。

　教師たちは敷地内に住んでおり、セウル以外は門前にさえ来ない。門番の青年は、湿気を吸ってしまった黒髪を手でかきまわした。

「殿でん下かが姿を見せたってのも大きいんだろうな。あれ、前例あるのか？」

「私が知る限りはないですね。殿下もこんなことになるのなら、元引きこもりの社会復帰犯など放っておけばよかったのに、と思います」

「犯ってなんだ、犯って」

　さりげなく犯人認定されても、事実無根である。

　とはいえ、漠然とした問題すぎて手のうちようもない。とりあえず気にしておくにとどめて、問題が起きたら対処するしかないだろう。クレトはすっきりしないながらも、目前の問題に対処することにした。門内に入り、今日直したばかりの玄関扉を眺ながめる。

「あとは今晩あれを守るだけか。……長かった」

「最後の任務みたいに言わないでください。弁償もまだ始まってませんし」

「現実を思い出させるな」

　まだ初任給も入っていないので天引きも始まっていない。これを教訓に、校内設備は二度と破壊しないと誓ったくらいだ。

　クレトは壁際で止めてあった鉄てつ格ごう子しの両扉を、それぞれ慎重に閉じる。最後にジリアが中央にかける錠じよう前まえを手渡してきた。魔法紋もんが刻まれた鉄の錠前は、クレトも鍵かぎを持っていないものだ。セウルの話では確か、職員室にある鍵を持ち出すのには許可が要り──ただジリアは合鍵を持っているのだという。そして指輪生であれば、門の通用口も開けられる。

　クレトは門外で死んでいたという前の門番の一件を、どう考えればいいのか迷った。

　ジリアではない、とは思う。指輪生だけでも他に二人はいるのだ。だが、確かめもせずそう決めつけるのも早計に思えた。

　──どちらにせよ、当の少年たちを捕まえればわかるだろう。

　少女はクレトを一いち瞥べつすると、錠前をかける前の扉を押し開けて中に入った。

「では、健闘を祈ります」

「あれ。ワニ見張らなくていいのか？」

「色々支度もありますので。また後で」

　あっさりと挨あい拶さつして、ジリアの姿は女子寮の壁にあいた穴の中に消えた。そういえばそちらの扉はまったく直る様子がないので、あとでどうするか彼女と相談した方がいいだろう。

　クレトは錠前の鍵をかけると、石段を下り一番下の段に腰かける。毎日門を開閉しながらサインをもらい続けた日誌を、改めて眺ながめてみた。

「うーん……一ページ並ぶと、感動的な眺めだな」

　自分で書いた一言が、毎日の苦労を思い出させる。他の人間からすると、穴埋めと見張りとワニのことしか書いてないように思われるかもしれないが、彼にとっては全ての日が違うのだ。

　こうして形になっているのを見ると、労働とはやはりいいものだ。不ふ揃ぞろいな形の石を延々積み上げていくに似た充実感がある。

　とはいえ、片づけていかなければならない問題があることもまた確かだ。クレトは日誌を閉じると、それを石段の隅に置いた。

　夕食は取っていない。この学校に来てから食事を取ったのは、ニアやミャーにつきあって昼を取った数度くらいだ。ジリアには何度か「倒れないでください」と注意されたが、これに関しては問題ない。──だからクレトは、眠らずに待った。







　どれくらい時間が経ったのだろう。

　辺りは暗い。そしてとても静かだ。

　扉が直っているか見に来る生徒たちも途絶えた。部屋の灯あかりもほとんどが消えた。

　そして彼の背後で──錠じようの開く音がした。

　クレトは立ち上がる。

「今日来るだろうな、って思ってたよ」

「思ってたのに、門外に逃げなかったのかよ。それとも、門の外も危ないって勘づいたか？」

「んー、いや、どうだろうな」

　振り返ったクレトは、石畳の上に立つ少年を見上げる。

　長い前髪の、羽う人じん族の少年。

　あの晩以来、再びまみえる彼は、当然のように玄関の鍵かぎを開け、その前に立っていた。

　少年の左右には完全獣化の黒い獣が三頭、隙すきのない姿勢でクレトをにらみつけている。仔こ馬うまほどの大きさもある三頭は、前回と同じ生徒だろうか。今日は玄関の灯あかりのおかげで、大きな猫に似た姿形であることがはっきりわかった。純粋な獣ではない証あかしに、尻しつ尾ぽはない。

　少年は触媒の短剣を抜く。

「今日までしぶとく居残ったことは褒ほめてやるよ。だからって楽に死ねるわけじゃないけどな」

「好きにすりゃいいさ。それよりこっちは聞きたいことがある。──まずそこの鍵、どうやって手に入れた？」

「さあな。指輪生様に借りたんじゃねえか？」

　ある意味、予想どおりの答だ。クレトは苦笑いしながら拳こぶしを作る。

「じゃあ、門番を殺せばいいって話は誰に聞いた」

　三頭の獣が、頭を低くした。夜気を唸うなり声が震わせる。少年の短剣がクレトを指した。

「首だけになったら教えてやるよ、門番」

　終わりを読み上げるだけの声。

　そして暗くら闇やみの中に、光のない魔法が跳はねた。




　音もなく地面に突き刺さる杭くいは、あの晩生徒を殺し、クレトの腹に風穴をあけたものと同じだろう。連続で追いかけてくるそれに、クレトは思いきり背を向けると夜の庭を駆かけ出した。

　背後に足音は聞こえない。だが、獣たちの気配は感じる。

　連日の騒そう動どうでぼこぼこの地面の上を、クレトは跳ちよう躍やくした。

　すぐ後ろに殺気を感じ、身を屈かがめる。──と同時に、頭の上を黒い影が通り過ぎていった。右みぎ腿ももの間際に鋭するどい爪が光る。

　クレトはその爪を、紙かみ一ひと重えで体をひねってかわした。

「魔法の巻き添えになることを恐れないのか。たいしたもんだな」

　蛮ばん勇ゆうだとしても、その意気は感心に値する。獣じゆう人じん族が戦いの高こう揚ようを全てに優先させることは知っているが、仲間の死を目まの当たりにしても怯ひるまない気概は見事だ。

　石段を下りてきた少年が笑う。

「闇やみ夜よで獣じゆう人じん族とやりあう気か？　愚かしいにもほどがあるな」

「最初からそのつもりだったろうに、よく言うよ」

　光の発生しない魔法を使うのも、夜にしか来ないのも、自分たちが優位な状況を作るための初歩的な布石だ。扉が直るまで現れなかったのもその一つかもしれない。玄関通路は灯あかりがあり、誰が来るともしれない。密かにクレトを殺したい少年たちにとっては避けたい戦場だ。

　寮から離れ、暗闇を駆かけるクレトは、足あし下もとの音に意識を取られる。

　ほんのわずか軽い音。だがそれは最初から予想していたものだ。クレトはそのまま更に一歩を踏ふみ──そして、前へと跳とんだ。着地と同時に上体を落とすと、横から飛びかかって来た牙きばを払う。逆の手で獣の首をわしづかんだ。

「──しッ」

　捕えた体を、クレトは飛び越えてきた自分の背後へと叩たたきつける。

　黒い獣は背から地面に打ち据すえられ──そのまま大量の土と共に、地面の中へ没した。

　ばしゃん、と大きな水音が闇の中に響く。不可解な現象の連続に少年の表情がこわばった。

「……貴様、なにした？」

「落とし穴掘っといた。外の穴埋めるのに土が足りないから」

「ふざけてるのか？」

「割と。でも当分出てこられないと思うぞ」

　なにしろ深さはそれなりにあり、なおかつ中には泳げるほどに泥水がたっぷりと湛たたえられている。生徒を捕えるために考えた一石二鳥の策だ。

「っつてもジリアには冷たい目で見られたけどな」

　門内にできた穴を埋めるのではなく更に掘り進める青年に、ジリアは呆あきれたように「あなたってよくわからないこと思いつきますね」と言ったのだ。ただ、言っただけで止めようとはしなかった。──つまり彼女は、この罠の存在をはじめから知っている。

　クレトは残る二匹と、少年を意識に入れて立った。

「扉が直るまで待ったもう一つの理由は、ジリアを疑わせるためか？　でもそこの鍵かぎって、職員室から借り出せるんだろ？　どうとでもなるよな」

「っ、けど、通用口の鍵は……」

「そっちはよくわからん。だからお前を捕まえてから聞く」

「──わざわざ本人に聞かなくても、わかりやすいと思いますけどね」

　氷に似た澄んだ声。

　溜ため息いき混じりのそれは、寮の玄関から聞こえた。

　ちらつく壁の灯りに照らし出された先、石段の上には、いつの間にか一人の少女が立っている。透き通る水色の髪、美術品のように整った貌かおは、仄ほの暗ぐらい石段の上を非現実的な空気に変えていた。真夜中過ぎにもかかわらず制服姿のジリアは、いつかと同じ長い棒状のものを布でくるんで抱かかえている。

　少女は長い睫まつ毛げを揺ゆらすと、目を凝らすようにして闇やみの中のクレトをにらんだ。

「疑う余地があったなら、事前に言ってほしかったですね。襲われたことを隠していたのもそのせいですか？」

「いや、まあ、巻きこむのも悪いかと思って……」

「下へ手たな気遣いで事態が悪化でもしたらかえって迷惑です。おかげでここ数日、毎晩あなたを囮おとりにして通路を見張るはめになりました」

「お互い様だろ、それ」

　夜中にも見回りをしているのは生き真ま面じ目めからかと思っていたが、単に初日のクレトの様子から、狙ねらわれていると判断してのことだったらしい。そこまで考えながら、あえて彼に玄関の見張りをさせるあたり実にいい性格をしているが、彼女なりに心配もしてくれていたのだろう。

　クレトはほっとしている己を自覚しつつ、少女に聞き返す。

「にしても、通用口の鍵かぎが簡単ってどういうことだ？　他の指輪生が関係してるのか？」

「違いますよ。あの二人は外に出ようとしませんから。……単に、この学校を覆う出入り禁止の障壁って、生物を対象にしてるんです。つまり、死体なら抜けられます。首だけならなおさら簡単でしょうね」

「そんな落ちかよ！」

　言われてみれば、生徒の投げた紙かみ屑くずが壁を越えてぶつかってきたこともあった。紙と首が同じとはぞっとしないが、つまりはそういうことなのだろう。

　ジリアは布包みの尖せん端たんを石畳に下ろす。

「もともとは、自分たちから疑いの目を逸そらすための小細工だったんじゃないですか？　後から私に濡ぬれ衣ぎぬをかけることを思いついたのかもしれませんけど。そんなのに引っかかるの、多分あなたくらいです」

「…………」

　遠えん慮りよない弁舌は、安心を通り越して心を痛くしつつある。

　クレトは力ない笑いをこぼすと──意識を切り替えた。闇やみの中の三人に宣言する。

「んじゃ、指輪生の立ちあいもあることだ。遠えん慮りよなくやらせてもらうか。とっつかまえて吐はかせてやる」

「……ほざくな、門番。首も残さず食らってやるよ」

　宙を薙なぐ短剣。

　音はない。光もない。だがそれが嚆こう矢しだった。

　周囲の気圧が変わる。ジリアが走り出す。

　クレトはそれら全てを見ながら、闇やみの中に深く踏ふみこんでいた。なにもない宙に向かって、包帯を巻いた腕を振りかぶる。

　──夜目がきく、ということに関しては、獣じゆう人じん族を越える種族はいない。

　彼らにとっては昼も夜も変わらない世界で、たちの悪いことに他種族はそうでないことをよく知っている。だから、そこにつけこむことはたやすい。

　思いきり、拳こぶしが空を切る。

　がらあきになった青年の右脇わき腹ばらへ、獣の一匹が食らいつこうと跳ちよう躍やくした。

　殺すことをためらわない牙きば。だがその体は、次の瞬しゆん間かん地面へと撥はね飛ばされる。上体をひねる力で獣の横よこ面つらを肘ひじ打うちしたクレトは、地に転がる獣に歩み寄った。先ほどと同じように、首根をつかんで引きずり上げる。

「わざと見せた隙すきに引っかかるようじゃ、まだまだだな。本当に手て強ごわい獣人族なら少人数で戦う時、簡単には襲ってこない。獲物が弱るまでひたすら待つ」

　少なくとも、自分たちの種族特性に頼りきっているようでは、ただの学生だ。

　頭を揺ゆらされてうまく動けないのであろう獣を、クレトは二つ目の穴へと叩たたきこむ。

　その時、周囲の地面が突とつ如じよ波打った。




「げ……！」

　巨大な布を広げたように、足あし下もとが波打ち跳ね上がる。

　無音の圧迫が生まれ、耳鳴りが始まる。

　ずれて歪ゆがむ世界が、クレトにむかい包みこむように閉じ出す感覚。それは認識を狂わせる、網状の魔法だ。

　クレトはこみ上げる嘔おう気きを飲みこもうとして──だが唐とう突とつな青光に吹き飛ばされた。黒い魔法を突き破って宙を舞う彼は、地上に立つ少女と目があう。

「お前かよ！　なにすんだ！」

「そんな初歩的な魔法に引っかからないでください。先行き不安になります」

　言いながらジリアは、抜いた突剣の切っ先を、同族の少年へとむける。

　闇やみを払う閃せん光こうがまた飛ひ沫まつを上げ──彼女を貫こうとする黒い刃とぶつかった。鋭するどい風の音が鳴り、同種族、異なる性質の力が衝突する。空気の震えが、受け身を取って着地するクレトのところまで伝わってきた。

　ジリアの冷えた目が、庭に立つ少年に突き刺さる。

「五回生、イーサ・アテ。今回の件について、軽い処罰では済みませんよ。特に前任の門番と、先日行方ゆくえ不明になった生徒について──全て話してもらいます」

「ありゃ、そいつの名前知ってるのか」

「同期ですから。声を聞けばわかります」

「へえ。そうだったのか」

　同期であるなら、男子生徒が少ない羽う人じん族ではなおさら特定も容易だろう。軽い調子で相あい槌づちを打つクレトとは反対に、だがイーサと呼ばれた少年は嘲ちよう笑しようした。

「調子に乗るなよ、ジリア。落ちこぼれ風情が。泣き叫さけんでも届かない場所に放りこんでやる」

「やれるものならご自由に」

　冷淡な様子の少女は、残忍な敵意を向けられてもまったく動じる様子がない。実戦に出る者と比べても遜そん色しよくない落ち着いた態度は、磨みがかれた剣に似て美しく鋭するどかった。

　その様に思わず感心したクレトは、離れた場所で対たい峙じする二人を見ながら──唐とう突とつに足あし下もとを払う。息を殺し這はい寄ろうとしていた獣があわてて飛び退のいた。ひらいた距離にクレトは笑う。

「惜しい。──そこも、俺の間合いだ」

　一足一いつ瞬しゆんで距離を詰める。最短の軌き道どうで、掌こぶしが獣の背を打ち抜く。

　声も上げず崩れ落ちる最後の一匹に、クレトは苦笑いした。

「悪くないけど、これからに期待だな。クビになってなかったらまた相手してやる」

　──これくらいの相手なら、純粋に場数で圧倒できる。

　不意を打たれて内臓を刺されたりすれば別だが、そんなことはもうないと思いたい。次に刺されたら包帯を洗うのが大変そうだ。

　三匹目を穴に放りこんだクレトは、魔法の応酬を続ける二人を振り返った。闇やみを挟はさんで対峙する羽う人じん族たちを概観する。

「おー、やってるやってる」

　二人を見てまず思ったことは──地力が違う、ということだ。

　純人間でも羽人族でも、魔法を使う者には基本、生まれながらの魔力の強さというものがある。その強さが、若いうちには戦闘の強さに直結することが多く──だがジリアは、地力という点では明らかに少年から見み劣おとりしていた。

　ただ彼女は、力の差など存在もしていないかのように、相手の魔法を抑え続けている。

　練られた力が形になろうとする瞬しゆん間かん、わずかな出がかりを小さな魔法で潰つぶしていくやり方は、はたから見ても尋じん常じようではない。彼女の演算能力の高さと術発動の速さ、そして狙ねらいの正確さをうかがわせた。クレトは素直な賛辞を口にする。

「すげえな……。ありゃ相当鍛きたえてないと無理だろ」

　クレト自身、近接戦で似たようなことをできなくもないが、それは今までの経験から相手の出方を予測できるだけだ。ジリアのような若い人間が同じことを可能にするには、もともとの思考速度に加え、血のにじむような鍛たん錬れんが必要だったろう。彼女はイーサの剣先に灯ともりかけた黒熱を、突剣を振るって一いつ蹴しゆうする。

「なかなか不毛ですね。私もそろそろ眠いので、降参してくれませんか？」

「……いきがるなよ、ジリア。のこのこ出てきたことを、すぐに後悔させてやる」

　言いながらイーサは、触媒の剣を自分の背後に回す。

　なんの魔法を組むのか彼女にうかがわせないためだろう。たちまち黒く染まっていく刃を見ながら、クレトは穴を飛び越え駆かけ出した。背後から少年の腕をひねり上げようとする。

　しかしジリアが、伸ばされた彼の手を見て叫さけんだ。

「駄だ目めです、クレト──」

　──黒光。

　直後辺りに、ぞっと背筋を粟あわ立だたせる波が広がる。少年の乾いた笑いが耳を震わせた。

「己に、溺おぼれろ」

　そしてまた、闇やみが全てを覆いつくした。




　意識の断絶はなかった。

　ただ、気がついた時、クレトの視覚はまったく意味を成していなかった。

　月光のない暗くら闇やみ。その只ただ中なかに立つ青年は、自分の失敗を悟さとる。

「……まずった。取りこまれた」

　羽う人じん族の使う魔法は「秘術」といって、厳密には純人間の魔法とは別物であるらしい。

　だが、クレトにはその違いがよくわからない。知っているのは、どちらも短剣などを媒介にして組まれることと、純人間の使う魔法は肉体に──そして羽人族の使う秘術は精神に、寄った傾向を持っているということだ。

　ただそれでも、クレトの知る羽人族は、人の精神に作用する術を「傲ごう慢まんで好きじゃない」と言ってほとんど使いはしなかった。だから、彼もよく知らないままだったのだ。

　門番の青年は闇の中を見まわす。

「精神に寄った傾向ってことは……見えてるのに『見えてない』と思ってる、ってことか」

　感覚はごまかせない。

　それは肉体によるものだ。秘術の力では変えられない。

　だから変えられるのは、変わってしまうのは「認識」の方だ。

　クレトは「踏ふんだ」と意識できない足あし下もとを踏み直す。

「……また刺されたらやばいな」

　下へ手たをしたら、刺されたと意識できないまま死にかねない。

　その前に下がるか──と考えた時、けれどふっと、クレトの目の前に「ある情景」が現れた。




　黒塗りの大きな円卓。

　それは中央から割れて、破片が部屋中に飛び散っていた。

　各種族の代表者ばかりを集めた会議。大戦に終止符を打ち、歴史を変えるための会合はけれど、その始まりからはほど遠い結末へと行きついていた。

　豪ごう奢しやな絨じゆう毯たんには血が飛び散って、臓ぞう腑ふのかけらが壁にこびりついている。床には何人もの人間が倒れており、なまあたたかい臭しゆう気きが、部屋の中にむっとするほど立ちこめていた。

　部屋の中央には、会議の中心になるはずだった娘が、光のない目で横たわっている。その体を浸ひたす血はどこまでも赤くて──クレトは「ああ、これで全て終わったのだ」と思ったのだ。

　終わってしまった。

　窓から見える空は赤い。城都は燃えている。

　会議の場は、そうして取り返しのつかない凄せい惨さんと成り果て──




「クレト、何が見えていますか？」

　耳元でささやくように聞こえた声を、彼は最初、テレシアのものかと思った。

　だがすぐにそうではないと思い返す。あの日あの時、彼女は既にクレトのそばにいなかった。度重なる戦闘の混乱ではぐれてしまっていたのだ。

　だから、この声は──「今」のものだ。彼は、少女の名を呼ぶ。

「ジリア」

「何が見えてるか聞いているんですが。……聞こえてますか？　頭大丈夫ですか？」

「頭は大丈夫だし、お前のひどさでますます平気になった。で、見えてるものは過去の記憶だ」

「なら、破ります」

　姿の見えないジリアの宣言は、決定事項を読み上げるかのように揺ゆらぎがなかった。

　現実に、彼を引き戻すほどの強さ。クレトは軽く頷うなずいて、己が体に意識を集中させる。

　そしてまばたきを一度した時──見える世界が変わった。割れたテーブルの上に、ぽっと緑の光が灯ともる。クレトがそれに気づくと同時に、光は四方へと広がり始めた。

　色が溢あふれ、暗くら闇やみが鮮やかな緑の森へと変わってく。

　世界がまたたくまに塗り変えられる。

　気づけば周囲は、木々も、葉も、幹さえも緑で覆われた広い森になっていた。

　空も地面も重なる深緑で見えぬ空間は、まるで閉ざされた聖域のようで、クレトはそこがどこであるのか、かつて聞いた話から直感する。

「これ、羽う人じん族の原集落……か？」

《緑の揺ゆり籠かご》と呼ぶのだと、テレシアは教えてくれた。

　羽人族の隠れ里とも言えるそこは、他種族が足を踏ふみ入れることのできない秘められた土地だ。突然の光景に驚いたクレトは、木々のずっと向こう、幹に隠れるようにして一人の少女が立っていることに気づく。

　腰まで届く銀色の髪。背から広がる二枚の薄うす羽はね。初めて見る美び貌ぼうの少女は、クレトに嬉うれしそうに向かって手を伸ばした。

『早く行こう。あたしが守ってあげるから。ほら──ジリア』

「ジリア？」

　名を呼んで、けれど今度は応える声がない。

　代わりに輝く緑はどこまでも広がっていき──そして現れた時と同じく唐とう突とつに、弾はじけ飛んだ。




　月光が戻ってくる。

　元通りの夜が広がり、見えているものを、「見えている」と思う。

　覆われていた認識の続き、いかようにも動けるようにと意識していたクレトは、だが、次の瞬しゆん間かん、胸にめりこんだ拳こぶしに宙へと弾はじき飛ばされた。そのまま軽々と飛んで、夜の地面に叩たたきつけられる。

「が……っ」

　全身を走る衝撃に息が詰まったが、まだ腹に穴があいたわけではない。クレトは痺しびれを飲みこみ切れかけた糸を繫つなぐと、地面に手をついて立ち上がった。近づいてくる生徒から、距離を取って態勢を整える。

　そうして彼は今いる人間たちを把握し、状況を見て──愕がく然ぜんとなった。

「えーと……信じたくないことが起こってる」

「何がです？」

　クレトから離れた場所、寮の玄関と門の中間付近に立っている少女は、どうでもいいように聞き返した。その細い喉のどを、後ろから別の人間の大きな手がつかんでいる。

　新手としてそこにいる一人は、青黒い硬こう肌きの持ち主だ。竜りゆう人じん族であることが明らかにわかる少年は、片手でジリアの首を握り、片手で彼女の持つ突剣を下に向けて押さえている。

　そして彼らの後方、石段の上では、鉄格子の扉の片方が壊れて蝶番にぶらさがっていた。

　力なく揺ゆれている片扉を見たクレトは、全力でうずくまりたい衝動に駆かられる。

「と、扉壊れてるし……！　まじかよ！　まじかよ！」

「……他に言うことがあるんじゃないでしょうか」

「あ、術破ってくれてありがとな」

「見捨てればよかったと、割と真剣に思っています」

「待て待て。埋めあわせはこれからする」

　クレトは言って、自分の前に立つもう一人の新手に視線を戻した。

　片足を軽く後ろに引き、拳こぶしを構えている少年は、ジリアを拘束している人間と同じく竜りゆう人じん族の生徒だ。黒髪の短髪で、険しい表情だが造作自体には幼さが残っている。青黒い肌は竜人族の中ではよく見る部類で、制服のブレザーは着ておらず、灰色のシャツ姿だ。

　扉を壊してやってきたのだろう少年二人、そして石段前に戻っているイーサと、穴から這はい上がってきたらしい最初の一匹をクレトは眺ながめ渡す。

「よりにもよって竜人族が追加か……お前らも、門番殺してなりあがろうってクチか？」

　──これは非常に分が悪い。

　竜人族はバランスの取れた肉体の強さから、俗に「個体最強」とも言われる種族なのだ。

　鱗うろこに似て硬い肌は、殴おう打だだけでなく斬ざん撃げきにもある程度耐えうる、いわば天然の鎧よろいとなっている。それだけでなく、この硬こう肌きは炎や冷気にも耐性があり、弱い魔法ならはなから効きもしない。純粋な力では巨人族の方が勝っているにもかかわらず、竜人族の方が強者とみなされがちなのは、この安定した防御力のためだ。

　そしてまた、竜の血を継ぐ彼らには、別の武器もある。

　危機感を募つのらせながら探さぐりを入れるクレトに、竜りゆう人じん族の少年は死人を見るような目をむけた。

「貴様、何者だ？　あれで動けるとは、邪じや法ほうで生み出されたアンデッドか？」

「俺の質問は無視か。ってか、勝手に人を大戦の忌いみ物にするな。単に頑丈なだけだ」

「あなたの包帯、さては魔法の品でしょう。防御魔法かなにかかかってるんですか？」

「見抜くな。ばらすな。実はこの包帯は俺の荒ぶる秘められし力を封印して──って」

　黒い火花が、クレトの眼前に迫せまる。

　音もなく宙を貫いた魔法に、青年はすんでのところで身を逸そらした。門もん扉ぴにぶつかった火花は音もなく吸収され、クレトの体に痺しびれが走る。

　魔法を放った少年は、石段に寄りかかったまま口の端はを上げて笑った。

「たいした余裕だな。ジリア、そこのへっぽこ門番とお前でなにができる？」

「何がと言われましても。あなたたちを捕まえて懲ちよう罰ばつ房送りにすることくらいですかね」

「ほざくな。術を破った程度でつけ上がったか？　本来ここにいるはずのない人間が。お前が指輪生とはお笑いだよ」

「ここにいるはずがない？　ジリアちゃんといるだろ」

　意味がわからずクレトは彼女を見たが、少女は無表情にイーサを見返しているだけだ。地面に片端をついた棒状の包みを、細い左腕がかろうじて挟はさんでいる。

　イーサは芝居がかった身振りで両手を広げた。

「なあ門番、せっかくだから教えといてやるよ。──この女はな、本来入学の種族選抜からは洩もれてたんだ。羽う人じん族のくせにろくな力がなくてな。でも、入学式直前で、種族主席だったやつが死んだ。だから補欠で入学したんだ。落ちこぼれの自分をさんざん庇かばってくれた、ルルゥ・エンシズの代わりにな」

　侮ぶ蔑べつの眼めが、動かない少女の上をなぞっていく。

　だがジリアはなにも言わない。その碧へき眼がんは影を帯びて黒と変わらぬように見えた。

　美しい造作は人形のような無表情であったが、どこか音のない雷光を思わせる。

　感情そのものが消えてしまったような、だが止めどない怒いかりを押し殺しているような貌かお。初めて見る少女のそんな顔に、クレトは思わず気を取られた。先ほどの幻視の中、彼女の名を呼んで手を伸ばしてきた見知らぬ少女の顔が浮かぶ。

　イーサは嗜し虐ぎやくを見せて笑った。

「出来損ないが指輪生とは笑わせるよ。優等生面づらして、ルルゥ・エンシズにでもなったつもりか？　誰よりもお前こそが、あいつの死を喜んだだろうに──」

「……っ、」

「その辺にしとけよ」

　低い声。感情を抑えた制止が、イーサの弁舌を遮る。

　口を開きかけていたジリアが、瞠どう目もくしてクレトを見た。

　青年は静かな苛いら立だちに一滴の憐れん憫びんを混ぜて、羽う人じん族の少年に対する。

「お前はさ……自分たちのこと囚人だって言うわりには、一割の強者に選ばれたことを随ずい分ぶん自慢げに語るんだな。嬉うれしいか嬉しくないのかどっちだよ」

「もちろん嬉しいさ。てめえみたいなのを嬲なぶり殺す時には特に」

　力に、己に淫いんした笑い。残ざん虐ぎやくさを隠さない少年に、クレトは頷うなずいた。

「なるほどな……よくわかった」

　クレトは小さく息を吐はく。ジリアはそんな彼をじっと見つめると、表情を消し、目を閉じた。白い左手が長包みをつかむ。門番の青年は、足あし下もとの石に爪つま先さきをかけた。

「お前ら全員──心の相談室に放りこんでやる」




　踏ふみこみは一いつ瞬しゆんだ。

　クレトの足が、拳こぶし大の石を真上に撥はね上げる。彼はそれをつかみざま、大きく振りかぶってジリアへと投じた。自分から外れて飛ぶ石に、イーサが笑う。

「馬ば鹿かか、どこへ投げて……」

　石は彼女の頭上を越え、後ろの少年の右目へとぶつかった。呻うめき声を上げて手を緩めた彼の顎あごを、ジリアのつかんだ包みが突き上げる。彼女はそのままよろめくようにして走り出した。

「クレト！　イーサを！」

「わかった」

　彼と羽人族の少年との間には、竜りゆう人じん族が一人いる。

　避よけようともせず向かってくるクレトに、相手が返したものは固い拳だ。

　みぞおちを狙ねらって突きこまれた腕に、クレトは咄とつ嗟さに左手を伸ばす。生徒の肘ひじを外からつかんで攻撃を逸そらすと、そのまますっと身を屈かがめた。踏ふみこまれた足を右手ですくい上げる。

　流れるような動作は相手にとって予想外のものだったのだろう。足を取られて尻しり餅もちをついた少年は、啞あ然ぜんとした顔になった。その隣をクレトはすり抜けて走る。イーサの前にいた獣が、彼に気づいて迎撃に駆かけ出した。

　けれど獣の黒い体は、横からの青雷に打たれて撥ね飛ぶ。

「な……っ」

　クレトに向けて魔法を放とうとしていたイーサは、あわてて視線を転じる。

　だがその時少年が見たものは、布に包まれた棒を振りかぶるジリアの姿だ。欠片かけらの遠えん慮りよもなく振るわれた棒が、彼の腹を横よこ薙なぎに強打する。細身のイーサは苦く悶もんの声を上げ地面に転がった。ジリアはすばやく突剣を抜きなおすと、同族へと切っ先を向ける。

　しかしその背に、竜りゆう人じん族の手が伸びた。

「ジリア！　避よけろ！」

　クレトの警告が飛ぶ。

　再び喉のどをつかみ取ろうとする青い手から、少女はすれすれで身をかわした。

　細い身体からだが地面を転がる。その間にイーサは上体を起こすと、短剣をクレトへとむけた。

「失うせろ！」

「げ……」

　宙に生まれた黒こつ渦かが、彼を飲みこもうと押し寄せる。

　足あし下もとに着弾するそれを避よけて、クレトは大きく左へと跳とんだ。着地した瞬しゆん間かん、けれど嫌いやな予感を覚えて屈かがみこむ。

　──直後、頭上を燃えさかる火球が通り過ぎていった。

　白熱の火は、ジリアを追おうとする竜人族の目前を掠かすめて行き過ぎると、寮の外壁に当たって大きな火花を上げる。またたく炎熱は壁に吸収され、クレトの体はずしりと重みを感じた。

「おいおい……竜の火かよ」

　全てを溶かしつくす業熱の炎。

　竜りゆう人じん族の種族特性の一つ、裂れつ帛ぱくの気と共に彼らが吐はき出す火球は、まともに食らえば骨まで焼かれかねない代物だ。竜人族も口こう咥こう内ないであれば耐性があるが、硬こう肌きに直撃すれば大怪け我がはまぬがれない。こんなものを混戦状態で放ってくるとは、仲間が巻き添えになるのも気にしていないのだろう。下へ手たをしたら、先日と同じように死者が出るかもしれない。

　竜人族の少年から距離を取って立ちなおしたジリアが、深い溜ため息いきをついた。

「これは後始末が大変になりそうですね」

　ぼやく彼女は、形のよい眉まゆを軽くしかめている。よく見ると攻撃がかすりでもしたのか、制服の背中がぱっくりと縦に裂けていた。夜に浮かび上がる白い肌にはどうやら血の筋が浮かんでいるようで、それに気づいたクレトは青ざめる。

「ジリア、羽は」

「平気です。あまり、見ないでください」

　──羽う人じん族の背には、二枚の薄うす羽はねがある。

　繊細で脆もろいその羽に傷がついたのではないかと危あやぶむ青年の視線の先で、少女は裂けたブレザーを脱ぎ捨てた。白いシャツだけになった彼女の背に、透き通った二枚の羽が広がる。

　ゆるやかに弧こを描えがく細い羽。網の目のように広がる羽脈はうっすらと白く、その複雑さは彼ら種族の存在を神秘にさえ思わせる。優美な曲線を描く外縁には淡あわい白の羽毛が生えており、産うぶ毛げのようなそれらは月の光を受けて眩まばゆい輝きを宿していた。

　普段服の下に畳まれているそれを、竜りゆう人じん族の少年たちもあまり見たことがないのだろう。彼らは二人とも足を止め、啞あ然ぜんとした目でジリアを見ていた。

　彼女はその視線に気づくと、不快げに眉まゆを寄せる。

「制服は弁償してもらいます。クレトに」

「また俺か！　どんだけ俺の借金増やす気だ！」

「そろそろあなたも服を新調するでしょうから、ついでに頼んでください」

「今日新調したよ！　これが新調したやつだよ！」

「……頭大丈夫ですか？」

　心底憐あわれむ目を向けて、ジリアは首を傾かしげる。

　彼女はそして、視線を転じると、それよりも酷こく薄はくな目をイーサに向けた。

「もっとも、頭の気の毒さではあなたの方が上のようですが。──一体、誰の甘かん言げんに踊らされたんです？」

　冷やかな声音は、場の空気を打ち据すえ、凍らせる力を持っていた。

　広がる薄うす羽はねが夜に淡く浮き上がる。乱れた髪は月光と同じ白銀に染まり、碧へき眼がんはまっすぐにイーサを射抜いていた。

　なんと謗そしられようとも、誰に引け目を感じる様子もない立ち姿。堂々たる彼女の威に気け圧おされかけた少年は、己の空くう隙げきに気づくと顔を歪ゆがめた。忌いま々いましげに舌打ちし、石段の上に手を伸ばす。そこから彼は一冊のノートを取り上げた。

「踊らされてる？　それはお前たちのことだろ。王女の駒こまが」

「王女の駒って……ちょ、待て！　それ返せ！」

　少年が手元で広げたのは、クレトが毎日つけている日誌だ。石段の脇わきに置いたままだったのをすっかり忘れていた。ぼろぼろで血の染みだらけだが、彼自身にとっては苦労の証明とも言えるものだ。クレトは飛び上がって駆かけ出そうとする。

　しかしイーサは、青年の反応に陰いん惨さんな笑いを見せた。ノートの端を摘つまんで吊つり下げる。

「毎日泥と汗まみれで結構なことだな。──全部、無む駄だな努力だけどよ」

　言うなり少年は、逆の手に持った短剣を上げる。なにをする気か止める間もない。

「待……っ！」

　クレトの視線の先で、朽くちかけたノートは燃え上がった。少年は火のついたままのそれを足あし下もとに放る。呆ぼう然ぜんと立ちつくす青年を嘲あざ笑わらいながら、イーサはくすぶる黒灰を踏ふみにじった。

「次にこうなるのはお前だ。当然だろ？　いつだって看守は囚人に殺されるものなんだからな」

　闇やみ夜よの空気に、紙の焦こげる匂においが混ざりこむ。

　野心を叶かなえ、抑圧を晴らすための獲物。監獄学校の門番とは──看守とは、そのための存在でしかないと笑う少年に、クレトは震える息を吐はいた。ふつふつと腹の底で血が沸わき立つ。

「……扉は壊されるわ、日誌は焼かれるわ……マジなんなんだ。俺の心を折りにきてるのか。しかも言うにことかいて、看守が殺されるものだと？　いい加減にしろ」

　全身に血が巡る。包帯に覆われた拳こぶしを、彼はきつく握りこむ。

「俺は、そうは思わない」

　そしてクレトは、地面を蹴けった。




　駆かけ出した青年を阻はばもうと、竜りゆう人じん族の少年が立ちふさがる。

　だがクレトは足を止めない。胸に突きこまれる拳を、塵ちりでも払うように外へと逸そらした。大きく開いた手で相手の顔をわしづかむ。

　──そのまま彼は少年の全身を、暗い地面に叩たたきつけた。

「がは……っ」

　衝撃に呻うめいて昏こん倒とうする竜人族を見もせず、青年は左足を軸に反転する。

　そこには既に、彼を追ってきたもう一人の少年が迫せまっていた。

「貴様……！」

　怒気を剝むき出しに、少年は吼ほえる。

　竜の火を吐はこうと開きかけた口。

　だがその顎あごを、クレトは踏ふみこみざま思いきり蹴けり上げる。

「っ、が……！」

　のけぞりさらけ出された喉のどに、間をおかず肘ひじを振るう。

　速く、鋭するどく、一点を穿うがつ打撃。

　気道を麻ま痺ひさせる一撃に、少年は声もなく弾はじき飛ばされた。宙を舞う体は、暗い土の上に打ちつけられると、それきりぴくりとも動かなくなる。

　離れた場所から全てを見ていたイーサは、口元をわななかせた。

「馬ば鹿かな」

　個体最強、と呼ばれる竜りゆう人じん族二人がまたたく間に一いつ蹴しゆうされたのだ。

　もう他に誰もいない。認めたくない状況に、イーサは愕がく然ぜんと立ちすくむ。

　嘲あざけりが剝はがれおちた少年のこめかみに、横から突剣の先端が突きつけられた。

「これで終わりです。イーサ・アテ」

　そして夜の中に、青白い光が跳はねた。







　ずいぶん長くかかった気もするが、衝突はほんの十分足らずのことだったらしい。

　誰かに見つかって大騒さわぎになるかともクレトは思ったが、蓋ふたを開けてみれば、生徒たちが数人、窓からなにかあったのか覗のぞいてきたくらいだ。それもジリアの姿に気づくと興味がないように引っこんでしまうのだから、よほど騒そう動どうに慣れきっているのだろう。

　クレトは灰になってしまった日誌を一人見下ろす。

「…………言葉にならない」

「なってるじゃないですか。使ってしまった落とし穴、早く埋めてください」

「ちょっとくらい凹へこませろ。ほんと悲しい。ほんと悲しい。扉壊れてるし」

「残業延長ですね」

　イーサと竜りゆう人じん族二人、そして獣三匹は、既に気絶しているところを拘束して地面の上に転がしてある。そこまではジリアも手伝ってくれたのだが、さすがに体力の限界にきたのだろう。今は布に包まれた成敗棒を抱かかえ、下の石段に腰かけていた。結局なんだかわからなかった謎なぞの棒に、クレトは呆あきれた目を向ける。

「その成敗棒、邪じや魔まじゃないのか」

「邪魔ですけど、借り物ですから。いざという時のために持ってきたんですが、今回は別に要いらなかったですね……。今からでもあなたに使うか迷います」

「嫌いやな予感しかしないからやめろ」

　ジリアは「残念です」とだけ呟つぶやくと、小さな裁縫セットを取り出す。切られたブレザーを繕つくろうつもりなのだろう。膝ひざの上に広げられた制服は、背の中央でほぼ半分に裂けていた。

「それにしても、門番を殺して脱走ですか。現実的な話ではありませんね」

「んー。どうだろうな。誰が使し嗾そうしてるかはわからんけど、門番が中にいるってことは鍵かぎ持って入ってるってことだろ？　ならそれを奪うばえば出られるんじゃ、って思うのはわかるんだよな」

「出られませんよ」

「へ？　まさかこの鍵、門番以外使えないとかあるのか？」

　ジリアの前に立つクレトは、首に提さげた鍵を引っぱり上げる。二つの鍵は取り立てて特別なものには見えないのだが、意外に個人認証が可能なのだろうか。

　針に糸を通そうとしている少女は、けれどあっさり首を横に振った。

「別にそういう機能はありません。私の指輪だって、別の人間が使っても通用口開きますし」

「あれ、そうなのか」

「ええ。でも、扉を開けられたらそれで逃げられるわけじゃないんですよ。監獄学校とまで言われる場所が、そんなに甘いわけがないです。どの道、私たちは正式な手段を踏ふまずには外に出られないようになっています」

「外に出られないようになっている？」

　少女の口ぶりは、いささかの含みを感じさせるものだった。

　聞きとがめられたジリアは、穴から逸それる糸に焦あせる様子もなく頷うなずく。

「そうですよ。私たちは入学した時点で肉体に魔法の紋もん様よう処理を施ほどこされます。この紋様は壁を越えた時点で作用し始め、私たちの生気を少しずつ吸い取っていく──そういう仕組みになっているんです」

　一向に通らない糸は、先端がよれてしまいつつある。それを指摘したいと思いつつ、クレトはより気になる疑問の方を優先した。

「紋もん様よう処理って。なんだそれ、初耳だぞ」

「でしょうね。私もこの指輪を受け取るまでは効果を知りませんでしたから」

　ジリアは通らなかった糸を膝ひざに置くと、唐とう突とつに門番の青年をねめつける。

　心当たりのない批難の目にクレトは後ずさりたくなったが、彼女も文句を言いたいわけではないらしい。うっすらと赤らむ頰ほほに手をついて、後ろをむいた。

「……見せる方が早いってだけですから」

「へ？」

　気の抜けた声を上げる青年に、彼女は身体からだをひねって背を向ける。

　広げられたままの薄うす羽はねが月光に染まり、先端が燐りん光こうを帯びて輝いた。

　透き通って輝く二枚の羽。複雑なその模様一つ一つはぞっとするほど美しい。

　繊細な眺ながめに思わず見み惚とれかけたクレトは、だが彼女が半裸であることに気づくとあわてて視線を逸そらした。ジリアのか細い声が聞こえる。

「……どこを見ているんですか」

「見てない。全然見てない」

「馬鹿言ってないでちゃんと見てください。さすがに恥はずかしいです」

　薄羽が、鈴に似た音を立てて軽く震える。

　その音に気づいて目をむけたクレトは、軽く息を飲んだ。

　二枚の羽を出してしまったため、シャツの切れ目はぱっくりと広がっている。その間はすべらかな肌がむき出しになっており、羽う人じん族特有の透き通るような白さが、忌いまわしいほど見る者の目を引いた。背骨が描えがく柔らかな曲線は、紺色のスカートのすぐ上まで続いている。

　無防備なうなじから背の半ばにかけては、先程の戦闘のせいで縦に一筋浅い傷が入っていた。まだ固まりきっていない血の痕あとが、痛々しくも艶なまめかしい。

　──しかしそれよりも目を引くものが、彼女の背にはあった。

「……なんだこりゃ」

　青年を驚かせたものは、二枚の羽の間にあるものだ。

　白い背の中央に焼きつけられた、赤い円環の紋様──痣あざにしては鮮やかすぎるそれは、まぎれもなく魔法の産物だ。

　青年の啞あ然ぜんとした呟つぶやきにジリアが答える。

「これは全生徒の背中に焼きつけられているものですが、学校を囲う三重の壁と連動しています。あれらの壁が衝突してきた私たちの力を防いで吸い取るように、この紋様は壁から出たものの生気を吸い上げて壁に送るようになっているのです。で、指輪生には、それを無効にする魔法処理が施ほどされています。もっとも二の壁を越えたらその無効も効かなくなりますが」

「まじか……知らなかった。ってことは、普通の生徒は壁を越えると死ぬのか？」

　そうなのだとしたら、門番は別の意味で重要な役目を担になっていることになる。

　緊張を見せるクレトに、だが少女は軽くかぶりを振った。。

「さすがにそこまで乱暴じゃありません。ただ生気を吸い上げられると少しずつ衰弱していきますからね。最終的に倒れているところを連れ戻されて終わりです。一番遠くまで行った生徒でも、二の壁の扉の前までだそうですよ」

「それ、めちゃくちゃ近いだろ。っと、傷大丈夫か？」

「ひゃっ」
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　傷から垂れかけた血をすくい取ろうとした指が、薄うす羽はねの先端を掠かすめる。

　それだけのことで、ジリアは座ったまま飛び上がった。耳の後ろから背までが一いつ瞬しゆんで紅潮する。ブレザーを抱きしめて振り返った彼女は、恨うらみがましい涙目でクレトをにらんだ。

「何するんですか……」

「いや、悪い……羽に触さわるつもりはなかった」

　羽う人じん族の薄羽は、全身でもっとも鋭えい敏びんな感覚を持つ箇所なのだ。

　そのことを思い出したクレトはうろたえて謝ったが、ジリアは真っ赤になって批難の目をむけてくるだけだ。よく見ると細い首や脚までもが朱しゆに染まっている。

　普段、透き通るほど白い肌に熱が差している様は、いたたまれないくらい艶つやめいており──クレトは直視できずに手で顔を押さえた。

「ほんっと悪かった。次は気をつける」

「次はって……またやる予定があるなら言ってください。今、成敗しますから」

「言い方が悪かった！　もうしない！」

　謎なぞの棒の正体は不明だが、あれで殴なぐられたらきっと痛い。

　平謝りするクレトを、少女はしばらくの間、赤面したままねめつけていたが、やがてふてくされたように横を向いた。

「もう少し行動には気をつけてください。ただでさえあなたは変なんですから」

「変って」

「何もかもが変です。動ける人間だろうとは思っていましたが、予想以上の強さでしたし」

「なんだそりゃ……ってか、ジリア、そろそろ針貸せ」

　彼女の手つきを見ていると、朝までかかっても制服は直らないと断言できる。

　クレトは彼女から少し離れた隣に座ると、膝ひざ上うえに針糸とブレザーを引き取った。さっさと糸を通して応急処置を始める。

　少女はそれを見て目を丸くした。

「裁縫ができるんですか？」

「少し。同居人がそういうの面倒がってやらなかったからな。ちょっと待ってろ」

　裂けた部分を縫いあわせながら言うと、少女は素直に頷うなずく。

　やがてジリアは自分の膝に頰ほお杖づえをつき、感心の目で彼の手元を眺ながめ始めた。顎あごを支える指に通された指輪を、クレトは一いち瞥べつする。

　羽う人じん族の少女。特権を持つ指輪生で──だが力の足りない彼女。

　期せずして知ってしまった断片について、触れていいものかどうかクレトは迷った。なにも聞かなかったふりをすべきかとも思う。

　しかしジリアは、そんな迷いも見透かしているかのように、ぽつりと口を開いた。

「そういえば、私が術を破った時、何を見ました？」

「……あー、森が見えた。やたら緑の」

「ああ。羽人族の原集落ですね。術に干渉した際に私の過去が見えたんでしょう」

「うん」

「他に誰か見ました？」

　抑揚のない声音は、遠く穏やかなものにも思える。クレトは針を持ちなおしながら、銀色の先端を見つめた。

「人を見た。銀髪の女の子。お前を呼んでた」

「そうですか」

　沈ちん黙もくが落ちる。青年は一いつ瞬しゆんそれが気まずいものになるかと思ったが、ジリアはふっと微笑した。白い十指が膝ひざの上で組まれる。

「彼女の名はルルゥ・エンシズ──私の大切な、幼おさな馴な染じみでした」

　それきりジリアは、ブレザーを受け取ってはおるまで、目を閉じてなにも言わないままだった。







　疲れてはいるが、このまま生徒たちを転がしておくわけにもいかない。そろそろ叩たたき起こして、一連の事情を聞いた方がいいだろう。

　そう思ったクレトが立ち上がりかけた時、背後から聞き覚えのある声が響いた。

「──うお、また扉が壊れてる！　なにがあったんだ？」

「あ、ちょうどいい人が来た」

　誰か生徒が通報したのかもしれない。二人が立ち上がると、石段の上ではセウルが目を丸くして、辺りを見回していた。寝ていたところを起こされたらしくジャージ姿の教師は、地面に転がされている生徒に気づくと顔色を変える。

「どうした！　急病か！　今、心の相談室に連れてくからな！」

「ひでえ」

　そこはまず医務室ではないだろうか。思わず洩もらした感想に、セウルが二人の方を見た。

「あ、門番さん。こいつらどうしたんですか？」

「あー……なにから説明すりゃいいのか。とにかく、こいつら誰かになんか吹き込まれたかしてるみたいなんですよ。で、門番を襲ってると」

「門番を襲ってる？」

　訝いぶかしげな反応は当然のものかもしれない。人の善意を信じる相談室の主あるじに、生徒たちの凶行をすぐに理解しろと言っても難しいだろう。セウルは首を捻ひねりながら石段を下りてくると、一番近くに転がるイーサに歩み寄った。少年の傍かたわらに座りこみ、その体を揺ゆする。

「おい。なにやってるんだ？　相談室に行くか？　行きたいよな？」

「本当ひどい」

　どうあっても行きつく先は相談室なのか──だが次の瞬しゆん間かん、クレトは予想外の光景にぎょっとした。今まで気絶していたと思っていたイーサが、突然跳はね起きたのだ。

「な……」

　ジリアが突剣に手をかける。闇やみの中を白刃が煌きらめく。

　隠し持っていたらしい刃で拘束を破った少年は、驚く教師に目もくれず、門に向かって走り出した。まっさきに飛び出したクレトがその後を追う。

「こら、待て……」

　逃げるつもりかとも思ったが、通用門の鍵かぎは閉まっている。

　ならば、行く先はどこにもないはずだ。そう思いかけたクレトは、けれど通用扉に飛びついたイーサが扉を開けるのを見て、思わず啞あ然ぜんとした。

「んな馬ば鹿かな……！」

　開いた隙すき間まに、イーサは自分の体を押しこんで消える。どこから鍵かぎを調達してきたのか、あわてて後を追おうとするクレトに、セウルの声が飛んだ。

「大丈夫です、門番さん！　そう遠くへは行けないはずですから！」

「あ、そうか……」

　普通の生徒は門外では生気を吸い取られていくのだ。ジリアから聞いたばかりの話を思い出し、クレトは速度を落とす。

　そうして遅れて通用口にたどりついた彼は、開いたままの扉から外に出た。

　途端、甘い香りが鼻を突き──クレトは戦せん慄りつする。




　──門の先、闇やみの中には灰青色の巨大ワニが動きを止めて、立ちすくむイーサを見ていた。




「あ……」

　少年の口から、微かすかに震える呟つぶやきが落ちる。

　ワニはじっと彼を見ている。

　なにかを値ね踏ぶみしているような眼まな差ざし。その意味を悟さとったクレトは警告を叫さけぼうとし──

　けれど止める間もなく、巨大な顎あごがイーサに食らいついた。

「……っ！」

　暗い地面に血ち飛沫しぶきが飛び散る。

　全ては一いつ瞬しゆんのことで──膝ひざから上を失った足が、ばらばらに地面へと倒れた。

　がつがつと、牙きばの奥から鈍にぶい咀そ嚼しやく音が聞こえてくる。

　その光景を立ちつくして見ていたクレトは、だがすぐに近づいてくる足音を聞いて正気に戻った。通用口から出てこようとするジリアを強引に押し戻す。

「ちょ……なんですか、クレト！」

「中にいろ！　見るな！」

「門番さん？」

　訳が分からないでいる二人を押しとどめて、クレトは奥歯を嚙かみしめる。

　月光によってかき消されない忌いまわしい音。それがようやく終わった後──「断罪者」はクレトを一いち瞥べつすると、また元のようにゆっくりと、夜の中に消えていった。

　白い光の下にはただ、血ち溜だまりに置いていかれた足だけが残っていた。










　　　５




　庭に吹く夜風は生ぬるく、校舎の隙すき間まを抜ける度、泣き声に似た音が聞こえてくる。

　辺りに人の姿はない。灯あかりもない。寮の部屋の灯りは全て消え、生きているものは玄関の前に立つ、青年一人しか存在しないかのようだった。

　凄せい惨さんな終わりを迎えた夜から数日、鉄てつ格ごう子しの扉を見張っていたクレトは、ふと顔を上げる。

「これは……」

　どこから聞こえてくるかはわからない。ただ確かに風に乗って、その声は聞こえてきた。

　轟ごう々ごうと聞こえるそれは、地から響く呪じゆ詛そだ。敵を、味方を、時代を、人を、呪のろう声。

　狂った魂から吐はき出される憎ぞう悪おが、土の上を這はい、夜気に溶けて流れてくる。

　クレトは聞きなれた声に、闇の向こうを見つめた。

「もういいんだ、っつっても、お前には届かないんだろうな……」

　怨えん嗟さの声はやまない。大戦最後の日に生まれた狂気は、いつまでも憤怒を吐き出し続ける。

　おそらくは、戦いくさが終わったことさえ知らないのだろう。ただ奪うばわれたことだけを知っている。

　そして、それを許した全てに憤いきどおっている。──いまだ大戦にとらわれ続ける妄もう執しゆうだ。

「……もういいんだ」

　嘆たん息そくがひとりでにこぼれる。ぬるい空気に溶けた言葉は、呪詛に混ざって流れていく。

「全て終わった。もう──誰もいない」

　だから、尽つきることのない呪詛も、やがては由来を忘れられ、単なる怪奇となるのだろう。

　そうしていつまでも続いていく。監獄であるこの学校と、移り変わる生徒たちと共に。

　──生ぬるい風が吹く。

　クレトは声に背を向け、目を閉じる。

　そっと追いかけてくる呪詛は過去にいるままで、彼の中にひそむ空虚と深く繫つながっていた。
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　大戦最後の日に起こった事件について、狂王子の犠牲になった要人は三人と言われている。

　そのうちの一人は獣じゆう人じん族の長おさであり、彼はディアテに強い反感を持ちながらも、情勢の悪化におされて話しあいのテーブルについていた。もう一人は羽う人じん族の女王で、争いに消極的であった老齢の女王は、和平についての要請を歓迎し、ディアテに来ていた。

　最後の一人は竜りゆう人じん族の長の娘だ。狂王子と連名で要人たちを集めた彼女は、平和を願って話しあいの場を設けた。けれど会議が始まった直後、彼女は狂王子に剣を突きつけられ──今では悲劇の姫として知られている。

　凄せい惨さんな事件の後始末をしたのは、残ったディアテの王族と他種族の有力者たちで、彼らは苦心の末混乱を収めて協議し、今の体制の原型を創つくった。監獄学校が創られたのは、終戦後まもなくのことで、当初は年齢にかかわらず、各種族の強者が無作為に放りこまれている。授業もなかったその頃は、どちらかというとこの場所は教育機関というより収容所であった。

「──今みたいに学校として機能し始めたのは、大戦が終わってから五年後のことだな。その後はまぁ、お前も知るとおり、こういう学校になってる」

　話の終わりに、セウルは辺りを見回す。寮の玄関前は、放課後にもかかわらずあまり生徒の姿がない。石段の前に机と椅い子すをおいて「出張相談室」の看板を掲げているセウルと、その隣でやはり机をおいて塩パンを売っているクレトが目立つくらいだ。

　一番に生徒が集まっているのは、少し離れたところに置かれた「子犬の引き取り手を探しています」というスペースで、低い円柵のまわりには数名の女子生徒が集まってはしゃいでいた。

　相談机の前の椅子ではなく、寮の石段に座っているミャーが大きなあくびをする。

「先生の話はさ、長い割におもしろくないよね」

「そういうはっきりとしたところも、ミャーのいいとこだよ……」

　セウルがしおれているのは、出張相談室に生徒がまったく近づいてこない現実を目まの当たりにしたからかもしれない。おまけに同時進行で行われている補習は、一人だけ捕獲されたミャーにむけられているのだが、彼女は溢あふれ出た補習を聞き流し続けている。

　少女は、短いスカートの上に肘ひじをついて顎あごを支えた。

「ねー、門番、塩パンいっこちょうだい」

「ほいよ」

「あの、門番さんはどうしてそこでパン売ってるんですか」

「いや、ついに相談室が来たかと思って……」

　売る側に回れば、相談者にさせられずに済むかとも思ったが、改めて自分たちの絵え面づらを見ると実に意味不明だ。買いに来る生徒もまったくおらず、この分では食堂から仕入れてきたパンは、すべてミャーへの土産みやげものとなりそうだった。

　クレトは椅子の背に体を預けると、背後の彼女へ問う。

「大体、なんで補習受けても受けても減らないんだよ。おかしいだろ」

「聞いても忘れちゃうから、追試で落ちちゃうだけだよ」

「もう本当困りますよね……。門番さんも、時間あったら補習してやってください」

「俺の仕事は門番です」

　勉強を軽く見てやるくらいならともかく、教師に補習を任されるのはどういうことなのか。

　にべもないクレトの拒絶を聞いて、セウルは机の上で頭を抱かかえた。

「まったく参るよなー、人死には出てるし、なんか変な噂うわさとかで空気悪いしさ」

　──イーサの一件は、前の門番と同じ「事故」ということで処理された。

　例のワニは、どうやら脱走者の生気を吸い取るのと同じ判別で、逃げた生徒を食らう守護獣であったらしい。セウルが問いあわせたところ、上層部からは「当とう該がい生徒には処罰が下された」とだけ返ってきた。この学校がディアテの火薬庫であると、忘れかけていた事実をつきつけられたようで、クレトは気き鬱うつになる。

　それだけでなく、イーサの言っていた「門番殺し」について、詳くわしい情報を持っていたのは死んだ本人だけのようなのだ。他の生徒からは度重なる聞き取りにもかかわらず「イーサから聞いた」という以上の情報は得られていない。あれ以来、新たに夜襲ってくる生徒もおらず、どうやって彼が鍵かぎを調達したかもわからないままだ。正直言って調査はふり出しに戻っている。

　加えて──不穏な噂うわさは、あいかわらず広まり続けている。

　種族間会議を三日後に控えた現在、王家が各種族を完全支配しようとしているとの話は、少しずつ形を変えたものがいくつも重なり、生徒たちの半数近くを疑ぎ心しん暗あん鬼きで蝕むしばんでいた。

　肩を落としたセウルは、いつもの無む駄だな前向きさもどこへやら、大きく嘆たん息そくする。

「もうさ、他の先生方はしらんぷりだしさ、生徒たちに気持ちは通じないし……。こんなに苦労して給料もらっても結局使う暇はなくて、外に出る時間ないから彼女もできない……。ねえ、門番さん、おれ一生このままなのかな！」

「俺に相談されても！」

　出張相談の意味が変わってきている気がするし、生徒に聞かせる話でもない気がする。

　しかしやるせない大人の現実を聞いたミャーは、「外に出られても彼女できるとは限らないよ」と更なる現実を指摘しただけだった。どんよりとした空気を漂わせる教師の後ろで、少女はクッキーの小袋を取り出しぽりぽりと食べ始める。うちの一枚をクレトに差し出した。

「はい、門番にあげる」

「お、ありがとな」

「ミャー、先生には……？」

「門番は小食だから、もうちょっと食べた方がいいよ」

「俺、消化機能弱いんだよ。ってか可か哀わい想そうだから先生をシカトすんな」

　見事に無視されたセウルは、更に重く頭こうべを垂れている。ミャー一人にこんなに凹へこんでいて、はたして浮上できるのかとも思うのだが、ミャーが他の生徒と比べてもひどいのは事実だ。

　彼女はセウルを見ると、あっさり「気づかなかった」と言いきった。

「先生も食べたいなら言えばいいのに」

「言ってたよ……。無視されたけど……」

「そういうはっきりしなさが、彼女ができない原因かもよ」

「お前、先生にむかって言いたい放題だな！」

　見かねて再びクレトが叱しかると、ミャーは「ごめんなさい」と素直に謝った。言われた当人は、相談机に額ひたいを落として鬱うつ々うつとしている。慰なぐさめるのも気まずいのでそろそろ撤収してくれないだろうか、とクレトが思っていると、後ろでミャーが唐とう突とつに立ち上がった。

「お姫様だ」

「え？」

　開いた門の向こうを指す手に、クレトはまさかと思ったが振り返った。

　──そして視線の先に、一人の人物をみとめる。

　見覚えのある白金の髪、淡あわい水色のドレスは品のある華はなやかさで、高い黒壁の背景にひどく不釣合いに見える。距離があるため瞳ひとみの色までは判別できないが、彼を見つけて微ほほ笑えんだその顔は、まぎれもなく先日やってきたマリーユのものだ。彼女の後ろには数人の近衛このえ兵も控えており、クレトは呆ぼう然ぜんと立ちつくしてしまった。

　彼の横をミャーが駆かけていく。

「お姫様！」

「あ……こら！　待て、ミャー！」

　制止の声にも止まらず、少女は一直線に王女の方へ走っていった。そのまま途中で落とし穴に落ちる。「ぎゃー」という悲鳴を聞き、呆然としていたらしいセウルがようやく立ち上がった。

「いや、びっくり。一応挨あい拶さつした方がいいんだよね？」

「多分……。いやでも、これ今はまずいんじゃ……」

　なにしろ校内は現在、王家の悪い噂うわさでもちきりなのだ。今、王女が現れて、いいことがあるとは思えない。他の生徒たちはまだ気づいていないようだが、それもきっと時間の問題だ。

　セウルが困り果てて辺りを見回す。

「え、今はまずいって、いつ挨拶すればいいかな？　ミャー助けた後？」

「そういう意味で言ったんじゃないんすけど、ミャーは助けましょう」

　二人は並んで門に向かうと、まず王女に黙もく礼れいし、穴の中の少女を引き上げた。安全なルートを先導しながら、クレトは自分が緊張していることに気づく。

　なぜ種族間会議を三日後に控えて、このようなところに彼女が来たのか。考えても平和的な答は思いつかない。三人が境界線の前に並んで礼をすると、マリーユはにっこりと微ほほ笑えんだ。

「落とし穴なんて楽しそうね。変わりはないかしら」

「あ、えーと……」

　本当はイーサたちの一件や学校内での噂、そして会議の議題について、聞いておきたい気もするのだが、いきなり彼女に問うて平気かわからない。せめて今ここにジリアがいてくれたなら、と思うクレトの隣で、ミャーが泥のついた手を上げる。

「はいはい、お姫様！　王家が五種族の完全支配をたくらんでる、って本当ですか！」

「バっ……！」

「おま！　ちょ！」

　クレトがミャーの口を押さえ、セウルが後ろから羽は交がい絞じめにする。

　じたばたと暴れる獣じゆう人じん族の少女を、男二人がかりで押さえつけているというひどい光景に、だがマリーユは気分を害した様子もなく、くすくすと笑った。

「乱暴にしてはかわいそうだわ。放してあげなさいな」

「礼儀知らずで申し訳ありません……」

「構いません」

　本来なら、不敬罪で処罰されてもおかしくない状況だ。

　そのことをわかっている二人は額ひたいに冷や汗を浮かべたが、ミャー本人はけろりとしている。解放された少女はそれでも、怒られたことはわかったらしく「ごめんなさい」と頭を下げた。

　そうして宙に浮くかと思われた質問を、だがマリーユは律りち儀ぎに吟ぎん味みする。

「五種族の完全支配、ね。どうしてそんなことを聞くの？」

「聞きたくなったから、です」

　ミャーは耳をぴんと立て姿勢も正す。さすがの彼女も、噂うわさのことを伏ふせる分別くらいはあったらしい。マリーユは手袋を嵌はめた指を顎あごにかけた。

「そう。歴史の授業でやったからかしら。種族間会議が近いから？　面白いですね」

　ひとりで納得している様子の王女は、ミャーに向きなおると美しい微笑を見せる。

「あなたの質問への答はね、わたくしはそんなことは考えていない、です。わたくしは五種族が対等であることと、それによる調和を望んでいるの。己が種族の優越を主張する人間は多いけれど、わたくしは古こ人じん族を優先するつもりもないわ。もちろん、国が内部から分かたれ争わないよう、王家という箍たがは必要。でもそれは、完全支配とはまったく異なる方向性のものです」

　ゆっくりと歌うようなマリーユの声は、やわらかくはあったが、芯しんには鋭するどい理性が通って聞こえた。王女は頤おとがいを上げ、学校寮を仰あおぎ見る。

「当然、五種族の対等を徹底しようとすれば、それはそれで問題が生じるでしょう。けれど、完全支配なんて考えたこともないわ。不可能でしょうし、試みるだけで問題続出間違いなしね」

「そうなんですか。ありがとうございます、お姫様」

「どういたしまして」

　ぺこりと頭を下げるミャーに、マリーユは笑え顔がおで返す。

　周囲の人間から発生している緊張感のせいで、和やかに、とは言いきれない雰ふん囲い気きだが、致命的な事態は回避できたらしい。クレトが内心胸を撫なでおろした時、ミャーが再び口を開いた。

「じゃあお姫様、昔の狂王子みたいなことしたいって思いますか！」

「お前ほんと馬ば鹿か！」

「ミャー、お願い、勘弁して……」

　クレトの絶ぜつ叫きようと、セウルの消え入るような声が重なる。子犬周りの女子たちからも注目が集まり、門番の青年はさすがに頭を抱かかえた。顔色をなくしたセウルが、少女の肩に手を置く。

「よし、ミャー。いいからもう先生と寮に帰るぞ。そして反省文を書くんだ……」

「えー？　まだお姫様に返事もらってないよ」

　左右を見回す少女を、クレトとセウルは両りよう脇わきから拘束した。そのまま二人は王女に断って門前から撤収しようとする。──そこでクレトは、マリーユが軽く目を瞠みはったことに気づいた。

　なにかを見上げて王女の長い睫まつ毛げが震える。彼女はゆっくりと瞼まぶたを下ろすと、再び視線を上げた。青い瞳ひとみが見ているものは、おそらく寮の建物だ。クレトはその先を追って振り返る。無数に並んで見える窓のいくつかには、門の様子をうかがう人影が見えた。

　──その中には、ディサロス・シアンの姿もある。

　彼の姿を見、もう一度マリーユの見ていたであろう窓に意識を戻したクレトは、王女の呆あきれ声を聞いて我に返った。

「放してあげなさいってば。どうしてあなたたちはそう気が早いの」

「で、ですが……」

「わたくしが、学生の質問から逃げるような狭量な人間に思えるのですか？」

　ぴしゃりと言いきるマリーユの言い分は、国を動かす王族としてもっともなものだ。

　二人の男は顔を見あわせると、ミャーから手を放す。よろめいて立つ少女は、その体を支えたクレトに向かって「門番のばかー」と悪態をついた。

　一連のひどいやり取りにもかかわらず、王女の後ろに控える近衛このえ兵たちは見事な無表情だ。門の境界線を挟はさんで存在する温度差に、クレトはいたたまれなくなって胃の上を押さえた。ミャーを挟んで反対側にいるセウルも、似たり寄ったりの顔色になっている。

　心労が積み重なっての仕切りなおしに、王女は若じやつ干かん神しん妙みような顔になると、小さな胸の前で両手の指を組みあわせた。

「二つ目の質問ですが、わたくしは例の事件……二度と繰り返してはならない悲劇だと思っています。あの一件に関連して、要人たちだけでなく、民たみにも被害が出すぎたわ。その結果、大戦が早く終わったのだとはいえ、それはたまたまたそうなったというだけのことでしょう。人の意思を力で封殺しようとする行為が正当化できるわけではないし──踏ふみにじられた人間は、きっとずっと忘れないわ」

　マリーユはそう言うと、赤みさす双そう眸ぼうでクレトを見つめた。

　過ぎ去った時間を、そして風化しつつある愚かさを遠望する目。

　完成する直前で砕くだけ散ってしまったガラス細工を、そっと惜おしむに似た目を見返して、クレトは『やはり彼女は知っているのだ』と悟った。喉のどの奥に、言葉にならない熱がつかえる。

「俺は……」

　忘れることのできない後悔が、言葉を伴ともない吐はき出されそうになる。

　──あの時、誰がどう動けば悲劇を回避できたのか。

　地下にいる間、それを考えない日はなかった。考えない日がなさすぎて、感情は磨ま耗もうしてしまったのかもしれない。クレトは口の中で、失われた者の名を呼ぼうとする。

　だがその寸前で、ミャーが黒い上着の袖を引いた。

「門番、うしろうしろ」

「後ろ？」

　言われて寮の玄関を振り向く。そこに現れた人物を見やって、クレトは思わず呻うめいた。

「げ……ディサロス・シアン……」

　さっきまでは寮の自室にいたはずだが、マリーユの姿を見て外に出てきたのだろう。卒業を許されないという彼の姿に、庭の生徒たちだけでなく、窓から様子をうかがっている者も驚いているのがわかった。

　石段を下りてきたディサロスは、机に積まれた塩パンに気づくと目を丸くする。だがすぐに本来の目的を思い出したらしく、王女をにらみつけながら門の方へ歩いてきた。ミャーを押しのけ、マリーユの眼前に立つ。その第一声は挨あい拶さつの言葉ではなかった。

「種族間会議で、一体なにをしようとしている？」

「なにも。わたくしはいつもどおり、議題を提出するだけです」

　間髪おかず返したマリーユは、目を細めて竜りゆう人じん族の青年を検分する。

　だが少女の視線はそうでありながら、もっと多くを俯ふ瞰かんしているようにも思えた。捉とらえきれない広がりは、彼女の真意が気になったクレトだからこそ気づいたものなのかもしれない。セウルの方は生徒たちの続く暴挙に、顔を覆ってさめざめと泣いている。

　ディサロスは、変わらぬ笑え顔がおを湛たたえたままのマリーユを射るように見み据すえた。

「王家が上位に立つための議題か。このおかしな門番も、そのための道具なのだろう」

「いいえ」

　自分のことを指されてクレトは口を開きかけたが、マリーユは彼を無言で押しとどめた。与えられていた宣告のように、凛りんとした声が紡つむがれる。

「ディサロス・シアン……彼は、あなたのような生徒にとってよき先達となるでしょう。だからこそ、ここに置いたのです。これから先、あなたが学校を出て外で生きる日のために」

　少女の指が、背後に広がる壁の向こうを示す。

　ディサロスが息を飲む気配が、そばにいるクレトにも伝わってきた。それが、自分の名を王女が知っていたことに対する驚きよう愕がくか、卒業を示し唆さされたためかはわからない。クレト自身も、己に振られた役目の意味に無心ではいられなかったのだ。

　マリーユは腕を下ろすと、話題を転ずる。

「わたくしは今回の会議において、種族間の婚姻禁止令の撤廃を提案しようと思います」

「え！　すごい！　それ、おもしろい！」

　無む邪じや気きな声を上げるミャーに、マリーユはにっこりと微ほほ笑えんだ。

「あなたたちが暮らすこの学校に代表されるように、五種族が分かたれて生きる時代はもはやずっと昔に終わりましたから。なにを気にせずとも、好きな人の手を取ることができる──それってとても、素敵なことじゃないかしら」

　相そう好ごうを崩して片目をつむる王女に、いつの間にか門近くにまで来ていた女子生徒たちが、わっと沸わき立った。寮の窓から見ていた生徒にまで広がっていく騒さわぎに、ディサロス・シアンはぽかんと口を開いている。

　だがそれ以上にクレトは、虚を突かれて絶句していた。

　──今この流れで、異種族婚について触れられたのは、はたして意図的なのか違うのか。

　クレトの動どう揺ようを感じ取ってか、王女は愛らしい顔から微笑を消す。彼女はそうしてクレトを見み据すえると、門前の四人だけに聞こえるほどに声を落とした。

「それと門番さん、先日の一件、わたくしも聞きました」

「……っ」

「先に言っておくと、誰がそのようなことを言い出したのかはわからないし、王家がそういった行いを許すことは、決してありません」

　マリーユは微ほほ笑えんだままだ。微笑んだまま、だがそこには静かな怒いかりが漂っている。人の上に立つ者特有の威がゆらりとよぎる。彼女はぎょっとするクレトに艶あでやかな笑え顔がおを向けた。

「けれど、もし生徒があなたの前に立つなら……堂々と正面から、ひとりであなたに打ち勝とうとするのなら──あなたはその時、生徒の前に立ちふさがる者でいておあげなさい。この学校と外界を繫つなぐ門の番人として、高い壁でありなさい」

　挑戦を促うながす言葉に、ディサロスが自分を見るのが、クレトにはわかった。

　生まれる緊張を気にもしていないかのように、王女は鮮やかに微ほほ笑えむ。

「そんなあなたを乗り越えられる生徒なら、わたくしも歓迎しますわ」

「……御ぎよ意い」

　なんといえばいいのか、かろうじてクレトは頭を下げる。

　どうして自分がこの学校の門番に任じられたのか。その答が今更くっきりと、形を持って浮き上がってくる気がした。







「王女殿でん下かがいらっしゃっていたそうですが……何かおっしゃっていました？」

　ランタンを提さげたジリアが門前に現れた時、クレトは夕方の閉門作業をしているところだった。左右の門扉を閉めながら、青年は無言で彼女を手招く。それに応じてジリアが門の外に出ると、クレトは閉めたばかりの門に寄りかかった。

「イーサたちの件について、王家は知らないし、そんなことは許さないって言われたよ」

「ああ……やっぱりそうですか」

　とはいえ、マリーユは「王家は」とわざわざ念を押したのだ。裏を返せばそれは、別のなにかが動いている可能性は否定できないということだろう。

　クレトは『生徒たちの前に立ちふさがれ』と言われたことは伏ふせて、少女に聞き返した。

「校内の方は？　生徒たちなんか言ってたか？」

「殿でん下かが一連の噂うわさを否定する発言をしたことと、次の会議で異種族婚の容認について取り上げるつもりだという話が広まってます。特に後者の話題で寮内はもちきりですよ。それまでの噂が吹き飛ぶ勢いですね」

「おー、そりゃ若いやつらにとっちゃ大事件だしな」

「前から思っていましたが、あなた時々非常に年寄りくさいです」

　ジリアの指摘に苦笑しながら、クレトは門もん扉ぴに閂かんぬきを通す。

　異種族婚の禁止は、大戦以前は不文律として、大戦後はディアテの国法として定められてきたことだ。それには種族間の確執ももちろん影響あるのだろうが、単純に異種族間での結婚の場合、子に恵まれる可能性が極端に低くなることが理由になっている。異種族婚を許せば、ディアテの人口は先細りになりかねない。そのための措置を、マリーユは取り払おうというのだ。

「っつっても、恋愛まで禁じられてたわけじゃないからな。どうせ今までだって事実婚はたくさんあったんだし、それを法的に認めるかどうかってだけで実情は変わらないだろ」

「まぁ、そうですね。どちらかというと、ディアテが実利より精神性を重視するほど円熟した国家になった、という点では意味があるのかもしれません」

「まだ会議で通るかどうかもわからないけどな」

　それでも校内から不穏な噂を吹き飛ばしてしまったという効果は充分に出ただろう。王女はどこまでを知っていて、なにを狙ねらっていたのか。クレトは考えながら、閂に鎖くさりを巻いていく。

「──な、ジリア。ちょい昔の話していいか？」

「なんですか。引きこもり時代の思い出話ですか。壁の染みの数とか」

「すぐ俺を壁に向かわせようとするな。引きこもる前の話だ」

　クレトは鉄てつ鎖さを巻き終えると門扉に寄りかかる。日が沈んだばかりの明るい夜空には、白い星がいくつか浮かんでいた。

「異種族婚の話だけどさ、実はずっと昔にもそういう案が出たことがあるんだ」

「そうなんですか、初耳です」

「立ち消え、っていうか揉もみ消されたからな」

　そうして、全てなかったことにされたのだ。今も残るほろ苦い感情に、彼は口元だけで笑う。

「でも本当は、難しい話じゃなかったんだ。俺は少なくともそう思ってた。単に違う種族で好きあった人間がいて、二人は自分たちの結婚がいい未来に繫つながるんじゃないかと考えてた」

　具体的な名を省いての話に、だがジリアは文句を言う様子もなく黙だまって耳を傾けている。青白いランタンの光が、彼女の繊細な顔立ちを神秘的に彩っていた。

「けど二人がそう発表した時、周りの人間はみんな反対したり怒ったりした。二人を説得しようとして、でも二人は引き離されるのを嫌いやがったんだ。そうしてるうちに外野からも攻撃が来たりでさんざん揉もめまくったあげく……何人も死人が出た」

「死人が？　そんな話でですか？」

「ああ。ひどいことになったよ」

　荒れ果てた部屋の惨さん状じようを、クレトは思い出す。

　花嫁になるはずだった娘は、光のない目で床の中央に横たわっていた。血に汚れたその口元を見て、クレトは全ての終わりを悟ったのだ。無意識のうちに握った拳こぶしを青年は見下ろす。

「あんまりにもひどい事件だったから、結局全部揉み消された。でも当時の俺はそれが許せなくて、めちゃくちゃ暴れたんだよな。当然処罰を受けて──それをきっかけに軍属も辞めた」

　暗い地下で過ごした最初の頃は、激情を引きずってずいぶんセーネに迷惑をかけた。

　だが今、こうして普通にしていられるのも、辛しん抱ぼう強く彼につきあってくれた人形遣いのおかげだろう。空白の時間を経て、鈍どん痛つうを伴ともなう記憶として過去のことを捉とらえられるようになったクレトは、気だるさを引きずってジリアを見やる。

「そんなことがあったから、正直今日、殿でん下かの話聞いて複雑な気持ちになった。あの時、異種族婚について周りにこれくらい理解があったらな、ってな」

　言ってもしかたのないことだとはわかっている。自分が思うほど単純な話ではなかったのだとも。ただあの話を聞いて、クレトは言いようのないほろ苦さを感じたのだ。

　彼は肺の中の空気を全て吐はき出すと、夜空を見上げる。煩はん悶もんを飲み下すだけの沈ちん黙もくが過ぎると、視界の隅で白いランタンが揺ゆれた。

「……別に、あなたがそう思うのは無理もないことでしょう。無理解が出す犠牲を『時機があわなかった』で片付けようとする人は多いですが、私はそうは思いません。火種が多い国だからこそ、犠牲を出さずに済むよう徹底して解決策を探し続けるべきです。──違いますか？」

「違わない、と思うけどな」

　学生らしい理想だ、とも思う。今までどれくらいの人間が、同じことを願って挫ざ折せつしてきたのか。思わずクレトが苦笑すると、少女は形のよい眉まゆを寄せた。

「なんですか、その顔は。どうせ無理だとか思ってますね？　失礼ですよ」

「いやいや。俺なにも言ってないだろ」

「目が言っていました。ひどい話です。本当はあなたのように、無理解を目まの当たりにした人こそが、理想に燃えて空回りすべきですよ。引きこもってる場合じゃありません」

「言いたいことはわかるけどな……。あと空回りを勧めるな」

「回っているだけマシです」

　ジリアはそう言うと、ぽんとクレトの腕を叩たたいた。肯こう定ていするような、叱しつ咤たするような仕草は、温かくはなくとも前を向く意志がある。毅き然ぜんと己を律す彼女の意気が、波は紋もんのように伝わってくる気がして、青年は子供のように頷うなずいた。厳しい優等生である彼女の芯しんは、外から見えるよりもずっと不器用で真しん摯しであるのかもしれない。その強さに今は救われる気がした。

　ジリアは小さな溜ため息いきをつくとランタンの灯あかりを消す。途端、暗くなる辺りに、感情のない声だけが流れた。

「少なくとも、私は己の理想を実現するつもりがあります。そのために昔から、この学校に入ることを希望していましたので」

「希望して？　そりゃ珍しいな」

「ここの卒業生であれば、宮廷官かん吏りへの採用の際、格段に有利です。だから私は最初から入学を希望していました。……ただ少し、力が足りなかったんです」

　落ちこぼれ、と。彼女を嘲ちよう笑しようしていた少年のことを、クレトは思い出す。そして、「幼おさな馴な染じみだった」という少女のことも。

　なにを言えばいいのかはわからない。ただ、「ジリアが悪いわけではない」と思った。そう言葉をかけることが無神経にならないか、迷っているうちに彼女が息をつく音が聞こえる。

「……入学式直前のことで、急な病が原因でした。ほんの二、三日のことだったと、埋葬を済ませた家族に聞きました。昔から力が強い分、体力のない子でしたから……」

　少女の白い指が、闇やみに埋もれる髪をかき上げる。その指先は月光を受けて、痛ましくも清せい冽れつに見えた。ジリアは青年の視線を遮るように両目を閉じる。

「幼馴染みだったんです。力の足りない私をよく励ましてくれて……共に夢を語る、よい友人でした。ですが私は唐とう突とつにルルゥ・エンシズと永遠に会えなくなったのです。そしてあろうことか彼女の死を嘆なげきながら、ふっと思いました。──これで監獄学校に入れるかもしれない、と」

　少女の口元が、ほんのわずか歪ゆがむ。軽く開かれた唇くちびるを嚙かもうとした歯は、だが結局薄い微笑に隠されて見えなくなった。

　──そうしてこの学校に来てから、どれだけ己の心と向き合ってきたのか。

　折れそうに細い躰からだを、クレトはただ見つめる。

　悔かい恨こんの中にあっても綺き麗れいに背筋を伸ばす少女は、黙したままの青年を見上げた。完璧に統御された表情は美しく、その分、隠された哀切を思わせる。

「実に愚かしい、あさましい考えです。でも、だから私は、そんな自分に甘えや妥だ協きようを許すつもりはありません。たとえ子供の夢物語であっても、理想を実現するために空回りし続けます」

「空回りなのか」

「この学校にいるうちは、そうですね」

　ジリアはランタンのつまみをねじると、再び青白い光を灯ともす。

　澄んだ灯りに照らされた足あし下もとは、まるで凪ないだ水面のようだ。ぼんやりとした二人分の黒い輪りん郭かくが、背後の門もん扉ぴへと伸びている。生徒たちを檻おりの中にとどめる巨大な石扉は、戻らない過去を示しているようでもあり、また変えられない現実を知らしめるようでもあった。

　ディアテの五種族を、そして過去と未来を閉じこめた坩堝るつぼである場所。その門前に立つ二人は、似た形の影を引いて隣あっている。

「まったくな……」

　己にも、他者にも甘えを許さない少女。彼女の薄い背が負う決意を思って、クレトはその腕に触れた。先ほどされたようにぽんと叩たたくと、ジリアは目を丸くする。

「たまには力抜けよ。せっかく今は学生なんだから」

「……それは、人生の先達からの助言ですか？」

「別にそんな大したもんじゃない。疲れたら休めってだけだ。俺にできることなら手伝うしな」

　たとえそれが、話し相手になるくらいのささやかなことでも、ないよりはマシだろう。空回りでもいいと、彼女自身が言っているのだから。

　ジリアはを大きな目を見開いて彼を見つめている。澄んだ双そう眸ぼうが微かすかに潤うるみ──けれどクレトがそれに気づくと、彼女はあわてて横をむいた。むっと眉まゆを寄せ、赤くなる頰ほほを押さえる。少しだけ涙ににじんで見える青い瞳ひとみが、拍子抜けするほどに愛らしかった。

「……現状、手伝っているのは、どちらかと言えば私の方ですよ」

「気づくな。いつも助かってる」

「私も愚ぐ痴ちくらいならいつでも聞きますよ。聞くだけですけど」

「おう」

　すっかり空は夜の黒に染まっている。生徒たちは夕食の時間だろう。二人はどちらからともなく通用扉の前に戻った。扉に手をかけたジリアが、細い隙すき間まに体を滑りこませつつ振り返る。

「クレト……遠えん慮りよのない質問をしてもいいですか」

「いつも遠慮ないだろ。なんだよ」

　軽く続きを促うながすと、少女は眉目に愁いを乗せた。逡しゆん巡じゆんに視線をさまよわせる。

「先程のあなたの話ですが……」

「ああ」

「結婚を認められなかった人間とは、あなた自身のことですか」

　音のない風。今のディアテを洗う空気が、二人の間を流れていく。少女の青い双そう眸ぼうは、知らぬ淵ふちを覗のぞいているかのように不安にざわめいていた。

　クレトはかぶりを振って、決まりきった答を返す。

「違う。友人の話だ」

　それ以上を門番は言わない。ジリアはまだなにか言いたげであったが、結局は無言で目を伏ふせると、扉の向こうに消えた。

　やわらかな夜風を追って、クレトは巨大な門もん扉ぴを振り返る。かつて自分を拘束していた鉄てつ鎖さの一本が、今は閂かんぬきに巻かれているのを見やって、彼は呆あきれ笑いをこぼした。

「新しい時代か……」

　動いていく時間に吐はいた息が混ざりこむ。

　呟つぶやいた響きは、叩かれた腕と同じ熱を持っていた。
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　上空を流れる雲は薄くたなびいて、水色の空にぼやけた縞しま模様を作っていた。

　若じやつ干かんの蒸し暑さを時折吹く風が緩和している。乾いた砂がさらさらと土の上をすべって、それ以外の音は聞こえない。よく晴れた空の下、開けられた門を背に立つクレトは、寮の外壁にある時計を見上げていた。

　約束をしていたわけではない。

　だが、思ったとおりの時間に、寮の玄関には一人の人物が現れる。制服ではなく、竜りゆう人じん族の民族衣装である紺の長衣に身を包んだ青年、ディサロス・シアンは、クレトを見とめるとまっすぐに門へと歩いてきた。門番の青年は軽く手を振ってそれに応える。

「よう。やっぱり来たか」

「……王女の戯ざれ言ごとに従ったわけではない。私自身が、外に出るために来たのだ」

　マリーユが現れた日から数日、今日は種族間会議の当日だ。それまでの間、ディサロス・シアンは多くを考えてきたのだろう。クレト自身そうだった。

　──そして、こうなると思っていた。

　クレトの前で足を止めたディサロスは、赤黒い拳こぶしを握る。

「お前たちは王家の話を単なる噂うわさというが、それが事実であるとどうして証明できる？　やはりこの手で変えなければならないのだ。少なくともそう思うくらいに犠牲は出ている。──この閉へい鎖さされた場所であっても」

「……知ってるのか」

　校内から死者が出たという話は、前任門番の件を除いて生徒たちには伏ふせられている。だがどうしても話というものは洩もれてしまうのだろう。或あるいは、ディサロス自身、襲撃者たちとまったく無関係ではないのかもしれない。最初に襲われた晩に、闇やみにまぎれたまま出てこなかった一人がいることをクレトは覚えていた。

　ただ、可能性として疑いはしても、あの嬲なぶるような殺意の主と、目の前の青年は到底結びつかないとも思う。ほとんどの生徒は授業に出ているのであろうこの時間、クレトは学校の境界線上に立って、挑戦者たる生徒を見返した。

「それで、外出たらどうすんだよ」

「知れたことだ。会議の場に向かい、王女を掣せい肘ちゆうする」

「ワニが出るぞ。危ないぞ」

「くだらない怪談はやめろ」

「いや本当……」

　一応言ってはみたものの、明らかに信じてもらえていない。

　ただ──ジリアの観察日記によると、あの守護獣は、昼間は門前を回らないのだという。だからきっと、堂々と開門時間に門番を打ち破り、外に出られる生徒ならば、守護獣による処罰を受けなくて済むのだ。誰が手配したのか皮肉な采さい配はいに、クレトは忌いま々いましさを抱いだく。──そして、あの晩むざむざイーサを死なせてしまった己の愚かさにも。

「外に出たら力に訴えて殿でん下かを止めるのか？　無茶苦茶だな」

「不可能なことではない。私には、それだけの力がある」

　静かな自信をうかがわせる口ぶりに、クレトは眉まゆを寄せた。

　──監獄学校の生徒は、壁を越えると少しずつ生命力を吸い上げられていく。

　ディサロスもまた、そのことを知らないのだろう。だから門を通させて衰弱したところを捕まえる方がずっと楽で安全だ。無理してここで相手をすることはない。

「けどそりゃ、違うだろ」

　自分に求められていることは、そんなことではない。

　今はクレトもそのことがわかっている。マリーユは、ディアテは、これからの時代のために彼を呼び戻したのだと。

　クレトは己の過去をもって、まだ若い青年に相対する。

「悪いが、ここは通さない。それが俺の役目だ」

「国の欺ぎ瞞まんを大義と思いこんで命を落とすのか。憐あわれなことだな」

「そうか？　俺もお前も似たようなものだと思うけどな。自分の信じるもののために力を振るえば、いい結果が返ってくると信じている。──むいてる方向がいつの間にか違っちまってることにも気づかずにな」

　熱くなるばかりに、周りが見えなくなるのだ。

　そうして血にまみれた拳こぶしを振るい続けた。鉄てつ鎖さによって何重も拘束されるまで、人を傷つけ狂乱した。まるで度しがたい、愚かな記憶だ。クレトは喉のどの奥に熱い苦味を覚える。

「ディサロス・シアン、お前がこの学校を出られるのは、国の平和を貴べるようになってからだ。お前が人よりずっと強いっていうなら、その分他のやつらよりまともでなきゃいけない。わかるだろ、均きん衡こうってのは、一度の失敗であっけなく崩れちまったりするんだから」

「賢さかしいな。王家の犬が教師面づらか？」

「違うさ。俺は失敗しちまった側の人間だ。だから、年寄りの忠告と思って聞き入れろよ」

「話にならん」

　予想していたとおりの答にクレトは軽く笑った。竜りゆう人じん族の青年を手招く。

「んじゃ、来い。今ここで失敗させてやる。その方がずっと傷口が小さくて済むからな」

　生徒たちが暮らすこの学校は、たしかに欺瞞を孕はらんでいる。クレトはそのことを知っている。

　だが、若い人間ばかりがここに集められているのは、きっとそれだけの理由ではないのだ。

　多くの生徒たちが種族を越えて友人であるように。そしてマリーユが、生徒たちが卒業した後のことを見み据すえているように。

　ディサロスは険しい表情でクレトをにらむ。

「愚かだな。この学校が檻おりであるのも、今日で終わりだ」

「残念ながら、それを決めるのは俺たちじゃない。門番としてきっちり負かしてやんよ」

　包帯の感触を確かめて、クレトは拳こぶしを構える。

　力の差は圧倒的だろう。それでも負ける気は、微み塵じんもなかった。




　ディサロス・シアンは飛び抜けて強い、と。

　それは、この学校の生徒であれば皆が口にすることだ。個体最強と言われる竜りゆう人じん族の中でも、彼の強さは突出しているのだと。

　数歩の距離をあけて立つクレトは、ディサロスが取った構えの完成度に感かん嘆たんを覚える。頭から爪つま先さきまで、一分の狂いもない。生来の才能に頼るだけではここまでの構えは取れないだろう。おそらく相当の鍛たん錬れんをしてきたはずだ。

　ディサロス・シアンは、そんな感心をするクレトを正面に見据え──不意に、動いた。

　ざん、と踏ふみこまれた地面が鳴る。

　みぞおちを狙ねらって突きこまれた一撃。鋭するどく振るわれた拳は、すれすれで避よけたにもかかわらず、体に重い衝撃を伝えてきた。クレトが自身の脇わき腹ばらを見下ろすと、拳圧のせいかシャツが裂け、下の包帯が見えている。その包帯にも切れ目が入っているのは尋じん常じようなことではない。

「げ、もっとちゃんと避けないと駄だ目めか」

　だが相手の速度からいって回避自体も難しい。いくら体が頑丈だと言っても限度はあるのだ。万が一包帯が切れて落ちたりでもしたら致命的だ。

　クレトは続けて打ちこまれた追撃に、大きく横へ跳とぶ。そうして間を取ると、今度は両手を軽く前に出して構えた。指先から胸元までの領域を己のものとしてディサロスに相対する。

　竜人族の青年は、そんな門番の姿に軽い違和感を覚えたかのように眉まゆを寄せた。

「そういえば、お前の種族を知らないな」

「ああ、そうだな。あんまり言ってない。っつっても、今の俺は種族を教えても意味がないんだ。力はないし魔法は使えない。頑丈ではあるけど、竜人族ほどじゃないしな。なんでもないやつだって言うのが正しいかな」

「ふざけているのか？」

「本気だよ」

　言い終わる前に、顔めがけて硬い拳が飛んでくる。ぎりぎりで回避すれば鼻を削そぎかねない攻撃に対し、クレトはだが、むしろ前に踏みこんだ。屈かがめた頭の上を、切り裂かれた空気が薙ないでいく。びりびりと震動を感じながらディサロスの懐ふところに入った青年は、ためらうことなく相手のあばらを狙い、突きを叩たたきこんだ。強力な皮ひ膚ふから返る痺しびれが腕を伝う。

「く……」

　ディサロスは軽く顔をしかめ、だが揺ゆらぐことはない。クレトの脳天へと肘ひじを振り下ろす。

　まともに食らえば、その一撃はクレトを昏こん倒とうさせただろう。

　鉄てつ杭くいよりも暴力的な肘を、クレトはかろうじて首をひねってかわした。けれど代わりに右肩を打ち抜かれてよろめく。骨の砕くだける耳みみ障ざわりな音が聞こえ、地面に打ちこまれるかと思うほどの衝撃に、クレトの体は大きく傾かしいだ。ディサロスは更に彼の側頭部へと拳こぶしを振るう。

　だが強きよう靱じんな打撃が頭を割り砕くだく寸前で、クレトはその腕を上へと押し上げた。反動を利用しディサロスの側面へと抜ける。踵かかとで相手の脹ふくら脛はぎを打ち抜くと、重心を揺ゆらされたディサロスの長身はふらついた。

　すかさず襟えりをつかもうとするクレトの左手を避よけて、青年は後ろに下がる。

「貴様……」

「これくらいで怒るなよ。まさか今まで一度も負けたことがない、ってわけじゃないだろ」

　笑いながらクレトは、ずきずきと痛む右肩に触れた。強すぎる、というディサロス・シアンの評判は、どうやら誇張ではなかったらしい。セーネの魔法がかかった包帯の上から骨を砕いてくるなど相当の威力だ。この分では自動修復にも時間がかかるだろう。

　クレトは他の部分が無事動くことを確かめて息をつく。

「右が直るまで五分はかかるか？　三分あれば使えるか」

　セーネがいれば正確な時間を教えてもらえるのだろうが、しばらく右腕が上がらない状態で、相手の猛攻を防がねばならないことには変わりない。

　ディサロスの方は大したダメージにもなっていないらしく、顔を斜めにしてクレトを見た。

「降参するなら今のうちだ。両手が使えなくなっては、食事をするにも不自由だろう」

「心配してくれるのはありがたいけどな。俺は食べなくても平気だし、夜には直る」

「くだらぬ強がりだな」

　注意して間合いを取るクレトの言葉を、ディサロスは冗談と思ったのか鼻で笑った。その自信に苦笑を誘われ、クレトは左腕だけで構えなおす。

「よし──来い」

　たとえディサロス・シアンがこの監獄学校でもっとも才能ある生徒だったとしても、それは狭い檻おりの中のことでしかない。侮あなどっていた相手、手負いの敵に勝敗を覆されることなど、外の世界ではいくらでもある。その現実を知っている分、クレトは自分に勝算があると思っていた。

　ディサロスはその場に立ちなおす。

　二人の間の距離は約五歩だ。クレトは自分が冷静でいることを確認すると、その時を待った。

　なんの言葉もなく、ディサロスが地面を蹴ける。

　五歩の間を、たった二歩で埋めてきた青年は、勢いのままクレトの腹を打ち抜いた。予想をはるかに越えた動き、一撃の重さに、クレトは体を折って悶もん絶ぜつする。

「っ……かっ」

「まだだ」

　ディサロスの長身が、低い声を残してわずかに沈む。

　──次の瞬しゆん間かん、こめかみに激しい衝撃を食らって、クレトの体は左に弾はじき飛ばされていた。

　耳みみ障ざわりな音が辺りに響く。声もなく地面に叩たたきつけられる青年を、ディサロスは冷えた目で追った。土の上に崩れ落ちた門番は、壊れた人形のように横たわったまま動く気配がない。

　竜りゆう人じん族の青年は眉まゆをしかめる。

「死んだか？」

「……いや……生きてる。……けどきついな、こりゃ」

　かすれた返答に、ディサロスはぎょっと顔をこわばらせた。

「馬ば鹿かな。どうして生きている」

「どうしてって」

　問われても答が思いつかない。頭に衝撃を受けたせいだろう。クレトは倒れた姿勢のまま浅い息をついて空を見上げた。いつの間にか雲の縞しま模様が消え、曖あい昧まいな薄い水色が広がっている。

　高い壁の中から見える、限られた空。

　けれどそれは、クレトの目にやはり美しく映った。七十年前の最後の日に見た赤い空を、そして長らく見続けた地下の石天井を、彼は思い出す。

　起き上がる気配のないクレトを、苦い侮ぶ蔑べつの声が叩たたいた。

「過ぎた口は災いにしかならないと思い知ったか。わかったなら大人しくしていろ。そのまま寝かせておいてやる」

「あー……たしかに昼寝日和びよりだけどな」

　左手を地面について、クレトは体を起こす。幸い頭は割れていない。彼は踵かかとで強打された側頭部を手で押さえた。

「うお……まだくらくらするな。後ろ回し蹴けりとか久しぶりに食らった……」

　昔もひどく手痛い一撃をもらったことがあるのだ。縁があってその相手とは後に手紙をやり取りするようになったが、当時味わった攻撃の苛か烈れつさはいまだに忘れることができない。

　体の違和感を確かめながら、ゆっくり立ち上がるクレトを、ディサロスは微量の慄おののきが混ざった、死人を見るような目で眺ながめた。

「お前はなんだ。なぜまだ動ける？」

「頑丈なんだって、言っただろ」

「頑丈などという単純な話ではないだろう。その包帯で防御しているのではなかったのか？」

「あー、いや、防御魔法もたぶんかかってるんだろうけど」

　包帯の巻かれていない頭を打たれたにもかかわらず、クレトが無事でいることを、ディサロスは気味悪く思っているのだろう。門番の青年は、自由に動く左手を目の上にかざした。

「この包帯はまた別の意味があるんだよ。ほら、俺の秘められし荒ぶる力を封印してるとかな」

「この期ごに及んで妄もう想そうをひけらかす余裕があるのか。そんな力があるなら見せてみろ」

「残念ながら、今はちょっと都合が悪い」

　ディサロスの白い目に気づかないふりをして、クレトは己の全身に意識を巡らす。

　右肩はまだ直っていない。だが、他に動かない場所はなさそうだ。あちこちぎこちなさは感じるが、戦うことはできる。

　彼は軽くかぶりを振ると定まらない視界を戻した。目前の相手に意識を戻す。

　頑かたくなで、愚直なほどに融通のきかない竜りゆう人じん族の青年。過去の自分にも、また他の誰かしらにも似ている気がするディサロス・シアンを、クレトは正面に見み据すえた。静かな威を漂わせる立ち方、そしてその服に、別の男の姿が重なって見える。

　かつてディサロスよりも強烈な回し蹴げりを放ってきた男を──そして彼との文通で教えられた戦い方を、クレトは改めて思い出す。

「あ、そうか……左でやった方がいいのかもな……」

「なんの話だ？」

「いや、通信で習ったせいもあるんだろうけど、右だとどうしても力に頼ろうとしちまうんだよ。本当は力任せじゃないやり方ってことで教えてもらったんだけどな」

　地下にいた間、手紙ごしに習ったことを、大体身につけたとは思っていた。だがそれは、完全に身に染みついているわけではないのだ。特にディサロスのように手て強ごわい人間を相手にしていると、その場その場に追われるあまり本来の荒さが出てきてしまう。

　クレトは己の意識の雑さを自覚すると、左手の拳こぶしを握りなおした。

「よし、んじゃ仕切りなおしで」

「正気か？　これ以上お前になにができる」

「やろうと思えば色々できるさ」

　言うなりクレトは駆かけ出す。

　これまでのダメージで全速力とはいかないが、ふらつきもせず走ってきた青年を、ディサロスは左足を前に構え、迎え撃うった。彼はクレトの左手が届く前にその胸を打ち抜こうとし──だが右上腕部に鈍にぶい衝撃を食らってよろめく。続けざまに同じ場所をもう一度、そして止めようとした左手の内側を打たれたディサロスは、半ば無意識のうちに大きく後ろへ跳とんだ。

　自ら作った距離を啞あ然ぜんとして見やる彼に、クレトは探さぐる視線を投げる。

「どうだ？　効いてるか？」

「……なんだ、今のは」

　なにをされたのかは、ディサロスにもわかる。

　打ちこんだ右腕を外に払われた。そのままの手で更に上腕を突かれたのだ。

　視認できるすれすれの速度での連打。だが問題は攻撃の速さでも狙ねらいの的確さでもない。まるで軽く、押すように打たれたにもかかわらず、両腕に重い痺しびれが残っていることだ。

　ディサロスは、得体のしれない門番の青年をにらむ。

「お前……種族はなんだ」

　クレトが打ってきた突きは、拳こぶしを当て、更にそこから内へと衝撃を浸透させるものだった。竜りゆう人じん族の強きよう靭じんな皮ひ膚ふを無視して、中の筋や臓へとダメージを与える技術──そんなものは、他の種族には存在しない。獣じゆう人じん族や巨人族は、自分たちの肉体を本能のままに振るって戦う。そして純人間や羽う人じん族は、魔法か、そうでなければ非力さを補うために武器を使って戦うのだ。

　このような技を使っての徒手での戦闘は、竜人族の──それも今はもう絶えがちな手法だ。

　軽い混乱を味わうディサロスに、クレトは左肩だけをすくめて見せた。

「なんの種族でもない、って言っただろ。そんな気にすんなよ」

「通信で習ったとか戯ざれ言ごとを言っていたな。本当は誰に教わった？」

「本当に手紙で習ったんだけどな。──ヴェーテ・サイってやつに教えてもらった」

「は……？」

　──その名を知る者は、原集落にもほとんど残っていないだろう。

　名前を消されたようなものだ。竜人族の長老たちはそう言っていた。だからディサロスは「みだりに口外しないように」と念を押されて教えられたのだ。かつて種族英雄と謳うたわれ、そして大戦で散った一人の男のことを。

「馬ば鹿かか……なにを言ってる？　ヴェーテ・サイは七十年も前に死んだ。狂王子が引き起こしたディアテの市街戦で、ディアテの戦士に殺されて……」

「げ。あいつの名前ってまだ伝わってるのか。竜人族は長命だからか？」

　失敗した、とぼやくクレトは、噓うそをついているようにも、ディサロスをからかっているようにも見えない。平凡な雇われ人にしか見えない門番が、急に正体の知れないなにかに感じられて、ディサロスの顔はこわばった。

「お前、何者だ？　まさか大戦時代のアンデッドがまだ残っていたのか……？」

「違うって。なんでお前ら竜人族は同じ発想すんだよ」

　呆あきれながらもクレトは、右肩に軽く力を入れてみる。自動修復が進んでいるのだろう。意識すればそろそろ腕を上げることができそうだ。

「けど、あんま無理しない方がいいだろうな……」

　無理をすれば、それが隙すきに繫つながる。クレトは利き手についてあっさりそう割りきると、動かないディサロスに首を傾かしげた。

「来ないのか？　やめるならそれでもいいけどな」

「……調子に乗るなよ、門番」

「そりゃこっちの台詞せりふだ、若造」

　まだ若い彼の意気に、呆れよりも心地よさを感じるのは、自らも高こう揚ようしているからだろうか。

　沈ちん黙もくの時間と等しい距離を挟はさんで、二人の青年は門前に対たい峙じする。

　細く長く、クレトは呼吸と脈拍を整える。

　地を踏ふむ足の指先を、そこから繫つながる膝ひざを意識する。

　腰から背骨を、そして肩を。全てを結ぶ糸と力の流れを感じ取る。

　難しいことではない。それを可能にできるくらいのものを、セーネはくれたのだから。

「よし」

　顔を上げる。

　ディサロス・シアンまでは約三歩。

　その距離はほんのわずかだ。時間に比すれば一秒の半分にも満たない間。

　だからクレトは、迷いなく前へと踏みこむ。前触れのない、自然な動作で滑りこむ。

　突きこまれたディサロスの拳こぶしは妨さまたげにはならない。クレトはそれを、体をひねりながら右肩でいなした。

　衝撃の余波も、鈍どん磨ました痛みも関係がない。体が壊れようとも止まらない。

　空が青い。

「──馬ば鹿かな」

　到達した眼前、ディサロスの両目が驚きよう愕がくに見開く。

　クレトの拳がそのみぞおちに触れる。

　誰も、なにも対応できない空くう隙げき。

　そうして周囲の時を置きざりに苦笑する門番は──ただ当てた拳の向こうへ、全身の力を叩たたきこんだ。







　その場に膝をついたディサロス・シアンは、気絶こそしていないものの、衝撃で身動きが取れないようだった。しばらくは立ち上がることもできなそうだ、と判断すると、クレトは寮の玄関を振り返る。そこに立っている男に向けて会え釈しやくした。

「お騒さわがせしてすんません」

「いやー、びっくりした。門番さん強いんですね……」

　石段の上に現れたセウルは見回りの途中なのか、書類の束を小こ脇わきに抱かかえている。決着がつく直前、玄関先に現れた教師にクレトは気づいていたのだが、構っている余裕がなかったのだ。

　セウルはディサロス・シアンに歩み寄ると、声が出せないらしい生徒を覗のぞきこんだ。

「おまえ、どうしてこんなことしたんだ？　相談室行くか？」

「またか」

「学校に不満があるのはわかるけどな、門番さんにあたっても──」

「クレト！」

　鋭するどい少女の声。

　それは石段の上から聞こえた。ぼんやりと立っていたクレトは、虚を突かれて顔を上げる。

　ジリアは青い鞘さやの長剣を杖つえにして、よろめく体を支えながら叫さけんだ。

「先生から離れてください！　その人が──」

「え？」

　クレトは、セウルを見る。

　巨人族の教師はその時、笑って、ディサロスの頭に拳こぶしを振り下ろそうとしていた。







　想像できた一いつ瞬しゆん後の光景は、頭ず蓋がいを割られて絶命する生徒の姿だ。

　クレトは反射的に疲れきった体を拳の前に飛びこませる。半ば体当たりをするようにして、ディサロスの体を押しのけた。

　次の瞬しゆん間かん、目の前が真っ赤になり、天地がわからなくなる。倒れこんだ彼に、遅れて全身が焼切れるような激痛がやってきた。クレトは地面の上をのたうちまわる。

「……っ、か……っ」

「あちゃー、門番さん、危ないよ。急に飛び出して」

　頭上から降ってくる声はいつもどおりに明るく軽い。

　だが、その表情は陰になって見えなかった。代わりにひしひしと感じる殺意に、クレトは血の塊を飲みこむ。いつかの夜、姿の見えなかった悪意の主と目の前にいる男が、くっきりと繫つながった。理性では「理解できない」と思っても、体はそう察している。

　クレトは破壊された内臓から血が溢あふれ出すのを感じつつ、それでも立ち上がろうとした。

　けれどセウルの憐あわれむ声が、彼を制する。

「無理に動くとすぐ死んじゃうよ。じっとしてれば少しはもつかも」

「……な、んで」

「ん？　退屈だからってだけだよ。あとお金ももらえるし。外には色んな人がいるらしくてさ。この学校で立て続けに不ふ祥しよう事じが起きれば、王家の立場が悪くなるからいいんだって。──ま、実際乗ってみたら噂うわさ流したりとかばっりかで、意外とおもしろくなかったんだけど」

　相談室の主あるじである男、教師の彼にとって、校内の人心を惑わすことなどたやすかったのだろう。或あるいはディサロスもセウルに騙だまされていたのかもしれない。地面に転がった竜りゆう人じん族の青年は、信じられないものを見るかのように瞠どう目もくして若い教師を凝視していた。

　飽いているのか溜ため息いきをつくセウルに、ジリアの硬い声が警告する。

「先生、二人から離れてください。でなければ撃うちます」

「おまえの魔法じゃ、おれを殺せないだろ。それともその剣で切りかかってくるか？　指輪生には使用権限があるっつっても、大戦武器を持ち出すなんて許可取るの大変だったろ」

「これくらいは必要になると、前から思っていましたから」

　ジリアの声音には色濃い緊張がうかがわれる。男との実力の違いがそうさせているのだろう。クレトは地面に横たわりながら、己の体内に意識を集中させていた。切れてしまった無数の糸と出血の多さに、少なくとも五分は動けないだろうと見積もる。

　セウルにとっては、もはやクレトは話を聞くだけの死体と変わらないのかもしれない。とどめをさすことなく彼は腕組みすると、ジリアを見返した。

「で、おまえはいつ気づいた？」

「さっき、先生に獣じゆう人じん族をけしかけられた時です」

「噓うそつくなって。それより前からだろ。明らかにおれの周りを嗅かぎまわってたから、お仕置きしてやったんだ。いつ気づいた？」

「……イーサが通用口を開けた時からです。先生、先生は守護獣が徘はい徊かいしていることを知っていて、あの時イーサに自分の指輪を渡しましたね」

　あの晩、気絶していたイーサを揺ゆり起したのはセウルだ。そして彼は、指輪生だった頃の自分の指輪を少年に渡した。わざと逃がして守護獣に口封じをさせるつもりだったのだろう。

　歯ぎしりするジリアに、教師の男は笑え顔がおになる。

「あー、そうかそうか。ちゃんとそれに気づくなんてえらいぞ。さすが優等生だ」

「……評価して頂けるのは光栄ですが、二人から離れてください」

「じゃあせっかくだから、先生からも一ついいこと教えてやる。ちょうどこれから行こうと思ってたんだ。この学校の、本当の監獄に──」




　その時、赤い火の雨が、辺りに降り注いだ。




　空を染め上げる赤熱。周囲の温度が一気に上昇する。

　高熱の雨はどしゃぶりとなって外庭を打ち、黒土の上にたちまち溶岩が溜たまっていった。辺りの小石が次々じゅっと音を立てて溶けていく。空気自体が暴力的な熱気となり、息をすることさえ苦しい。──けれど灼しやく熱ねつの豪ごう雨うは、クレトとディサロスを綺き麗れいに避よけていた。

　誰がなにをしているのか、動かない体のまま血を吐はいたクレトは、しかし長く続いた火の雨の後、駆かけ寄ってくる軽い足音に気づく。代わりにいつの間にか、セウルの気配は感じられなくなっていた。すぐに悲鳴に似た声とともに少女の白い手が伸ばされる。

「も、門番さん！　門番さん！　無事ですか！」

「……ニア、か」

「い、今治しますから……」

　治ち癒ゆをかけるつもりなのだろう。血ち溜だまりに膝ひざをついた少女は、短剣を手に詠えい唱しようを始める。

　だが、でき上がった魔法は小さな火花を上げただけで、クレトの体になんの変化ももたらさなかった。少女は動転して、血だらけの青年と自分の剣を見やる。

「あ、あれ？　どうして……」

「…………わるい。俺の体、回復とか補助系の魔法受けつけないみたいだ」

「ええっ」

　本来なら不利にしか働かない属性だが、クレトは誇ほこり高い同居人が、自分の作品に手を加えられることをひどく嫌うと知っている。セーネであれば、他の人間がかけようとする癒いやしを拒否するくらいの仕込みはしてあるだろう。彼女本人に苦情を言いでもしたら「そんな魔法が要いらないくらいずっと手の込んだものを、あなたにはあげたでしょう」と返されるに違いない。

　その恩恵によって、ゆっくりにではあるが動けるようになってきたクレトは、ニアに支えられて上体を起こした。辺りの様子を見まわす。

　ディサロス・シアンは──近くに倒れて気を失っている。

　だが、セウルの姿はない。そして──ジリアもいなかった。

　あまりのことにクレトが愕がく然ぜんとしていると、ニアがあわてて説明する。

「あ、あの、わたしが魔法撃うったら、先生は逃げちゃって……ジリアさんは、先生を追いかけて行っちゃったんです。門番さんをお願いって言って……」

「って、あの馬ば鹿か、一人で行ったのか！」

　どう考えても、ジリアだけでなんとかできる相手ではない。あの剣があっても無理だ。

　クレトは口の中の血を吐はき出すと、開いたままの門を振り返った。二人は門外に出たのかと思い──けれどすぐに、違う、と思いなおす。セウルは言ったのだ。

「本当の監獄に行くって……」




　──もしそうだとしたら、時間はない。




　クレトはシャツの中に手を入れると、血でべたべたになった本を取り出した。「監獄学校・傑作怪談百選」と書かれたそれを開き、中から怪談マップを探し出す。突然の怪談調べに、隣にいるニアがおたおたとうろたえた。

「も、門番さん、ついに頭が……」

「頭は平気だ。俺は二人を追いかけるから、ニアはそこのやつ手当てしてやっててくれ」

「で、でも、門番さんは重傷で……」

「ほっときゃ直る」

　言いきってクレトは立ち上がった。直りきらない体に転びそうになって、だが彼はよろよろと駆かけ出す。目的地は敷地内の東の外れに位置する廃棟──そこは「狂王子の呪じゆ詛そが聞こえる」という怪談で知られる場所だ。地図を見ながら走るクレトは、次第に回復してくる内臓を手で押さえ、血の混じる唾を吐いて前へと進んだ。まもなく視線の先に、朽くちかけた小ぶりの建物が見えてくる。

　生徒たちが入りこまないようにだろう、高い鉄柵に囲まれた建物は、廃棟というにはこじんまりとしたものだ。形状もどちらかというと見張り塔に近く、太い円柱状の外観をしている。雑草に覆われ、見るからに陰いん鬱うつな空気を漂わせるその建物を、クレトは足を止めぬまま見上げた。ひしゃげてこじ開けられた鉄てつ格ごう子しの扉は、彼の読みが間違っていない証拠だ。

　クレトは草を踏ふみ分け廃棟の中に飛びこむと、短い通路を奥に走る。そうしてひらけた空間に出ると、薄暗い内部を見回した。

　円形になっているホールは、棟の中央部分にあたるのだろう。入ってきた通路部分を除いて、外周はいくつかの部屋になっているようで、錆さびついた鉄扉が並んでいる。それら一つ一つには小さな鉄格子の窓が嵌はめこまれていた。

　どこから見ていくべきか、足を止めたクレトに、少女の冷えた声が聞こえる。

「こっちです」

「ジリア！」

　右隣の扉から顔を出した少女は、見たところ怪け我がをしている様子はない。その無事な様子にほっとしたクレトは、けれどすぐに気を取りなおした。

「セウルは？」

「この下に。五分待ってあなたが来なかったら、一人で追おうと思っていました」

「最初っから一人で行くな。めちゃくちゃ焦あせったろ」

　男の行く先を確認しておこうとする彼女の判断は正しいが、下へ手たをしていたら死んでいた。深く息をついてかぶりを振る青年に、ジリアは眉まゆを寄せる。

「待ってはいましたが、血みどろですね。大丈夫ですか？」

「平気。そのためにニア残してってくれたんだろ。治ち癒ゆかけてもらった」

　事実とは違うことを言って、クレトは彼女を促うながし右の部屋に入る。ジリアは心配そうな目を向けてきたが、黙だまって彼の後ろに続いた。

　──部屋の中にあったものは、予想どおり地下への階段だ。

　灯あかりの見えない真っ暗な先を、青年は覗のぞきこむ。

「深いな……」

「先行されてますから。急ぎましょう」

　突剣を抜いたジリアは剣先に白い光を灯ともしながら、さっさと階段を下りていこうとする。その細い肩を、青年はあわててつかんだ。

「いやいや、俺が一人で行く。危ないんだよ」

「は？　暗い階段を一人で下りていくんですか？　あなたならまず途中で踏ふみ外しますね」

「ありそうなことを言うな」

「いいから行きましょう。先に言っておきますが、私に退く気はありません。これ以上の犠牲を回避できるなら、存分に空回りするつもりですから」

　きっぱりと言いきる少女は、端然とした美しさに満ちていた。

　研とがれた剣身に似た姿。見事なまでの誇ほこりと気炎は、彼女が負うと決めたものがゆえだろう。痛々しいと言うことをも許さない眼まな差ざしが、駆かけ引きなく彼を捉える。硬質な宝石にも似た瞳ひとみについ見み惚とれたクレトは、我に返ると微苦笑した。

「ほんと生き真ま面じ目めなやつだな。人生損するぞ」

「それ、あなたのことですから」

「俺はいいんだよ」

　包帯に覆われた手を、クレトはぽんと少女の頭の上に乗せる。

　子供にするようなその仕草に、ジリアは碧へき眼がんを丸くしたが、今度は彼の手をどけようとはしなかった。ほんのりと顔を赤らめて苦言を呈ていす。

「そうじゃないでしょう。しっかりしてください」

「しっかりって……」

　一体なにを言われているのか。悩みかけたクレトは、ジリアの目がじっと自分の腕を見上げていることに気づいた。彼は少女の頭に置いた手をまじまじ見やると、迷いながらもそれを、彼女の前へと差し出しなおす。

　血の痕あとが残る包帯だらけの掌てのひら。

　自分にむけられた青年の手を見て、ジリアは、ほんの一いつ瞬しゆん──染み入るほど可か憐れんに微ほほ笑えんだ。

　思わず呆ぼう然ぜんとするクレトをよそに、彼女は迷うことなく己の手を彼に重ねる。

「行きましょう」

「……ああ」

　二人はわずかな時間、お互いを見つめる。

　過去と現在を縒よって、一つと成すひととき。彼らはどちらからともなく頷うなずきあうと、地下への階段を下り始めた。

　白い灯あかりは、数段先までにしか届かない。進むにつれて少しずつ空気が湿り気を帯びていく。二人の足音の他に物音は聞こえない。終わりの見えない道行きに、ジリアがそっとささやいた。

「クレト、この先に何があるか、知ってますか」

　ゆるやかに回る螺ら旋せん階段。その先に繫つながるものは、ディアテの罪で、消し去られた過去だ。血で血を洗った大戦時代から、今なお引きずっているもの。死ぬことの許されない妄もう執しゆう。

　白い光の中に巨大な鉄扉が見えてくると、クレトは自じ嘲ちようを吐はき出す。

「聞いただろ。──本当の監獄だ」

　そして彼ら二人は、監獄学校の深部に降り立った。




　巨大な鉄扉は、まるで来訪者を待っていたかのように、軽々と奥に開いた。

　その先に広がる部屋を見て、クレトは息を飲む。

　思っていたよりずっと奥にまで伸びているそこは、城の大広間を連想させるひらけた空間だ。天井も壁も重い石造りで、淀よどんだ空気が古い異い臭しゆうを伴ともなってたちこめている。壁の窪くぼみに点在する燭しよく台だいは赤い灯あかりを揺ゆらして仄ほのかに暗くら闇やみを退け、冷えた石床には薄く埃ほこりが積もっていた。

　まるで全てから忘れ去られたような処ところ。足を踏ふみ入れる者に自然と沈ちん黙もくを強しいる場を、クレトは見渡す。埃の上についた足跡の先、部屋の突き当たりに──その男は立っていた。

　闇に溶けこむグレーのスーツは、火の雨のせいかあちこちぼろぼろと焼け焦こげている。だがそれ以外普段と変わらぬ後ろ姿の教師は、巨大な両開きの扉にむけて右手を伸ばしていた。

　金の蔓つる草くさと盾たてから成るディアテの紋もん章しようが大きく彫りこまれた石扉。その表面には、左右あわせて六つの小さな封印紋もんが刻まれている。紋の一つ一つには核となる水晶球が嵌はめこまれており──しかし、それら水晶球のうち、三つまでは既に砕くだかれていた。

　クレトは、四つ目に手をかけようとしている男の名を呼ぶ。

「セウル」

「あ、来ちゃったのか。ま、見物人がいた方が楽しいかな」

[image: ]

　振り返ったセウルは、愛想のよい笑え顔がおを二人に見せる。だがその表情が作られたものであることは、もはや空気からして明らかだった。昏くらい陰いん惨さんさをちらつかせた目が、二人の上を撫なでていき──また扉へと戻る。

　クレトは少女を置いて前に出た。部屋の中央付近まで進むと足を止める。

　見ると扉に嵌はめこまれた水晶球は、うっすらと金色に光っていた。

　それは堅固にかけられた「鍵かぎ」を意味し、しかし、既に三つは、大部分が砕くだけ落ちて光を失っている。巨人族の豪腕が叩たたき出した惨さん状じようを見て、クレトは渋じゆう面めんになった。

「無茶苦茶やってんな……。それ全部壊したらどうなるかってわかってるのか？」

「ん？　別にここが開くってだけのことじゃないか？」

「開けてどうする。どうせ反王家のやつらに適当なこと吹きこまれたんだろ。その先にあるのはおもしろいもんじゃないぞ。やめとけ」

　軽く手を振るクレトは、無言の圧力でジリアに前に出ぬよう指示した。セウルはその様子を見て、薄笑いを浮かべながら二人に向きなおる。

「面白いもんじゃない？　やっぱ門番さんは、本当のことを知ってるのか。──誰が本当の看守で、誰が囚人なのかを」

「え？　誰がって……」

　クレトは答えない。不審がるジリアに、セウルは普段と見まがう穏やかな微笑を向けた。男は板書を背にしているかのように、もっともらしく頷うなずく。

「じゃあこれを最後の授業にするか。ジリア、おまえ怪談好きだったろう？」

「……それがどうかしましたか」

「うん、じゃあ、ここの怪談の正体を教えてやる」

　巨大な石扉を、セウルは首だけで振り返る。彫りこまれた金色の紋もん章しようを、彼は嘲あざけりのにじむ顔で指し示した。

「この先にあるものは、学校の檻おりだ。七十年前の大戦時に、狂王子が起こした事件があっただろう？　あの時殺された竜りゆう人じん族の姫が、死に際に狂王子へ呪のろいをかけた。そのせいで狂王子は死ねない化物になったんだ」

　──クレトは目を閉じる。

　部屋の床に広がっていた血。その中央に、彼女は倒れていた。

　胸には大きな穴があいて、瞳ひとみにはもうなにも映っていなかった。

「それで、しかたなくディアテは狂王子を幽ゆう閉へいすることに決めた。でも、その力が強すぎてな、普通の牢じゃ閉じこめることができなかったんだ。だからディアテは王子を幽閉した檻の上にこの学校を作って、封印することにした」

　──これで全て終わったのだと思ったのだ。

　大事にされていた人が、喪うしなわれてしまったのだから。

　突くように届いた呪いの言葉が、耳奥でいつまでもこだまする。

「この学校の壁とか校舎とか、ぶつかった力を吸い取るようになってるだろう？　それだけじゃなく、普段から生徒たちの力を吸い上げて弱体化させてる。あれ実は、この檻に繫つながってるんだ。生徒たちから吸い上げた力を使って、狂王子を封じてる。この学校、監獄学校なんて言われてるけどな、本当は生徒たちを隔離するための監獄じゃない。狂王子の監獄に生徒たちが使われてるんだ。──生徒たちは、本当は囚人じゃなくて看守なんだよ」




　──欺ぎ瞞まんの場所。

　この学校がそうであることを、クレトは知っている。強者たちを集めて、その力をつぎこむことでしか平穏を得られなかった、ディアテの真実を。

　大戦直後は各種族の強者をここに集めて、封印を保った。まるで収容所のような様相は、いつ終わるかもしれぬ戦後処理のためだ。

　だがいつまでもそのままではいられない。だからディアテは強い力を持った子供たちを集め、封印を保つことにしたのだ。平穏を貴ぶことを教えながら、去っていく者がいても、新たな者が来続けるようにと。







　さらけ出された事実に、ジリアは絶句し、クレトは沈ちん黙もくする。

　セウルは厳重な封印が施ほどこされた扉を、踵かかとで軽く蹴けった。

「まったく馬ば鹿か馬ば鹿かしい話だよな。おれはさ、ずっと外に出たかったんだよ。だからいい子の振りして指輪生にもなった。で、ようやく自由に暴れられると思ったら、今度は教師として学校に引き戻されて、また退屈な毎日だ。本当いやになるよ。一生このままかと思うと気が滅入る。それもこれもこの檻おりのせいだ」

「檻のせいって……でも先生、檻を開けたら」

「狂王子が出てくるだろうなあ」

「そ、それは」

「けど面白そうだろう？　檻が壊れれば、学校もディアテも大混乱だ。自分の力に自信があるやつは好きに戦えばいいし、そうでなきゃ逃げればいい。うちの生徒ならそれくらいできるはずだ。このままずっと学校に閉じこめられてるより、断然楽しくなる」

　快活に笑う男は、教師というよりも学校に閉じこめられたままの少年に見えた。

　仄ほの暗い残ざん酷こくさ、力に淫いんした目には、全てが玩具と同様に映っているのだろう。己の力への自信が、そして繫つながれたことへの鬱うつ屈くつが、彼のいびつな精神を浮き立たせている。

　指輪生だった者の本当の姿に、ジリアは小さく歯は軋ぎしりした。息荒く青年の背へささやく。

「クレト、あんなこと言ってますけど、本当なんですか？」

「あー……大体はな。この学校が、生徒の力を使って檻を封印してるってのは本当だ」

　だから、看守が殺されることなどあってはならないのだ。それはつまり、この学校ではなにも知らない生徒を意味しているのだから。

　クレトは少女を置いて、一歩前に出る。

「大体あってるけどな。でも退屈だからなんて理由で開けられちゃ、こっちも困るんだよ」

　坩堝るつぼの蓋ふたが壊れれば、いまだ燻くすぶるその熱は学校を流れ出し、ディアテの城都を焼くだろう。

　そんなことをさせてはならないのだ。七十年もの間どれだけの人間が、この封印に携たずさわってきたのか。彼らの忍耐を無にすることはできない。

　クレトはなめらかに動くようになってきた右手を確かめる。

「セウル、そこどいて、上に戻れ。話はそれからだ」

「言われて戻ると思う？」

　にこやかに笑うセウルは、この状況をも楽しんでいるようだ。生徒と変わらぬ悪童のごとき笑え顔がおに、門番の青年は溜ため息いきをつく。

「思わないな」

「なら実力行使しかないだろ？　おれも一度、門番さんと戦ってみたかった」

　スーツの上着を脱いだセウルは、それを無造作に石床へ放る。シャツの首元を緩め、手首のボタンを外した。一見、生徒の遊びに加わろうとしているようなその姿は、けれど背後の巨大な扉とあわせると、不気味に明るい。

　無造作に近づいてくるセウルを見て、ジリアは一歩横にずれると、青い鞘さやから長剣を抜いた。冬の湖面を思わせる刃面。すらりと光る長剣を、クレトに差し出そうとする。

「クレト、あなたって、本当は剣士──」

「違う。まったく違う。全然使えない」

「ええ……？　体格からして、そうじゃないかって期待して持ち歩いてたんですけど……」

「そう思ってたなら事前に確認してくれ。本当使えないから。それどっかしまっとけ」

「しまうところがありませんよ……。もう……じゃあ、いいです。私が使います」

　言うなり磨かれた刃身に青い光が走る。

　触媒化を意味する術者の光に、クレトは思わず啞あ然ぜんとした。触媒用の短剣ではない、振るうための武器である剣を支配下におくには、相当な魔力か技術力が必要なはずだ。彼女の場合は後者だろう。ジリアは驚くクレトにむかって短く告げた。

「援護します」

「お、おう。……あ、だけど、絶対俺より前に出るなよ。あと俺が負けたら、いいから逃げろ。なにがあっても構うな」

　先ほどまでのダメージは、まだ完全には直りきっていない。万全の体調だとしても勝てる可能性は低い相手だ。クレトは普段のセウルの動きから、その強さを「ディサロスより上」と見積もっていた。

　身構えるクレトを見て、教師の男は顔を綻ほころばせると右腕を振り上げる。

「じゃ、始めるよ」

　授業の開始を告げるような軽い言葉。その言葉と共に、セウルは足あし下もとへと拳こぶしを突きこんだ。

　大した速度でもないその突きは、しかし轟ごう音おんと共に分厚い床を大きく割り砕くだく。広間全体が震え、石畳に大きな亀き裂れつが走った。

　クレトは飛んでくる石いし礫つぶてを払いながら、教師の男へ目がけて走り出す。その姿を目前として左腕を思いきり振りかぶり──だが相手はむしろ待っていたかのように、にやりと笑った。

　──おびき出された、と気づいたが、動きを止めることはできない。

　クレトの拳が、まともに男の右頰ほほへと突き刺さる。嫌いやな音をさせ顔に突きをめりこませたセウルは、だが愉ゆ悦えつに満ちた笑え顔がおのままだ。その表情に思わずぞっとした直後──クレトの体は大きく後ろに弾はじき飛ばされる。ジリアの横を通り過ぎ、更に後方の床へ激突した。

「クレト！」

「……だいじょうぶだ」

　駆かけ寄ってきた少女に小さく答えて彼は起き上がった。嫌な熱を感じて胃の上を押さえる。

「あぶね……なんか食べてたら吐はいてたぞ」

「門番さん、やるなあ。あのタイミングで自分から後ろに跳とぶとか」

「跳ばなかったら内臓破裂するだろ」

　相手は、五種族でもっとも力がある巨人族だ。まともな一撃を食らえば、それで勝負が決しかねない。どう立ち回ればいいか危機感を強めるクレトに、セウルは軽く口の端はを上げた。

「じゃあ、次は逃げられないようにするよ」

　そう言って男は石床を蹴ける。

　一直線に走りこんでくるセウルに対し、クレトは少女を巻きこまぬよう前に出た。振りかかってくる拳、大振りの右腕を肘ひじで外に流す。だが、細心の注意を払っていなしたにもかかわらず、クレトの左腕にはみしりと重い圧力がかかった。体内の糸が悲鳴を上げる。

　芯しんに響く痺しびれをこらえ、クレトは身を屈かがめて相手の懐ふところに踏ふみこんだ。勢いに乗せて空いたみぞおちへ肘を叩たたきこむ。硬こう肌きを持つ竜りゆう人じん族とは違い、セウルは呻うめき声を上げて体を折った。

　──攻撃を許せば、負ける。

　相手は剛腕の持ち主たる巨人族で、かつての指輪生だった男だ。小さな隙すきをついて押しきるしかない。クレトはそのまま最小の軌き道どうで追撃をかけた。首を狙ねらった回し蹴げりを──しかしセウルは虫でも取るようにつかみ取る。

「げ」

　体が宙に浮く。

　あらがう間もない。幼い子供が人形をそうするように、クレトの体は床へと叩たたきつけられた。

　全身の衝撃に息が止まる。視界が白く染まる錯覚を味わいながら、けれど体だけは半ば本能で横へと転がっていた。頭のあった場所を踏ふみ抜いていく足を横目に、クレトは全身のバネを使って跳はね起きる。幸い、受け身を取れたせいか後に引くほどのダメージはない。そのまま彼は飛び退のいて距離を取った。

「連戦でこの相手はきついぞ……。本当、給料に見合わないだろ」

　心からのぼやきに、同じ学校に雇われているセウルはからからと笑った。

「昇給しても使う機会がないさ。遺産の行き先が決まってるっていうなら遺言は聞くけど」

「遺産はないし、遺言もない。あと昇給したら、貯めて門番小屋を建てかえるからな！」

「あなた、いつの間にか仕事人間になってますね……」

　呆あきれているのか感心しているのかわからない少女の述懐を無視して、クレトは軽く身構える。

　──セウルの動きは、巨人族の癖を踏とう襲しゆうして、基本的に大振りだ。

　ディサロス・シアンがその性格のとおり、堅実で隙すきの少ない戦い方をするのに比べ、セウルは防御を考えず、ただ思いきり己の力を振るってくる。それだけで充分なのだ。なにに構うことなく繰り出される攻撃は、避よけようとも少しずつ敵を追いつめ、ついには粉ふん砕さいする。

　巨人族の腕力と底なしの体力を知るクレトは、セウルから意識を逸そらさないよう注意しつつ、間合いをはかった。完全に体が回復しきっていないこともあわせて慎重になっているクレトに、セウルは唇くちびるの片端だけを上げる。

「門番さん、来ないの？　期待してるんだけどな」

「あいにく期待を裏切る人生を送ってる。今更返上は難しい」

「それは残念」

　言うなりセウルは、互いの間合いの中へ飛びこんでくる。突きこまれた左手を、クレトは咄とつ嗟さに外へ弾はじいた。続けざまに降りかかってきた右の手首を打って内に逸そらす。




『ひたすらに、いなすように』

　それが巨人族を相手にする時の、ヴェーテ・サイからの教えだ。

　相手の暴力に逆らわず、勢いのまま周囲に流す。濁だく流りゆうに杭くい打うつように、ほんの少し向きを変えてやる。

　これを完璧にできれば、相手は掌しよう上じようで踊る人形も同じだ。現にクレトは、ヴェーテ・サイがそうやって巨人族の戦士を手玉に取るところを見たことがある。

　──ただそれも、種族英雄と呼ばれるほどの実力があってこそだ。




　技術という点では知人に遠く及ばないクレトは、楽しそうに襲いかかってくる男相手に、綱渡りも同然の防戦を繰り広げていた。重い攻撃を一度いなす度に、みしりと腕が軋きしむ。

　それをしながら攻撃の間をうかがう青年に、セウルはうっすらと笑うと右腕を軽く引いた。

　──ぞっと、予感が走る。

　蓄積された経験が、受ければ死ぬ、と警告する。

　意識に先んじて左へと跳とぶ体を追って、クレトは拳こぶしの形をした圧倒的な暴力が、目前に迫せまるのを見た。一秒にも満たない刻とき、致命傷を覚悟し──だがセウルには巨大な青光が直撃する。

　つんざく音は、広い地下室そのものを揺ゆるがした。

　散っていく雷光が、天井や石床を激しく焦こがす。人一人打ち倒すための力ではない、戦争規模の魔法は、またたくまに数千もの枝分かれを作り、巨大な青い雷らい華かとなった。

　部屋の薄暗さを閃せん光こうが駆く逐ちくする。床の亀き裂れつが更に深く広がり、壁の燭しよく台だいが次々に砕くだけ散った。

　ばちばちと音を立てて伸びる雷光から、すんでのところで逃れたクレトは、更に距離を取ってから離れた斜め後方を見やる。長剣を構えたジリアは、己の魔法の結果にぽかんとしていた。

「なんですか、この剣……」

「おま……それのせいか！　一応言っとくけど、その剣昔はディアテの国宝だったからな！　ちょっと事情があって表から下げられただけで！」

　まさか触媒として使うと、これほどまでの結果になるとはクレトも思わなかった。敵味方を選ばぬ威力は、間違っても屋内で使う代物ではない。あやうく共に焼かれかけたクレトは、だが嫌いやな気配を感じて前を向きなおす。

「おいおい……どんだけだよ……」

　黒焦げになったと思っていた──雷光に焼かれた中心地から、一人の男が立ち上がる。

　広間の中央に立つセウルは、消し炭になったシャツを床へと払った。あれだけの魔法を食らって生きていること自体がおかしいが、さすがに無傷とはいかなかったらしい。足のあちこちは抉えぐれており、頭と胸をかばった両腕の肉は広範囲がむき出しになって、血が滲み出ていた。

　教師の男は、左右に分かれて立つクレトとジリアを順に見やる。長剣を構える少女へむけられた視線、細められた笑え顔がおの目が、底のない闇やみそのものになった。

「なかなか容よう赦しやないな、ジリア。危あやうく死ぬところだった」

「……足を狙ねらったつもりだったんです」

「なるほど。基本を守ろうとするところが小こ賢ざかしくてお前らしいな。──先生も見習うか」

　セウルの視線が、クレトの足にむけられる。

　その意味を悟さとった少女が口を開きかけた時、しかしセウルは予想を裏切って、彼女の方へと駆かけ出した。

　ぎょっとした顔でジリアは詠えい唱しようを始める。不可視の防壁が剣を介して彼女の眼前に広がった。

　けれどセウルはそれに構わず、彼女をつかみ取ろうと右手を突きこむ。骨の軋きしむ音を上げ、防壁に食いこんだ指が火花を散らした。

　男は楽しそうに喉のどを鳴らすと、そこに左手をも突き立てる。

「短縮詠唱か。それでどこまで耐えられるかな？」

　強度よりも速度を重視しての防壁は、触媒の強力さを差し引いても限界があったのだろう。教師の指摘どおり、魔法防壁と男の力が拮きつ抗こうしたのは、ほんの二、三秒のことだった。

　軽い破は砕さい音が宙に響く。ジリアは己へと降りかかる両手を前に、床を蹴けって左へと体をねじた。走ってきたクレトがその手を更に横へ引っ張る。

「……っあっ！」

　小さな悲鳴を上げる少女を自分の後ろへ回して、クレトは男の足を蹴けりつける。

　負傷の上を狙ねらっての攻撃。炭化しかけた傷に追い討ちをかけた青年は、けれど余裕の表情を崩さない相手に嫌いやな違和感を覚えた。傷口からかすかに漂う異い臭しゆうが記憶を刺激する。

「なんだ……？」

　巨人族は他種族よりも痛覚が鈍にぶいと言われているが、セウルの様子にはそれ以上の得体の知れなさがある。薄笑いを浮かべた男は、焦こげた傷の上をしたたかに削られながらも、その場に踏ふみとどまった。それだけでなく少女を庇かばって下がれないクレトへと、開いた手を伸ばす。血に濡ぬれた五指が彼の左肩をつかみ──そのまま握り潰つぶした。

「クレト！」

　苦痛の声は、言葉にはならなかった。

　鮮血が石床に飛び散る。ジリアの腕が、よろめくクレトを必死に後ろへと引きずった。

　見ると左腕は大きく抉えぐれて、半ば肩からもげ落ちかけている。青ざめて息を飲んだ少女とは対照的に、セウルは数歩下がって両手を上げると、からからと機き嫌げんよく笑った。

「やっぱ、ひょいひょい逃げられちゃうなら、逃げられないような状況で狙ねらうのがいいよなあ。門番さん、その左腕もう駄だ目めだろ？」

「……みたいだな」

　抉り取られた肩からは、どくどくと血が溢あふれ出している。黒シャツと、その下の包帯までもが食いちぎられたようになくなっているのを見て、クレトは天を仰あおぎたくなった。すぐそばでジリアの浅い息が聞こえる。

「クレト、すみません、私が……」

「気にすんな。耳、平気か？」

「獣じゆう人じん族だったらよかったです」

　彼女は、完全にはセウルの手を避よけきれなかったのだ。手で押さえられた右耳は真っ赤に染まっており、指の間からこぼれる血がたちまちブレザーの袖口と肩を汚していった。

　痛みに弱い羽う人じん族の体質では、もはや強力すぎる触媒の制御ができないのだろう。荒い呼吸に吹き消されるように、長剣の刃からふっと青い光が消えうせる。ジリアはそれを見て悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむと、抜き身の剣を床に置いた。

　いつもの突剣で治ち癒ゆの詠唱を始める少女を、クレトは苦痛と眩暈めまいをこらえて後ろへ追いやる。

「ジリア、それ自分にかけて、逃げろ」

「え？　でも……」

「相手が悪い。あいつは多分──自分の体をアンデッド化してる」

　焼けた傷口から漂ってきた臭におい。覚えのある死臭は、邪じや法ほうによって肉体を変質させた際に出るものだ。竜りゆう人じん族の血を基に作られた薬を常飲することで、己の肉体をどれほど攻撃を食らおうとも動きを止めない体に変えていく。そうしてアンデッド化された体は、痛覚は残っているが痛みは持続しない。肉体を破壊しない限り、いつまでも立ち上がり、襲いかかってくる。

　いまや大戦時代の忌いみ物となったセウルは、軽く目を瞠みはると両手を叩たたいた。

「門番さん、すごいな。よくわかったね」

「年寄りだからな。どこで薬を手に入れた？　手紙で指示してきたのと同じやつか」

「そうだよ。狂王子と戦うなら、これくらいの準備はしてないとまずいからね」

　男はそう言って、左足の傷などないかのように軽く屈くつ伸しんしてみせる。

　ジリアが息を飲む気配が肩越しに伝わってきた。門番の青年はもう一度念を押す。

「逃げろ、ジリア。これはさすがに荷が重い」

「ですが……」

「門番さんの言うとおり、逃げた方が賢明かもね。ただこのまま泥仕合するのもなんだからさ、ゲームをしよう」

「ゲーム？」

　訝いぶかしむ二人に背を向けて、セウルは石扉の方へと歩き出す。

「門番さんはさ、封印を解かせたくないんだろ？　で、封印の水晶はあと三つだ」

　水晶球が嵌はめられた封印紋もんへと、男は近づいていく。クレトはそれを止めようと動きかけたが、ジリアの手が彼をとどめた。少女は取り出したハンカチをクレトの肩に押し当てる。

「話を聞きましょう。今のうちに立てなおします」

「けどな……あ、俺、魔法の治ち癒ゆきかないんだ」

「え？　さっき治してもらったって聞きましたけど」

「あれは噓うそだ」

「……本気で怒りますよ。死ぬ気にもほどがあります」

　出会ってから今までで一番怒いかりのこもった目がクレトをにらむ。

　だが、状況もあってそれ以上追及する気にはなれないらしい。彼女は眉まゆを寄せると、みるみる血に染まっていくハンカチでクレトの肩口を縛しばり上げた。

　その間に石扉の前に立ったセウルは、拳こぶしの背でディアテの紋章を軽く叩たたく。

「おれが、門番さんの手足のどれかを潰つぶすごとに、この水晶球も一つ壊す。で、三つ全部壊れたら、ゲームはおれの勝ち。──これなら、負けても門番さんの手足が一本は残るだろ？」

「……そりゃ、ありがたい気づかいだな」

　力ない皮肉をこぼすクレトの隣から、青ざめたジリアが口を挟はさむ。

「ゲームというには一方的なルールに思えますが。私たちの勝利条件はないんですか」

「おれを殺せば勝ちだよ」

　勢いをつけて、セウルは石扉に向きなおる。振りかぶられた右腕が、止める間もなく水晶球の一つを割り砕くだいた。輝きを失った破片が、ぱらぱらと床の上に散っていく。

　絶句する二人を振り返り、セウルは笑った。

「今のは門番さんの左手の分。……あと二つだ」




　哄こう笑しようの尾を引いて、セウルは身を屈かがめ走ってくる。

　狂った獣に似た姿に、クレトは舌打ちしながら自身も駆かけ出した。間近に迫せまる男に対し、動かない左腕を振るようにして身を逸そらす。同時に目前をセウルの腕が貫いていった。大振りな攻撃であいた腹を、クレトは横合いから蹴けりつける。

　ふらつく男の隙すきを見逃さず、クレトは更に踏ふみこむと、みぞおちに軽く右拳こぶしを触れさせた。──その先へ、ねじりこむように衝撃を押しこむ。

「が……っ」

　ディサロス・シアンを破ったものと同じ突き。背までを貫く攻撃に、セウルは床の上へ崩れ落ちた。腹を抱かかえて悶もん絶ぜつする男の膝ひざを、クレトはすかさず踵かかとで踏ふみ抜く。関節にひびの入る乾いた音が聞こえた。

「これで少しは──」

　そう言った瞬しゆん間かん、しかしクレトの体は無造作に薙なぎ払われる。

　一いつ瞬しゆんの浮遊感。

　直後、地下室の鳴動と共に、彼の全身は壁に叩たたきつけられた。

　衝撃の余よ韻いんで息が止まる。そのままずるずると床に崩れ落ちたクレトの上に、暗い天井から石の破片が降ってきた。粉ふん塵じんが舞い上がる中に、悲鳴混じりの声が上がる。

「クレト！　生きてますか！」

「……一応。ありがとな」

　咳せきこみ血を吐はきながら、クレトは力ない声で返す。

　壁にぶつかる直前、彼の体を空気の膜が包んだのだ。あれがなかったら即死に近い状態だったろう。魔法で助けてくれた少女は、なんとか立ち上がる彼の姿を見て、ほっと眉まゆを緩めた。

　自分の膝ひざを確かめていたセウルが顔を上げる。

「なかなか楽しいね、門番さん」

「お前だけだろ……。俺は楽しくない」

「そう？　にしても、足ばっか怪け我がすると動きにくいんだけど」

「文句言うな。アンデッド相手の常じよう套とうだ」

　アンデッド化した人間を相手にするのは、なまやさしいことではない。痛みが持続しない彼らは、ほとんどの攻撃をものともせず立ち上がってくるのだ。近接戦闘者なら、関節や骨を壊して動けなくさせるのが一番簡単だ。

　とはいえ、それを試みているうちに一撃でも食らえば負けかねないのだから、状況は厳しい。

　クレトは、今まで自分を相手に生徒たちが味わっていたのだろう徒労感を想像する。




　──だがそれでも、走り出さないわけにはいかない。

　クレトは左肩の痛みを意識から追い出した。呼吸を整える。

　視線の先、左足に集中する負傷のためか少し傾いて立っているセウルは、両手を床につくと軽く膝ひざを曲げた。そうして動きを止めた直後──放たれた矢のごとくクレトに向かってくる。

　なにもかもを叩たたき潰つぶす、力そのもの。

　肉薄する相手のその姿に、クレトは「打ち負ける」と直感した。

　すれすれまで引きつけて、体の軸をずらす。突きこまれたセウルの右腕が、抉えぐれた肩のすぐそばを通り過ぎていった。代わりに振るった右拳こぶしが、男のこめかみを打ち抜く。

　的確な狙ねらいに、セウルはバランスを崩してたたらを踏ふんだ。少女の鋭するどい声が飛ぶ。

「クレト！　避よけてください！」

　右腕に鈍にぶい衝撃が走る。

　なにが起きたか、クレトは遅れて理解する。肘ひじの少し上、黒いシャツに尖とがった石の破片が深々と刺さっていた。両手を床へついた時に、セウルはこれを拾って握りこんでいたのだろう。攻撃の手を引いた時を狙って投とう擲てきされたのだ。

「くそ……っ」

　またたくまに痛みが広がる。加えてまずいところを切断されたのか右手が動かない。封じられた両手を下げて距離を取ろうとするクレトに、セウルの手が伸びた。貪どん欲よくに広げられた五指が、クレトの右手首をつかむ。

「捕まえた」

「が……っ」

　手首の骨が、音を立てて砕くだかれる。

　クレトは駆かけ上ってくる苦痛をこらえて、右手をつかんでいるセウルの腕を蹴けり上げた。反動で後ろによろめきながら攻撃を警戒するも、相手が追ってくる気配はない。

　見るとセウルは、右手を潰つぶして満足したのか、鼻歌混じりに石扉へ戻っていくところだった。焦しよう燥そうに満ちた二人の視線を浴びながら、セウルは金色に淡あわく光っていた水晶球を打ち砕く。

「さて、残り一つだ。右足と左足、どっちがいい？」

「どっちもごめんだっつの……。俺今日一日で、骨砕かれすぎだろ」

「次が最後だから安心しなよ」

　微笑するセウルの目に悪意はない。

　まるでがらんどうな、全てが表面的なその様子は、あるべきものの欠落を思わせた。

　精神の不具が、常飲した薬の影響によるものなのか違うのか。そんなことを考えながらも、クレトは現状を「くつがえしようがない」と判断する。両腕が完全に直るまでには、最低でも十分はかかるだろう。とてもではないが逃げきれる時間ではない。

　近づいてくるセウルを前に、クレトは「とにかくジリアを逃がそう」と決断した。そう口を開きかけたところで──クレトの視線は先に現れた彼女の背に遮られる。

　肩にかかる髪を払い、教師の前に立つジリアは、淀よどみのない声で言った。

「先生、四肢一本で一つというなら、私の腕でも構わないですよね？」

「っ、あほか！　よせ！」

　すらりとした左腕を差しのべる少女に、セウルは目を丸くする。だがすぐに男は破顔すると、彼女の肩越しにクレトを見た。焦あせって駆かけ出す青年を確認し、頷うなずく。

「別に構わないよ。いい授業料だ」

　セウルの手が、少女の左腕をつかんだ。肩よりも少し下を握る指に力がこめられる。

　巨人族の腕力の前には、かぼそい腕など小枝に等しい。制服の上から腕はゆっくりと潰つぶされていく。ジリアは悲鳴の形に口を開いたが、最後まで声は洩もらさなかった。セウルが手を離すと、彼女はその場にうずくまる。

　左腕を抱かかえこんで歯を食いしばる少女に、男は理解しがたいといった目をむけたが、すぐに背をむけると石扉へ向かった。駆かけつけたクレトが、膝ひざをついて彼女を覗のぞきこむ。

　額ひたいに浮かぶ冷や汗と震える唇くちびる、蒼そう白はくな顔色が彼女の苦痛を物語っていた。

「おい、ジリア！　平気か！」

「……うるさい、です」

　吐はく息は、嗚お咽えつの響きにも似ていたが、少女の目には意思の光が残っている。ジリアは焦点の定まらぬ目を石床に落としたまま呟つぶやいた。

「……クレト、逃げますよ……これ以上は……上で、戦える人間を集めましょう……」

　がくがくと震える右手をついて、彼女は立ち上がろうとする。その意図を理解して、青年は言葉をつまらせた。

　足を折られれば、逃げることは難しくなる。これ以上戦っても勝てないと判断したジリアは、自分の左腕を捨ててクレトの足を守ったのだ。痛みにきつく目を閉じたジリアは、己を叱しつ咤たするように小さく頷くと、ふらつきながらも細い足で立ち上がる。

「行きますよ……今のうちです」

「ジリア」

　倒れそうになった少女を、クレトは自分の体で受け止める。

　ジリアは申し訳なさそうに目を伏ふせたが、すぐに意志を振り絞しぼった足で歩き出した。折れることを拒こばむ背をクレトは見つめる。かつて彼の目の前で羽をもがれた少女の姿が、それでも戦うことをやめなかった彼女の面影が、そこに重なった。

　痛みにぼんやりとしかけた意識で、クレトは嘆たん息そくする。

「やっぱお前、テレシアに似てるな……」

「年寄りくさいことを言わないでください……それは私の曾そう祖そ母ぼの名前です……」

「ああ、やっぱり血が繫つながってたのか」

　すとんと、腑ふに落ちる。全てが繫がる。

　──そうであったらいいと、思っていた。

　あの時共に戦った者たちが、平穏の中で幸福になっていればいいと。

　もう誰もいないと、愚かな願いだと思いながらも、祈る感情を捨てきれなかった。そうしてようやく手にできた実感に、クレトは思わず微笑する。

「そうか…………お前がいたのか」

　時は流れている。

　自分が地下にこもっている間、地上には確かに平穏があったのだ。それを知るために外へと出てきた。望んで得た機会ではないと思っていたが、結局自分は望んでいたのだ。

　──この目で、生き残った者たちの幸せを確かめたいと。

「ならもう、充分満足だな」

　報むくわれたというなら、それはきっと今だ。安らいだ気分で青年は目を閉じる。

　その時、最後の水晶が割られる音が聞こえた。




　眩暈めまいがする。

　気圧が変わるに似た感覚が訪れる。

　聞こえない音が溢あふれ出し、石の広間を満たしていく。倦うんで溜ためこまれた感情が、無色の波となって足あし下もとを浸食する。

　圧縮された時がさらけ出される空間、ゆっくりと奥へ開いていく扉を仰あおぎ見て、クレトは口にしがたい感慨を抱いだいた。動かない彼に気づいて、ジリアがかすれた声を上げる。

「クレト、急いでください」

「いや……。上、行っててくれ。俺はここで後始末してく」

「何言ってるんですか……」

　巨大な石扉は独りでに開きつつある。その前に立つセウルは、既に二人のことを忘れているのかもしれない。期待に満ちた背を見やって、クレトは溜ため息いきをついた。

「悪い、ジリア。変な意地張って、お前に怪け我がをさせた」

「そういう話は後で聞きますし……私の怪我をあなたのせいにしないでください」

　かぼそい声で返す少女は、階段室の前まで行って横の壁に寄りかかる。羽う人じん族にとって今の状態は一秒ごとに体力を削られているも同然だ。真っ青な顔色の彼女を振り返ったクレトは、その様子から「ひとりで長い階段を上ることは難しい」と判断すると、彼女の傍かたわらに歩み寄った。

「ジリア、鎮ちん痛つうの魔法ならかけられるか？」

「剣を支えてくれれば、なんとか……どちらの腕にかけますか」

「お前にかけるんだよ」

　少女はその言葉に瞠どう目もくしたが、自分の状態がひどいことは自覚しているらしい。震える声で詠えい唱しようした。剣先に灯ともった光が左腕へ伝うと、ほっと眉まゆをゆるめる。

　門番の青年は次に自分の体を見下ろした。

「で、俺のシャツ脱がしてくれ。うまく手が使えない」

「なんですかそれ……すごく痛々しい外見になりそうですよ……」

　弱りきった声音でこぼしながらも、ジリアは彼に寄りかかるようにして、右手で黒いシャツのボタンを一つ一つはずしていった。白い額ひたいには玉のような汗が浮かんでいる。かすれた吐と息いきが胸にかかり、少女の苦痛を如によ実じつに物語った。

　最後に彼女は、男を抱くように背の部分に手をかけると、ゆっくりとシャツを引き抜く。あちこち血に染まった上半身の包帯を見て、ジリアは美しい眉まゆを曇くもらせた。

　しかしクレトはそれに構わず頷うなずく。

「よし、じゃあここでいいからちょっと待ってろ」

「待ってろって……」

「すぐに終わらせる。ゲームには負けたけどな──勝負に勝ってくる」







　はじめから、そうしていればよかった。

　だが自分ひとりが苦痛を負って切り抜けられるなら、諦あきらめたくはないと思ったのだ。

「けどそれでジリアを怪け我がさせてちゃな……。本末転倒だろ」

　クレトは石扉へ向かって歩きながら、ぼろぼろの体を見下ろした。

　ほんの一ヶ月足らずの間、門番として奮ふん闘とうしていた日々を振り返る。

「うん、まあ、楽しかったか」

　社会に貢献できていたかどうか、いまいちよくわからないが、自分としては楽しかった。後は最後の仕事を終えていくだけだ。

　広い石室の中央、開いていく扉を正面に、クレトは足を止める。その先の闇やみからはぼんやりとした赤い光が洩もれ出しており、前に立つセウルの足あし下もとまでを照らしていた。

　音もせず開ききった扉の奥から、女の声が響く。

「おかえりなさい、クレト」

　沈殿する時、忘れ去られた戒めを踏ふんで、彼女は姿を現す。

　赤色の髪に同じ色の瞳ひとみ。両手に無数の黒糸を絡みつかせた人形遣いは、開かれた扉にもたれかかると嫣えん然ぜんと微ほほ笑えんだ。クレトは苦笑してその名を呼ぶ。

「ただいま、セーネ」

　同居人の少女は、いつものようにふわりと宙に浮かぶと、離れた場所から彼を眺ながめた。

「帰ってくるなら私を呼べばいいのに。どうしてこっちを開けたの？」

「俺が開けたんじゃないっつの。後で封印しなおしてくれ」

「ええ？」

　不満げな疑問の声を上げる少女は、真下に散らばる水晶の破片に気づいて、機き嫌げんの悪い顔になった。──その上に立っていたセウルが、クレトを振り返る。

「……門番さん？」

「おう。ちゃんとそいつに謝ってくれよ。後で俺が怒られる」

「謝ってもらっても怒るつもりでいるわ。──クレト、扉を開けたのはこの男なのね？」

「ああ。悪い、止められなかった」

　青年の首しゆ肯こうを受けて、少女の表情が変わる。酷こく薄はくな、どこまでも冷めきった魔女の貌かお。揺ゆらめく炎のごとき微笑が、美しい顔に刻まれた。指先に絡みつく糸がまたたく間に縒よられていく。

　そうして生まれた鎖くさりを手に、人形遣いは澄んだ声で謳うたった。

「ようこそ、愚か者。ディアテの地下牢獄へ。私の名はセーネ・ビエラ。呪のろわれし者の一人にして、この牢獄、唯ゆい一いつの牢番よ」

　かつて、戦場にて千の死体を操あやつったという人形遣い。魔法使いたちの畏い怖ふと憧しよう憬けいを一身に集めた彼女の名も、今の時代には伝わっていない。彼女もまた、呪いを受けたからだ。

　話についていけないらしいセウルが、気の抜けた顔でクレトを注視する。

「なに……？　門番さんは、ここから来たの？」

「ああ、まぁ、そう。出た時はセーネに飛ばしてもらったから、扉は通らなかったんだけどな」

「ってことは、門番さんが狂王子？　そんな格かつ好こうなのに？」

「違うし、服装はほっとけ」

　セーネの前で下へ手たなことを言われては、包帯短パンにされかねない。空中で膝ひざを抱かかえている同居人に、クレトは広い部屋の後方、呆ぼう然ぜんとした顔で座りこんでいるジリアを顎あごで示した。

「セーネ、あそこにいる子の怪け我が、治してやってくれ」

「駄だ目め。私は外の人間に干渉しないことになっているでしょう」

「扉開いてるんだから、この部屋まで中ってことでいいだろ。頼む」

　重ねて請うと、セーネは仕方ない、とでもいうように肩をすくめた。両手に持っていた鎖くさりが消え、赤く光る飛ひ沫まつとなる。それらは空中に帯を描えがいてジリアの真上に届くと、驚く少女の体に降りそそいだ。

　ジリアの表情から苦痛が消えたのを見て取ったクレトは、ほっとしてセウルへと向きなおる。闇やみに閉ざされ、先が見えない扉の奥を眺ながめた。青年は軽い口調でうそぶく。

「よし、じゃあ、門番の補習を始めるか」




　己の知る全てを外の人間に伝える日は、はたしてあるのだろうかと思っていた。

　こうして回ってきた機会に多少の皮肉さを覚えて、クレトは遠くに座るジリアを振り返る。

　少女は素直に終わりを待つような、透き通る目で彼を見ていた。クレトはその目に頷うなずいて、セウルに向きなおる。

「さっきのお前の話な、大体あってるけどちょっとだけ違ってる。七十年前のあの事件、ディアテの王太子は、他の種族の要人を殺そうとして集めたわけじゃないんだ。王太子と竜りゆう人じん族の姫が連名で要人たちを集めたのは──二人が結婚するって発表のためだった」

「……は？　結婚？」

「そうさ」

　当時二人は、自分たちの結婚が五種族宥ゆう和わのきっかけになると心から信じていた。

　もつれてしまった感情も、積み重ねられた遺い恨こんと戦争も、時間はかかっても少しずつ解消できると考えていたのだ。──ただその希望は、とんでもない事件を引き起こした。

「今聞いたって驚くだろ？　当時の人間はだからもっと驚いた。……まっさきに反対してきたのは、獣じゆう人じん族の首長だったらしい。ディアテと竜りゆう人じん族が組んで他の種族を支配する気だろうって食ってかかってきた。で、巨人族や羽う人じん族もいい顔はしなかったんだ」

　歴史の影に隠された真実の話は、口にする端から砂のようにこぼれて失われていく気がする。

　かつての自分の激情もまた、その中に含まれている気がして、クレトは自じ嘲ちようを浮かべた。

「でも本当の問題は、要人会議の外で起こった。ディアテの宮廷も、その時別に一枚岩じゃなかったんだ。ディアテこそが五種族を完全支配すべきだって一派がいて、そいつら急進派は、王太子の発表を洩もれ聞いていきり立った。結果、急進派は要人会議の部屋を外から封じて全員を監禁したんだ。そして王太子の名で──『人質を取ったから完全隷従しろ』と布告した」

　長く続いた戦争で、人々は疲ひ弊へいしきっていた。憎ぞう悪おと恐怖は積み重なって絡みあい、だがそれでも一筋の希望に頼って、皆が会議の行方ゆくえを見守っていた。

　そうして限界状態にまで来ていた緊張を──王太子の名を騙かたる通告が一気に決壊させた。

「城都は、怒って人質を奪だつ還かんしようとやってきた外の軍と、街を守ろうとするディアテの軍が衝突して市街戦になった。特にディアテの軍はほとんどのやつらが、城でなにが起きているのかを知らなくて、急進派のめちゃくちゃな命令に混乱しまくった」

　本当に、ひどい有様だったのだ。

　街は壊れ、人は死んだ。

　黒煙の立ち昇る空は初めて見るほどに赤く、誰もが絶望を予感した。

「もちろん、本当の事情を知る王太子派の人間も外にはちょっとだけいたし、そいつらは、街を守りながら王太子を救出しようと奔ほん走そうしてた。で、結果として、宮廷にいた急進派は排除されて、要人たちは解放された。──でも問題は、それだけじゃ終わらなかったんだ」

　──混乱が、人の心を狂わせたのだろうと、ヴェーテ・サイからの手紙には書かれていた。

　そうなのかもしれない。あの監禁の緊張状態がなかったら、あそこまでの悲劇は起きなかったのかもしれない。部屋の床に広がる血溜だまりを、クレトは思い出す。

　彼はできるだけ声の平静を意識すると、話を続けた。

「会議室が解放された直後のことだ。獣じゆう人じん族の長おさが、ディアテの王太子に背後から襲いかかった。あほみたいな話だけど、今殺せば急進派のうやむやのせいにできると思ったのかもな。……王太子はそのせいで死んで……それを見た姫が、怒いかり狂って獣人族の長を殺した。他にも止めようとした人間が数人犠牲になって──最終的に姫は、巨人族の長の手で殺されたんだ」

　そうでもしないと止められなかった、とは後に聞いた。

　だがあの時のクレトは、現実を許容できなかった。真実を葬ほうむろうとする者全てに抗あらがった。

「これが、本当の話だ。でも、あんまりな話だろ？　だから生き残った人間たちは相談して、全部の発端になった王太子に汚名を負わせることに決めた。そうしてディアテ内部の泥を一人に押しやって、みんなで新しい体制を作ることにしたんだ」

　仮に事実を広く明らかにしていたなら、急進派などという存在を潜ませていたディアテが、五種族を統括することはできなかったに違いない。疲弊しきった民たみと土地を前に必要とされたものは、一刻も早い平穏だった。そのために真実を知る者たちは口をつぐみ、ディアテの共犯者となったのだ。




　クレトは血に濡ぬれた手の包帯を見つめる。

　溜ため息いきを吐はこうとして──その時、扉の向こうから地下を揺ゆるがす咆ほう哮こうが聞こえてきた。

　ごうごうと響く音。地鳴りに似た低い唸うなり声。

　床や壁をびりびりと伝ってこだまする叫さけびは、注意してみればいくつかの単語がかろうじて聞き取れる。『大戦』『ディアテ』『死』『呪のろい』『裏切り』──そして『復ふく讐しゆう』と。

　地にこびりついて消えない呪じゆ詛そは、クレトにはすっかり聞き馴な染じみのあるものだ。彼はセウルを前に苦笑すると、開いたままの扉の奥を示した。

「まったく、うるさくて困るよな。上まで聞こえちまって怪談になってるし……」

「狂王子が死んでるって……これ、そいつの呪詛だろう？」

「違うよ。姫が死に際に呪いをかけたってのは本当の話だ。でもそれは王太子にかけられたわけじゃない。──あの時ディアテの大正門で戦っていた、災厄の巨人にかけられた」

　王太子の友人であったという、異形の巨人。

　濃い原種の血を持ち、普通の巨人族の二倍近い巨体を持っていたという彼は、大戦末期の戦場で千人の戦士に匹敵する蛮ばん勇ゆうを見せ、敵軍を慄おののかせたという。

　大戦最後の日、この巨人は市街戦において暴れ狂い、最後には鎖くさりにて何重にも捕ほ縛ばくされ処刑された。──そう伝えられている。それ以後、彼の姿を見た者は誰もいない。

　教師であるセウルもまた、その話を知っていたのだろう。怪け訝げんそうに眉まゆを寄せる。

「災さい厄やくの巨人？　異形すぎて種族からも追い出されてたってやつか」

「そうそう。その巨人だよ。──ほら」

　わずかな間を置いて、咆ほう哮こうが再び始まる。

　石床を揺ゆるがす響きと共に、扉の奥に黒い影が浮かび上がった。遥はるか地下から伸びてくる巨大な影。うっすらとした赤い光の中に蠢うごめくそれは、鎖くさりを引きちぎろうともがくなにかの輪りん郭かくに思える。異形の巨体からまた、ぞっとするような怨えん嗟さの呻うめきが上がった。







　──『復讐しろ』と、声が届いたのだ。

　それは姫が死ぬ瞬しゆん間かんに残した声で、城を離れていた彼に向けて投げかけられた。

　呪われるべきは、最初から彼ひとりだったのだ。守らなければいけない人間を守れなかった。だから代わりに彼は──復讐を命じられた。







　クレトは、消えることのないささやきに目を閉じる。

「ただ死と引き換えの呪のろいは、あまりにも強すぎた。姫の力は、巨人にぶつかっただけじゃなく城都のあちこちに飛び散って……運悪く食らっちまったやつらを狂乱させたんだ。しかもたちの悪いことに、呪いに馴な染じむ素質でもあったのか、中には死ねない体になったやつらもいた」

　宙に浮かぶセーネが目を細める。

　呪いの飛沫しぶきを浴びた者のうち、もっとも中心近くにいた人間が彼女だ。「最悪」と呼ばれた魔女は、あの時、大正門を挟はさんで災さい厄やくの巨人と対たい峙じしていた。そして呪いの残ざん滓しを浴びて、彼女は彼に繫つながる不死となったのだ。

　──ただそれでも、魔女の中の魔女たる彼女は、正気を失うことはなかった。

　理解できぬ混乱が広がり、城都のあちこちで凄せい惨さんな同士討うちが始まる中、彼女は最後まで彼女のままだった。頭の中で鳴る声に毒づきながら、鎖くさりを振るいひとり傲ごう然ぜんと戦い続けた。もしあの日あの時セーネがいなかったなら、ディアテの城都は瓦が礫れきの山と化していたかもしれない。

　当時を知る同居人を、青年は自じ嘲ちようを浮かべて見上げる。

「ほんとひどい有様だったよな。ま、俺なんかは呪いがなくても暴れまわったと思うけど」

「あなたは会議の場に連れてこられるまで、割と話ができていたわ」

「誰かが鎖でぐるぐる巻きにして引きずってってくれたからな。あれ、めちゃくちゃ痛かった」

「もう時効じゃないかしら」

　白々と返すセーネは、昔と比べるとずいぶん丸くなった気もする。敵として出会い、七十年もの間ともに過ごした戦友を、クレトは穏やかな目で眺ながめた。

「そんなわけでな、ディアテは停戦命令を無視して暴れてるやつらを殺して殺して……それでも死なない人間を捕まえると、どんどんこの地下に放りこんだ。で、ようやく押さえこんだ巨人も牢ろうに繫つないで、セーネを牢番に据すえたんだ。……後は大体同じだな。この学校は生徒の力を流用して、不死の狂人たちを閉じこめている。まさに火薬庫で──戦争犯罪人の監獄だ」

　中には、自ら進んで地下牢獄に入った者もいる。ヴェーテ・サイはその一人で、呪のろいを浴びた彼は終戦時、セーネと協力して暴走する巨人を捕えた。その後、やがて狂うかもしれない己を危き惧ぐして封じられることを選んだのだ。




　消された真実を前に、クレトは苦笑した。

「歴史を紐ひも解とく種明かしは、これで終わりだ。──全然面白くなかったろ？」

　あっさりと締めくくる青年に、けれどセウルは納得できないと言った様子で両手を広げる。

「面白い話とは思うけど、信じられないね。それが本当なら、門番さんはなんで外に出てるわけ？　弱いから？」

　嘲あざけりを含んだ質問に、壁際で立ち上がりかけていたジリアが顔をこわばらせる。それを振り返って見たクレトは、力なくかぶりを振った。

「そうだったらいいんだけどな。俺のこの体は、セーネが作った人形だ。本当の俺はまだ牢の中で、絶賛発狂してる。元の体に戻るとどうしても精神がそっちに引きずられるからな……。今の俺は、セーネの手で掬すくい上げられた砂みたいな状態だ。魔法を使って一握りの正気だけを選より分けられてる」

　頭部を除いて全身に巻きつけられている包帯。それは、彼の精神を本来の体から引き離し、人形の体に固着させるためのものだ。生きているかのように動く血の流れる体、本当の人間と変わらぬそれは、セーネが精魂こめた作品で、最高傑作だ。それだけのものを彼女はクレトにくれた。ただ一つの契約と引きかえに。

「だからまぁ、殿でん下かに呼ばれて外にも出られるし、種族無し状態で弱かったりする。けど、俺はこの体が好きだし、外に出られて満足もしてる。──元の体を表に出す気はない」

　クレトはそう言いきって、セウルを見み据すえる。

　──呈ていされた真実、檻かん中ちゆうからの断言に、男ははじめ驚いているように見えた。

　だがすぐに、その表情は変わっていく。溶け崩れるような笑えみが、クレトの表面を撫なでた。

「じゃあ門番さんは、牢ろう番ばんさんの力を借りて、扉を閉じようと？」

「門番牢番って続けるの、まぎらわしいからやめろ。扉は閉じるけどな。自分でやるさ」

　クレトは右肩に巻かれた包帯を一いち瞥べつする。肩越しに、壁際のジリアと目があった。なにかに気づいたのか彼の方へ歩いてこようとする少女から視線を外し、クレトは息を整える。

　左手は少しだけ動くようになっていた。体中に張り巡らせた繰あやつり糸が修復されつつあるのだろう。ぎこちなく、ゆっくりと腕を動かし、彼は右手の包帯を引く。

　指先からするするとほどけ落ちていくそれを、空中からセーネが頰ほお杖づえをついて見下ろしていた。肩までの分が床に山を作ると、クレトは頷うなずく。

「セーネ、右腕を」

「右だけでいいの？　足は？」

「いい。それで充分だ」

　足は、ジリアがかばってくれた。だからそのままでいいのだ。

　実感を持ってクレトは石床を踏ふみしめる。セーネ本人は離れた場所にいるにもかかわらず、その声だけが、そっと耳の後ろでささやいた。

「一分間。それを越えたら、あなたの右腕は私のものよ」

「わかってる」

　即答を聞き、人形遣いは美しく微ほほ笑えむ。頭をもたげた過去が、そうして現在に相対する。

　クレトは傾いた男をにらみ、低く宣言した。

「セーネ・ビエラ──俺の右腕を喚よべ」

「ええ、喜んで。私の人形」

　赤髪の人形遣いが細い腕を上げる。

　包帯が外れた右腕、人のものと変わらぬ人形の腕に無数の黒糸が巻きついた。

　熱が、クレトの全身に広がっていく。

　ともすれば狂乱にも繫つながるその熱は、だが一いつ瞬しゆんで体内を行き過ぎると右肩にだけ残った。黒糸が縛しばり上げた接合点、その箇所より先の、本来の自分の腕をクレトは上げる。

　それは、戦場で千人に匹敵すると言われた戦士──「災厄の巨人」と呼ばれる異形のものだ。
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　凄せい惨さんな傷きず痕あとがところせましと残る腕を掲げ、クレトは男を見た。

「来い。大戦遺物の力を味わわせてやる。二度と檻おりを開けようなんて思わなくなるようにな」

「……面白い」

　ささやかな緊張と、それを上回る高こう揚ようの目。

　興奮を隠しもしない顔でセウルは走り出した。石床にひびを入れながら、敵たる青年に向けて直線を走ってくる。

　それを待つクレトは、面白くもなさそうな顔で右手を握りなおした。

　気だるげに立ったままの青年は、目前に迫せまる相手に構える様子もなければ、避よける気配もない。そのまま動かない彼の頭上に、なにもかもを叩たたき潰つぶす豪腕が降りかかる。後ろで見ていたジリアが、息を飲んで口を手で覆った。

　彼らの骨肉を、石畳をも同様に粉ふん砕さいしてきた拳こぶし。

　その拳をだが、クレトは右手の平だけで受け止める。

「……は？」

　全ての力をとどめて通さない、壁のごとき掌てのひら。

　拳を止めて眉まゆ一つ動かさない彼に、セウルはぽかんと口を開いた。

　門番の青年はそっけなく言い捨てる。

「じゃ、俺の番だな」

　軽く手を押してやると、セウルは大きく後ろへよろめく。驚きから抜け出せない男へ向かい、クレトは右手をまっすぐに引いた。懐かしい感触の五指を握る。

「覚悟はいいか、若じやく輩はい」

　無造作に、だが大きく前へと踏ふみこむ。

　なんの術も技巧もなく、ただ本能のままに腕を振りかぶる。

「──これが、巨人族の力だ」

　過去は慈悲を含まない。

　そしてセウルの体は、玩具のように石扉の向こうへと撥はね飛ばされた。
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　砂風が岩間を吹き抜けていく荒れ地には、その時、誰の姿も見えなかった。

　各地で勃ぼつ発ぱつしているという種族間の衝突や、度重なる苛か烈れつな戦闘も届かぬ場所。人々から忘れ去られた辺境の地は、物寂しい風景ではあるが、その分安らかだ。

　小さな丘の上、唯ゆい一いつ葉を茂しげらせる大樹の下で座りこんでいる巨人の青年は、大きくあくびをすると太い指で目をこする。そのまま後ろの幹に寄りかかりかけ──だが自分の体重を思い出し、途中で思いとどまった。大切な木陰を不注意で失わないよう、ごつごつとした背を丸めなおす。

　膝ひざの上に広げた地図は、ここに来るまでの町で買ったものだ。

　古い伝説があるという峡きよう谷こくは、今は誰も立ち入らないというが、特に他の目的地もない。彼は「一枚しか現存していない」と語られた古地図をぼんやりと見つめた。




　──ひとりで旅を始めて数年、大陸の情勢は日ごとに悪化してきている。

　大きな戦争が始まる予感に、どこもかしこもざわついているのだろう。異形がゆえに同族からも忌いみ嫌われた彼を、ぜひにと陣営に迎えたがる声もあり──だがクレトは、そこに欺ぎ瞞まんを感じて仕方なかった。

　種族同士、国同士で殺しあうことのなにが楽しいのか。

　関かかわりあうのも煩わずらわしい。厚遇を約束されても、そんなことにしか自分の価値はないと言われているようで、いい気分はしなかった。

「結局、一人が一番楽だよなあ」

　思わずぼやいた、その声が聞こえたわけではないだろう。

　ただ乾いた道に一つの騎影が現れる。

　クレトも来た道からやってくるその騎馬は、のんびりとしたペースで駆かけてくると、丘の下で止まった。見覚えのある古地図を手に、鞍あん上じようから身なりのよい青年が彼を見上げる。

「やあ、こんにちは」

　まるで臆することのない、屈託のない挨あい拶さつ。

　思わずクレトが呆あつ気けに取られていると、青年は馬を下り、轡くつわを引いて丘を上ってきた。まるで普通の人間に対するように、異形の巨人へと笑え顔がおを向ける。

「今日は暑いね。全然誰も見かけないし。ようやく人に会えてほっとしたよ。──あ、隣いいかい？」

「……ああ、まあ…………どうぞ」

　それが二人の出会いで──いくつもの冒険譚たんの始まりだった。
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　戦いの終わりには、いつも物もの憂うい虚脱感が漂う。

　思考を麻ま痺ひさせる高こう揚ようが消え、ゆっくりと冷え固まるまでの時間、後悔を思い出すまでの間が、クレトはあまり好きではなかった。深く息を吐はいて足あし下もとの包帯を拾い上げる。

　空中に佇たたずむ少女が、唇くちびるを尖とがらせた。

「一撃で終わるなんてつまらないわ。もっと手加減してあげればいいのに」

「腕だけしか喚よんでないんだから、自然と手加減になってただろ。それに、あんまやると一分越えちまう」

「越えればいいんだわ。それで私にちょうだい」

「お前、絶対解剖する気だろ。断る」

　包帯を巻き上げるクレトの右腕は、もう元の人形の手だ。

　地下にいた間、正気と狂気を行き来していた彼に、ある日セーネが「正気でいられる体をあげましょうか」と言った。その代わり、彼女は一つの条件を出したのだ。「元の体を私にちょうだい」と。

　クレトには理解できないが、人形遣いの少女はいたく彼の体を気に入ったらしい。

　だが、いくら狂気に支配されがちな体とは言え、自分の体を二つ返事で渡すことはできない。狂乱しているとろくに話もできないので、前払いのように人形の体はもらったが、クレトは同居人の要望についてはずっと渋しぶり続けていた。そこで妥だ協きようラインとして「一分を越えて元の体を喚び出したら、その部位はセーネの所有となる」という契約を結んだのだ。

　檻おりの中から黒い糸が、意識のないセウルの体を引きずり出していく。それを見て、クレトは思わずぼやいた。

「いやもう本当疲れた。最後の仕事がこれとか、絶対門番の担当じゃないだろ」

「──最後なんですか？」

　ぽつりと投げられた質問に、クレトは振り返る。

　いつの間にかすぐ後ろに立っていたジリアは、大きな碧へき眼がんを見開いて彼を見ていた。置いていかれる子供のような眼まな差ざしに、門番の青年は苦笑する。

「お前なら察しがついてるだろ。例の『災さい厄やくの巨人』──あれが俺だよ。今じゃすっかり怪談だけどな、狂王子って言われてる人の友人だった」

　──友達だったのだ。

　種族も身分も関係なく、彼らは共にいた。新しい時代を作ろうと語りあった。

　今の世に伝えられる王太子の印象は、残ざん虐ぎやくな狂人というものだ。誰よりも高潔で真しん摯しだった友人がそのように信じられているということに、クレトは憤いきどおりを覚え、また諦てい観かんをも覚える。そして彼に悪名を負わせたからこそ、ディアテには早い平穏が訪れたのだということも。

　ジリアは鏡のような目をまたたかせた。

「私、ちょっとだけあなたのこと、狂王子本人かと思ってました」

「どうしてそう思った。こんな王太子いたら困るだろ。ってか、お前が持ち出してきたその長剣はあの人のだよ。久しぶりに見てびびった」

「そうなんですか？」

　ジリアは石床に置き去りにしたままの剣を見やる。七十年経っても刃こぼれの一つもない名剣は、クレトにかつての時代を想起させるものの一つだ。初対面の時、まったくなにを気にすることもなく、隣に座ってきた友人のことを思い出す。

「……懐かしいな」







　同じ地図を持つ自分たちに気づいて、クレトは肩を落とし、彼は笑った。

　そうしてひとしきり笑い転げた王太子は、地図売りに騙だまされたことなど気にもせず、異形の巨人に手を差し出して言ったのだ。

『なら、せっかくだから、これから一いつ緒しよにこの峡きよう谷こくに行ってみないか』と。




　──今は遠い話だ。

　伝わっていない数々の冒険も、消されてしまった異種婚譚たんも、そして指をすり抜けていった理想の平和も、もはや知る者もいない過去の物語だ。







　郷きよう愁しゆうに似た思いを味わうクレトは、軽くかぶりを振って意識を現在へと引き戻す。

「大戦の後、俺ずっと引きこもってただろ？　結局、今のディアテの平穏がどんなかって知らなかったんだよな。もちろんセーネに聞いて大体の世情は知ってたけど、実際に目まの当たりにするのは初めてだった」

　記憶に残っていた城都の空は、火と血に彩られた赤い空だ。

　その色ばかりが焼きついてしまった彼の目に、今のディアテの空はただ美しく映った。

「王女殿でん下かなんかは、俺が何者かを知ってて社会復帰のチャンスをくれた。そのことに感謝してるし……やっぱ責任も感じる。体違ってても戦争犯罪人だからな。大戦の時と同じ轍てつを踏ふまないようにって思ってた」

　包帯の解けた右手、その掌てのひらを見つめたクレトは、顔を上げるとジリアに苦笑した。

「だから、昔の力に頼るようなら、俺はもう外にいるべきじゃないんだよ」

　地下に繫つながれた異形の巨人は、大戦を象徴する兵器のようなものだ。ただ復ふく讐しゆうを願い地下から呪じゆ詛そを吐はき続けるだけで、今の世に出してはいけない存在だ。

　──そしてそれは、違う体であっても変わりがない。

　クレトは短く結論づけると、まっすぐに見てくる少女から視線を外す。あまり彼女と話していると、決めていた気持ちが緩んでしまう気がするのだ。

　うまく巻きなおせない包帯と格闘していた青年は、諦あきらめてそれを手首に巻きつけると、開いたままの扉を振り返った。

「ちょうど扉開いてるし、俺はこのまま帰るさ。封印はセーネが直すから大丈夫だろ」

「すごく面倒だわ」

「仕事しろ牢ろう番ばん。ジリア、お前は一人で帰れるな？　殿でん下かには俺から手紙出しとくから、悪いけど後のことは──」

「私しか知りませんよ」

　きっぱりとしたジリアの声。その意味することを理解しかねて、クレトは首を曲げた。

　優等生で知られる少女は、冷然として青年を見み据すえる。

「あなたがここで何をしたか、私しか知りません。どうやって勝ったかなんて、どうでもいいことでしょう。しょせん結果が全てです。無事先生を倒して檻おりが壊れるのを阻そ止しした。それでおしまいです」

「……いや、セウルが知ってるし、扉開いちゃってるからな」

「だからなんですか。瑣さ末まつ事ごとですよ」

　即答でそう切り捨てた少女は、クレトの右手に手を伸ばすと、絡まりかけた包帯を引き取った。むき出しになった肩から丁寧に巻きなおしていく。

「あなたが七十年前の隠いん蔽ぺいに批判的なのは知っています。でもあなたは、今でも本当のことを触れ回らないで黙だまっている。それは犠牲の上に築かれた今の平穏が、貴とうといものだと思っているからじゃないですか？」

「そりゃ、そうかもしれないが……」

　狂王子、と。汚名を着せられた本人が生きていたなら、今の自身の評判にどのような感想を抱いだくのだろう。

　だが、何度クレトが想像しても答は同じだ。きっと彼は微ほほ笑えんで返すだろう。『それくらいのことで平和が訪れるのなら、汚名など大歓迎だ』と。

　血に汚れた少女の指が、血塗れた包帯をきつく締め上げる。

「だったら、今回のことも隠蔽を受け入れてください。せっかく社会復帰できたのに、殿下のご期待を無視するつもりですか？　あなたの素状をご存知だったのなら、これくらいのトラブル、計算の内だったかもしれないでしょう。それをきちんと確認しないで帰るのは失礼です」

「ぐ……」

　痛いところを突かれて、クレトは押し黙だまる。その間にジリアは、枝分かれした包帯を一本一本の指先にまで元どおり巻いていった。繊細な指が、最後に小さな結び目を作る。

　長い睫まつ毛げがかすかに震えて、彼を見上げた。

「元引きこもりがいきなりきちんと仕事できるなんて、誰も期待してませんよ。大戦の遺物だからなんだっていうんです。──ここで諦あきらめないで、もっとあがいて空回りしてください」

　小さな手が、支えるかのようにクレトの腕に触れ──ぽんと叩たたく。

　すらりと伸びた背。透き通る羽を思わせる貌かおが、彼を静かに見つめた。

　諦めることを選ばない少女。染み入るほどのその決然が、彼の胸を衝つく。

　彼女が本当に冷たいだけの優等生であるのなら、彼のために自分の腕を差し出したりはしなかったろう。厳しい美び貌ぼうの裏にあるものは、頑かたくなな生き真ま面じ目めさと──回りくどい優しさだ。

　澄んだ空と同じ色の瞳ひとみ、ずっと探していた気もするその色に、クレトは我知らず見入る。

　何も言わない青年に、ジリアは不意に目を伏ふせると踵きびすを返した。

「先に戻って待っています。どうせ雑務が山積みなんでしょうから」

「──っ、ジリア！」

「なんですか」

　思わずクレトが呼び止めると、少女は上半身だけで振り返った。

　沈ちん黙もくが停滞した空気に落ちる。

　言葉を探して、だが見つからない間。

　ジリアは彼の上に視線をさまよわせると、ほんの少し、遠えん慮りよがちにはにかんだ。

　感情を詰めこんでなお静せい謐ひつな瞳ひとみ。

　曇くもりのない微笑は、ディアテの青空によく似ている。清せい冽れつで温かく、胸に染みる。

「こう見えても私、あなたのおかげで助けられてるんです。……ありがとうございます」

　前を向くしなやかな体は折れることがない。

　少女は二人に背をむけると、淀よどみのない足取りで広間から立ち去る。

　その背を見送って動かないクレトに、赤い髪の人形遣いが艶えん笑しようを注いだ。

「それでどうするの？　クレト」

「……どうしような」

　呟つぶやいた言葉は、いつもどこかしら自分の感情を裏切っている気もする。

　門番の青年は小さく嘆たん息そくすると、石の天井越しに遠い空を仰あおいだのだった。
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　見上げた空は青かった。

　高い壁と堅けん牢ろうな建物の間から見える景色、いつもと代わり映えのしない平穏な空を、門番の青年は仰あおぎ見る。

　門の周囲は朝方暴れた生徒たちのせいで穴だらけだ。その半数は彼自身が掘った落とし穴だが、最近は生徒たちも落ちた後の復帰が早くなってきた。これは別の対策を考えなければ、業務に差し障さわりが出るだろう。

　そんなことを考えて穴を埋め戻している彼に、寮の玄関から現れた少女が駆かけ寄ってくる。

「門番さん！」

「お、ニア。今日もさぼりか。鼻血か」

「ち、違います！　委員会のお仕事があったんです。でももうすぐ昼休みだから、遅れて授業行くよりこっちに来ようと思って」

　やってきたニアは、クレトと並んで壁によりかかると声を潜めてささやく。

「そういえばセウル先生、城に引き取られて処罰を受けることになったって噂うわさがあるんですが」

「らしいな。ってか、ああいうの卒業させちゃ駄だ目めだろ。この学校の判断基準どうなってんだ？」

「さ、さあ。なまじ留年させ続けてストレスで問題起こされるより、卒業させてから教師に、って考えたのかもしれませんね」

「それ大失敗だろ……。ところで──」

　クレトは体を起こすと、ニアの肩を叩たたく。

「お前、本当は殿でん下かの密偵だろ？」

「──え？」

　紫色の髪の少女は、青い目を瞠みはると首を傾かしげた。

　なにを言われたのかわからないという顔。完璧なまでに作られた演技に、クレトは苦笑する。

「別にとぼけなくても怒らないからな。あちこちおかしいな、とは思ってたんだ。初めて殿下がいらっしゃった時、みんなが殿下を見てたのに、お前だけは他の生徒たちの反応見てた。二度目に殿下がいらした時には、お前の部屋見上げて目配せしてたしな。他にもお前、初日から俺が引きこもりだったって知ってただろ？　よく考えれば気づくさ」

　違和感はあちこちにあったのだ。あるいはそれは、彼女が自分を「古こ人じん族」と言った時から始まっていたのかもしれない。「純人間」と通称される種族を本来の名で呼ぶのは王家の伝統だ。

　それを踏ふまえてみれば、ニアのさぼり癖も任務のためと見当がつく。、マリーユが学校内の噂に鋭するどく手を打ってきたのも、ニアが情報を流していたために違いない。

　きょとんとしたままの少女に、クレトは軽く笑って壁に寄りかかりなおした。

「言えないならいいけどな。例の事件の時、お前地下の階段室まできてただろ？　魔法で気配殺してたみたいだけど、俺の同居人が気づいてた。でも、後から聞いたらあそこ門外と同じ領域区分で、一般の生徒はぶっ倒れるらしいからな。そこに入れるって普通の生徒じゃないだろ」

　おそらくは指輪生以上の権限が、王家に繫つながる彼女には与えられているのだ。何度か引っかかりを覚えながら、全てが終わるまでクレトはそのことに気づけなかった。自分でも鈍にぶいと思うが、それが王女の意思ならば異を唱える気もない。

　ニアはしばらく無言でいたが、ややあって隣で長い息を吐はいた。

「セーネ・ビエラには敵かないません。これでも潜在能力は、彼女に並ぶと言われているのですが」

「あいつは特別なんだよ」

「そうでしょう。今まで失礼いたしました。本当は地下でも割って入る機会をうかがっていたのですが……お役に立てず申し訳ありません」

「気にすんな。ジリアを回収しようとしてくれてたんだろ？」

　ニアの立場からすれば、あの建物に入るだけで問題があったはずだ。それをおして来てくれていたのだから、謝られるようなことではない。

　クレトは笑って、少女の肩を叩たたくつもりで手を上げた。──次の言葉を聞いてしまうまでは。

「改めまして、わたくしの名はミレニア・ヒス・ディアテ。ディアテの、本当の第一王女です」

「…………ん？」

　聞き間違いかと思った。

　一いつ瞬しゆんそう思い、だが聞いた言葉を反はん芻すうし、クレトはばっと体を起こす。

「え？　げ……、ちょ、まさか」

「あ、膝ひざを折らないでください。どうか今までどおりに。お願いいたします」

　両手で彼をとどめる少女は、クレトの知るニアと同じ顔ではあったが、まったく違う人間の空気をまとっていた。どちらかといえばマリーユによく似ている。その意味を悟ったクレトは、みるみるうちに青ざめた。

　青年の反応を見て取ったニアは、苦笑して頷うなずく。

「マリーユはわたくしの血縁で、影です。子供の頃に、わたくしは魔力が飛び抜けて高いとわかりましたから。学校に入り、一生外には出られないだろうと言われました。そこでわたくしの代役として、彼女が選ばれたのです」

「一生出られない？　でもそんなのは──」

　王族であるならば入学を免除すればいいだけではないか。

　クレトの表情からそう思われていることを悟ったのか、ニアはかぶりを振った。

「王族であるからといってそのような特例を認めては、国の根幹が疑われます。各種族の強者一割が、この学校に入学する──それはわたくしであっても例外ではありません。この学校はディアテの火薬庫ではありますが、同時に未来を育てるための機関でもあります。五種族全ての均きん衡こうがこの国の基盤であって、王家のために制度をねじまげてしまうなら、その時ディアテはディアテでなくなるのです」

　穏かに微ほほ笑えんで、ニアはクレトを見る。

　堂々たる弁、まばゆいまでの矜きよう持じに、門番の青年は息を飲んだ。

　王女でありながら、一生を学校で送ると決められた少女。そのような彼女が今までなにを考え、なにを思ってきたのか、重みを想像もできずクレトは言葉を失なくす。

　ニアはそんな彼に、普段どおり愛らしく笑って見せた。

「そんな顔をしないでください、門番さん。私これでも楽しんでるんですから！　マリーユを来させて王家の敵をあぶり出したりとか、セウル先生と情報戦したりとか」

「それ、わざとだったのか……」

「もちろんです！　あと、この学校の封印機能もいつか取り払いたいって思ってます！」

　さらりと続けられた言葉に、クレトはぎょっとする。

「え……？　いやそりゃちょっと……無理なんじゃ」

「無理じゃないです。できますよ。不死と狂気の要かなめになっているのは、あなたにかけられた呪のろいですから。それを解くことができれば、地下にいる者たちも解放されるでしょう。そうなれば監獄学校も無事ただの学校に早変わりです」

「お、おう？」

「もっとも、それには方法の模索と多くの人々の力が必要になりますし、当然ながらあなたの協力は必須ですが。──力を貸してくれますか？　クレト・ダラス」

　悪戯いたずらぽく片目をつぶるニアの、残る目の奥には強い意志の光がある。

　今まで七十年もの間、誰もそのようなことは言い出さなかった。皆が諦あきらめていたことを引っくり返そうとする若き王女に、クレトは我に返ると頭こうべを垂れる。

「俺にできることならば全力で。殿でん下か」

「ありがとうございます、門番さん！」

　手を叩たたいて喜ぶニアに、青年は白昼夢を見た気分を味わった。

　その時、昼休みを告げる学校の鐘かねが鳴る。授業が終わる前に抜け出してきたのか、ミャーが玄関から走ってくるのが見えた。

「門番、お昼食べよー、そのあと殴なぐり合いしよー！」

「あー、はいはい」

　あわただしい日常の光景。はしゃいで準備する二人を置いて、クレトは門番小屋にスコップを戻しにいく。屋根のない小屋に上半身をつっこんでいると、誰かが後ろから彼の腕を叩いた。

「クレト」

　澄んで聞こえる自分の名前。

　心地よく響く彼女の声にクレトは微笑する。振り返るより先に、後ろから真新しいノートが差し出された。肩越しにそれを受け取ったクレトは表紙の文字に瞠どう目もくする。

「あ、新しい日誌できたのか」

　試しにめくってみると、中には綺き麗れいな字で初日からの記録がきっちりと記されていた。開門や閉門の時間からクレトが書いてあった一言まで、全てが忠実に再現されている。今日までの苦労と思い出が、一気に戻ってきた気がしてクレトは息を飲んだ。

「これ……」

「なんですか。どこか間違ってます？」

　振り返った視線の先、ジリアは首を軽く傾けて彼を見上げている。

　段をつけた水色の髪。澄んだ碧へき眼がんと白い肌は、繊細な芸術品のように美しい。

　成績優秀でも知られる美び貌ぼうの少女はだが、自分の記憶力に完全には自信が持てていないようだった。大きな瞳ひとみが少しだけ心配そうに彼をうかがう。愛らしいその様子にクレトは苦笑した。

　泥と血にまみれて失敗だらけの試用期間でも、彼女だけは全てを知っていて、それでいいと言ってくれる。空回りでも構わないと、肯こう定ていし叱しつ咤たする。

　時の流れが生んだ偶然のように、それでも当然のように隣に並ぶ少女の、厳しくも不器用に支えようとしてくれる思いが、クレトにはただ嬉うれしかった。

「手間かかっただろ……ありがとな」

「……別にかまいません。当然のことですし」

「ん。助かるよ」

　礼を言ってノートを閉じると、彼女はわずかに顔を赤らめて横をむいた。

「あとは……一応、転職の斡あつ旋せんも準備できています。あなたの職務経歴書も作ってきました」

「お前が作るのかよ！」

「自己アピールには『引きこもりでつちかった孤独耐性には自信があります』と書きました」

「ほんとやめろ」

　青年の苦情に、ジリアはぷいと背をむける。片手に布包みを提さげているのは、ここで昼を食べるつもりだからだろう。石のブロックを引き出して座ったミャーが二人を手招く。

「ねー、はやくはやく！　おかず交換しようよ！」

「交換って、お前、肉しか食べないだろ」

「別に私は構いませんが」

　ジリアはクレトを置いてさっさと輪に入った。羽う人じん族の少女は、綺麗に足を揃そろえてブロックに座ると彼を振り返る。空を映して透明な眼まな差ざしが、雲間の光に似てクレトを射抜いた。

「食べないんですか？　消化剤必須の人」

「ほっとけ、食べるわ」

「転職は？」

　それについては、考えるまでもない。

　青年は日誌を小こ脇わきに抱かかえると彼女の隣に立った。じっと見上げてくる少女に右手を差し出す。

　一拍の間の後、ジリアは不思議そうな目をしながらも握手に応じ、彼の手を取った。

　流れ続ける時の、ほんの飛ひ沫まつのひととき。

　細く温かな指をクレトは握る。

「ま、このまま、ここでがんばってみるさ。監獄学校の門番を極めるまでな」

　そう意気ごんでみせると、今を生きる少女は彼を見つめて──嬉うれしそうに笑った。










　あとがき




　はじめまして。古ふる宮みや九く時じと申します。

　この度は、『監獄学校にて門番を』をお手にとってくださりありがとうございます。

　そうだ、電撃大賞に出そう、と思い立ってから四年。

　年度末には自分を罵ののしりながら応募作を仕上げ、七月には落ち着かなく一次発表を待つ、というのが毎年の恒例になっておりましたが、くしくも第二十回電撃大賞応募作品を拾って頂いた本年、七月同日の発売日を、やはり落ち着かなく、そして緊張に倒れそうになりながら迎えることになりました。本屋の前で体育座りして胃炎と戦っている人間がいたら、それは私かもしれません。

　もともと異世界ファンタジーが好きで、ネットでも趣味で多く書いてきた私ですが、当初は「電撃大賞でファンタジーを書くなら、きっと現代ファンタジー！」と思いこんでいました。書きました。出しました。落ちました。

「もう今年は、好きなもので頑張ってみよう……」と思い、魔法とバトルと慌あわただしい日常と足あし下もとにひそむ謎なぞを詰めこんで書いたのが今作です。加えて改稿にあたり、更に色々好きな要素も添えてみました。投稿時には迷って出来なかったことも、「いいと思いますよ！」で受け入れてくださった担当様には、本当に頭が上がりません。

　異世界学園ファンタジー、でも舞台は門前。

　生徒たちの暴ぼう虐ぎやくにさらされる新人門番の奮闘を、どうか皆様も楽しんで頂ければ幸いです。







　末筆ながら、ここに至るまで支えてくださったネットの読者様方、本当にありがとうございます。好きなものを好きなように書き続けられる力を、長らくの間、皆様のお声から頂いておりました。変わらず作品でご恩返し出来るよう、これからも頑張ります！

　また、常から理解と応援を惜しまずいてくれた家族と友人たち、職場や周囲の皆様に感謝を。

　そして、すぐ地味な方向に走ろうとする私を引っ張り、熱い話を書かせてくださった担当編集様方、種族の違うヒロインたちを美び麗れいに描えがき出してくださったやすも様、他にも出版に関わってくださった全ての皆様方に心より御礼申し上げます。

　最後に、この本を読んでくださった読者様、感謝の気持ちでいっぱいです。

　またいつかお会い出来ますように。ありがとうございました！





古宮　九時
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古ふる宮みや九く時じ

静岡県の東の方の出身で在住。異世界ファンタジーとバトルとミステリが大好き。麺類全般が好きで、ラーメンの中にまぎれているもやしと、物心ついた頃から仲が悪いです。
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イラスト／やすも

ネトゲやＦＰＳに溺れつつ絵も描いてます。新米ですが、もりもり頑張っていきます。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「古宮九時先生」係

「やすも先生」係











本書は第20回電撃小説大賞応募作品『監獄学校にて門番を』に加筆・修正しています。
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監かん獄ごく学がっ校こうにて門もん番ばんを








古ふる宮みや九く時じ
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